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令和６年度事業実績について

大津市健康福祉部
令和７年７月１１日

令和７年度 第１回評価委員会資料
資料１①

１ 決算の概要

２ 主な経営指標の達成状況

目 次

ｽﾗｲﾄﾞ05

ｽﾗｲﾄﾞ17

（単位の記載のない金額の単位は百万円で表記）
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１ 決算の概要

5

5
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№ 項 目
計画額
Ａ

決算額
Ｂ

計画比
Ｂ－Ａ

備 考

1 医業損益 328 △1,218 △1,546
医業収益 △831（計画11,346⇒実績10,515）
給与費（△）＋810（計画6,169⇒実績6,979）
材料費（△）△109（計画2,468⇒実績2,359）

2 営業損益 1,220 △360 △1,580
運営費負担金（1,535）
新型コロナウイルス感染症にかかる国県等補
助金がR5で終了（R5:516）

3 経常損益 824 △692 △1,516 運営費負担金（118）

4 当期損益 822 △910 △1,732 附属棟・管理棟等解体工事費（219）

7

7

（１）財務３表（①損益計算書）
医業損益は増収増益となるも、経常損益は減益となった。
医業収益 R5:9,858→R6:10,515(+657)
医業損益 R5:△1,481→R6:△1,218(+263)
国県等からのコロナ補助金等の交付(前年度で終了) R5:516→R6:0(△516)
経常損益 R5:△459→R6:△692(△233)

8

8
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№ 項 目
計画額
Ａ

決算額
Ｂ

計画比
Ｂ－Ａ

備 考

1 業務活動ＣＦ ＋1,351 ＋21 △1,330

診療収入△744（計画11,065⇒実績10,321）
その他収入△148（計画215⇒実績67）
給与費支出（△）＋661（計画6,532⇒実績7,193）
材料費支出（△）△101（計画2,472⇒実績2,371）

2 投資活動ＣＦ △346 △731 △385 固定資産の取得による支出△519

3 財務活動ＣＦ △953 △753 ＋200
長期借入＋556
元金償還△1,222
（移行前地方債償還△794、長期借入金償還△428）

4 資金増減額 ＋52 △1,463 △1,515

5 資金期首残高 2,762 6,612 ＋3,850

6 資金期末残高 2,814 5,149 ＋2,335

（２）財務３表（②キャッシュフロー計算書）

9

9

国県等からのコロナ補助金等の交付が前年度で終了となったことや人件費等の
増加などにより、資金は大幅に減少。

10

10
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№ 項 目
期首
Ａ

期末
Ｂ

増減
Ｂ－Ａ

備 考

1 固定資産 9,798 9,150 △648
有形資産△548
無形資産△97

2 流動資産 8,404 7,122 △1,282
現金預金△1,463（6,612⇒5,149）
未収金 ＋154（1,733⇒1,887）

3 総資産 18,202 16,273 △1,929

4 固定負債 10,653 9,743 △910
地独移行前債務（流動へ△783）
長期借入（借入+556、流動へ△503）
長期リース債務（流動へ△84）

5 流動負債 2,932 2,823 △109
未払金･未払費用△184（1,198⇒1,014）
長期借入＋74（429⇒503）

6 負債 計 13,585 12,566 △1,019

7 純資産 計 4,617 3,707 △910 当期純損失△910

8 負債・純資産 18,202 16,273 △1,929

（３）財務３表（③貸借対照表）

11

11

当期純損失が発生したため前年度比で純資産は減少。

12

12
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№ 項 目
【参考】
Ｒ01実績

計画値
Ａ

実績値
Ｂ

計画比
Ｂ－Ａ

1 延入院患者数 120,478人 123,811人 108,984人 △14,827人

１日平均（365日） 329人 339人 299人 △40人

2 入院診療単価 57,487円 62,173円 66,218円 ＋4,045円

3 平均在院日数 13.1日 13.2日 13.1日 (△) △0.1日

4
病床稼働率
（最大使用病床数393床）

85.0％ 87.9％ 76.0％ △11.9ｐ

5 外来患者数 198,409人 198,410人 173,039人 △25,371人

１日平均（243日） 827人 817人 712人 △105人

6 外来診療単価 15,379円 16,049円 16,818円 ＋769円

（４）業務実績

13

13

入院、外来共に、患者数は計画値を下回ったが、診療単価は計画値を上回った。

14

14
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２ 主な経営指標の達成状況

17

17
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19

19

（１）第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の
質の向上に関する目標を達成するためとるべき措置

20

20
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21

21

22

22

（２）第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を
達成するためとるべき措置
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23

23

（３）第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するため
とるべき措置

24

24
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大津市健康福祉部
令和７年７月１１日

令和６年度の業務実績に関する評価結果
（サマリー）

令和７年度 第１回評価委員会資料
資料１②

１ 年度評価の流れ

３ 小項目評価と目標指標の達成状況

２ 大項目評価

目 次

ｽﾗｲﾄﾞ05

ｽﾗｲﾄﾞ13

ｽﾗｲﾄﾞ09
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１ 年度評価の流れ

5

5

（１）中期計画の進捗管理と評価委員会

6

6

№
ＰＤＳ

サイクル
根拠

１ Ｐ 中期目標の設定（変更含む） 地独法

２ Ｐ 中期計画の認可（変更含む） 条例

３ Ｄ＋Ｓ
事業年度における第１から３四半期終了後、
事業年度終了時に見込まれる業績確認

条例

４ Ｄ＋Ｓ 毎事業年度終了後の業績評価 条例

５ Ｄ＋Ｓ
中期目標期間終了時に見込まれる
業績評価

地独法

６ Ｓ 中期目標期間終了時における業績評価 条例

7 Ｓ 中期目標期間終了後の検討 地独法

評価委員会が関わる評価等で発生する事象（時系列）と
ＰＤＣＡ（ＰＤＳ）サイクルの過程の関係
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（２）業務実績に関する評価結果の報告（地独法第28条）

毎事業年度終了後の業績評価
【ＰＤＣＡ（ＰＤＳ）サイクルの過程：Ｄ＋Ｓ】

7

7

設立団体の長議 会

法 人 評価委員会

②評価案の提示

③評価案に
対する意見

⑥評価結果等の
報告

（第5項）

①報告書
の提出

（第1項、第2項）

④評価結果の通知（第5項）

⑤必要な場合は
業務改善
の命令
（第6項）

評価委員会は、市長の諮問に応じ、意見を述べるものとする

（根拠：地方独立行政法人市立大津市民病院評価委員会条例第2条第2号）

（３）業務実績評価の流れ

評価委員会の
意見を聴き、評価

8

8

ヒアリングなど

■６段階評価（ＳからＥ）
■小項目評価をもとに

中期計画の進捗状況を市が評価

大項目評価

■５段階評価（５から１）
■定量的評価と定性的評価

法人の自己評価

市の評価

小項目評価
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２ 大項目評価

9

9
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（１）全体評価（①評価結果及び判断理由）

11

11

■中期目標、中期計画の達成に向けて「遅れている」と評価。
主な原因は、多くの指標で年度計画値の達成には至らなかったため。

■大規模な診療報酬改定が実施される中、高齢者救急受入体制の強化と経営改善の
両立を図るため、地域包括医療病棟を新たに開設したことに加え、訪問診療を行う
診療所での対応が困難な疾患に対し、専門医による支援を行い、これを拡充するた
め、昨年度から準備を進めていた在宅診療センターを稼働させるなど、公立病院と
して求められる役割に応えた。

■これまで以上に業務改善を病院全体で取り組むため、業務改善委員会を設置し、
９つのプロジェクトチームを発足させ、業務改善を推進した。

■財務状況は、経常収支は約７億円の損失、単年度資金収支は約１４億７千万円の
マイナスとなり、計画値を大きく下回った。

■現状のままでは、資金が今後数年で枯渇する恐れもあることを念頭に置きながら、
財務状況の改善を図る取組に注力されたい。また、新たに策定した第３期中期計画
に基づき、持続可能な経営の実現に向け、地域医療を支える中核病院としての役割
をしっかりと担い、市民に寄り添い、治し支える医療を今後も提供し続けることを
期待。

№ 大項目 大項目評価

1
第２ 市民に対して提供する
サービスその他の業務の質の向上 Ｃ やや遅れている

2 第３ 業務運営の改善及び効率化 Ｂ おおむね計画どおり進んでいる

3 第４ 財務内容の改善 Ｄ 遅れている

（１）全体評価（②大項目の評価結果）

12

12

【参考】

大項目評価基準 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

特筆すべき 

進捗状況にある。 
計画どおり進んでいる。 

おおむね計画どおり 

進んでいる。 
やや遅れている。 遅れている。 

重大な改善すべき 

事項がある。 

（全ての小項目の評価が３から５

まで、かつ、評価委員会が 

特に認める場合） 

（全ての小項目の評価が３から５

まで） 

（小項目の評価において３から５

までが８割以上） 

（小項目の評価において３から５

までが５割以上８割未満） 

（小項目の評価において３から５

までが５割未満） 
（評価委員会が特に認める場合） 
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３ 小項目評価と目標指標の達成状況

13

13
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大項目評価基準 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

特筆すべき 

進捗状況にある。 
計画どおり進んでいる。 

おおむね計画どおり 

進んでいる。 
やや遅れている。 遅れている。 

重大な改善すべき 

事項がある。 

（１）項目別評価（①第２ 市民サービス、業務の質）

15

15

ア 評価結果 → Ｃ やや遅れている。

イ 判断理由（主なもの）
▲「１ 市民病院としての役割」において、年度計画値の達成状況は「４３項目のうち１６項目達成」であった。
◯「２ 地域の病院、診療所等との機能分化及び連携強化」において、年度計画値の達成状況は「４項目のうち３項
目達成」であった。また、地域包括医療病棟を設置するとともに、在宅診療センターを稼働した。

▲「３ 市民・患者への医療サービス」において、年度計画値の達成状況は「８項目のうち３項目達成」であった。
◯「４ 医療の質の向上」においては、年度計画値の達成状況は「３項目のうち２項目達成」であった。また、入退
院センターにおいて、多職種が連携し、入院前から退院時の円滑な支援を行った。

№ 項 目 ｳｴｲﾄ 

小項目評価数 

評価 

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価 

２ 

評価 

１ 

1 

１ 市民病院としての役割 

⑴ ５疾病に対する医療の提供 ×2    ４  

2 ⑵ ４事業に対する医療の確保 ×2    ４  

3 ⑶ 在宅医療・介護との一層の連携強化 ×1    ２  

4 ⑷ 感染症医療の充実及び強化 ×1   ３   

5 ⑸ 健康増進及び予防医療の充実及び強化 ×1    ２  

6 
２ 地域の病院、診療所等 

との機能分化及び連携強化 

⑴ 地域で果たすべき役割 ×1   ３   

7 ⑵ 地域医療支援病院としての役割 ×1    ２  

8 ⑶ 関係機関との連携強化 ×1   ３   

9 ３ 市民・患者への医療 

サービス 

⑴ 市民・患者の求める医療サービスの提供 ×1    ２  

10 ⑵ 患者サービスの向上 ×1    ２  

11 

４ 医療の質の向上 

⑴ 医療の安全の徹底 ×1   ３   

12 ⑵ 診療データ分析による医療の質と効率性の標準化 ×1   ３   

13 ⑶ チーム医療の充実 ×1   ３   

ウエイト考慮後の小項目評価点数    １８ １８  

ウエイト考慮後の評価５から３の構成比率（％）    ５０．０％ － － 

 

16

16

定量

定性

定量

定量

定量

定量

定性

定量

定量

定量

定量

定量

定性

ウ 小項目ごとの評価結果（レーダーチャート）

評価結果
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（１）項目別評価（②第３ 業務運営の改善及び効率化）

17

17

イ 判断理由（主なもの）
▲「１ 経営の効率化」において、年度計画値の達成状況は「２項目のうちいずれも未達」であった。
◯「２ 経営管理機能の充実」において、経営改善に向けた職員提案を継続して募集し、うち３５件に

ついては経営会議で協議し、実施の方向性を決めた。
◯「３ 組織運営体制の強化と職員の意識変革」において、業務改善委員会を設置し、９つのプロジェ

クトチームにより業務改善を推進した。

ア 評価結果 → Ｂ おおむね計画どおり進んでいる。

大項目評価基準 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

特筆すべき 

進捗状況にある。 
計画どおり進んでいる。 

おおむね計画どおり 

進んでいる。 
やや遅れている。 遅れている。 

重大な改善すべき 

事項がある。 

№ 項 目 ｳｴｲﾄ 

小項目評価数 

評価 

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価 

２ 

評価 

１ 

1 

１ 経営の効率化 

⑴ 原価計算を基にした業務運営の改善 ×1   ３   

2 ⑵ 診療科目の適正化 ×1   ３   

3 ⑶ 病床数の適正化 ×1   ３   

4 ⑷ 労働生産性の向上 ×2    ４  

5 ⑸ 効率的かつ効果的な設備投資 ×1   ３   

6 
２ 経営管理機能の充実 

⑴ 業務運営体制の強化 ×1   ３   

7 ⑵ 業務管理（リスク管理）の充実 ×1   ３   

8 
３ 組織運営体制の強化と 

職員の意識変革 

⑴ 組織運営体制の強化 ×1   ３   

9 ⑵ 職員の意識変革 ×1   ３   

10 ⑶ 計画的で効果的な人材育成 ×1   ３   

ウエイト考慮後の小項目評価点数    ２７ ４  

ウエイト考慮後の評価５から３の構成比率（％）    ８７．１％ － － 

18

18

定性

定性

定性

定性

定量

定性

定性

定性

定性

定性

ウ 小項目ごとの評価結果（レーダーチャート）

評価結果
- 22 -



（１）項目別評価（③第４ 財務内容の改善）

19

19

イ 判断理由（主なもの）
▲「１ 収支バランスの適正化」において、年度計画値の達成状況は「２０項目のうち４項目達成」で

あった。
〇「２ 運営費負担金」及び「３ 計画期間内の収支見通し」において、年度計画値を設定した項目は

ないが、いずれの取組も一定の水準を満たしていた。

ア 評価結果 → Ｄ 遅れている。

大項目評価基準 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

特筆すべき 

進捗状況にある。 
計画どおり進んでいる。 

おおむね計画どおり 

進んでいる。 
やや遅れている。 遅れている。 

重大な改善すべき 

事項がある。 

№ 項 目 ｳｴｲﾄ 

小項目評価数 

評価 

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価 

２ 

評価 

１ 

1 

１ 収支バランスの適正化 

前文 ×3    ６  

2 ⑴ 収入の安定的確保及び収益の最適化 ×1    ２  

3 ⑵ 支出及び費用の抑制 ×1    ２  

4 ２ 運営費負担金  ×1   ３   

5 ３ 計画期間内の収支見通し  ×1   ３   

ウエイト考慮後の小項目評価点数    ６ １０  

ウエイト考慮後の評価５から３の構成比率（％）    ３７．５％ － － 

 

20

20

定性

定性

定量

定量

定量

ウ 小項目ごとの評価結果（レーダーチャート）

評価結果
- 23 -



大津市健康福祉部
令和７年７月１１日

令和６年度業務実績 指標一覧

令和７年度 第１回評価委員会資料
資料１③

目 次

ｽﾗｲﾄﾞ003

ｽﾗｲﾄﾞ011

１計画値の達成状況

２主な指標の計画値と実績値
の推移

- 24 -



１ 計画値の達成状況
（０）グラフの見方

ア 令和６年度の指標の計画値に対し、達成状況を
各カテゴリーでレーダーチャート化

イ 100％が指標の計画値と実績値が同じことを示す。

ウ 指標の計画値の達成状況が120％以上の場合は、
レーダーチャートで120％に「●（赤マル）」で表記し、
別途、達成状況を記載。

エ 指標の計画値の達成状況が20％以下の場合は、
レーダーチャートで20％に「●（青マル）」で表記し、
別途、達成状況を記載。

3

3

- 25 -



5

5

（１）第２ 市民サービス、業務の質の向上
（ ①５疾病に対する医療の提供 ）

149.9％

6

6

（１）第２ 市民サービス、業務の質の向上
（ ②４事業（救急医療））

127.3％

8.2％

126.7％

- 26 -



7

7

（１）第２ 市民サービス、業務の質の向上
（ ②４事業（救急除く）、在宅、感染症医療 ）

8

8

（１）第２ 市民サービス、業務の質の向上
（ ③健康増進、予防医療、地域での役割 ）

309.5％15.4％

462.1％

18.0％

- 27 -



9

9

（１）第２ 市民サービス、業務の質の向上
（ ④医療サービス、質の向上 ）

（２）第３業務運営の改善及び効率化（ 経営の効率化 ）

計測していない

10

10

（３）第４ 財務内容の改善
（ 前文、収支バランスの適正化 ）

△2,868.6％

- 28 -



11

11

２ 主な指標の計画値と実績値の推移
（０）グラフの見方

ア 計画値と実績値を四半期又は年度通期で折れ線グラフ
にし、計画値の達成状況や実績値の推移について確認
している。

イ 第１期計画（H29-R02）で計画値と実績値がある指標
については、経年で確認できるようにしている。

ウ グラフを見やすくするため、一部の指標(※)を除き、
令和６年度第４四半期（R06・4Q）の計画値及び実績値
のみを表記している。
(※)次の指標は毎年度の数値を表記

スライド22 No.61単年度資金収支、No.62医業収支比率、No.63経常収支比率
No.64営業費用対医業収益等

スライド25 No.75職員給与費対医業収益、No.76材料費比率
スライド26 No.78委託費比率

- 29 -



13

13

（１）第２ 市民サービス、業務の質
ア ５疾病４事業と在宅医療等での役割①

14

14

（１）第２ 市民サービス、業務の質
ア ５疾病４事業と在宅医療等での役割②

- 30 -



15

15

（１）第２ 市民サービス、業務の質
ア ５疾病４事業と在宅医療等での役割③

16

16

（１）第２ 市民サービス、業務の質
ア ５疾病４事業と在宅医療等での役割④

- 31 -



17

17

（１）第２ 市民サービス、業務の質
ア ５疾病４事業と在宅医療等での役割⑤

18

18

（１）第２ 市民サービス、業務の質
ア ５疾病４事業と在宅医療等での役割⑥

- 32 -



19

19

（１）第２ 市民サービス、業務の質
イ 地域の病院、診療所との機能分化及び連携強化

20

20

（１）第２ 市民サービス、業務の質
ウ 医療の質の向上

- 33 -



21

21

（２）第３ 業務運営の改善及び効率化
ア 経営の効率化

22

22

（３）第４ 財務内容の改善
ア 前文

- 34 -



23

23

（３）第４ 財務内容の改善
イ 収支バランスの適正化①

24

24

（３）第４ 財務内容の改善
イ 収支バランスの適正化②

- 35 -



25

25

（３）第４ 財務内容の改善
イ 収支バランスの適正化③

26

26

（３）第４ 財務内容の改善
イ 収支バランスの適正化➃

- 36 -



- 37 -
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Ⅰ
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２
 
全
体
評
価
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た
内
容

 
 

３
 
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
、
指
摘
等
 

 

Ⅱ
 
項
目
別
評
価
 

 

１
 
第
２
 
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 
４
頁
 

（
１
）
評
価
結
果
 

 

（
２
）
判
断
理
由
及
び
考
慮
し
た
事
項
、
内
容
 

 

（
３
）
小
項
目
評
価
の
集
計
結
果
 

 

（
４
）
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
等
 

 

２
 
第
３
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置
 

５
頁
 

（
１
）
評
価
結
果
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判
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項
目
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価
に
当
た
っ
て
の
意
見
等
 

 

３
 
第
４
 
財
務
内
容
の
改
善
に
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る
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を
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る
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６
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結
果
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判
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た
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等
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に
関
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る
小
項
目
評
価
基
準
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頁
 

 
 

 
 

 
 

 

-
 3

9
 -



3
 

 Ⅰ
 
全
体
評
価

 

１
 
評
価
結
果
及
び
判
断
理
由
 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
に
お
け
る
令
和
６
年
度
の
業
務
実
績
に
関
す
る
全
体
評
価
の
結
果
は
、
大
項
目
ご
と
の
評
価
と
し
て
Ｂ
が
１
つ
、
Ｃ
が
１
つ
、
Ｄ
が
１
つ
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
中
期
目
標
、
中
期
計
画
の
達
成
に
向

け
て
、「

遅
れ
て
い
る
。」

と
評
価
す
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
年
度
計
画
値
の
多
く
の
指
標
で
年
度
計
画
値
の
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

 

第
２
期
中
期
目
標
期
間
（
Ｒ

3
.4

.1
～
Ｒ

7
.3

.3
1
）
の
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
６
年
度
は
、
大
規
模
な
診
療
報
酬
改
定
が
実
施
さ
れ
る
中
、
高
齢
者
救
急
受
入
体
制
の
強
化
と
経
営
改
善
の
両
立
を
図
る
た
め
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
を
新
た
に
開

設
し
た
こ
と
に
加
え
、
訪
問
診
療
を
行
う
診
療
所
で
の
対
応
が
困
難
な
疾
患
に
対
し
、
専
門
医
に
よ
る
支
援
を
行
い
、
こ
れ
を
拡
充
す
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
を
稼
働
さ
せ
る
な
ど
、
公
立
病
院
と
し
て

求
め
ら
れ
る
役
割
に
応
え
た
年
度
と
な
っ
た
。

 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
業
務
改
善
を
病
院
全
体
で
取
り
組
む
た
め
、
業
務
改
善
委
員
会
を
設
置
し
、
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
業
務
改
善
を
推
進
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

 

一
方
で
、
財
務
状
況
は
、
医
業
収
支
が
１
２
億
１
，
８
０
０
万
円
の
損
失
、
経
常
収
支
は
６
億
９
，
２
０
０
万
円
の
損
失
と
な
り
、
計
画
値
を
大
き
く
下
回
っ
た
。
加
え
て
、
資
金
面
で
は
、
単
年
度
資
金
収
支
の
実
績
が
マ
イ
ナ
ス
１
４
億

 

６
，
３
０
０
万
円
と
な
り
、
計
画
値
を
大
き
く
下
回
っ
た
。

 

現
状
の
ま
ま
で
は
、
資
金
が
今
後
数
年
で
枯
渇
す
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
財
務
状
況
の
改
善
を
図
る
取
組
に
注
力
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
新
た
に
策
定
し
た
第
３
期
中
期
計
画
（
計
画
期
間
：
Ｒ

7
.4

.1
～
Ｒ

1
1
.3

.3
1
）
に
基

づ
き
、
持
続
可
能
な
経
営
の
実
現
に
向
け
、
地
域
医
療
を
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え
る
中
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の
役
割
を
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か
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と
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、
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り
添
い
、
治
し
支
え
る
医
療
を
今
後
も
提
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続
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
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に
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す
る
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ー
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す
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達
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れ
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率
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Ｂ
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計
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る
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第
４
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務
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善
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関
す
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す
る
た
め
と
る
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き
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置

 
Ｄ

 
遅
れ
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い
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考
〉

 

大
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基
準
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Ａ
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Ｃ
 

Ｄ
 

Ｅ
 

特
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る
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で
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。
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大
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改
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る
。
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全
て
の
小
項
目
の
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価
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か
ら
５

ま
で
、
か
つ
、
評
価
委
員
会
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特
に
認

め
る
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合
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全
て
の
小
項
目
の
評
価
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３
か
ら
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で
）
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い
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５
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で
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上
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は
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目
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ど
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え
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に
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務
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収
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が
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が
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３
つ
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点
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評
価
し
た
。
ま
た
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度
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高
い
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れ
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取
組
に
つ
い
て
は
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値
目
標
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状
況
と
と
も
に
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が
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。
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す
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。
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振
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特
筆
す
べ
き

 

進
捗
状
況
に
あ
る
。

 
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。

 
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

 

進
ん
で
い
る
。

 
や
や
遅
れ
て
い
る
。

 
遅
れ
て
い
る
。

 
重
大
な
改
善
す
べ
き

 

事
項
が
あ
る
。

 

 （
２
）
判
断
理
由
及
び
考
慮
し
た
事
項
、
内
容
 

 次
項
「
小
項
目
評
価
の
評
価
結
果
」
に
お
い
て
、
評
価
３
か
ら
５
ま
で
の
構
成
比
率
が
５
割
以
上
８
割
未
満
で
あ
っ
た
た
め
、
「
や
や
遅
れ
て
い
る
。
」
と
判
断
し
た
。
評
価
に
お
け
る
主
な
判
断
理
由
は
次
の
と
お
り
。
 

⚫
 

「
１
 
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
」
に
お
い
て
、
年
度
計
画
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
４
３
項
目
の
う
ち
１
６
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。

 

⚫
 

「
２
 
地
域
の
病
院
、
診
療
所
等
と
の
機
能
分
化
及
び
連
携
強
化
」
に
お
い
て
、
年
度
計
画
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
４
項
目
の
う
ち
３
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
を
稼
働
し
た
。
 

⚫
 

「
３
 
市
民
・
患
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
」
に
お
い
て
、
年
度
計
画
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
８
項
目
の
う
ち
３
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

「
４
 
医
療
の
質
の
向
上
」
に
お
い
て
は
、
年
度
計
画
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
３
項
目
の
う
ち
２
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
入
退
院
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
多
職
種
が
連
携
し
、
入
院
前
か
ら
退
院
時
の
円
滑

な
支
援
を
行
っ
た
。
 

 （
３
）
小
項
目
評
価
の
集
計
結
果
 

№
 

項
 
目
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

小
項
目
評
価
数
 

評
価
 

５
 

評
価
 

４
 

評
価
 

３
 

評
価
 

２
 

評
価
 

１
 

1 

１
 
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割

 

⑴
 
５
疾
病
に
対
す
る
医
療
の
提
供
 

×
2
 

 
 

 
４
 

 

2 
⑵

 
４
事
業
に
対
す
る
医
療
の
確
保
 

×
2
 

 
 

 
４
 

 

3 
⑶

 
在
宅
医
療
・
介
護
と
の
一
層
の
連
携
強
化
 

×
1
 

 
 

 
２
 

 

4 
⑷

 
感
染
症
医
療
の
充
実
及
び
強
化
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

5 
⑸

 
健
康
増
進
及
び
予
防
医
療
の
充
実
及
び
強
化
 

×
1
 

 
 

 
２
 

 

6 
２
 
地
域
の
病
院
、
診
療
所
等

 

と
の
機
能
分
化
及
び
連
携
強
化

 

⑴
 
地
域
で
果
た
す
べ
き
役
割

 
×
1
 

 
 

３
 

 
 

7 
⑵

 
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割
 

×
1
 

 
 

 
２
 

 

8 
⑶

 
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

 
×
1
 

 
 

３
 

 
 

9 
３
 
市
民
・
患
者
へ
の
医
療
 

サ
ー
ビ
ス
 

⑴
 
市
民
・
患
者
の
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
 

×
1
 

 
 

 
２
 

 

10
 

⑵
 
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
 

×
1
 

 
 

 
２
 

 

11
 

４
 
医
療
の
質
の
向
上
 

⑴
 
医
療
の
安
全
の
徹
底
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

12
 

⑵
 
診
療
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
医
療
の
質
と
効
率
性
の
標
準
化
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

13
 

⑶
 
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

ウ
エ
イ
ト
考
慮
後
の
小
項
目
評
価
点
数
 

 
 

 
１
８
 

１
８
 

 

ウ
エ
イ
ト
考
慮
後
の
評
価
５
か
ら
３
の
構
成
比
率
（
％
）
 

 
 
 
５
０
．
０
％
 

－
 

－
 

 （
４
）
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
等
 

 

年
度
計
画
値
の
達
成
状
況
は
芳
し
く
な
か
っ
た
（
５
８
項
目
の
う
ち
達
成
は
２
４
項
目
）
が
、
保
健
医
療
圏
域
に
お
け
る
医
療
需
要
を
見
据
え
、
在
宅
医
療
の
支
援
に
よ
る
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
を
更
に
進
め
た
。
ま

た
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
を
設
置
し
た
こ
と
は
、
高
齢
者
の
救
急
受
入
態
勢
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
後
の
経
営
改
善
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
見
込
め
る
た
め
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
同
病
棟
を
運
営
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
。
 

 

  

-
 4

1
 -



5
 

 

２
 
第
３
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置
 

 （
１
）
評
価
結
果
 
 
 
Ｂ
 
 
お
お
む
ね
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
 
 
 
 
 

評
価
結
果

 

Ｓ
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｅ
 

特
筆
す
べ
き

 

進
捗
状
況
に
あ
る
。

 
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。

 
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

 

進
ん
で
い
る
。

 
や
や
遅
れ
て
い
る
。

 
遅
れ
て
い
る
。

 
重
大
な
改
善
す
べ
き

 

事
項
が
あ
る
。

 

 （
２
）
判
断
理
由
及
び
考
慮
し
た
事
項
、
内
容
 

 次
項
「
小
項
目
評
価
の
評
価
結
果
」
に
お
い
て
、
評
価
３
か
ら
５
ま
で
の
構
成
比
率
が
８
割
以
上
で
あ
っ
た
た
め
、
「
お
お
む
ね
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
。
」
と
判
断
し
た
。
評
価
に
お
け
る
主
な
判
断
理
由
は
次
の
と
お
り
。
 

⚫
 

「
１
 
経
営
の
効
率
化
」
に
お
い
て
、
年
度
計
画
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
２
項
目
の
う
ち
い
ず
れ
も
未
達
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
る
原
価
計
算
に
つ
い
て
、
診
療
科
ご
と
に
加
え
、

在
宅
診
療
部
門
、
検
診
部
門
ご
と
の
支
出
率
の
算
定
も
開
始
し
、
毎
月
、
職
員
間
で
情
報
共
有
を
行
っ
た
。
 

⚫
 

「
２
 
経
営
管
理
機
能
の
充
実
」
に
お
い
て
、
年
度
計
画
値
（
数
値
目
標
）
を
設
定
し
た
項
目
は
な
い
が
、
経
営
改
善
に
向
け
た
職
員
提
案
を
継
続
し
て
募
集
し
、
う
ち
３
５
件
に
つ
い
て
は
経
営
会
議
で
協
議
し
、
実
施
の
方
向

性
を
決
め
た
。
 

⚫
 

「
３
 
組
織
運
営
体
制
の
強
化
と
職
員
の
意
識
変
革
」
に
お
い
て
、
年
度
計
画
値
（
数
値
目
標
）
を
設
定
し
た
項
目
は
な
い
が
、
業
務
改
善
委
員
会
を
設
置
し
、
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
業
務
改
善
を
推
進
し
た
。
 

 

 （
３
）
小
項
目
評
価
の
集
計
結
果
 

№
 

項
 
目
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

小
項
目
評
価
数
 

評
価
 

５
 

評
価
 

４
 

評
価
 

３
 

評
価
 

２
 

評
価
 

１
 

1 

１
 
経
営
の
効
率
化
 

⑴
 
原
価
計
算
を
基
に
し
た
業
務
運
営
の
改
善
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

2 
⑵

 
診
療
科
目
の
適
正
化
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

3 
⑶

 
病
床
数
の
適
正
化
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

4 
⑷

 
労
働
生
産
性
の
向
上
 

×
2
 

 
 

 
４
 

 

5 
⑸

 
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

6 
２
 
経
営
管
理
機
能
の
充
実
 

⑴
 
業
務
運
営
体
制
の
強
化
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

7 
⑵

 
業
務
管
理
（
リ
ス
ク
管
理
）
の
充
実
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

8 
３
 
組
織
運
営
体
制
の
強
化
と

 

職
員
の
意
識
変
革
 

⑴
 
組
織
運
営
体
制
の
強
化
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

9 
⑵

 
職
員
の
意
識
変
革
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

10
 

⑶
 
計
画
的
で
効
果
的
な
人
材
育
成
 

×
1
 

 
 

３
 

 
 

ウ
エ
イ
ト
考
慮
後
の
小
項
目
評
価
点
数
 

 
 

 
２
７
 

４
 

 

ウ
エ
イ
ト
考
慮
後
の
評
価
５
か
ら
３
の
構
成
比
率
（
％
）
 

 
 
 
８
７
．
１
％
 

－
 

－
 

 （
４
）
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
等
 

  
 
理
事
長
及
び
院
長
の
も
と
、
中
期
計
画
の
実
現
に
向
け
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
病
院
理
念
で
あ
る
「
信
頼
の
絆
で
つ
な
が
る
、
市
民
と
と
も
に
歩
む
健
康
・
医
療
拠
点
」
と
し
て
の
市
民
病
院
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
引

き
続
き
、
診
療
提
供
体
制
の
構
築
と
信
頼
の
更
な
る
獲
得
に
努
め
、
市
民
病
院
の
経
営
健
全
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
医
療
を
含
む
社
会
の
情
勢
及
び
市
民
ニ
ー
ズ
の
現
状
を
的
確
に
捉
え
将
来
を
展
望
し
、

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
に
よ
っ
て
経
営
の
効
率
化
と
適
正
化
を
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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３
 
第
４
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置
 

 （
１
）
評
価
結
果
 
 
 
Ｄ
 
 
遅
れ
て
い
る
 

 
 
 
 
 
 

評
価
結
果

 

Ｓ
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｅ
 

特
筆
す
べ
き

 

進
捗
状
況
に
あ
る
。

 
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。

 
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

 

進
ん
で
い
る
。

 
や
や
遅
れ
て
い
る
。

 
遅
れ
て
い
る
。

 
重
大
な
改
善
す
べ
き

 

事
項
が
あ
る
。

 

 （
２
）
判
断
理
由
及
び
考
慮
し
た
事
項
、
内
容
 

 

次
項
「
小
項
目
評
価
の
評
価
結
果
」
に
お
い
て
、
評
価
３
か
ら
５
ま
で
の
構
成
比
率
が
５
割
未
満
で
あ
っ
た
た
め
、
「
遅
れ
て
い
る
。
」
と
判
断
し
た
。
評
価
に
お
け
る
主
な
判
断
理
由
は
次
の
と
お
り
。
 

⚫
 

「
１
 
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
」
に
お
い
て
、
年
度
計
画
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
２
０
項
目
の
う
ち
４
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
持
続
可
能
な
法
人
経
営
の
実
現
に
向
け
、
収
益
の
最
適
化
と
費
用
（
特
に
人
件
費
）

の
抑
制
に
よ
る
経
営
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
 

⚫
 

「
２
 
運
営
費
負
担
金
」
及
び
「
３

 
計
画
期
間
内
の
収
支
見
通
し
」
に
お
い
て
、
年
度
計
画
値
（
数
値
目
標
）
を
設
定
し
た
項
目
は
な
い
が
、
い
ず
れ
の
取
組
も
一
定
の
水
準
を
満
た
し
て
い
た
。
 

 
 
 

 （
３
）
小
項
目
評
価
の
集
計
結
果
 

№
 

項
 
目
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

小
項
目
評
価
数
 

評
価
 

５
 

評
価
 

４
 

評
価
 

３
 

評
価
 

２
 

評
価
 

１
 

1 

１
 
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化

 

前
文
 

×
3
 

 
 

 
６
 

 

2 
⑴

 
収
入
の
安
定
的
確
保
及
び
収
益
の
最
適
化
 

×
1
 

 
 

 
２
 

 

3 
⑵

 
支
出
及
び
費
用
の
抑
制
 

×
1
 

 
 

 
２
 

 

4 
２
 
運
営
費
負
担
金
 

 
×
1
 

 
 

３
 

 
 

5 
３
 
計
画
期
間
内
の
収
支
見
通
し
 

 
×
1
 

 
 

３
 

 
 

ウ
エ
イ
ト
考
慮
後
の
小
項
目
評
価
点
数
 

 
 

 
６

 
１
０
 

 

ウ
エ
イ
ト
考
慮
後
の
評
価
５
か
ら
３
の
構
成
比
率
（
％
）
 

 
 
 
３
７
．
５
％
 

－
 

－
 

 （
４
）
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
等
 

 

特
に
単
年
度
資
金
収
支
の
悪
化
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
次
期
（
第
３
期
）
中
期
計
画
に
お
い
て
掲
げ
た
数
値
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
同
計
画
で
掲
げ
た
取
組
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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〈
参
考
〉

 

小
項
目

 

評
価
基
準

 

５
 

４
 

３
 

２
 

１
 

 
法
人
の
活
動
に
よ
り
、
年
度
計
画
に
お
け
る

所
期
の
目
標
を
量
的
及
び
質
的
に
上
回
る
顕
著

な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
（
定

量
的

指
標

に
お

い
て

は
対

年
度

計
画

値
の

 
 

１
２
０
％
以
上
で
、
か
つ
質
的
に
顕
著
な
成
果

が
得
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
）。

 

法
人
の
活
動
に
よ
り
、
年
度
計
画
に
お
け
る

所
期
の
目
標
を
上
回
る
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
（
定
量
的
指
標
に
お
い
て
は
対

年
度
計
画
値
の
１
２
０
％
以
上
）。

 

年
度
計
画
に
お
け
る
所
期
の
目
標
を
達
成
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
（
定
量
的
指
標
に
お
い

て
は

対
年

度
計

画
値

の
１

０
０

％
以

上
 
 
 

１
２
０
％
未
満
）。

 

年
度
計
画
に
お
け
る
所
期
の
目
標
を
下
回
っ

て
お
り
、
改
善
を
要
す
る
（
定
量
的
指
標
に
お

い
て

は
対

年
度

計
画

値
の

８
０

％
以

上
 
 
 

１
０
０
％
未
満
）。

 

年
度
計
画
に
お
け
る
所
期
の
目
標
を
下
回
っ

て
お
り
、
業
務
の
廃
止
を
含
め
た
抜
本
的
な
改

善
を
要
す
る
（
定
量
的
指
標
に
お
い
て
は
対
年

度
計
画
値
の
８
０
％
未
満
）。

 

※
業
務
実
績
を
定
量
的
に
測

定
し
が
た
い
場
合

 
－

 
難
易
度
を
高
く
設
定
し
た
目
標
に
つ
い
て
、

目
標
の
水
準
を
満
た
し
て
い
る
。

 

目
標
の
水
準
を
満
た
し
て
い
る
（「

４
」
に
該

当
す
る
事
項
以
外
）。

 

目
標
の
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
（「

１
」
に

該
当
す
る
事
項
以
外
）。

 

目
標
の
水
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
業
務
の

廃
止
を
含
め
た
抜
本
的
な
改
善
を
要
す
る
。
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和
７
年
 
６
月
２
７
日
報
告
 
地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院

 

令
和
７
年
 
 
月

 
 
日
評
価
 
大
 
津
 
市

 
              

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院

 

令
和
６
年
度
の
業
務
実
績
に
関
す
る

 

小
項
目
評
価
結
果
報
告
書

 

(
案
)
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目
 
 
 
 
次
 

 Ⅰ
 
地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
の
概
要

 

１
 
現

 
況
 

２
 
市
立
大
津
市
民
病
院
の
基
本
的
な
目
標
等
 

 Ⅱ
 
全
体
評
価
 

１
 
法
人
の
総
括
と
課
題

 

２
 
大
項
目
ご
と
の
特
記
事
項

 

（
１
）
年
度
計
画
の
期
間

 

（
２
）
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組

 

（
３
）
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組

 

（
４
）
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組

 

 

 Ⅲ
 
項
目
別
評
価
（
法
人
の
自
己
評
価
と
市
の
評
価
、
な
お
、
第
６
以
降
は
実
績
の
報
告
の
み
）
 

第
１
 
年
度
計
画
の
期
間
 

第
２
 
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

第
３
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

第
４
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

第
５
 
予
算
（
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。
）
、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

 
－
 
別
途
、
財
務
諸
表
及
び
事
業
報
告
書
に
記
載
の
た
め
省
略
 
－
 

第
６
 
短
期
借
入
金
の
限
度
額
 

第
７
 
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、
又
は
担
保
に
供
す
る
計
画

 

第
８
 
剰
余
金
の
使
途
 

第
９
 
料
金
に
関
す
る
事
項
 

第
１
０

 
地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
規
則
（
平
成
２
８
年
大
津
市
規
則
第
１
０
３
号
）
第
６
条
で
定
め
る
事
項
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 Ⅰ
 
地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
の
概
要
 

１
 
現

 
況
（
令
和

 
７
年
 
３
月
３
１
日
現
在
）
 

（
１
）
法
人
名
 

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
 

（
２
）
所
在
地
 

 
 

 
大
津
市
本
宮
二
丁
目
９
番
９
号
 

（
３
）
設
立
年
月
日
 

 
 

 
平
成
２
９
年
４
月
１
日

 

（
４
）
役
員
の
状
況
 

役
 
職
 

氏
 
名
 

備
 
考
 

理
事
長
（
常
勤
）
 

河
内

 
明
宏
 

 

副
理
事
長
（
常
勤
）
 

日
野

 
明
彦
 

院
長
 

理
事
（
常
勤
）
 

西
村

 
由
香
 

看
護
局
長
 

理
事
（
常
勤
）
 

押
栗

 
雅
則

 
事
務
局
長
 

理
事
（
非
常
勤
）
 

北
野

 
博
也

 
社
会
医
療
法
人
誠
光
会

 
理
事
長
 

理
事
（
非
常
勤
）
 

三
木

 
恒
治

 
済
生
会
滋
賀
県
病
院

 
院
長
 

理
事
（
非
常
勤
）
 

内
海

 
靖

 
内
海
会
計
事
務
所
 
公
認
会
計
士
、
税
理
士

 

監
事
（
非
常
勤
）
 

田
中

 
正
志

 
公
認
会
計
士
、
税
理
士
 

監
事
（
非
常
勤
）
 

野
嶋

 
直

 
弁
護
士
 

 （
５
）
設
置
・
運
営
す
る
病
院
等
 

 
 

 
市
立
大
津
市
民
病
院
 

 （
６
）
職
員
体
制

 

 
 

 
職
員
数

 
８
８
８
人
 

 
 

 
（
内
訳
）
医
師
１
１
４
人
、
看
護
師
４
３
０
人
、
医
療
技
術
員
１
６
８
人
、
事
務
職
１
２
１
人
、
補
助
職
５
５
人
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4
 

 

２
 
市
立
大
津
市
民
病
院
の
基
本
的
な
目
標
等
 

（
第
２
期
中
期
計
画
よ
り
抜
粋
）
 

安
定
的
な
病
院
経
営
の
観
点
か
ら
急
性
期
医
療
の
提
供
を
行
い
、
及
び
超
少
子
高
齢
社
会
の
観
点
か
ら
高
齢
者
へ
の
医
療

の
提
供
を
行
う
こ
と
並
び
に
滋
賀
県
保
健
医
療
計
画
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
津
保
健
医
療
圏
域
に
お
け
る
病
院
間
連
携
及
び
病
診
連
携
の
中
心
と
し
て
、
市
民
や
地
 

域
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
圏
域
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
医
療
機
能
の
充
実
を
図
り
、

医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
、
安
全
・
安
心
で
、
質
の
高
い
医
療
の
提
供
の
た
め
、
医
師

及
び
看
護
職
員
を
始
め
と
し
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
働
き
た
い
と
評
価
さ
れ
る
魅
力
の
あ
る
病
院
づ
く
り
に
努
め
な
が

ら
、
診
療
体
制
を
見
直
す
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
経
営
状
況
を
改
善
し
、
持
続
可
能
な
病
院
経
営
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
 

 Ⅱ
 
全
体
評
価
 

１
 
法
人
の
総
括
と
課
題
 

第
２
期
中
期
計
画
期
間
の
最
終
年
度
と
な
る
令
和
６
年
度
は
、
第
３
期
中
期
計
画
の
策
定
年
度
で
あ
り
、
ま
た
、
大
規
模

な
診
療
報
酬
改
定
の
年
で
あ
っ
た
。
第
２
期
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、
病
院
経
営
の
健
全
化
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上

の
両
立
を
目
指
す
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
外
部
環
境
の
変
化
や
医
療
需
要
の
多
様
化
を
受
け
、
従
来
の
枠
組
み
に
と
ら
わ

れ
ず
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
業
務
効
率
化
に
注
力
し
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
 

経
営
面
で
は
、
健
診
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
診
療
体
制
の
強
化
な
ど
、
収
益
向
上
策
を
積
極
的
に

展
開
し
た
結
果
、
医
業
収
益
は
入
院
・
外
来
と
も
に
前
年
同
期
比
で
増
加
し
、
年
間
を
通
し
て
前
年
度
比
で
入
院
患
者
数

３
％
増
、
入
院
収
益
７
％
増
、
外
来
患
者
数
２
％
増
、
外
来
収
益
６
％
増
と
改
善
し
た
。
第
４
四
半
期
だ
け
を
見
れ
ば
、
入

院
患
者
数
が
前
年
同
期
比
４
％
増
、
入
院
診
療
単
価
も
４
.５

％
増
と
な
り
、
入
院
収
益
は
８

.６
％
増
加
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
が
着
実
に
成
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
一
方
で
、
診
療
報
酬
改
定
で
設
け
ら
れ
た
職
員
の
処
遇
を
改
善
す
る
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
へ
の
対
応
、
診
療
材
料
な
ど
高
騰
す
る
各
種
費
用
へ
の
対
応
な
ど
、
職
員
給
与
費
対
医
業
収
益
等
の
適

正
化
や
支
出
削
減
、
収
入
増
加
策
を
重
点
課
題
と
位
置
付
け
、
経
営
幹
部
層
を
中
心
に
調
査
・
分
析
を
進
め
て
き
た
。

 

特
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
業
務
改
善
を
病
院
全
体
で
取
り
組
む
た
め
に
、
業
務
改
善
委
員
会
を
設
置
し
、
９
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
業
務
改
善
を
推
進
し
た
。
こ
の
委
員
会
の
活
動
を
通
じ
て
、
業
務
の
効
率
化
や
職
員
の
負
担

軽
減
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
な
ど
、
多
角
的
な
改
善
が
進
展
し
た
。
ま
た
、
職
員
か
ら
は
今
年
度
３
５
件
の
業
務
改
善
提
案

が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
全
て
に
つ
い
て
経
営
会
議
内
で
速
や
か
に
協
議
し
、
実
行
可
能
な
案
件
に
つ
い
て
は
着
実
に
対
応
し

た
。
 

組
織
・
機
能
面
で
は
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
を
新
た
に
開
設
し
、
今
後
大
き
な
課
題
と
な
る
高
齢
者
救
急
受
入
体
制
の
強

化
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
地
域
包
括
医
療
病
棟
の
運
用
開
始
に
よ
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
や
尿
路
感
染
症
な
ど
高
齢
者
の
救
急
入

院
患
者
に
対
し
て
、
入
院
早
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
、
効
率
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
早
期
在
宅
復
帰
支
援
を
実
現
し
た
。

こ
の
体
制
整
備
は
、
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
先
進
的
な
取
組
で
あ
り
、
地
域
医
療
の
持
続
性
確
保
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
開
始
し
、
訪
問
診
療
・
歯
科
・
リ
ハ
ビ
リ
・
栄
養
・
看
護
の
５
部
門
を
統
括
す
る
こ

と
で
、
地
域
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
体
制
を
強
化
し
た
。
さ
ら
に
は
、
地
域
医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
病
床
管
理
室
や

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
室
を
新
設
し
、
病
床
稼
働
率
の
向
上
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
に
努
め
て
き
た
。
 

加
え
て
、
が
ん
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
地
域
が
ん
診
療
連
携
支
援
病
院
と
し
て
「
市
立
大
津
市
民
病
院
が
ん
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
が
ん
相
談
支
援
室
も
新
設
し
た
。
多
職
種
に
よ
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
チ
ー
ム
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
、
質

の
高
い
が
ん
医
療
の
提
供
に
努
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
体
制
が
一
層
強
化
さ
れ
、
地

域
に
お
け
る
が
ん
医
療
の
中
核
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

 

業
務
効
率
化
・
働
き
方
改
革
の
面
で
は
、
働
き
方
改
革
と
し
て
変
形
労
働
時
間
制
や
集
中
治
療
室
や
医
療
技
術
職
の
当
直

勤
務
制
を
交
替
勤
務
制
に
見
直
し
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
と
適
正
把
握
を
徹
底
し
た
。
ま
た
、
医
療
従
事
者
向
け
音
声
入
力

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
電
子
カ
ル
テ
記
録
時
間
の
短
縮
や
残
業
削
減
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
職
員
の

負
担
軽
減
と
業
務
効
率
化
に
寄
与
し
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
 

地
域
連
携
・
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
注
力
し
、
地
域
医
療
連
携
の
会
を
開
催
し
て
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

た
結
果
、
紹
介
患
者
数
は
過
去
１
０
年
で
最
多
を
記
録
し
た
。
小
学
生
向
け
の
「
夏
休
み
わ
く
わ
く
病
院
体
験
・
探
検
イ
ベ
 

ン
ト
」
や
、
外
来
患
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
マ
ー
ク
導
入
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
地
域
・
患
者
サ
ー
ビ
ス
の

 

拡
充
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
第
４
四
半
期
に
は
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
準
備
を
進
め
、
令
和
７
年
度
よ
り
本
格
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
正
面
玄
関
に
警
備
員
を
配
置
し
、

車
の
誘
導
や
乗
降
の
手
助
け
を
行
う
こ
と
で
、
患
者
の
利
便
性
向
上
と
正
面
玄
関
の
混
雑
緩
和
に
も
つ
な
げ
て
い
る
。
 

一
方
で
、
平
均
在
院
日
数
が
長
い
こ
と
か
ら
、
今
後
は
院
内
で
の
速
や
か
な
退
院
調
整
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
後
方
医
療
機

関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
早
期
退
院
の
ス
キ
ー
ム
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
年
度
計
画
値
に
対
し

延
入
院
患
者
数
・
延
外
来
患
者
数
な
ど
一
部
指
標
は
未
達
成
で
あ
り
、
今
後
も
広
報
活
動
や
集
患
対
策
、
収
益
最
適
化
・
費

用
抑
制
策
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
 

財
務
状
況
に
つ
い
て
は
、
医
業
収
益
は
前
年
同
期
比
で
増
加
し
た
も
の
の
、
診
療
提
供
体
制
の
変
更
や
一
部
指
標
未
達
も

あ
り
、
経
常
損
益
の
黒
字
化
に
は
引
き
続
き
業
務
効
率
化
及
び
支
出
削
減
、
患
者
数
の
増
加
対
策
等
が
必
要
で
あ
る
。
資
金

面
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
伴
う
補
助
金
の
終
了
の
影
響
等
で
資
金
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
１
４
億
６
，
３
０

０
万
円
と
大
変
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
資
金
が
数
年
で
運
転
資
金
が
枯
渇
す
る
恐
れ
も
あ
る
現
状
を
認

識
し
な
が
ら
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
確
立
に
向
け
て
、
不
断
の
努
力
を
続
け
て
行
く
。
 

令
和
６
年
度
は
、
経
営
改
善
・
組
織
強
化
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
様
々
な
取
組
を
実
施
し
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る
病
院
を
目
指
し
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
更
な
る
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
公
立
病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
、
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
引
き
続

き
市
民
や
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

 

 ２
 
大
項
目
ご
と
の
主
な
取
り
組
み
と
特
記
事
項
 

（
１
）
年
度
計
画
の
期
間
 

 
 
 
特
記
事
項
な
し
 

 （
２
）
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組
 

「
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
」

 

・
地
域
の
中
核
的
な
急
性
期
病
院
と
し
て
、
５
疾
病
（
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
、
精
神
疾
患
）
に
対

す
る
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
治
療
方
法
の
適
切
な
組
み
合
わ
せ
（
手
術
、
化
学
療
法
、
放
射
線
治
療
）
を
提
供
し
た
。

ま
た
、
が
ん
診
療
に
つ
い
て
一
元
化
し
た
診
療
を
提
供
す
る
た
め
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
開
設
及
び
が
ん
相
談
支
援
室
を

新
設
し
た
。
精
神
疾
患
に
関
し
て
は
幅
広
く
受
け
入
れ
、
ま
た
、
件
数
は
目
標
値
を
達
成
し
た
。
 

・
４
事
業
（
救
急
医
療
、
災
害
医
療
、
小
児
医
療
、
周
産
期
医
療
）
に
お
い
て
は
求
め
ら
れ
る
医
療
や
果
た
す
べ
き
役
割

を
提
供
し
た
。
 

・
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
を
継
続
し
、
病
態
悪
化
の
防
止
と
救
命
率
向
上
に
寄
与
し
た
。

 

・
大
津
市
学
区
自
主
防
災
研
修
会
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
内
容
な
ど
の
講
演
を
行
い
、
地
域
住
民
に
対
し
て
災
害

に
関
す
る
知
識
の
啓
発
を
行
っ
た
。
 

・
地
域
の
医
療
機
関
と
協
力
し
、
施
設
に
入
居
す
る
方
々
が
安
心
し
て
医
療
提
供
が
受
け
ら
れ
る
病
院
と
な
る
よ
う
在
宅

療
養
後
方
支
援
病
院
の
運
用
を
開
始
し
た
。
 

・
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
開
始
し
、
訪
問
診
療
・
歯
科
・
リ
ハ
ビ
リ
・
栄
養
・
看
護
の
５
部
門
を
統
括
す
る
こ
と
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で
、
地
域
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
体
制
を
強
化
し
た
。
 

・
内
閣
府
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
滋
賀
県
及
び
大
津
市
保
健
所
と
合
同
で
、
感
染
症
有
事
実
戦
訓
練
を
実
施
し
た
。
 

・
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
は
病
床
の
使
用
状
況
を
考
慮
の
う
え
、
積
極
的
に
患
者
を
受
け
入
れ
た
。

 

・
地
域
の
医
療
機
関
を
支
援
す
る
た
め
、
一
部
診
療
科
で
専
門
医
・
看
護
師
ら
に
よ
る
訪
問
診
療
の
支
援
を
行
っ
た
。
 

 

「
市
民
・
患
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
」
 

・
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
室
を
新
設
し
た
。
 

・
患
者
満
足
度
調
査
を
実
施
し
、
当
院
の
診
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
意
見
に
つ
い
て
は
院
内
で
共
有
し
た
。
 

・
全
職
員
を
対
象
に
接
遇
マ
ナ
ー
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
実
施
し
た
。
 

・「
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）」

を
テ
ー
マ
に
し
た
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
た
。
 

 

「
医
療
の
質
の
向
上
」
 

・
病
院
機
能
評
価
の
項
目
に
沿
っ
た
内
容
を
基
準
と
し
、
院
内
の
監
査
員
に
よ
る
内
部
監
査
を
２
回
行
っ
た
。
 

・
医
療
安
全
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
医
療
安
全
管
理
対
策
員
会
を
定
例
で
開
催
し
た
。
 

・
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
パ
ス
を
見
直
し
、
使
用
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
っ
た
。
 

 （
３
）
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組
 

「
経
営
の
効
率
化
」
 

・
院
内
の
按
分
基
準
に
則
っ
た
原
価
計
算
を
作
成
し
、
毎
月
提
示
し
、
支
出
率
が
顕
著
に
変
化
が
あ
る
項
目
に
つ
い
て
は

調
査
し
、
適
正
な
使
用
か
確
認
し
た
。
 

・
理
事
長
が
、
診
療
局
、
看
護
局
、
医
療
技
術
局
及
び
事
務
局
の
所
属
長
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
業
務
運
営
の

改
善
及
び
効
率
化
の
た
め
の
目
標
を
設
定
し
た
。
 

・
急
性
期
の
患
者
が
増
加
し
た
時
期
に
は
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
利
用
す
る
な
ど
入
院
及
び
救
急
を
止
め
な
い
取
組
を
行
っ

た
。
 

・
毎
月
の
理
事
会
に
お
い
て
、
診
療
科
別
の
医
師
１
人
当
た
り
診
療
収
入
状
況
を
提
示
し
、
外
部
理
事
の
意
見
を
聴
い
た
。 

・
医
療
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
関
し
て
、
医
療
従
事
者
向
け
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
業
務
軽
減
に
努
め
た
。
 

 

「
経
営
管
理
機
能
の
充
実
」
 

・
経
営
改
善
に
向
け
た
職
員
提
案
を
開
始
し
、
経
営
会
議
で
十
分
に
協
議
し
た
上
で
、
実
施
の
方
向
性
を
決
め
た
。
ま
た
、

そ
の
結
果
は
法
人
理
事
会
に
お
い
て
も
報
告
し
た
。
 

・
全
職
員
を
対
象
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
法
令
遵
守
の
研
修
を
実
施
し
た
。
 

 

「
組
織
運
営
体
制
の
強
化
と
職
員
の
意
識
変
革
」
 

・
地
域
包
括
医
療
病
棟
運
用
の
た
め
、
理
学
療
法
士
を
３
名
を
増
員
し
た
。
 

・
事
務
系
幹
部
職
員
の
確
保
の
た
め
に
、
医
療
関
係
の
民
間
企
業
勤
務
経
験
者
の
採
用
を
行
っ
た
。
 

・
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
、
業
務
改
善
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
当
委
員
会
の
下
、
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

発
足
さ
せ
、
収
支
の
適
正
化
や
職
場
の
環
境
改
善
、
患
者
満
足
度
向
上
等
の
改
善
内
容
を
検
討
す
る
。
 

・
４
年
を
達
成
期
間
と
し
て
、
人
事
給
与
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。
 

 

（
４
）
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組
 

「
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
」

 

・
社
会
保
険
支
払
基
金
の
審
査
員
で
も
あ
る
当
院
医
師
２
名
と
医
事
課
職
員
、
請
求
担
当
者
で
構
成
さ
れ
る
保
険
審
査
専

門
部
会
を
月
１
回
開
催
し
、
査
定
に
対
す
る
検
討
及
び
再
審
査
請
求
や
、
各
診
療
科
医
師
へ
の
周
知
等
に
努
め
た
。
 

・
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
用
い
た
医
療
行
為
の
標
準
化
を
継
続
し
て
行
っ
た
。
 

・
診
療
所
か
ら
の
相
談
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
取
り
扱
え
る
よ
う
、
地
域
連
携
室
の
看
護
師
に
直
接
つ
な
が
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
ド
ク
タ
ー
ズ
コ
ー
ル
）
を
開
設
し
た
。
 

・
令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
、
新
た
に
算
定
可
能
な
も
の
に
対
し
て
院
内
調
整
の
上
、

速
や
か
に
届
出
を
行
い
、
算
定
を
開
始
し
た
。
 

・
物
価
高
騰
に
よ
り
多
数
の
診
療
材
料
の
価
格
が
上
昇
す
る
中
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
活
用
し
平
均
価
格
以
下
で
購
入
で
き

る
よ
う
に
日
々
価
格
交
渉
を
行
っ
た
。
 

・
本
館
棟
照
明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
行
い
、
電
気
料
金
の
抑
制
に
努
め
た
。
そ
れ
に
よ
り
使
用
量
は
減
少
し
た
が
、
料

金
は
増
加
し
て
い
る
。
 

 

「
運
営
費
負
担
金
」
 

・
政
策
的
医
療
、
高
度
医
療
等
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
通
知
に
基
づ
い
て
金
額
を
算
定
し
、
大
津
市
と
算
定
方
法
に
つ

い
て
協
議
す
る
こ
と
で
、
金
額
抑
制
に
努
め
た
。
 

 「
計
画
期
間
内
の
収
支
見
通
し
」
 

・
理
事
会
に
お
い
て
、
月
次
決
算
や
資
金
の
推
移
、
年
度
計
画
の
主
要
な
指
標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

未
達
成
の
項
目
に
つ
い
て
は
担
当
部
署
に
対
し
て
報
告
を
行
っ
た
。
ま
た
四
半
期
ご
と
に
評
価
委
員
会
に
対
し
て
報
告

を
行
っ
た
。
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 Ⅲ
 
項
目
別
評
価
（
法
人
の
自
己
評
価
と
市
の
評
価
）
 

 

第
２

 
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項

 

 
１

 
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
 

 
 
（
１
）
 
５
疾
病
に
対
す
る
医
療
の
提
供

 

 

中
期
目
標
 

ア
 
が
ん
 

（
ア
）
 
地
域
が
ん
診
療
連
携
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

 

（
イ
）
 
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
運
営
す
る
こ
と
。

 

（
ウ
）
 
市
が
実
施
す
る
各
種
が
ん
検
診
に
積
極
的
に
協
力
し
、
が
ん
予
防
医
療
の
取
組
に
努
め
る
こ
と
。

 

イ
 
脳
卒
中
 

症
例
に
対
し
専
門
的
な
治
療
を
行
い
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
。

 

ウ
 
急
性
心
筋
梗
塞
 

症
例
に
対
し
速
や
か
に
初
期
治
療
を
行
い
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
。

 

エ
 
糖
尿
病
 

急
性
合
併
症
等
急
性
増
悪
時
の
治
療
及
び
慢
性
合
併
症
の
治
療
に
対
応
す
る
こ
と
。

 

オ
 
精
神
疾
患
 

多
く
の
疾
患
の
背
景
に
あ
る
心
身
相
関
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
り
、
患
者
の
抱
え
る
問
題
を
軽
減
し
、
解
決
に
努
め
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ア
 
が
ん

 

地
域
が
ん
診
療
連
携
支
援
病
院
と
し
て
、
が
ん
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク

の
受
診
の
啓
発
を
行
い
、
治
療
実
績
の
多
い
大
腸
が
ん
、
胃
が
ん
及
び

肺
が
ん
に
係
る
治
療
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
提
供
す
る
と
と
も
に
、
乳

が
ん
に
係
る
治
療
に
つ
い
て
も
体
制
を
強
化
す
る
。
な
お
、
５
大
が
ん

に
は
含
ま
れ
な
い
前
立
腺
が
ん
に
係
る
治
療
に
つ
い
て
も
、
市
民
病
院

の
強
み
と
な
る
よ
う
に
体
制
を
整
備
す
る
。

 

ま
た
、
内
視
鏡
治
療
、
鏡
視
下
手
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
な
ど
患

者
に
与
え
る
負
担
を
低
く
抑
え
る
低
侵
襲
で
高
度
な
治
療
を
提
供
し
続

け
る
こ
と
で
、
施
設
基
準
を
満
た
し
、
新
た
な
手
術
治
療
を
提
供
す
る

こ
と
を
市
民
病
院
の
特
色
と
し
て
い
く
。

 

さ
ら
に
、
就
労
年
齢
が
ん
患
者
に
対
し
て
は
、
入
院
期
間
が
短
縮
可

能
と
な
る
低
侵
襲
な
医
療
と
と
も
に
、
通
院
化
学
療
法
及
び
侵
襲
の
よ

り
少
な
い
放
射
線
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
短
期
間
で
が
ん
治
療
を

完
結
さ
せ
、
早
期
の
社
会
復
帰
を
実
現
し
、
そ
の
不
安
感
の
低
減
を
行

う
。
ま
た
、
患
者
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
簡
易
な
が
ん
検
査
に
つ

い
て
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
運
営
し
、
引
き

続
き
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
を
図
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

が
ん
手
術
件
数

 
５
６
３
件
 

５
８
０
件
以
上
 

化
学
療
法
件
数

 
２
，
０
３
７
件
 

２
，
０
６
８
件
以
上
 

ア
 
が
ん
 

地
域
が
ん
診
療
連
携
支
援
病
院
と
し
て
、
が
ん
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク

の
受
診
の
啓
発
を
行
い
、
治
療
実
績
の
多
い
大
腸
が
ん
、
胃
が
ん
及
び

肺
が
ん
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
治
療
に
当
た
る
。
ま
た
、
乳
が
ん
及
び

前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て
は
、
精
度
の
高
い
医
療
機
器
を
活
用
し
、
市
民

病
院
の
強
み
と
な
る
よ
う
に
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
希
少
が
ん

で
あ
る
口
腔
が
ん
に
つ
い
て
も
診
断
、
治
療
の
充
実
を
図
る
。
 

さ
ら
に
、
内
視
鏡
治
療
、
内
視
鏡
外
科
手
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
な

ど
、
低
侵
襲
で
高
度
な
治
療
を
充
実
す
る
。
 

就
労
年
齢
が
ん
患
者
に
対
し
て
は
、
入
院
期
間
が
短
縮
可
能
と
な
る

低
侵
襲
な
医
療
と
と
も
に
、
通
院
化
学
療
法
及
び
侵
襲
の
よ
り
少
な
い

放
射
線
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
短
期
間
で
が
ん
治
療
を
完
結
さ

せ
、
早
期
の
社
会
復
帰
を
実
現
し
、
そ
の
不
安
感
の
低
減
を
行
う
。
そ

の
た
め
に
診
断
か
ら
手
術
ま
で
を
短
期
間
で
実
施
し
、
患
者
の
負
担
を

軽
減
さ
せ
る
。
ま
た
、
患
者
の
要
望
に
応
じ
た
簡
易
な
が
ん
検
査
の
提

供
を
行
う
と
と
も
に
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
運
営
し
、
引
き
続
き
患
者
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
を
図
る
。
 

 目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

が
ん
手
術
件
数
 

５
８
０
件
以
上
 

化
学
療
法
件
数
 

２
，
０
６
８
件
以
上
 

ア
 
が
ん
 

 
地
域
が
ん
診
療
支
援
病
院
と
し
て
、
地
域
の
医
療
機

関
と
の
連
携
の
下
、
手
術
、
化
学
療
法
、
放
射
線
治
療

を
組
み
合
わ
せ
、
患
者
ご
と
に
最
適
な
治
療
を
行
っ

た
。
ま
た
、
が
ん
診
療
に
お
け
る
部
門
の
一
元
化
を
行

う
こ
と
で
、
診
断
か
ら
療
養
、
看
取
り
ま
で
シ
ー
ム
レ

ス
な
連
携
体
制
を
強
化
し
、
患
者
、
家
族
の
治
療
や
療

養
支
援
及
び
治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
等
の
充
実
を
図

る
た
め
に
、
市
立
大
津
市
民
病
院
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
開

設
及
び
が
ん
相
談
支
援
室
を
新
設
し
た
。
 

 
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
運
営
を
行
っ

た
。
 

      

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

が
ん
手
術
件
数
 

４
７
６
件
 

△
１
０
４
 

化
学
療
法
件
数
 

２
，
２
４
８
件
 

＋
１
８
０
 

×
2
 

２
 

 

２
 

定
量
 

 指
標
名
称
 

№
01
 

が
ん
手
術
件
数
 

№
02
 

化
学
療
法
件
数
 

№
03
 

放
射
線
治
療
件
数
（
新
規
患
者
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
 

№
04
 

緩
和
ケ
ア
病
棟
利
用
患
者
数

 

№
05
 

脳
卒
中
患
者
数
 

№
06
 

血
栓
溶
解
療
法
件
数

 

№
07
 

血
栓
回
収
療
法
件
数

 

№
08
 

外
来

で
の

脳
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン
実
施
患
者
数

 

№
09
 

入
院

で
の

脳
血

管
疾

患
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン
実
施
患
者
数

 

№
10
 

急
性
心
筋
梗
塞
患
者
数

 

№
11
 

急
性

心
筋

梗
塞

患
者

の
病

院
到

着
後

９
０

分
以
内
の
初
回
Ｐ
Ｃ
Ｉ
実
施
割
合

 

№
12
 

Ｐ
Ｃ
Ｉ
実
施
件
数

 

№
13
 

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
件
数

 

№
14
 

外
来

で
の

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン
実
施
患
者
数

 

-
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放
射
線
治
療
件
数

（
新
規
患
者
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）

 

１
１
２
件
 

１
１
５
件
以
上
 

緩
和
ケ
ア
病
棟
利
用

患
者
数

 

２
０
６
人
 

２
１
８
人
以
上
 

  イ
 
脳
卒
中

 

脳
神
経
外
科
及
び
脳
神
経
内
科
を
中
心
に
他
部
門
と
連
携
し
、
脳
卒

中
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
２
４
時
間
３
６
５
日
高
度
な
治
療
を
提
供
し

て
い
く
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
提
供
し
、
患
者
の
Ａ
Ｄ

Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
が
早
期
に
回
復
す
る
よ
う
努
め
る
。

 

 目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

脳
卒
中
患
者
数

 
２
０
２
人
 

２
０
３
人
以
上
 

血
栓
溶
解
療
法
件
数

 
６
件
 

６
件
以
上
 

血
栓
回
収
療
法
件
数

 
６
件
 

７
件
以
上
 

外
来
で
の
脳
血
管
疾

患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
実
施
患
者
数

 

２
，
０
８
５
人
 

２
，
１
０
０
人
以
上
 

入
院
で
の
脳
血
管
疾

患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
実
施
患
者
数

 

１
０
，
３
５
５
人
 

１
１
，
３
９
０
人
 

以
上
 

     ウ
 
急
性
心
筋
梗
塞

 

急
性
心
筋
梗
塞
を
含
め
た
全
て
の
循
環
器
救
急
疾
患
に
対
応
す
る
た

め
、
２
４
時
間
３
６
５
日
の
即
時
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
を
維
持
し
、
急
性

心
筋
梗
塞
や
重
篤
な
不
整
脈
、
心
肺
停
止
な
ど
の
重
症
救
急
症
例
に
対

応
し
て
い
く
。
特
に
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
入
院
早
期
か
ら
多
職
種
が
連
携
し
て
運
動
療
法
と
生
活
指
導
を
行

う
こ
と
で
早
期
退
院
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
、
外
来
で
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
、
再
発
予
防
及
び
生
命
予
後
改
善
を
目
指
す
。

 

   目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

急
性
心
筋
梗
塞
患
者

数
 

３
７
人
 

４
３
人
以
上
 

放
射
線
治
療
件
数

（
新
規
患
者
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
 

１
１
５
件
以
上
 

緩
和
ケ
ア
病
棟
利
用

患
者
数
 

２
１
８
人
以
上
 

  イ
 
脳
卒
中
 

脳
神
経
外
科
及
び
脳
神
経
内
科
を
中
心
に
他
部
門
と
連
携
し
、
２
４

時
間
３
６
５
日
外
科
的
治
療
を
含
む
高
度
な
治
療
を
提
供
す
る
た
め
の

体
制
を
強
化
す
る
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
提
供
し
、
患

者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
が
早
期
に
回
復
す
る
よ
う
努
め
る
。

 

 

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

脳
卒
中
患
者
数
 

２
０
３
人
以
上
 

血
栓
溶
解
療
法
件
数
 

６
件
以
上
 

血
栓
回
収
療
法
件
数
 

７
件
以
上
 

外
来
で
の
脳
血
管
疾

患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
実
施
患
者
数
 

２
，
１
０
０
人
以
上
 

入
院
で
の
脳
血
管
疾

患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
実
施
患
者
数
 

１
１
，
３
９
０
人
 

以
上
 

     ウ
 
急
性
心
筋
梗
塞
 

急
性
心
筋
梗
塞
を
含
め
た
全
て
の
循
環
器
救
急
疾
患
に
対
応
す
る
た

め
、
２
４
時
間
３
６
５
日
の
即
時
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
を
維
持
し
、
急
性

心
筋
梗
塞
や
重
篤
な
不
整
脈
、
心
肺
停
止
な
ど
の
重
症
救
急
症
例
に
対

し
、
緊
急
手
術
を
含
め
た
対
応
を
し
て
い
く
。
ま
た
再
発
予
防
を
目
指

し
、
過
去
に
治
療
し
た
患
者
に
対
し
て
は
、
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
促
し
て
い
く
。
 

心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
入
院
早
期
か

ら
多
職
種
が
連
携
し
て
運
動
療
法
と
生
活
指
導
を
行
う
こ
と
で
早
期
退

院
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
、
外
来
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
継

続
し
、
再
発
予
防
及
び
生
命
予
後
改
善
を
目
指
す
 

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

急
性
心
筋
梗
塞
患
者

数
 

４
３
人
以
上
 

放
射
線
治
療
件

数
（
新
規
患
者

に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
 

１
２
７
件
 

＋
１
２
 

緩
和
ケ
ア
病
棟

利
用
患
者
数
 

２
０
６
人
 

△
１
２
  

 イ
 
脳
卒
中
 

 
脳
神
経
外
科
に
よ
り
２
４
時
間
３
６
５
日
の
診
療
体

制
を
と
り
続
け
た
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

積
極
的
に
提
供
し
、
患
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動

作
）
が
早
期
に
回
復
す
る
よ
う
努
め
た
。
 

 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

脳
卒
中
患
者
数
 

１
７
５
人
 

△
２
８
 

血
栓
溶
解
療
法

件
数
 

７
件
 

＋
１
 

血
栓
回
収
療
法

件
数
 

６
件
 

△
１
 

外
来
で
の
脳
血

管
疾
患
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

実
施
患
者
数
 

１
，
６
０
９
人
 

△
４
９
１
 

入
院
で
の
脳
血

管
疾
患
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

実
施
患
者
数
 

８
，
０
６
３
人
 

△
３
，
３
２
７
 

 ウ
 
急
性
心
筋
梗
塞
 

 
２
４
時
間
３
６
５
日
の
即
時
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
を
維

持
し
、
急
性
心
筋
梗
塞
や
重
篤
な
不
整
脈
、
心
肺
停
止

な
ど
の
重
症
救
急
症
例
に
対
応
し
た
。
早
期
回
復
に
向

け
、
多
職
種
が
連
携
し
、
入
院
早
期
か
ら
退
院
ま
で
切

れ
目
の
な
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
外
来
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
た
。
 

    

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

急
性
心
筋
梗
塞

患
者
数
 

３
３
人
 

△
１
０
 

№
15
 

入
院

で
の

心
大

血
管

疾
患

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ
ン
実
施
患
者
数

 

№
16
 

糖
尿
病
・
慢
性
腎
臓
病
患
者
へ
の
栄
養
管
理

実
施
割
合
 

№
17
 

糖
尿

病
透

析
予

防
指

導
及

び
フ

ッ
ト

ケ
ア

の
実
施
件
数
 

№
18
 

通
院
精
神
療
法
の
算
定
数

 

№
19
 

入
院
精
神
療
法
の
算
定
数

 

 

目
標
指

標
【
19

 

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
01

 
 

59
6
 

 

38
7
 

 

45
2
 

58
0
 

4
95

 

4
76

 

№
02

 
 

2,
19
8
 

 

18
58

 

 

1,
70
4
 

2,
06
8
 

2,
21
0
 

2,
24
8
 

№
03

 
 

14
2
 

 

66
 

 

13
2
 

11
5
 

11
7
 

12
7
 

№
04

 
 

63
 

 

17
0
 

 

17
0
 

21
8
 

1
97

 

2
06

 

№
05

 
 

19
1
 

 

15
8
 

 

11
6
 

20
3
 

1
49

 

1
75

 

№
06

 
 

5
 

 

2
 

 

6
 

6 
7 7 

№
07

 
 

2
 

 

0
 

 

6
 

7 
5 6 

№
08

 
 

1,
44
9
 

 

1,
55
7
 

 

1,
94
5
 

2
,1
00

 
1,
65
8
 

1,
60
9
 

№
09

 
 

9,
52
6
 

 

7,
00
9
 

 

7,
31
3
 

11
,3
90

 
7,
87
4
 

8,
06
3
 

№
10

 
 

32
 

 

28
 

 

30
 

43
 

37
 

33
 

№
11

 
 

24
.1

 

 

33
.3

 

 

54
.5

 

72
.9

 
60
.0

 

58
.6

 

№
12

 
 

12
9
 

 

10
6
 

 

13
0
 

14
6
 

1
39

 

15
1
 

№
13

 
 

34
4
 

 

26
0
 

 

29
8
 

33
5
 

3
70

 

37
3
 

№
14

 
 

1,
91
0
 

 

1,
91
3
 

 

2,
43
8
 

2
,6
22

 
1,
98
7
 

1,
90
8
 

№
15

 
 

2,
57
9
 

 

2,
70
9
 

 

2,
80
7
 

2
,5
67

 
2,
63
5
 

2,
70
3
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急
性
心
筋
梗
塞
患
者

の
病
院
到
着
後
９
０

分
以
内
の
初
回
Ｐ
Ｃ

Ｉ
実
施
割
合
※
１

 

５
５
．
６
％
 

７
２
．
９
％
以
上
 

Ｐ
Ｃ
Ｉ
実
施
件
数

 
１
４
４
件
 

１
４
６
件
以
上
 

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
件

数
 

３
３
５
件
 

３
３
５
件
以
上
 

外
来
で
の
心
大
血
管

疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
実
施
患
者
数

 

２
，
４
６
２
人
 

２
，
６
２
２
人
以
上
 

入
院
で
の
心
大
血
管

疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
実
施
患
者
数

 

２
，
２
８
６
人
 

２
，
５
６
７
人
以
上
 

※
１
 
来
院
後
９
０
分
以
内
に
手
技
を
受
け
た
患
者
数
÷
１
８
歳
以
上

の
急
性
心
筋
梗
塞
で
Ｐ
Ｃ
Ｉ
（
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
心
臓
疾
患
治
療

を
い
う
。
）
を
受
け
た
患
者
数
×
１
０
０

 

       エ
 
糖
尿
病

 

日
本
糖
尿
病
学
会
か
ら
教
育
施
設
と
し
て
施
設
認
定
を
受
け
る
病
院

と
し
て
、
糖
尿
病
教
育
入
院
は
も
と
よ
り
、
合
併
症
治
療
な
ど
専
門
的

な
糖
尿
病
治
療
を
行
う
。
医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
な

ど
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
横
断
的
に
全
て
の
入
院
患
者
の
周
術
期
栄
養
や

血
糖
管
理
を
行
い
、
安
全
な
医
療
の
提
供
を
行
う
。
一
方
、
外
来
で

は
、
糖
尿
病
教
室
や
栄
養
指
導
な
ど
必
要
な
治
療
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
患
者
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
簡
易
な
糖
尿
病
検
査
に
つ
い

て
の
取
組
を
進
め
る
。

 

    目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

糖
尿
病
・
慢
性
腎
臓

病
患
者
へ
の
栄
養
管

理
実
施
割
合
※
１

 

８
１
．
２
％
 

８
１
．
６
％
以
上
 

糖
尿
病
透
析
予
防
指

導
及
び
フ
ッ
ト
ケ
ア

６
０
９
件
 

６
０
９
件
以
上
 

急
性
心
筋
梗
塞
患
者

の
病
院
到
着
後
９
０

分
以
内
の
初
回
Ｐ
Ｃ

Ｉ
実
施
割
合
※
１
 

７
２
．
９
％
以
上
 

Ｐ
Ｃ
Ｉ
実
施
件
数
 

１
４
６
件
以
上
 

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
件

数
 

３
３
５
件
以
上
 

外
来
で
の
心
大
血
管

疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
実
施
患
者
数
 

２
，
６
２
２
人
以
上
 

入
院
で
の
心
大
血
管

疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
実
施
患
者
数
 

２
，
５
６
７
人
以
上
 

※
１
 
来
院
後
９
０
分
以
内
に
手
技
を
受
け
た
患
者
数
÷
１
８
歳
以
上

の
急
性
心
筋
梗
塞
で
Ｐ
Ｃ
Ｉ
（
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
心
臓
疾
患
治
療

を
い
う
。
）
を
受
け
た
患
者
数
×
１
０
０
 

       エ
 
糖
尿
病
 

日
本
糖
尿
病
学
会
か
ら
教
育
施
設
と
し
て
施
設
認
定
を
受
け
る
病
院

と
し
て
、
糖
尿
病
教
育
入
院
は
も
と
よ
り
、
合
併
症
治
療
な
ど
専
門
的

な
糖
尿
病
治
療
を
行
う
。
医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
薬
剤
師
な

ど
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
横
断
的
に
全
て
の
入
院
患
者
の
周
術
期
栄
養
や

血
糖
管
理
を
行
い
、
安
全
な
医
療
の
提
供
を
行
う
。
一
方
、
外
来
で

は
、
糖
尿
病
教
室
や
栄
養
指
導
な
ど
必
要
な
治
療
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
患
者
の
要
望
に
応
じ
た
簡
易
な
糖
尿
病
検
査
の
提
供
を
引
き
続
き

行
う
。
 

    

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

糖
尿
病
・
慢
性
腎
臓

病
患
者
へ
の
栄
養
管

理
実
施
割
合
※
１
 

８
１
．
６
％
以
上
 

糖
尿
病
透
析
予
防
指

導
及
び
フ
ッ
ト
ケ
ア

６
０
９
件
以
上
 

急
性
心
筋
梗
塞

患
者
の
病
院
到

着
後
９
０
分
以

内
の
初
回
Ｐ
Ｃ

Ｉ
実
施
割
合
※

１
 

５
８
．
６
％
 

△
１
４
．
３
 

Ｐ
Ｃ
Ｉ
実
施
件

数
 

１
５
１
件
 

＋
５
 

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検

査
件
数
 

３
７
３
件
 

＋
３
８
 

外
来
で
の
心
大

血
管
疾
患
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
実
施
患
者
数
 

１
，
９
０
８
人
 

△
７
１
４
 

入
院
で
の
心
大

血
管
疾
患
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
実
施
患
者
数
 

２
，
７
０
３
人
 

＋
１
３
６
 

※
１
 
来
院
後
９
０
分
以
内
に
手
技
を
受
け
た
患
者
数

÷
１
８
歳
以
上
の
急
性
心
筋
梗
塞
で
Ｐ
Ｃ
Ｉ
（
カ
テ
ー

テ
ル
を
用
い
た
心
臓
疾
患
治
療
を
い
う
。
）
を
受
け
た

患
者
数
×
１
０
０
 

 エ
 
糖
尿
病
 

糖
尿
病
患
者
の
支
援
・
合
併
症
予
防
に
努
め
た
。
糖

尿
病
教
育
入
院
を
積
極
的
に
進
め
、
入
院
件
数
は
増
加

し
た
。
外
来
に
お
い
て
は
高
血
糖
に
よ
る
高
浸
透
圧
性

昏
睡
や
糖
尿
病
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
性
昏
睡
な
ど
、
重

症
例
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
同
時
に
地
域
連
携
パ
ス

を
通
じ
て
、
安
定
し
た
慢
性
疾
患
で
あ
る
糖
尿
病
患
者

の
管
理
を
か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
て
行
い
、
重
症
合

併
症
に
対
す
る
必
要
な
医
療
を
適
時
、
提
供
し
た
。
ま

た
、
今
年
も
当
院
作
成
の
糖
尿
病
小
冊
子
を
作
成
、
地

域
や
一
般
市
民
に
向
け
て
配
布
し
、
啓
発
活
動
を
行
っ

た
。

 

 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

糖
尿
病
・
慢
性

腎
臓
病
患
者
へ

の
栄
養
管
理
実

施
割
合
※
１
 

７
１
．
１
％
 

△
１
０
．
５
 

糖
尿
病
透
析
予

３
８
３
件
 

△
２
２
６
 

№
16

 
 

58
.0

 

 

45
.8

 

 

59
.4

 

81
.6

 
69
.8

 

71
.1

 

№
17

 
 

58
6
 

 

37
1
 

 

44
5
 

60
9
 

3
77

 

3
83

 

№
18

 
 

8,
32
5
 

 

9,
40
8
 

 

10
,2
42

 

6
,7
77

 
10
,0
91

 

10
,1
60

 

№
19

 
 

1,
02
5
 

 

96
4
 

 

1,
01
4
 

82
6
 

8
96

 

90
7
 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
が
８
つ
、
未
達
と
な

っ
た
指
標
が
１
１
で
あ
っ
た
。

 

②
 
化
学
療
法
件
数
、
放
射
線
治
療
件
数
（
新
規
患
者
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
血
栓
溶
解
療
法
件
数
、
Ｐ

Ｃ
Ｉ
実
施
件
数
、
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
件
数
、
入
院
で

の
心

大
血
管

疾
患
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

実
施

患

者
数
、
通
院
精
神
療
法
の
算
定
数
及
び
入
院
精
神
療

法
の
算
定
数
は
年
度
計
画
値
を
達
成
し
た
。

 

 【
項
目
別
】
 

ア
 
が
ん
 

①
 
化

学
療

法
件

数
及
び

放
射
線

治
療
件

数
の

年
度

計

画
値
を
達
成
し
た
。
 

イ
 
脳
卒
中
 

①
 
血
栓
溶
解
療
法
件
数
は
年
度
計
画
値
を
達
成
し
た
。
 

②
 
入

院
で
の

脳
血

管
疾
患

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ

ン
実

施
患
者

数
は
年

度
計

画
値
の

達
成

に
は
至

ら
な
か

っ
た

も
の
の
、
前
年
度
実
績
値
か
ら
向
上
し
た
。

 

ウ
 
急
性
心
筋
梗
塞
 

①
 
Ｐ
Ｃ
Ｉ
実
施
件
数
、
冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
件
数
、
入
院

で
の

心
大
血

管
疾
患

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
実

施

患
者
数
の
年
度
計
画
値
を
達
成
し
た
。

 

②
 
急

性
心

筋
梗

塞
患
者

数
及
び

急
性
心

筋
梗

塞
患

者

の
病

院
到
着

後
90
分

以
内
の

初
回
Ｐ

Ｃ
Ｉ

実
施

割

合
の
２
項
目
に
お
い
て
、
年
度
計
画
値
の
達
成
に
は

至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
前
年
度
実
績
値

か
ら
向
上
し
た
。
 

エ
 
糖
尿
病
 

①
 
い
ず
れ
の
指
標
も
年
度
計
画
値
の
達
成
に
は
至
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
糖
尿
病
・
慢
性
腎
臓
病
患
者

へ
の
栄
養
管
理
実
施
率
は
前
年
度
実
績
か
ら
向
上

し
た
。
 

-
 5

2
 -



9
 

 

の
実
施
件
数

 

※
１
 
特
別
食
の
算
定
回
数
÷
１
８
歳
以
上
の
糖
尿
病
・
慢
性
腎
臓
病

を
併
存
症
に
持
つ
入
院
患
者
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
疾
病
の
治
療
が
主
目

的
で
は
な
い
食
事
の
回
数
×
１
０
０

 

    オ
 
精
神
疾
患

 

思
春
期
か
ら
老
年
期
ま
で
の
幅
広
い
精
神
疾
患
や
心
身
症
の
患
者
に

つ
い
て
は
、
速
や
か
に
そ
の
受
入
を
行
う
と
と
も
に
、
治
療
に
当
た

る
。
診
療
に
当
た
っ
て
は
、
「
見
落
と
さ
な
い
診
断
」
、
「
心
理
面
の

幅
広
い
評
価
」
、
「
安
全
と
効
果
を
意
識
し
た
治
療
」
及
び
「
身
体
疾

患
に
合
併
し
た
精
神
症
状
へ
の
積
極
的
対
応
」
の
４
点
に
重
き
を
置

き
、
入
院
患
者
に
対
す
る
精
神
療
法
、
認
知
行
動
療
法
を
含
む
精
神
療

法
及
び
薬
物
療
法
に
よ
る
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
公
認
心

理
師
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
で
患
者
に
安
ら
ぎ
を

与
え
る
と
と
も
に
、
精
神
疾
患
の
発
症
・
再
燃
を
予
防
す
る
。

 

 目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

通
院
精
神
療
法
の
算

定
数
 

６
，
７
７
７
件
 

６
，
７
７
７
件
以
上
 

入
院
精
神
療
法
の
算

定
数
 

８
０
４
件
 

８
２
６
件
以
上
 

 

の
実
施
件
数
 

※
１
 
特
別
食
の
算
定
回
数
÷
１
８
歳
以
上
の
糖
尿
病
・
慢
性
腎
臓
病

を
併
存
症
に
持
つ
入
院
患
者
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
疾
病
の
治
療
が
主
目

的
で
は
な
い
食
事
の
回
数
×
１
０
０
 

    オ
 
精
神
疾
患
 

思
春
期
か
ら
老
年
期
ま
で
の
幅
広
い
精
神
疾
患
や
心
身
症
の
患
者
に

つ
い
て
は
、
速
や
か
に
そ
の
受
入
れ
を
行
い
、
治
療
に
当
た
る
。
診
療

に
当
た
っ
て
は
、
「
見
落
と
さ
な
い
診
断
」
、
「
心
理
面
の
幅
広
い
評

価
」
、
「
安
全
と
効
果
を
意
識
し
た
治
療
」
及
び
「
身
体
疾
患
に
合
併

し
た
精
神
症
状
へ
の
積
極
的
対
応
」
の
４
点
に
重
き
を
置
き
、
入
院
患

者
に
対
す
る
精
神
療
法
、
認
知
行
動
療
法
を
含
む
精
神
療
法
及
び
薬
物

療
法
に
よ
る
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
公
認
心
理
師
に
よ
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
で
患
者
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
と
と

も
に
、
精
神
疾
患
の
発
症
・
再
燃
を
予
防
す
る
。
 

 

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

通
院
精
神
療
法
の
算

定
数
 

６
，
７
７
７
件
以
上
 

入
院
精
神
療
法
の
算

定
数
 

８
２
６
件
以
上
 

 

防
指
導
及
び
フ

ッ
ト
ケ
ア
の
実

施
件
数
 

※
１
 
特
別
食
の
算
定
回
数
÷
１
８
歳
以
上
の
糖
尿

病
・
慢
性
腎
臓
病
を
併
存
症
に
持
つ
入
院
患
者
に
対
す

る
こ
れ
ら
の
疾
病
の
治
療
が
主
目
的
で
は
な
い
食
事
の

回
数
×
１
０
０
 

 オ
 
精
神
疾
患
 

か
か
り
つ
け
医
の
な
い
１
０
歳
代
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
幅
広
い
層
の
精
神
疾
患
や
心
身
症
の
患
者
に
つ
い

て
、
実
診
療
に
お
い
て
は
年
度
計
画
通
り
の
４
点
に
重

き
を
置
き
、
入
院
患
者
に
対
す
る
精
神
療
法
、
認
知
行

動
療
法
を
含
む
精
神
療
法
及
び
薬
物
療
法
に
よ
る
適
切

な
医
療
を
広
く
提
供
し
た
。
公
認
心
理
師
に
よ
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
も
継
続
し
、
患
者
に
精
神
的
安
寧
と
精
神

疾
患
の
発
症
・
再
燃
の
予
防
に
努
め
続
け
た
。
 

  

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

通
院
精
神
療
法

の
算
定
数
 

１
０
，
１
６
０ 件
 

＋
３
，
３
８
３
 

入
院
精
神
療
法

の
算
定
数
 

９
０
７
件
 

＋
８
１
 

 

オ
 
精
神
疾
患
 

①
 
い
ず
れ
の
指
標
も
年
度
計
画
値
を
達
成
し
た
。

 

②
 
幅

広
い

層
の

患
者
を

受
け
入

れ
て
治

療
に

当
た

っ

た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
目
標
指
標
の
達
成
状
況
に
よ
り
、

評
価
は
２
と
す
る
。
 

 

 

 
 
（
２
）
４
事
業
に
対
す
る
医
療
の
確
保

 

 

中
期
目
標
 

ア
 
救
急
医
療
 

救
急
告
示
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

 

イ
 
災
害
医
療
 

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

 

ウ
 
小
児
医
療
 

小
児
疾
患
全
般
を
幅
広
く
診
療
し
、
対
応
困
難
な
症
例
に
対
し
て
は
三
次
医
療
機
関
や
専
門
医
療
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
。

 

エ
 
周
産
期
医
療
 

対
応
困
難
な
症
例
に
対
し
て
は
三
次
医
療
機
関
や
専
門
医
療
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ア
 
救
急
医
療

 

救
急
外
来
「
Ｅ
Ｒ
お
お
つ
」
に
お
い
て
、
２
４
時
間
３
６
５
日
対
応

可
能
な
救
急
体
制
を
維
持
し
、
救
急
専
門
医
を
中
心
に
内
科
系
、
外
科

系
の
医
師
が
救
急
患
者
の
診
療
に
当
た
り
、
重
症
の
患
者
に
あ
っ
て
は

ア
 
救
急
医
療
 

救
急
外
来
「
Ｅ
Ｒ
お
お
つ
」
に
お
い
て
、
２
４
時
間
３
６
５
日
対
応

可
能
な
「
断
ら
な
い
、
止
ま
ら
な
い
」
救
急
体
制
を
維
持
し
応
需
率
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
救
急
専
門
医
を
中
心
に
内
科
系
、
外
科
系
の

ア
 
救
急
医
療
 

救
急
外
来
｢
Ｅ
Ｒ
お
お
つ
｣
お
よ
び
｢感

染
症
Ｅ
Ｒ
｣
に

て
、
２
４
時
間
３
６
５
日
救
急
対
応
を
行
い
、
患
者
数

は
目
標
値
を
上
回
っ
た
。
し
か
し
、
患
者
数
が
大
き
く

×
2
 

２
 

２
 

定
量
 

 指
標
名
称
 

№
20
 

救
急
車
搬
送
入
院
患
者
数

 

№
21
 

救
急
車
搬
送
受
入
件
数

 

-
 5

3
 -



1
0
 

 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。
特
に
超
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
や

感
染
症
へ
の
対
応
に
関
し
て
、
圏
域
に
お
い
て
市
民
病
院
の
果
た
す
べ

き
役
割
は
大
き
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
重
症
患
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

る
。
 

      目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

救
急
車
搬
送
入
院
患

者
数
 

１
，
３
５
８
人
 

１
，
４
０
８
人
以
上
 

救
急
車
搬
送
受
入
件

数
 

３
，
４
８
１
件
 

３
，
５
３
３
件
以
上
 

救
急
車
受
入
要
請
件

数
 

３
，
５
２
０
件
 

３
，
５
６
１
件
以
上
 

救
急
搬
送
応
需
率
※

１
 

９
８
．
９
％
 

９
９
．
２
％
以
上
 

救
急
入
院
患
者
数

 
２
，
５
５
１
人
 

２
，
６
０
１
人
以
上
 

救
急
入
院
患
者
割
合

※
２
 

１
７
．
６
％
 

１
７
．
６
％
以
上
 

救
急
ス
ト
ッ
プ
時
間

 
６
３
時
間
 

２
９
時
間
以
下
 

※
１
 
救
急
搬
送
受
入
件
数
÷
（
救
急
搬
送
受
入
件
数
＋
救
急
搬
送
を

断
っ
た
件
数
）
×
１
０
０

 

※
２
 
救
急
経
由
入
院
患
者
数
÷
新
規
入
院
患
者
数
×
１
０
０

 

    イ
 
災
害
医
療

 

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
大
津
市
地
域
防
災
計
画
及
び
滋
賀
県
広
域

災
害
時
医
療
救
護
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
災
害
時
に
お
け
る
医

療
救
護
活
動
を
実
施
し
、
災
害
対
応
に
当
た
る
。
そ
し
て
、
救
急
連
絡

体
制
の
確
保
や
災
害
訓
練
の
実
施
な
ど
を
重
ね
る
こ
と
で
、
災
害
発
生

時
の
迅
速
な
対
応
体
制
の
向
上
に
努
め
る
。

 

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
滋
賀
県
及
び
大
津
市
の
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
の
派
遣
を
含
め
た
医

療
救
護
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
基
づ

き
、
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
被
災
者
の
診
療
に
当
た
る
。

 

  

医
師
が
救
急
患
者
の
診
療
に
当
た
り
、
重
症
の
患
者
に
あ
っ
て
は
Ｉ
Ｃ

Ｕ
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。
特
に
超
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
や
感
染

症
へ
の
対
応
に
関
し
て
、
圏
域
に
お
い
て
市
民
病
院
の
果
た
す
べ
き
役

割
は
大
き
い
こ
と
か
ら
、
重
症
患
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
。
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
専
用
救
急
外
来
と
し
て
整
備
し
た
「
感

染
症
Ｅ
Ｒ
」
の
活
用
と
合
わ
せ
て
、
院
内
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

一
般
救
急
医
療
と
の
両
立
を
図
る
。
 

ま
た
、
大
津
市
消
防
局
と
定
期
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
病
態
悪
化
の
防
止
と
救
命
率
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
の

ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
運
用
す
る
。
 

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

救
急
車
搬
送
入
院
患

者
数
 

１
，
４
０
８
人
以
上
 

救
急
車
搬
送
受
入
件

数
 

３
，
５
３
３
件
以
上
 

救
急
車
受
入
要
請
件

数
 

３
，
５
６
１
件
以
上
 

救
急
搬
送
応
需
率
※

１
 

９
９
．
２
％
以
上
 

救
急
入
院
患
者
数
 

２
，
６
０
１
人
以
上
 

救
急
入
院
患
者
割
合

※
２
 

１
７
．
６
％
以
上
 

救
急
ス
ト
ッ
プ
時
間
 

２
９
時
間
以
下
 

※
１
 
救
急
搬
送
受
入
件
数
÷
（
救
急
搬
送
受
入
件
数
＋
救
急
搬
送
を

断
っ
た
件
数
）
×
１
０
０
 

※
２
 
救
急
経
由
入
院
患
者
数
÷
新
規
入
院
患
者
数
×
１
０
０
 

    イ
 
災
害
医
療
 

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
大
津
市
地
域
防
災
計
画
及
び
滋
賀
県
広
域

災
害
時
医
療
救
護
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
当
院
の
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
活
動
を
実
施
し
、
災
害
対

応
に
当
た
る
。
そ
し
て
、
救
急
連
絡
体
制
の
確
保
や
災
害
訓
練
の
実
施

な
ど
を
重
ね
る
こ
と
で
、
災
害
発
生
時
の
迅
速
な
対
応
体
制
の
向
上
に

努
め
る
。
 

ま
た
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、
平
時
か
ら
新
興
感
染
症
の
感

染
拡
大
時
等
に
備
え
る
と
と
も
に
、
地
震
や
水
害
等
の
災
害
発
生
時
に

は
、
滋
賀
県
及
び
大
津
市
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
の
派
遣
を
含
め
た
医
療
救
護
活
動
を
行
う
と
と

も
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
基
づ
き
、
事
業
を
継
続
し
な
が

増
加
し
た
第
４
四
半
期
に
お
い
て
、
救
急
受
入
困
難
事

例
が
増
加
し
、
救
急
搬
送
応
需
率
及
び
救
急
ス
ト
ッ
プ

時
間
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
 

ま
た
、
令
和
６
年
度
も
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
を
行

い
、
４
６
６
件
の
出
動
が
あ
り
、
病
態
悪
化
の
防
止
と

救
命
率
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
 

    

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

救
急
車
搬
送
入

院
患
者
数
 

１
，
７
９
３
人
 

＋
３
８
５
 

救
急
車
搬
送
受

入
件
数
 

４
，
０
１
８
件
 

＋
４
８
５
 

救
急
車
受
入
要

請
件
数
 

４
，
１
５
０
件
 

＋
５
８
９
 

救
急
搬
送
応
需

率
※
１
 

９
６
．
８
％
 

△
２
．
４
 

救
急
入
院
患
者

数
 

３
，
０
９
４
人
 

＋
４
９
３
 

救
急
入
院
患
者

割
合
※
２
 

２
２
．
３
％
 

＋
４
．
７
 

救
急
ス
ト
ッ
プ

時
間
 

３
５
５
時
間
 

（
△
）
 

＋
３
２
６
 

※
１
 
救
急
搬
送
受
入
件
数
÷
（
救
急
搬
送
受
入
件
数

＋
救
急
搬
送
を
断
っ
た
件
数
）
×
１
０
０
 

※
２
 
救
急
経
由
入
院
患
者
数
÷
新
規
入
院
患
者
数
×

１
０
０
 

 イ
 
災
害
医
療
 

 
大
津
市
学
区
自
主
防
災
研
修
会
に
お
い
て
、
能
登
半

島
地
震
に
お
け
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
）
の
活
動
内
容
や
、
災
害
に
備
え
て
今
で
き
る
こ
と

等
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
、
地
域
住
民
に
対
し
て
災

害
に
関
す
る
意
識
の
啓
発
を
行
っ
た
。
 

      

№
22
 

救
急
車
受
入
要
請
件
数

 

№
23
 

救
急
搬
送
応
需
率

 

№
24
 

救
急
入
院
患
者
数

 

№
25
 

救
急
入
院
患
者
割
合

 

№
26
 

救
急
ス
ト
ッ
プ
時
間

 

№
27
 

小
児
科
入
院
患
者
数

 

№
28
 

小
児
科
救
急
受
入
件
数

 

№
29
 

小
児
科
外
来
患
者
数

 

№
30
 

小
児
科
紹
介
患
者
数

 

 

目
標
指

標
【
11

 

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
20

 
 

1,
49
9
 

 

1,
49
0
 

 

1,
68
3
 

1,
40
8
 

1,
70
3
 

1,
79
3
 

№
21

 
 

3,
68
3
 

 

4,
16
7
 

 

4,
05
1
 

3,
53
3
 

3,
94
8
 

4,
01
8
 

№
22

 
 

3,
85
4
 

 

4,
34
0
 

 

4,
18
3
 

3,
56
1
 

4,
01
5
 

4,
15
0
 

№
23

 
 

95
.6

 

 

96
.0

 

 

96
.8

 

99
.2

 
98
.3

 

96
.8

 

№
24

 
 

2,
51
9
 

 

2,
28
9
 

 

2,
83
2
 

2,
60
1
 

2,
98
8
 

3,
09
4
 

№
25

 
 

15
.8

 

 

13
.6

 

 

19
.5

 

17
.6

 
22
.0

 

22
.3

 

№
26

 
 

62
6
 

 

42
0
 

 

74
 

29
 

12
4
 

35
5
 

№
27

 
 

1,
24
7
 

 

1,
13
3
 

 

1,
96
5
 

2,
44
9
 

1,
73
0
 

1,
82
6
 

№
28

 
 

1,
23
7
 

 

1,
97
7
 

 

1,
21
0
 

2,
16
3
 

78
8
 

82
6
 

№
29

 
 

7,
32
3
 

 

8,
85
9
 

 

7,
25

2
 

9,
79
4
 

6,
22
3
 

6,
07
3
 

№
30

 
 

36
6
 

 

39
4
 

 

43
4
 

48
3
 

57
2
 

55
6
 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
が
６
つ
、
未
達
と
な

っ
た
指
標
が
５
つ
で
あ
っ
た
。

 

②
 
救

急
車

搬
送

入
院
患

者
数
、

救
急
車

搬
送

受
入

件

数
、
救
急
車
受
入
要
請
件
数
、
救
急
入
院
患
者
数
、

救
急

入
院
患

者
割
合

及
び
小

児
科
紹

介
件

数
は

年

-
 5

4
 -



1
1

 

 

  ウ
 
小
児
医
療

 

感
染
症
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、
内
分
泌
疾

患
、
腎
疾
患
及
び
心
疾
患
な
ど
の
慢
性
疾
患
、
頭
痛
や
不
登
校
な
ど
の

心
身
症
等
に
係
る
幅
広
い
小
児
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
育
児
支

援
や
発
達
援
助
等
を
行
う
。
ま
た
、
診
療
所
や
他
の
病
院
か
ら
の
紹
介

を
受
け
入
れ
、
三
次
医
療
機
関
や
専
門
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
提
供
す
る
。

 

  

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

小
児
科
入
院
患
者
数

 
２
，
３
８
３
人
 

２
，
４
４
９
人
以
上
 

小
児
科
救
急
受
入
件

数
 

１
，
９
１
９
件
 

２
，
１
６
３
件
以
上
 

小
児
科
外
来
患
者
数

 
９
，
７
９
４
件
 

９
，
７
９
４
件
以
上
 

小
児
科
紹
介
患
者
数

 
４
７
０
人
 

４
８
３
人
以
上
 

    エ
 
周
産
期
医
療

 

分
娩
に
つ
い
て
は
、
機
能
分
担
の
推
進
や
分
娩
取
扱
い
施
設
の
集
約

化
の
観
点
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
の
専
門
医
療
機
関
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
機
能
分
化
を
進
め
る
。

 

ら
被
災
者
の
診
療
に
当
た
る
。
 

 ウ
 
小
児
医
療
 

感
染
症
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、
内
分
泌
疾

患
、
腎
疾
患
及
び
心
疾
患
な
ど
の
慢
性
疾
患
、
頭
痛
や
不
登
校
な
ど
の

心
身
症
等
に
係
る
幅
広
い
小
児
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
育
児
支

援
や
発
達
援
助
等
を
行
う
。
ま
た
、
診
療
所
や
他
の
病
院
か
ら
の
紹
介

を
受
け
入
れ
、
三
次
医
療
機
関
や
専
門
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
提
供
す
る
。
 

   

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

小
児
科
入
院
患
者
数
 

２
，
４
４
９
人
以
上
 

小
児
科
救
急
受
入
件

数
 

２
，
１
６
３
件
以
上
 

小
児
科
外
来
患
者
数
 

９
，
７
９
４
件
以
上
 

小
児
科
紹
介
患
者
数
 

４
８
３
人
以
上
 

    エ
 
周
産
期
医
療
 

分
娩
に
つ
い
て
は
、
機
能
分
担
の
推
進
や
分
娩
取
扱
い
施
設
の
集
約

化
の
観
点
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
の
専
門
医
療
機
関
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
、
機
能
分
化
を
進
め
る
。
 

 

  ウ
 
小
児
医
療
 

 
気
管
支
喘
息
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
の
ほ
か
各
小
児
疾
患
患
者
に
対
し
て
、
専
門
分
野

を
持
つ
専
門
医
が
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
診
療
を
行
っ
た
。
救
急
医
療
で
は
「
Ｅ
Ｒ
お
お

つ
」
に
お
い
て
、
救
急
治
療
の
必
要
な
小
児
患
者
の
受

入
を
行
っ
た
。
ま
た
、
小
児
感
染
症
疾
患
の
増
加
に
よ

り
、
診
療
所
等
か
ら
の
紹
介
に
対
し
、
入
院
治
療
を
含

め
た
対
応
を
適
切
に
行
っ
た
。
 

 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

小
児
科
入
院

患
者
数
 

１
，
８
２
６
人
 

△
６
２
３

 

小
児
科
救
急

受
入
件
数
 

８
２
６
人
 

△
１
，
３
３
７
 

小
児
科
外
来

患
者
数
 

６
，
０
７
３
人
 

△
３
，
７
２
１
 

小
児
科
紹
介

患
者
数
 

５
５
６
人
 

＋
７
３
 

 エ
 
周
産
期
医
療
 

休
止
し
て
い
る
分
娩
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
地

域
の
専
門
医
療
機
関
と
連
携
し
て
い
る
。
 

度
計
画
値
を
達
成
し
た
。

 

 【
項
目
別
】
 

ア
 
救
急
医
療
 

①
 
第
４
四
半
期
に
お
い
て
、
患
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

救
急
搬
送
応
需
率
の
一
時
的
に
低
下
し
、
救
急
ス
ト

ッ
プ
時
間
が
増
加
し
た
が
、
そ
の
他
の
指
標
に
つ
い

て
は
、
目
標
を
達
成
し
た
。

 

②
 
ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
、
４
６
６
件
の
出
動
を
行

っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

 

イ
 
災
害
医
療
 

①
 
能

登
半

島
地

震
に
お

け
る
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ

の
活

動
内

容

等
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
向
け
の
講
演
会
を
開
催
し

た
こ
と
は
、
市
民
の
災
害
に
関
す
る
意
識
の
啓
発
に

寄
与
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

 

ウ
 
小
児
医
療
 

①
 
小
児
科
紹
介
患
者
数
は
年
度
計
画
値
を
達
成
し
た
。
 

エ
 
周
産
期
医
療
 

①
 
特
筆
す
べ
き
留
意
点
な
ど
は
な
い
。

 

 

■
こ
の
項
に
お
い
て
、
目
標
指
標
の
達
成
状
況
に
よ
り
、

評
価
は
２
と
す
る
。
 

 

 

 
 
（
３
）
在
宅
医
療
・
介
護
と
の
一
層
の
連
携
強
化

 

 

中
期
目
標
 

ア
 
在
宅
医
療
・
介
護
へ
の
円
滑
な
移
行
へ
の
取
組

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
役
割
を
担
い
、
患
者
が
在
宅
医
療
へ
円
滑
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
医
療
機
関
及
び
介
護
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
入
退
院
支
援
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
熟
練
し
た
看
護
技
術
と
知
識
を

用
い
て
水
準
の
高
い
看
護
が
実
践
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
。

 

イ
 
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
機
能

 

か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
を
強
化
し
、
在
宅
患
者
の
急
変
増
悪
時
等
に
お
け
る
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
を
図
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ア
 
在
宅
医
療
・
介
護
へ
の
円
滑
な
移
行
へ
の
取
組

 

患
者
の
在
宅
医
療
を
円
滑
に
継
続
で
き
る
よ
う
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
医
療
機

関
及
び
介
護
関
係
機
関
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
入
退
院
支
援
を
行

ア
 
在
宅
医
療
・
介
護
へ
の
円
滑
な
移
行
へ
の
取
組
 

患
者
が
急
性
期
の
治
療
後
、
円
滑
に
在
宅
医
療
へ
移
行
で
き
る
よ
う

に
、
地
域
の
医
療
機
関
及
び
介
護
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化
し
、
入

退
院
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
院
内
に
お
け
る
特
定
看
護
師
の
育
成
と
確

ア
 
在
宅
医
療
・
介
護
へ
の
円
滑
な
移
行
へ
の
取
組
 

病
棟
の
退
院
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
積
極
的
に
参
加

し
、
在
宅
診
療
が
必
要
な
患
者
に
対
し
て
退
院
後
に
訪

問
診
療
・
訪
問
看
護
に
移
行
で
き
る
よ
う
連
携
を
強
化

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

 指
標
名
称
 

№
31
 

特
定
看
護
師
数
 

№
32
 

在
宅
療
養
利
用
者
訪
問
件
数

 

-
 5

5
 -



1
2
 

 

う
。
 

ま
た
、
院
内
に
お
け
る
特
定
看
護
師
の
育
成
及
び
確
保
を
行
う
と
と

も
に
、
入
院
患
者
に
対
し
、
訪
問
看
護
認
定
看
護
師
を
は
じ
め
と
し
た

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療

の
提
供
を
支
援
す
る
。

 

 目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

特
定
看
護
師
数

 
２
人
 

１
０
人
以
上
 

在
宅
療
養
利
用
者
訪

問
件
数

 

７
,
７
０
８
件
 

９
，
２
５
０
件
以
上
 

 イ
 
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
機
能

 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
３
６
５
日

を
通
じ
て
訪
問
看
護
を
実
施
し
、
訪
問
患
者
数
の
増
加
を
図
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
在
宅
患
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
在
宅
患
者
増
悪
時
に
つ
い
て
も
診

療
所
等
と
連
携
し
た
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

 

保
を
行
い
、
在
宅
療
養
す
る
が
ん
末
期
患
者
や
医
療
依
存
度
の
高
い
患

者
に
対
し
て
、
専
門
的
な
ケ
ア
を
提
供
し
在
宅
医
療
を
支
援
す
る
。

 

    目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

特
定
看
護
師
数
 

１
０
人
以
上
 

在
宅
療
養
利
用
者
訪

問
件
数
 

９
，
２
５
０
件
以
上
 

 イ
 
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
機
能
 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
強
化
を
図
り
、
が
ん
末
期
患
者
へ

の
在
宅
医
療
ケ
ア
等
、
増
加
す
る
在
宅
医
療
需
要
に
も
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
人
員
を
確
保
し
、
３
６
５
日
を
通
じ
て
、
必
要
と
さ
れ
る
訪
問

看
護
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
訪
問
看
護
件
数
及
び
利
用
者
人
数
の
増
加

を
図
る
。
ま
た
、
地
域
の
医
療
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
を
強
化
し
、
在
宅
療
養
患
者
の
急
変
時

は
、
速
や
か
に
受
け
入
れ
で
き
る
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
訪
問
栄
養
指
導
、
訪
問
歯
科
な
ど
を
一
元
的
に
提
供
す
る
在
宅

診
療
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
地
域
の
医
療
機
関
を
支
援
す

る
。
 

し
た
。
院
外
か
ら
の
在
宅
医
療
導
入
が
７
割
で
あ
っ
た

が
、
院
内
各
部
署
と
の
連
携
に
よ
り
院
内
か
ら
の
在
宅

医
療
の
導
入
の
割
合
が
６
割
程
度
と
な
り
、
連
携
強
化

の
取
組
が
成
果
と
し
て
現
れ
た
。
 

 目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

特
定
看
護
師
数
 

９
人
 

△
１
 

在
宅
療
養
利
用

者
訪
問
件
数
 

５
，
３
０
２
件
 

△
３
，
９
４
８
 

 イ
 
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
機
能
 

地
域
の
医
療
機
関
と
協
力
し
、
施
設
に
入
居
す
る

方
々
が
安
心
し
て
医
療
提
供
が
受
け
ら
れ
る
病
院
と
な

る
よ
う
、
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
の
運
用
を
開
始
し

た
。
ま
た
、
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
開
始
し
、

訪
問
診
療
・
歯
科
・
リ
ハ
ビ
リ
・
栄
養
・
看
護
の
５
部

門
を
統
括
す
る
こ
と
で
、
地
域
在
宅
医
療
の
後
方
支
援

体
制
を
強
化
し
た
。
院
内
と
の
連
携
で
は
、
外
来
連
携

用
紙
の
活
用
、
外
来
継
続
看
護
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
へ
の

参
加
に
よ
り
、
外
来
と
の
連
携
を
強
化
し
た
。
ま
た
、

院
外
に
向
け
て
、
開
業
医
等
に
向
け
た
「
皮
膚
科
訪
問

診
療
の
ご
案
内
」
を
作
成
・
配
布
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
開
業
医
の
介
入
が
難
し
い
専
門
的
な
治
療
が
必
要

な
ケ
ー
ス
で
の
訪
問
診
療
の
依
頼
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
出

来
た
。
 

 

目
標
指

標
【
2

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
31

 
 

3
 

 

5
 

 7 

10
 

8 9 

№
32

 
 

7,
81
0
 

 

6,
79
6
 

 

5,
81
9
 

9,
25
0
 

5,
37
7
 

5,
30
2
 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
は
な
か
っ
た
。

 

 【
項
目
別
】
 

ア
 
在
宅
医
療
・
介
護
へ
の
円
滑
な
移
行
へ
の
取
組

 

①
 
在
宅
医
療
利
用
者
の
う
ち
、
院
内
か
ら
在
宅
医
療
に

移
行

し
た
患

者
の
割

合
が
前

年
度
３

割
で

あ
っ

た

と
こ
ろ
、
６
割
に
倍
増
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

イ
 
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
機
能

 

①
 
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
の
運
用
を
開
始
し
た
。

 

②
 
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
開
始
し
、
地
域
在
宅

医
療
の
後
方
支
援
体
制
を
強
化
し
た
こ
と
は
、
評
価

で
き
る
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
機
能
を
充

実
さ
せ
た
こ
と
は
、
評
価
す
る
に
値
す
る
が
、
目
標
指
標

の
達
成
状
況
に
よ
り
評
価
は
２
と
す
る
。

 

 

 

 
 
（
４
）
感
染
症
医
療
の
充
実
及
び
強
化

 

 

中
期
目
標
 

感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、
圏
域
の
感
染
症
医
療
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

 

ま
た
、
新
感
染
症
等
が
発
生
し
た
と
き
は
、
県
や
市
と
密
に
連
携
し
、
積
極
的
に
病
床
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
感
染
拡
大
期
に
は
、
迅
速
か
つ
的
確
に
専
用
外
来
の
設
置
及
び
運
用
や
入
院
患
者
の
受
入
れ
に
向
け
、
勤
務
体
制
を
平
時
の
体
制
か
ら
そ
の
と
き
に
求
め
ら
れ
る
体
制

へ
速
や
か
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
人
材
の
育
成
及
び
確
保
並
び
に
人
員
体
制
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。
そ
し
て
、
新
感
染
症
等
の
患
者
の
受
入
れ
に
当
た
っ
て
の
必
要
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
と
協
議
の
上
、
計
画
的
に
行
う
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲﾄ
 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、
感
染
症
に
関
す
る
情
報
収
集
と
受

入
れ
時
の
対
応
訓
練
を
常
に
行
い
、
感
染
症
発
生
時
の
受
入
れ
体
制
を

整
備
す
る
。
ま
た
、
感
染
拡
大
期
に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、

認
定
看
護
師
の
育
成
及
び
確
保
を
行
い
、
感
染
症
対
応
の
た
め
に
必
要

な
設
備
に
つ
い
て
は
大
津
市
と
協
議
の
上
、
計
画
的
に
整
備
す
る
。

 

今
後
も
、
滋
賀
県
、
大
津
市
及
び
大
津
市
医
師
会
と
連
携
し
、
感
染

感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、
感
染
症
に
関
す
る
情
報
収
集
と
受

入
れ
時
の
対
応
訓
練
を
常
に
行
い
、
認
定
看
護
師
を
育
成
及
び
確
保
す

る
こ
と
で
、
感
染
症
発
生
時
の
受
入
れ
体
制
を
整
備
す
る
。

 

今
後
も
、
滋
賀
県
、
大
津
市
及
び
大
津
市
医
師
会
と
連
携
し
、
感
染

症
対
策
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
と
も
に
、
公
立
病
院
の
使

命
と
役
割
に
つ
い
て
、
職
員
は
高
い
自
覚
を
持
ち
、
医
療
の
提
供
を
行

内
閣
府
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
滋
賀
県
及
び
大
津
市
保

健
所
と
合
同
で
、
感
染
症
有
事
実
践
訓
練
を
実
施
し

た
。
感
染
症
有
事
実
戦
訓
練
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

フ
ル
Ｐ
Ｐ
Ｅ
（
エ
ボ
ラ
等
１
類
感
染
症
等
を
想
定
し
た

個
人
防
護
具
）
着
脱
訓
練
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、

今
後
も
有
事
に
備
え
感
染
症
病
棟
で
の
業
務
に
従
事
す

×
1
 

３
 

３
 

定
量
 

 指
標
名
称
 

№
33
 

感
染
管
理
認
定
看
護
師
数

 

 

目
標
指

標
【
1

R3
 

 

R4
 

 

R5
 

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

-
 5

6
 -



1
3
 

 

症
対
策
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
重
点
医
療
機
関
で
あ
る
公
立
病
院
の
使
命
と
役

割
に
つ
い
て
、
職
員
は
高
い
自
覚
を
持
ち
、
医
療
の
提
供
を
行
う
。
特

に
重
症
患
者
に
対
す
る
積
極
的
な
治
療
の
実
施
に
加
え
、
感
染
症
の
拡

大
状
況
に
応
じ
、
適
時
適
切
な
体
制
を
整
え
、
感
染
症
医
療
と
一
般
医

療
の
両
立
を
図
る
。

 

         
目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

感
染
管
理
認
定
看
護

師
数
 

２
人
 

３
人
以
上
 

 

う
。
特
に
、
重
症
患
者
に
対
す
る
積
極
的
な
治
療
に
加
え
、
感
染
症
の

拡
大
状
況
に
応
じ
、
病
床
の
確
保
や
人
員
配
置
等
、
適
時
適
切
な
体
制

を
整
え
、
感
染
症
医
療
と
一
般
医
療
の
両
立
を
図
る
。
 

           

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

感
染
管
理
認
定
看
護

師
数
 

３
人
以
上
 

 

る
可
能
性
が
あ
る
職
員
に
対
し
て
は
、
フ
ル
Ｐ
Ｐ
Ｅ
着

脱
訓
練
を
継
続
し
受
入
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。
 

感
染
症
有
事
実
践
訓
練
で
は
、
行
政
と
の
連
携
に
つ

い
て
も
整
備
す
べ
き
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
滋
賀
県

衛
生
科
学
セ
ン
タ
ー
、
大
津
市
保
健
所
、
当
院
そ
れ
ぞ

れ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
共
通
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
な
く
、
来
年
度
は
共
通
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
す
る
予
定
で
あ
り
、
更
な
る
体
制
整
備
が
で
き
る
と

考
え
る
。
 

感
染
管
理
認
定
看
護
師
を
目
指
す
看
護
師
の
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
は
、
１
名
の
み
今
年
度
よ
り
週
２
日
の
活

動
時
間
を
確
保
で
き
た
。
引
き
続
き
候
補
生
２
名
の
育

成
に
努
め
る
。
 

 目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

感
染
管
理
認
定

看
護
師
数
 

２
人
 

△
１
 

 

指
標
】

 
実
績

 
実
績

 
実
績

 
実
績

 

№
33

 
 

2
 

 

2
 

 2 

3 
2 2 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
は
な
か
っ
た
。
 

 【
項
目
別
】
 

①
 
滋
賀
県
、
本
市
保
健
所
と
合
同
で
、
感
染
症
有
事
実

践
訓
練
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
行
政
と
の
連
携
に
つ

い
て
の
課
題
を
確
認
し
た
。

 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
指
標
は
未
達
で
あ
っ
た
が
、
行
政

機
関
と

合
同
で

感
染

症
有
事

実
践

訓
練
を

実
施
す

る
な

ど
、
平
時
か
ら
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
体
制
を
整
え
て
い
る
。
中
期
目
標
に
掲
げ
る
「
圏

域
内
の

感
染
症

医
療

に
お
い

て
中

心
的
な

役
割
を

担
う

こ
と
」
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の

水
準
を
満
た
し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
を
３
と
す
る
。
 

 

 

 
 
（
５
）
健
康
増
進
、
予
防
医
療
の
充
実
及
び
強
化

 

 

中
期
目
標
 

人
間
ド
ッ
ク
や
特
定
健
診
な
ど
に
加
え
、
が
ん
な
ど
の
医
療
需
要
に
対
応
し
た
検
診
オ
プ
シ
ョ
ン
の
追
加
や
予
防
接
種
な
ど
、
市
民
に
対
し
て
予
防
医
療
の
提
供
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
早
期
治
療
に
努
め
る
こ
と
。

 

ま
た
、
「
市
民
と
と
も
に
あ
る
健
康
・
医
療
拠
点
」
と
し
て
、
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

超
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
が
ん
罹
患
者
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
健
診
セ
ン
タ
ー
で
の
が
ん
検
診
に
重
点
を
置
い
た

健
診
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
組
み
合
わ
せ

た
セ
ッ
ト
検
診
に
つ
い
て
大
津
市
と
連
携
し
な
が
ら
提
供
す
る
こ
と
を

目
指
す
。
さ
ら
に
、
要
精
検
受
診
者
の
追
跡
と
精
検
受
診
率
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
健
診
セ
ン
タ
ー
か
ら
診
療
部
門
へ
の
切
れ
目
の
な
い

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
行
う
。

 

ま
た
、
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
市
民
に
対
し
て
健
康
支
援
講
座

を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
健
康
支
援
に
係
る
相
談
に
応
じ
る

な
ど
、
市
民
の
疾
病
予
防
を
支
援
す
る
。
 

    

超
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
が
ん
罹
患
者
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
簡
易
が
ん
検
診
を
は
じ
め
、
健
診
セ
ン
タ
ー
で
の

が
ん
検
診
に
重
点
を
置
い
た
健
診
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
特
定
健
診

と
が
ん
検
診
を
組
み
合
わ
せ
た
セ
ッ
ト
検
診
に
つ
い
て
も
大
津
市
と
連

携
し
な
が
ら
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
要
精
検
受
診
者
の

追
跡
と
精
検
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
健
診
セ
ン
タ
ー
か
ら

診
療
部
門
へ
の
切
れ
目
の
な
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
疾
病
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を
行
う
。
 

ま
た
、
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
病
院
や
各
種
団
体
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
健
康
支
援
に
係
る
相
談
に
応
じ
る
な

ど
、
市
民
の
疾
病
予
防
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
市
民
病
院
を
よ
り
一

層
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
閑
散
期
（
４
月
及
び

５
月
）
に
閑
散
期
割
引
を
実
施
す
る
。
 

 

市
民
の
予
防
医
療
の
推
進
の
た
め
に
、
令
和
６
年
度

も
様
々
な
取
組
を
行
っ
た
。
４
月
及
び
５
月
に
は
人
間

ド
ッ
ク
に
対
す
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
、
そ
れ
に
よ
り
令
和
５
年
度
に
比
べ
受
診
者
が
増

加
（
前
年
比
１
１
２
％
）
し
た
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク

受
診
者
限
定
の
鎮
静
化
胃
部
内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て

も
、
広
報
等
の
効
果
が
現
れ
て
来
て
お
り
、
受
検
者
数

が
増
加
（
前
年
比
１
３
８
％
）
し
て
い
る
。
さ
ら
に

は
、
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
乳
が
ん
検
診
を
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
て
受
検
枠
、
受
検
日
と
も
に
増
加
さ
せ
て
対
応

し
た
（
前
年
比
１
１
２
％
）
。
 

 
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
い
て
、
要
精
検

者
の
受
診
率
向
上
の
た
め
、
健
診
結
果
の
説
明
の
の
ち

外
来
予
約
へ
つ
な
げ
る
取
組
を
続
け
た
結
果
、
健
診
後

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

 指
標
名
称
 

№
34
 

市
民
向
け
公
開
講
座
開
催
回
数

 

№
35
 

市
民
向
け
公
開
講
座
延
べ
受
講
者
数

 

№
36
 

健
診
セ
ン
タ
ー
総
受
診
者
数

 

№
37
 

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
数

 

№
38
 

が
ん
検
診
受
診
者
数

 

№
39
 

乳
が
ん
検
診
受
診
者
数

 

№
40
 

胃
が
ん
検
診
（
内
視
鏡
）
受
診
者
数

 

№
41
 

子
宮
が
ん
検
診
受
診
者
数

 

№
42
 

肺
が
ん
検
診
受
診
者
数

 

№
43
 

大
腸
が
ん
検
診
受
診
者
数

 

 
 

 

-
 5

7
 -



1
4
 

 

 

    

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

市
民
向
け
公
開
講
座

開
催
回
数

 

８
回
 

１
０
回
以
上
 

市
民
向
け
公
開
講
座

延
べ
受
講
者
数

 

５
４
９
人
 

６
４
０
人
以
上
 

健
診
セ
ン
タ
ー
総
受

診
者
数

 

１
１
，
５
１
７
人
 
１
３
，
２
３
４
人
以
上
 

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者

数
 

３
，
３
０
３
人
 

３
，
４
５
２
人
以
上
 

が
ん
検
診
受
診
者
数

 
４
，
０
９
８
人
 

４
，
５
９
１
人
以
上
 

乳
が
ん
検
診
受
診
者

数
 

１
，
２
３
０
人
 

１
，
３
３
４
人
以
上
 

胃
が
ん
検
診
（
内
視

鏡
）
受
診
者
数

 

５
３
人
 

７
４
人
以
上
 

子
宮
が
ん
検
診
受
診

者
数
 

７
４
人
 

８
７
人
以
上
 

肺
が
ん
検
診
受
診
者

数
 

２
，
３
０
２
人
 

２
，
４
３
５
人
以
上
 

大
腸
が
ん
検
診
受
診

者
数
 

４
３
９
人
 

６
６
１
人
以
上
 

 
 

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

市
民
向
け
公
開
講
座

開
催
回
数
 

１
０
回
以
上
 

市
民
向
け
公
開
講
座

延
べ
受
講
者
数
 

６
４
０
人
以
上
 

健
診
セ
ン
タ
ー
総
受

診
者
数
 

１
３
，
２
３
４
人
以
上
 

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者

数
 

３
，
４
５
２
人
以
上
 

が
ん
検
診
受
診
者
数
 

４
，
５
９
１
人
以
上
 

乳
が
ん
検
診
受
診
者

数
 

１
，
３
３
４
人
以
上
 

胃
が
ん
検
診
（
内
視

鏡
）
受
診
者
数
 

７
４
人
以
上
 

子
宮
が
ん
検
診
受
診

者
数
 

８
７
人
以
上
 

肺
が
ん
検
診
受
診
者

数
 

２
，
４
３
５
人
以
上
 

大
腸
が
ん
検
診
受
診

者
数
 

６
６
１
人
以
上
 

９
０
日
以
内
の
外
来
受
診
率
が
大
き
く
向
上
し
た
。
 

 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

市
民
向
け
公
開

講
座
開
催
回
数
 

７
回
 

△
３
 

市
民
向
け
公
開

講
座
延
べ
受
講

者
数
 

２
５
７
人
 

△
３
８
３
 

健
診
セ
ン
タ
ー

総
受
診
者
数
 

８
，
４
８
４
人
 

△
４
，
７
５
０
 

人
間
ド
ッ
ク
受

診
者
数
 

２
，
９
４
０
人
 

△
５
１
２
 

が
ん
検
診
受
診

者
数
 

２
，
４
８
６
人
 

△
２
，
１
０
５
 

乳
が
ん
検
診
受

診
者
数
 

９
８
３
人
 

△
３
５
１
 

胃
が
ん
検
診

（
内
視
鏡
）
受

診
者
数
 

２
２
９
人
 

＋
１
５
５
 

子
宮
が
ん
検
診

受
診
者
数
 

４
０
２
人
 

＋
３
１
５
 

肺
が
ん
検
診
受

診
者
数
 

３
７
６
人
 

△
２
，
０
５
９
 

大
腸
が
ん
検
診

受
診
者
数
 

４
３
６
人
 

△
２
２
５
 

 

目
標
指

標
【
10

 

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
34

 
 2 

 

5
 

 

11
 

10
 

7 7 

№
35

 
 

12
0
 

 

20
4
 

 

51
2
 

6
40

 
2
79

 

25
7
 

№
36

 
 

8,
25
5
 

 

4,
99
3
 

 

7,
76
8
 

13
,2
34

 
8,
04
9
 

8,
48
4
 

№
37

 
 

2,
36
0
 

 

1,
66
3
 

 

2,
57
8
 

3,
45
2
 

2,
83
3
 

2,
94
0
 

№
38

 
 

3,
40
5
 

 

1,
22
8
 

 

2,
10
1
 

4,
59
1
 

2,
29
0
 

2,
48
6
 

№
39

 
 

87
8
 

 

33
9
 

 

87
4
 

1,
33
4
 

83
4
 

98
3
 

№
40

 
 

11
1
 

 

14
9
 

 

19
8
 

74
 

21
2
 

22
9
 

№
41

 
 

27
6
 

 

17
7
 

 

31
0
 

87
 

37
9
 

40
2
 

№
42

 
 

1,
80
8
 

 

25
7
 

 

30
5
 

2,
43
5
 

39
1
 

37
6
 

№
43

 
 

30
0
 

 

29
1
 

 

37
5
 

6
61

 
42
2
 

43
6
 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
が
２
つ
、
未
達
と
な

っ
た
指
標
が
８
つ
で
あ
っ
た
。

 

②
 
胃
が
ん
検
診
（
内
視
鏡
）
受
診
者
数
、
子
宮
が
ん
検

診
受
診
者
数
は
年
度
計
画
値
を
達
成
し
た
。

 

 【
項
目
別
】
 

①
 
健

診
セ

ン
タ

ー
に

関
す

る
８

つ
の

指
標

の
す

べ
て

に
つ
い
て
は
、
年
度
計
画
値
の
達
成
に
は
至
ら
な
か

っ
た
も
の
の
前
年
度
実
績
値
よ
り
改
善
し
て
お
り
、

改
善

に
向

け
た

各
種

取
組

の
効

果
発

現
が

認
め

ら

れ
る
。
 

②
 
健

診
後

９
０

日
以

内
の

外
来

受
診

率
が

増
加

し
た

こ
と
は
、
市
民
の
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
評
価
に
値
す
る
。
 

 

■
こ
の
項
に
お
い
て
、
目
標
指
標
の
達
成
状
況
に
よ
り
、

評
価
は
２
と
す
る
。
 

-
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8
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1
5
 

 

 

 

 
２

 
地
域
の
病
院
、
診
療
所
等
と
の
機
能
分
化
及
び
連
携
強
化

 

 
 
（
１
）
地
域
で
果
た
す
べ
き
役
割

 

 

中
期
目
標
 

ア
 
地
域
で
求
め
ら
れ
る
病
院
機
能
と
そ
の
役
割

 

市
民
病
院
は
、
保
健
医
療
計
画
や
近
隣
病
院
の
医
療
提
供
体
制
等
を
踏
ま
え
、
医
療
機
関
と
し
て
急
性
期
患
者
が
早
期
に
急
性
期
か
ら
脱
す
る
よ
う
、
ま
た
、
患
者
の
様
態
及
び
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
近
隣
病
院
と
協
議
の
上
、
そ
の
役
割
を
分
担
し
、
地
域
で

求
め
ら
れ
る
病
院
機
能
を
見
極
め
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

 

イ
 
公
立
病
院
と
し
て
主
体
的
に
担
う
べ
き
役
割

 

公
立
病
院
で
あ
る
市
民
病
院
は
、
超
少
子
高
齢
社
会
に
必
要
と
な
る
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
人
口
構
成
や
疾
病
等
の
医
療
需
要
予
測
に
基
づ
き
不
足
す
る
医
療
機
能
を
補
完
す
る
役
割
を
主
体
的
に
担
い
、
強
化
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ア
 
地
域
で
求
め
ら
れ
る
病
院
機
能
と
そ
の
役
割

 

超
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
高
齢
者
の
入
院
が
増
加
し
て
い

る
中
、
特
に
内
科
的
な
複
合
疾
患
を
抱
え
る
患
者
（
以
下
「
内
科
的
回

復
期
患
者
」
と
い
う
。
）
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
入
院
期
間
が
長
期

化
し
、
内
科
的
回
復
期
患
者
を
支
え
る
後
方
支
援
病
院
が
不
足
し
て
い

る
現
状
に
お
い
て
、
滋
賀
県
地
域
医
療
構
想
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え

て
対
応
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
近
隣
病
院
と
協
議
の
上
、
病
院
経
営
を

圧
迫
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
、
一
定
の
内
科
的
回
復
期
患
者
に
対
す
る

継
続
的
な
入
院
治
療
の
提
供
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
今
後
も
急

性
期
一
般
病
棟
で
の
内
科
的
回
復
期
患
者
の
治
療
を
行
い
つ
つ
、
今
後

の
診
療
報
酬
制
度
等
の
改
定
の
状
況
に
応
じ
、
柔
軟
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
回
復
期
及
び
慢
性
期
機
能
を
担
う
病
院
と
の
連
携
を
よ
り
一
層

推
進
し
、
並
び
に
救
急
搬
送
に
関
す
る
大
津
市
消
防
局
と
の
連
携
を
更

に
強
化
す
る
。

 

イ
 
公
立
病
院
と
し
て
主
体
的
に
担
う
べ
き
役
割

 

超
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
必
要
と
な
る
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
、
在
宅
復
帰
に
向
け
て
の
継
続
的
な
入
院
治
療
を
提
供
す
る
。

そ
の
際
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
栄
養
指
導
等
の
早
期
介
入
に
努

め
、
通
院
の
困
難
な
地
域
へ
の
医
療
提
供
を
視
野
に
入
れ
た
サ
ー
ビ
ス

を
検
討
す
る
。

 

ま
た
、
急
性
期
医
療
及
び
緩
和
医
療
を
引
き
続
き
提
供
す
る
と
と
も

に
、
圏
域
に
お
い
て
市
民
病
院
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
感
染

症
医
療
や
圏
域
の
将
来
需
要
の
推
計
を
踏
ま
え
増
加
が
見
込
ま
れ
る
医

療
需
要
へ
対
応
力
の
強
化
を
図
る
。
 

ア
 
地
域
で
求
め
ら
れ
る
病
院
機
能
と
そ
の
役
割
 

 
超
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
高
齢
者
の
入
院
が
増
加
し
て
い

る
中
、
特
に
内
科
的
な
複
合
疾
患
を
抱
え
る
患
者
（
以
下
「
内
科
的
回

復
期
患
者
」
と
い
う
。
）
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
入
院
期
間
が
長
期

化
し
、
内
科
的
回
復
期
患
者
を
支
え
る
後
方
支
援
病
院
が
不
足
し
て
い

る
現
状
に
お
い
て
、
滋
賀
県
地
域
医
療
構
想
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え

て
対
応
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
近
隣
病
院
と
協
議
の
上
、
病
院
経
営
を

圧
迫
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
、
一
定
の
内
科
的
回
復
期
患
者
に
対
す
る

継
続
的
な
入
院
治
療
の
提
供
等
に
加
え
、
診
療
行
為
の
補
完
的
な
役
割

分
担
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
急
性
期
一
般
病
棟
で
の
内
科
的
回
復
期
患

者
の
治
療
を
可
能
な
限
り
対
応
す
る
と
と
も
に
、
回
復
期
及
び
慢
性
期

機
能
を
担
う
病
院
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
並
び
に
救
急
搬
送

に
関
す
る
大
津
市
消
防
局
と
の
連
携
を
更
に
強
化
す
る
。
 

 イ
 
公
立
病
院
と
し
て
主
体
的
に
担
う
べ
き
役
割
 

 
 
超
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
必
要
と
な
る
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
、
在
宅
復
帰
に
向
け
て
の
継
続
的
な
入
院
治
療
の
提
供
に
加

え
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
栄
養
指
導
等
の
早
期
介
入
に
努
め
る
と

と
も
に
、
在
宅
復
帰
し
た
患
者
が
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
。

 

ま
た
、
急
性
期
医
療
及
び
緩
和
医
療
を
引
き
続
き
提
供
す
る
と
と
も

に
、
圏
域
に
お
い
て
市
民
病
院
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
感
染

症
医
療
や
圏
域
の
将
来
需
要
の
推
計
を
踏
ま
え
増
加
が
見
込
ま
れ
る
医

療
需
要
へ
の
対
応
力
の
強
化
を
図
る
。
 

ア
 
地
域
で
求
め
ら
れ
る
病
院
機
能
と
そ
の
役
割
 

 
高
齢
者
の
入
院
が
増
加
し
て
い
る
中
、
地
域
の
高
齢

者
救
急
受
入
強
化
と
経
営
改
善
の
両
立
を
図
る
た
め

に
、
誤
嚥
性
肺
炎
や
尿
路
感
染
症
な
ど
の
高
齢
者
救
急

入
院
患
者
に
対
し
、
入
院
早
期
か
ら
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

効
率
良
く
提
供
す
る
こ
と
で
早
期
在
宅
復
帰
を
支
援
す

る
体
制
で
あ
る
「
地
域
包
括
医
療
病
棟
入
院
料
」
を
算

定
す
る
病
棟
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
大
津
圏
域
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
い
て

説
明
を
行
っ
た
。
 

    イ
 
公
立
病
院
と
し
て
主
体
的
に
担
う
べ
き
役
割
 

 
組
織
の
改
編
と
し
て
、
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
が
稼
動

を
開
始
し
、
訪
問
診
療
部
、
訪
問
歯
科
診
療
部
、
訪
問

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
、
訪
問
栄
養
部
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
５
部
門
を
統
括
し
て
地
域
の
在
宅
診

療
の
一
助
と
し
て
後
方
支
援
に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、

救
命
率
向
上
及
び
後
遺
症
軽
減
を
目
的
と
し
た
ド
ク
タ

ー
カ
ー
の
運
用
を
引
き
続
き
行
っ
た
。
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1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

ア
 
地
域
で
求
め
ら
れ
る
病
院
機
能
と
そ
の
役
割

 

①
 
地
域
包
括
医
療
病
棟
を
設
置
し
た
こ
と
は
、
地
域
の

高
齢

者
の
救

急
受
入

体
制
が

強
化
さ

れ
た

と
と

も

に
、
経
営
改
善
に
も
寄
与
す
る
と
評
価
で
き
る
。

 

イ
 
公
立
病
院
と
し
て
主
体
的
に
担
う
べ
き
役
割

 

①
 
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
を
稼
働
さ
せ
た
こ
と
は
、
地
域

の
在

宅
診
療

の
促
進

に
寄
与

す
る
も

の
と

評
価

で

き
る
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
取
組
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
定
以

上
の
水
準
に
あ
っ
た
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。

 

 

 

 
 
（
２
）
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割

 

 

中
期
目
標
 

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
、
地
域
の
医
療
関
係
者
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
地
域
医
療
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

 

ア
 
紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療
の
提
供
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か
か
り
つ
け
医
と
の
機
能
分
化
・
連
携
を
更
に
深
め
、
紹
介
及
び
逆
紹
介
を
推
進
す
る
こ
と
。

 

イ
 
医
療
機
器
等
の
共
同
利
用

 

建
物
、
設
備
、
機
器
等
を
地
域
の
医
師
等
が
利
用
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。

 

ウ
 
地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施

 

地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
高
度
な
専
門
知
識
を
有
す
る
看
護
職
等
に
よ
る
教
育
的
及
び
技
術
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
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評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

地
域
医
療
連
携
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
病
院
と
し
て
、
市
民
病
院

と
診
療
所
、
市
民
病
院
と
他
の
病
院
な
ど
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携

と
役
割
分
担
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、
院
長
及
び
副
院
長
を
始
め
、
診

療
部
長
を
中
心
に
地
域
の
医
療
機
関
へ
の
訪
問
を
実
施
す
る
こ
と
で

“
顔
の
見
え
る
連
携
”
を
行
い
、
訪
問
強
化
及
び
地
域
の
医
療
従
事
者

と
の
意
見
交
換
を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
、
地
域
医
療
の
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
応
え
る
。

 

ま
た
、
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
患
者
が
円
滑
に
受
診
で
き
る

よ
う
、
診
療
情
報
提
供
書
の
受
理
な
ど
を
迅
速
に
行
う
と
と
も
に
、
地

域
医
療
連
携
室
を
中
心
に
、
地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
保
険
施
設
と
の

“
顔
の
見
え
る
連
携
”
を
推
進
す
る
。
 

    ア
 
紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療
の
提
供

 

急
性
期
機
能
を
有
す
る
地
域
医
療
支
援
病
院
及
び
中
核
病
院
と
し

て
、
か
か
り
つ
け
医
や
地
域
の
医
療
機
関
と
の
機
能
分
担
と
連
携
を
よ

り
一
層
強
化
し
、
紹
介
及
び
逆
紹
介
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
で
、
地
域

完
結
型
医
療
を
推
進
す
る
。

 

        目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

紹
介
率
※
１

 
７
１
．
５
％
 

８
０
．
０
％
以
上
 

逆
紹
介
率
※
２

 
１
０
４
．
９
％
 

１
０
４
．
９
％
以
上
 

地
域
医
療
機
関
訪
問

回
数
 

３
２
７
回
 

３
５
０
回
以
上
 

※
１
 
紹
介
初
診
患
者
数
÷
（
初
診
患
者
数
－
（
休
日
・
夜
間
以
外
の

地
域
医
療
連
携
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
病
院
と
し
て
、
市
民
病
院

と
診
療
所
、
市
民
病
院
と
他
の
病
院
な
ど
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携

と
役
割
分
担
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、
院
長
及
び
副
院
長
を
始
め
、
診

療
部
長
を
中
心
に
地
域
の
医
療
機
関
へ
の
訪
問
を
実
施
す
る
こ
と
で

“
顔
の
見
え
る
連
携
”
を
行
い
、
訪
問
強
化
及
び
地
域
の
医
療
従
事
者

と
の
意
見
交
換
を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
、
地
域
医
療
の
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
応
え
る
。
 

ま
た
、
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
患
者
が
円
滑
に
受
診
で
き
る

よ
う
、
診
療
情
報
提
供
書
の
受
理
な
ど
を
迅
速
に
行
う
と
と
も
に
、
地

域
医
療
連
携
室
を
中
心
に
、
地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
保
険
施
設
と
の

“
顔
の
見
え
る
連
携
”
を
深
め
る
。
 

さ
ら
に
、
市
民
病
院
の
取
組
や
診
療
に
関
わ
る
情
報
を
地
域
に
よ
り

わ
か
り
や
す
く
効
果
的
に
発
信
す
る
た
め
、
広
報
活
動
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
 

 ア
 
紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療
の
提
供
 

急
性
期
機
能
を
有
す
る
地
域
医
療
支
援
病
院
及
び
中
核
病
院
と
し

て
、
か
か
り
つ
け
医
や
地
域
の
医
療
機
関
と
の
機
能
分
担
と
連
携
を
よ

り
一
層
強
化
し
、
紹
介
及
び
逆
紹
介
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
で
、
地
域

完
結
型
医
療
を
推
進
す
る
。
 

        目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

紹
介
率
※
１
 

８
０
．
０
％
以
上
 

逆
紹
介
率
※
２
 

１
０
４
．
９
％
以
上
 

地
域
医
療
機
関
訪
問

回
数
 

３
５
０
回
以
上
 

※
１
 
紹
介
初
診
患
者
数
÷
（
初
診
患
者
数
－
（
休
日
・
夜
間
以
外
の

 
地
域
の
病
院
及
び
診
療
所
と
の
連
携
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
、
理
事
長
及
び
院
長
並
び
に
診
療
部
長
が
診
療

所
等
を
訪
問
し
、
そ
の
医
療
機
関
に
応
じ
た
病
院
及
び

各
診
療
科
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
等
を
説
明
し
た
。
ま

た
、
地
域
の
病
院
及
び
診
療
所
か
ら
の
意
見
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
に
、
地
域
医
療
連
携
室
、
入
退
院
セ
ン

タ
ー
、
病
床
管
理
室
、
患
者
相
談
支
援
室
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
推
進
室
か
ら
な
る
地
域
医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ

ー
が
各
々
の
役
割
を
発
揮
し
、
地
域
連
携
の
更
な
る
強

化
を
図
っ
た
。
 

     ア
 
紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療
の
提
供
 

地
域
の
医
療
機
関
へ
の
訪
問
に
は
、
必
要
に
応
じ
て

当
院
医
師
が
同
行
し
、
各
診
療
科
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
を
的
確
か
つ
丁
寧
に
伝
え
、
顔
の
見
え
る
関
係
の
構

築
に
努
め
た
。
ま
た
、
依
頼
内
容
等
に
応
じ
て
は
迅
速

に
訪
問
し
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
信
頼
関
係
の
維
持

に
努
め
た
。
開
放
型
病
床
の
運
用
に
つ
い
て
は
継
続

し
、
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
強
化
に
努
め
た
。
 

診
療
情
報
提
供
書
に
関
す
る
返
書
、
逆
紹
介
、
報
告

書
の
作
成
は
丁
寧
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
に
実
施
で
き
る
よ

う
、
院
内
医
師
に
依
頼
し
、
紹
介
元
と
の
連
携
を
推
進

し
た
。
 

 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

紹
介
率
※
１
 

９
０
.
４
％
 

＋
１
０
.
４
 

逆
紹
介
率
※
２
 

１
１
３
．
７
％
 

＋
８
.
８
 

地
域
医
療
機
関

訪
問
回
数
 

２
４
６
回
 

△
１
０
４
 

※
１
 
紹
介
初
診
患
者
数
÷
（
初
診
患
者
数
－
（
休

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

 指
標
名
称
 

№
44
 

紹
介
率
 

№
45
 

逆
紹
介
率
 

№
46
 

地
域
医
療
機
関
訪
問
回
数

 

№
47
 

地
域
医
療
機
関
向
け
研
修
実
施
回
数
 

 
 

 

目
標
指

標
【
4

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
44

 
 

66
.5

 

 

66
.6

 

 

80
.0

 

8
0.
0
 

90
.0

 

90
.4

 

№
45

 
 

89
.3

 

 

10
0.
3
 

 

10
1.
3
 

10
4.
9
 

11
1.
3
 

11
3.
7
 

№
46

 
 

49
1
 

 

30
7
 

 

17
4
 

35
0
 

2
25

 

24
6
 

№
47

 
 

3
 

 

8
 

 

13
 

50
 

7 9 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
が
２
つ
、
未
達
と
な

っ
た
指
標
が
２
つ
で
あ
っ
た
。

 

②
 
紹

介
率

及
び

逆
紹
介

率
は
年

度
計
画

値
を

達
成

し

た
。
 

 【
項
目
別
】
 

ア
 
紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療
の
提
供

 

①
 
紹
介
率
が
年
度
計
画
値
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
前

年
度

か
ら
１

０
ポ
イ

ン
ト
以

上
向
上

し
た

こ
と

は

評
価
で
き
る
。
 

イ
 
医
療
機
器
の
共
同
利
用

 

①
 
診
療
所
の
医
師
に
手
術
室
を
開
放
し
た
こ
と
は
、
評

価
で
き
る
。
 

-
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0
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初
診
救
急
車
搬
送
患
者
数
＋
休
日
・
夜
間
の
初
診
救
急
患
者
数
）
）
×

１
０
０
 

※
２
 
逆
紹
介
患
者
数
÷
（
初
診
患
者
数
－
（
休
日
・
夜
間
以
外
の
初

診
救
急
車
搬
送
患
者
数
＋
休
日
・
夜
間
の
初
診
救
急
患
者
数
）
）
×
１

０
０
 

 イ
 
医
療
機
器
の
共
同
利
用

 

地
域
の
病
院
及
び
診
療
所
と
協
議
を
進
め
、
高
額
医
療
機
器
等
の
共

同
利
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

 

 ウ
 
地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施

 

地
域
の
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
て
、
外
部
講
師
や
市
民
病
院
の
医

師
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
研
修
を
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
、
専
門
的

知
識
や
技
術
を
共
有
し
、
地
域
と
の
連
携
を
推
進
す
る
。

 

  目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

地
域
医
療
機
関
向
け

研
修
実
施
回
数

 

４
６
回
 

５
０
回
以
上
 

 

初
診
救
急
車
搬
送
患
者
数
＋
休
日
・
夜
間
の
初
診
救
急
患
者
数
）
）
×

１
０
０
 

※
２
 
逆
紹
介
患
者
数
÷
（
初
診
患
者
数
－
（
休
日
・
夜
間
以
外
の
初

診
救
急
車
搬
送
患
者
数
＋
休
日
・
夜
間
の
初
診
救
急
患
者
数
）
）
×
１

０
０
 

 イ
 
医
療
機
器
の
共
同
利
用
 

高
額
医
療
機
器
に
加
え
、
医
療
資
材
の
共
同
利
用
の
実
施
効
果
に
つ

い
て
検
証
を
行
う
。
 

 ウ
 
地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施
 

地
域
の
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
て
、
外
部
講
師
や
市
民
病
院
の
医

師
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
研
修
を
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
、
専
門
的

知
識
や
技
術
を
共
有
し
、
地
域
と
の
連
携
を
推
進
す
る
。
 

  目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

地
域
医
療
機
関
向
け

研
修
実
施
回
数
 

５
０
回
以
上
 

 

日
・
夜
間
以
外
の
初
診
救
急
車
搬
送
患
者
数
＋
休
日
・

夜
間
の
初
診
救
急
患
者
数
）
）
×
１
０
０
 

※
２
 
逆
紹
介
患
者
数
÷
（
初
診
患
者
数
－
（
休
日
・

夜
間
以
外
の
初
診
救
急
車
搬
送
患
者
数
＋
休
日
・
夜
間

の
初
診
救
急
患
者
数
）
）
×
１
０
０
 

 イ
 
医
療
機
器
の
共
同
利
用
 

診
療
所
の
医
師
に
手
術
室
を
開
放
し
た
。
 

  ウ
 
地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施
 

 
大
津
市
医
師
会
へ
の
講
師
派
遣
や
地
域
医
療
連
携
の

会
、
学
術
講
演
会
等
を
地
域
の
医
療
従
事
者
を
招
い
て

開
催
し
、
専
門
的
知
識
や
技
術
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
推
進
し
た
。
 

 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

地
域
医
療
機
関

向
け
研
修
実
施

回
数
 

９
回
 

△
４
１
 

 

ウ
 
地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施

 

①
 
特
筆
す
べ
き
留
意
点
な
ど
は
な
い
。

 

 

■
こ
の
項
に
お
い
て
、
目
標
指
標
の
達
成
状
況
に
よ
り
、

評
価
は
２
と
す
る
。
 

 

 

 
 
（
３
）
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

 

 

中
期
目
標
 

市
の
保
健
福
祉
部
門
を
始
め
と
し
た
関
係
行
政
機
関
、
医
師
会
等
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
市
民
病
院
が
主
体
と
な
っ
て
圏
域
の
医
療
機
関
等
と
客
観
的
事
実
（
診
療
科
別
の
収
支
及
び
そ
の
分
析
結
果
、
現
在
の
医
療
需
要
の
推
移
等
に
基
づ
く
事
実
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
基
に
積
極
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
圏
域
で
担
う
べ
き
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
連
携
を
図
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

大
津
市
の
保
健
福
祉
部
門
を
始
め
、
関
係
行
政
機
関
、
大
津
市
医
師

会
等
と
引
き
続
き
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
医
療
の
動
向
や
病
院
経
営
に
係
る
収
支
な
ど
の
情
報
交
換
が
可

能
な
機
会
に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
圏
域
の
医
療
機
関
と

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
担
う
べ
き
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
。

 

大
津
市
の
保
健
福
祉
部
門
を
始
め
、
関
係
行
政
機
関
、
大
津
市
医
師

会
等
と
引
き
続
き
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
医
療
の
動
向
や
病
院
経
営
に
係
る
収
支
な
ど
の
情
報
交
換
が
可

能
な
機
会
に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
圏
域
の
医
療
機
関
と

意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
担
う
べ
き
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
。
 

 

大
津
市
の
保
健
福
祉
部
門
を
始
め
、
関
係
行
政
機

関
、
大
津
市
医
師
会
等
と
連
携
を
図
り
、
地
域
医
療
の

充
実
に
努
め
た
。
ま
た
、
近
隣
医
療
機
関
と
の
情
報
交

換
を
行
い
、
医
師
、
看
護
師
及
び
医
療
技
術
職
の
人
事

交
流
を
始
め
る
な
ど
連
携
強
化
に
取
り
組
ん
だ
。
 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

【
項
目
】
 

①
 
近
隣
医
療
機
関
に
医
師
、
看
護
師
及
び
医
療
技
術
職

を
派
遣
す
る
人
事
交
流
は
、
連
携
の
強
化
に
加
え
、

地
域

の
医
療

人
材
の

育
成
に

も
資
す

る
取

組
と

な

っ
て
い
る
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
取
組
状
況
は
一
定
の
水
準
を
満

た
し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。

 

 

 

 
３

 
市
民
・
患
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
 

 
 
（
１
）
市
民
・
患
者
の
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
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中
期
目
標
 

入
院
及
び
外
来
の
患
者
に
対
し
、
患
者
満
足
度
調
査
（
医
療
の
質
、
外
来
で
の
待
ち
時
間
、
院
内
環
境
等
に
関
す
る
調
査
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
定
期
的
に
実
施
し
、
患
者
の
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
患
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る

回
答
及
び
事
後
対
応
を
公
開
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

患
者
及
び
家
族
が
医
療
内
容
を
理
解
し
、
治
療
の
選
択
に
主
体
的
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
、
複
数
職
種
が

協
働
し
、
患
者
及
び
家
族
の
目
線
に
立
っ
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
資
す
る
よ
う
、
患
者
満
足
度
調
査
（
医
療
の
質
、

外
来
で
の
待
ち
時
間
、
院
内
環
境
等
に
関
す
る
調
査
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
を
実
施
す
る
。
患
者
満
足
度
調
査
や
患
者
及
び
家
族
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ

て
公
開
す
る
。

 

 目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

外
来
に
係
る
患
者
満

足
度
調
査
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
の
合
計
値

 

８
２
．
８
％
 

８
５
．
７
％
以
上
 

入
院
に
係
る
患
者
満

足
度
調
査
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
の
合
計
値

 

９
０
．
１
％
 

９
３
．
２
％
以
上
 

患
者
満
足
度
調
査
に

お
け
る
相
談
体
制
に

関
す
る
項
目
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
の
合
計
値

 

－
 

９
０
．
０
％
以
上
 

 

患
者
及
び
家
族
が
医
療
内
容
を
理
解
し
、
治
療
の
選
択
に
主
体
的
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
、
複
数
職
種
が

協
働
し
、
患
者
及
び
家
族
の
目
線
に
立
っ
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
資
す
る
よ
う
、
患
者
満
足
度
調
査
（
医
療
の
質
、

外
来
で
の
待
ち
時
間
、
院
内
環
境
等
に
関
す
る
調
査
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
を
実
施
す
る
。
患
者
満
足
度
調
査
や
患
者
及
び
家
族
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ

て
公
開
す
る
。
 

 

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

外
来
に
係
る
患
者
満

足
度
調
査
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
の
合
計
値
 

８
５
．
７
％
以
上
 

入
院
に
係
る
患
者
満

足
度
調
査
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
の
合
計
値
 

９
３
．
２
％
以
上
 

患
者
満
足
度
調
査
に

お
け
る
相
談
体
制
に

関
す
る
項
目
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
の
合
計
値
 

９
０
．
０
％
以
上
 

 

 
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
推
進
室
を
新
設
し
、
患
者
満
足
度
の
向
上
に
努
め

た
。
具
体
的
に
は
足
腰
の
弱
い
患
者
を
玄
関
で
降
車
し

家
族
が
車
を
止
め
に
行
く
間
に
、
外
来
に
案
内
す
る
こ

と
で
、
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

 
ま
た
、
入
院
及
び
外
来
患
者
に
対
し
て
、
患
者
満
足

度
調
査
を
実
施
し
、
頂
い
た
意
見
を
各
所
管
部
門
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
患
者
満
足
度
の
改
善
を
図
っ
た
。
 

 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

外
来
に
係
る
患

者
満
足
度
調
査

の
「
満
足
」
及

び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し

た
者
の
割
合
の

合
計
値
 

８
５
．
９
％
 

＋
０
．
２
 

入
院
に
係
る
患

者
満
足
度
調
査

の
「
満
足
」
及

び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し

た
者
の
割
合
の

合
計
値
 

８
８
．
４
％
 

△
４
．
８
 

患
者
満
足
度
調

査
に
お
け
る
相

談
体
制
に
関
す

る
項
目
の
「
満

足
」
及
び
「
や

や
満
足
」
と
回

答
し
た
者
の
割

合
の
合
計
値
 

８
８
．
３
％
 

△
１
．
７
 

 

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

 指
標
名
称
 

№
48
 

外
来
に
係
る
患
者
満
足
度
調
査
の
「
満
足
」
及

び
「
や
や
満
足
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
の
合

計
値
 

№
49
 

入
院
に
係
る
患
者
満
足
度
調
査
の
「
満
足
」
及

び
「
や
や
満
足
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
の
合

計
値
 

№
50
 

患
者
満
足
度
調
査
に
お
け
る
相
談

体
制
に
関

す
る
項
目
の
「
満
足
」
及
び
「
や
や
満
足
」
と

回
答
し
た
者
の
割
合
の
合
計
値

 

 
 

 

目
標
指

標
【
3

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
48

 
 

87
.1

 

 

74
.0

 

 

79
.9

 

8
5.
7
 

79
.9

 

85
.9

 

№
49

 
 

92
.0

 

 

88
.3

 

 

93
.7

 

9
3.
2
 

93
.7

 

88
.4

 

№
50

 
 

85
.2

 

 

82
.9

 

 

84
.0

 

9
0.
0
 

84
.0

 

88
.3

 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
が
１
つ
、
未
達
と
な

っ
た
指
標
が
２
つ
で
あ
っ
た
。

 

②
 
外
来
に
係
る
患
者
満
足
度
調
査
の
「
満
足
」
及
び
「
や

や
満
足
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
の
合
計
値
は
年
度

計
画
値
を
達
成
し
た
。

 

 【
項
目
別
】
 

①
 
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ
サ

ー
ビ
ス

を
継
続

し
て

実
施

し

た
こ
と
は
、
外
来
患
者
の
満
足
度
向
上
に
寄
与
し
て

い
る
と
評
価
で
き
る
。

 

②
 
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
室
を
新
設
し
、
患
者
満
足
度

の
向
上
に
取
り
組
む
姿
勢
は
評
価
で
き
る
。

 

 

-
 6

2
 -



1
9
 

 

■
こ
の
項
に
お
い
て
、
目
標
指
標
の
達
成
状
況
に
よ
り
、

評
価
は
２
と
す
る
。
 

 

 

 
 
（
２
）
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

 

 

中
期
目
標
 

ア
 
職
員
の
接
遇
の
質
の
向
上

 

職
員
に
対
し
、
接
遇
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
病
院
全
体
の
接
遇
の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

 

イ
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
徹
底

 

個
人
情
報
を
適
切
に
管
理
し
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
患
者
が
自
ら
受
け
る
医
療
の
内
容
に
納
得
し
、
及
び
自
ら
に
合
っ
た
治
療
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
上
で
同
意
を
得
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
徹
底
し
、
信
頼
性
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
。
 

ウ
 
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
推
進

 

患
者
の
視
点
に
立
っ
た
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
医
師
の
診
断
や
治
療
法
に
つ
い
て
、
患
者
が
別
の
医
師
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
推
進
し
、
患
者
が
納
得
で
き
る
医
療
を
目
指
す
こ
と
。

 

エ
 
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
推
進
 

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
患
者
や
そ
の
家
族
が
医
師
等
と
一
緒
に
自
ら
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
、
繰
り
返
し
話
し
合
い
、
共
有
す
る
取
組
で
あ
る
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
い
う
。
）
を
推
進
し
、
患
者
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ア
 
職
員
の
接
遇
の
質
の
向
上

 

患
者
満
足
度
調
査
や
御
意
見
箱
の
活
用
に
よ
り
、
患
者
ニ
ー
ズ
の
動

向
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
課
題
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
を
改
善

す
る
た
め
の
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
接
遇
の
質
及
び
患

者
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
る
。

 

        

ア
 
職
員
の
接
遇
の
質
の
向
上
 

患
者
満
足
度
調
査
や
御
意
見
箱
の
活
用
に
よ
り
、
患
者
ニ
ー
ズ
の
動

向
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
課
題
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
を
改
善

す
る
た
め
の
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
接
遇
の
質
及
び
患

者
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
る
。
接
遇
研
修
は
、
前
年
度
に
受
講

済
み
の
者
も
含
め
全
職
員
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更

な
る
研
修
効
果
の
定
着
を
図
る
。
 

      

ア
 
職
員
の
接
遇
の
質
の
向
上
 

９
月
に
職
員
を
対
象
と
し
て
接
遇
研
修
を
実
施
し

た
。
研
修
で
は
外
部
か
ら
経
験
豊
富
な
講
師
を
招
き
、

座
学
だ
け
で
な
く
、
実
践
的
な
形
式
と
し
て
職
員
の
接

遇
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。
ま
た
、
研
修
の
初
め
に
は

前
年
度
に
当
院
へ
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
内
容
を
講
師
か
ら

紹
介
し
て
も
ら
い
、
当
院
の
客
観
的
な
評
価
を
関
連
付

け
る
こ
と
で
、
接
遇
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
な
ど

の
工
夫
を
前
年
度
に
引
き
続
き
行
っ
た
。
 

そ
の
他
に
も
、
幹
部
職
員
に
よ
る
あ
い
さ
つ
運
動
の

実
施
、
新
規
採
用
職
員
に
対
し
て
の
接
遇
研
修
や
、
毎

朝
病
院
の
玄
関
に
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
配
置
し
外
来
患

者
の
対
応
を
行
な
っ
た
。
 

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

 指
標
名
称
 

№
51
 

接
遇
研
修
会
実
施
回
数

 

№
52
 

接
遇
研
修
会
受
講
時
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
参
考

に
な
っ
た
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合

 

№
53
 

患
者

満
足

度
調

査
に

お
け

る
接

遇
に

関
す

る
項
目
の
「
満
足
」
及
び
「
や
や
満
足
」
と

回
答
し
た
者
の
割
合
の
合
計
値

 

№
54
 

患
者

満
足

度
調

査
に

お
け

る
医

師
の

応
対

と
説
明
に
関
す
る
項
目
の
「
満
足
」
及
び
「
や

や
満
足
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
の
合
計
値

 

№
55
 

患
者

満
足

度
調

査
に

お
け

る
Ａ

Ｃ
Ｐ

に
関

す
る
項
目
の
「
満
足
」
及
び
「
や
や
満
足
」

-
 6

3
 -



2
0
 

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

接
遇
研
修
会
実
施
回

数
 

１
回
 

２
回
以
上
 

接
遇
研
修
会
受
講
時

ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
参

考
に
な
っ
た
」
と
回

答
し
た
者
の
割
合

 

９
０
．
４
％
 

９
１
．
０
％
以
上
 

患
者
満
足
度
調
査
に

お
け
る
接
遇
に
関
す

る
項
目
の
「
満
足
」

及
び
「
や
や
満
足
」

と
回
答
し
た
者
の
割

合
の
合
計
値

 

－
 

９
０
．
０
％
以
上
 

     イ
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
徹
底

 

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
患
者
が
自
ら
受
け
る
医
療
の
内

容
に
納
得
し
、
及
び
自
ら
に
合
っ
た
治
療
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
上
で
同
意
を
得
る
こ
と
を

い
う
。
）
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
医
療
相
談
の
機
能
の
充
実
を
図

る
。
ま
た
、
当
該
相
談
に
際
し
て
は
、
看
護
師
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
認
定
看
護
師
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
同
席
し
、
疾
患
及
び

そ
の
治
療
方
法
に
つ
い
て
十
分
な
理
解
を
得
た
上
で
、
医
療
従
事
者
と

患
者
が
協
力
し
て
治
療
に
取
り
組
む
。

 

 ウ
 
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
推
進

 

患
者
の
目
線
に
立
っ
た
医
療
を
推
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
努

め
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
医
師
の
診
断
や
治
療
法
に
つ
い
て
、
患

者
が
別
の
医
師
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関

す
る
窓
口
の
設
置
や
制
度
等
の
情
報
提
供
及
び
市
民
病
院
以
外
で
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
希
望
す
る
患
者
が
他
院
を
受
診
す
る
た
め
の
診
療

情
報
提
供
書
の
作
成
な
ど
に
よ
り
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
適
切
に

対
応
す
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

患
者
満
足
度
調
査
に

お
け
る
医
師
の
応
対

と
説
明
に
関
す
る
項

目
の
「
満
足
」
及
び

「
や
や
満
足
」
と
回

－
 

９
０
．
０
％
以
上
 

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

接
遇
研
修
会
実
施
回

数
 

２
回
以
上
 

接
遇
研
修
会
受
講
時

ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
参

考
に
な
っ
た
」
と
回

答
し
た
者
の
割
合
 

９
１
．
０
％
以
上
 

患
者
満
足
度
調
査
に

お
け
る
接
遇
に
関
す

る
項
目
の
「
満
足
」

及
び
「
や
や
満
足
」

と
回
答
し
た
者
の
割

合
の
合
計
値
 

９
０
．
０
％
以
上
 

     イ
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
徹
底
 

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
患
者
が
自
ら
受
け
る
医
療
の
内

容
に
納
得
し
、
及
び
自
ら
に
合
っ
た
治
療
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
上
で
同
意
を
得
る
こ
と
を

い
う
。
）
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
医
療
相
談
の
機
能
の
充
実
を
図

る
。
ま
た
、
当
該
相
談
に
際
し
て
は
、
看
護
師
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
認
定
看
護
師
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
同
席
し
、
疾
患
及
び

そ
の
治
療
方
法
に
つ
い
て
十
分
な
理
解
を
得
た
上
で
、
医
療
従
事
者
と

患
者
が
協
力
し
て
治
療
に
取
り
組
む
。
 

 ウ
 
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
推
進
 

患
者
の
目
線
に
立
っ
た
医
療
を
推
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
努

め
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
医
師
の
診
断
や
治
療
法
に
つ
い
て
、
患

者
が
別
の
医
師
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関

す
る
窓
口
の
設
置
や
制
度
等
の
情
報
提
供
及
び
市
民
病
院
以
外
で
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
希
望
す
る
患
者
が
他
院
を
受
診
す
る
た
め
の
診
療

情
報
提
供
書
の
作
成
な
ど
に
よ
り
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
適
切
に

対
応
す
る
。
 

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
 

患
者
満
足
度
調
査
に

お
け
る
医
師
の
応
対

と
説
明
に
関
す
る
項

目
の
「
満
足
」
及
び

「
や
や
満
足
」
と
回

９
０
．
０
％
以
上
 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

接
遇
研
修
会
実

施
回
数
 

２
回
 

０
 

接
遇
研
修
会
受

講
時
ア
ン
ケ
ー

ト
の
「
参
考
に

な
っ
た
」
と
回

答
し
た
者
の
割

合
 

９
８
．
２
％
 

＋
７
．
２
 

患
者
満
足
度
調

査
に
お
け
る
接

遇
に
関
す
る
項

目
の
「
満
足
」

及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し

た
者
の
割
合
の

合
計
値
 

８
５
．
９
％
 

△
４
．
１
 

 イ
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
徹
底
 

病
状
や
手
術
に
対
す
る
患
者
へ
の
説
明
の
際
に
、
情

報
提
供
を
し
っ
か
り
行
え
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
わ
か

り
や
す
く
質
の
高
い
説
明
を
す
る
よ
う
周
知
徹
底
を
図

っ
た
。
 

     ウ
 
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
推
進
 

 
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
の
運
用
を
継
続
し
、
当

院
へ
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
希
望
患
者
に
対
し
よ
り

受
診
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
た
。
ま
た
、
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
を
希
望
す
る
患
者
に
は
、
他
院
へ
の
情
報

提
供
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
行
っ
た
。
 

  

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

患
者
満
足
度
調

査
に
お
け
る
医

師
の
応
対
と
説

明
に
関
す
る
項

目
の
「
満
足
」

８
８
．
３
％
 

△
１
．
７
 

と
回
答
し
た
者
の
割
合
の
合
計
値

 

 
 

 

目
標
指

標
【
5

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
51

 
 

2
 

 

1
 

 2 

2 
2 2 

№
52

 
 

97
.6

 

 

91
.8

 

 

97
.0

 

9
1.
0
 

96
.3

 

98
.2

 

№
53

 
 

90
.2

 

 

87
.8

 

 

86
.0

 

9
0.
0
 

86
.0

 

85
.9

 

№
54

 
 

87
.4

 

 

87
.4

 

 

85
.9

 

9
0.
0
 

85
.9

 

88
.3

 

№
55

 
 

-
 

 

-
 

 - 

8
0.
0
 

- - 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
が
２
つ
、
未
達
と
な

っ
た
指
標
が
２
つ
、
測
定
し
て
い
な
い
指
標
が
１
つ

で
あ
っ
た
。
 

②
 
接

遇
研

修
会

実
施
回

数
及
び

接
遇
研

修
会

受
講

時

ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
参
考
に
な
っ
た
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
は
年
度
計
画
値
を
達
成
し
た
。

 

 【
項
目
別
】
 

ア
 
職
員
の
接
遇
の
質
の
向
上

 

①
 
特
筆
す
べ
き
留
意
点
な
ど
は
な
い
。

 

イ
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
徹
底

 

①
 
特
筆
す
べ
き
留
意
点
な
ど
は
な
い
。

 

ウ
 
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
推
進

 

①
 
特
筆
す
べ
き
留
意
点
な
ど
は
な
い
。

 

エ
 
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
推
進
 

①
 
目
標
指
標
が
計
測
可
能
な
状
況
に
は
な
い
が
、
公
開

講
座
の
開
催
に
よ
り
市
民
向
け
の
啓
発
を
行
い
、
具

体
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。

 

②
 
院

内
電

子
カ

ル
テ
の

Ａ
Ｃ
Ｐ

に
関
す

る
情

報
を

集

約
で
き
る
記
録
様
式
を
作
成
し
、
運
用
を
開
始
し
た

こ
と
は
評
価
で
き
る
。

 

③
 
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
勉
強
会
を
開
催
し
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
知

識
向
上
を
図
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

 

 

-
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4
 -



2
1
 

 

答
し
た
者
の
割
合
の

合
計
値

 

   エ
 
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
推
進

 

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
患
者
や
そ
の
家
族
が
医
師
等
と
一
緒
に
自
ら
が
望
む
医
療

や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
、
繰
り
返
し

 
 
話
し
合
い
、
共
有

す
る
取
組
で
あ
る
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
推
進
し
、
患
者
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
を
提
供
す
る
。

 

     目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

患
者
満
足
度
調
査
に

お
け
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関

す
る
項
目
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
の
合
計
値

 

－
 

８
０
．
０
％
以
上
 

 

答
し
た
者
の
割
合
の

合
計
値
 

   エ
 
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
推
進
 

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
患
者
や
そ
の
家
族
が
医
師
等
と
一
緒
に
自
ら
が
望
む
医
療

や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
、
繰
り
返
し
話
し
合
い
、
共
有
す
る

取
組
で
あ
る
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
を
推
進
し
、
患
者
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
を
提
供
す
る
。
 

     目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

患
者
満
足
度
調
査
に

お
け
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関

す
る
項
目
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
の
合
計
値
 

８
０
．
０
％
以
上
 

 

及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し

た
者
の
割
合
の

合
計
値
 

 エ
 
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
推
進
 

「
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
」
を
テ
ー
マ
に
市
民
公
開

講
座
を
開
催
し
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
啓
発

し
た
。
ま
た
、
院
内
電
子
カ
ル
テ
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る

情
報
を
集
約
で
き
る
記
録
様
式
を
作
成
、
運
用
を
開

始
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
情
報
共
有
の
円
滑
化
に
つ
な
げ

た
。
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
会
（
が
ん
看
護
）
に
お
い
て
Ａ
Ｃ

Ｐ
の
勉
強
会
を
実
施
し
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
向

上
、
実
践
を
支
援
し
た
。
 

 目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

患
者
満
足
度
調

査
に
お
け
る
Ａ

Ｃ
Ｐ
に
関
す
る

項
目
の
「
満

足
」
及
び
「
や

や
満
足
」
と
回

答
し
た
者
の
割

合
の
合
計
値
 

-
 

-
 

 

■
こ
の
項
に
お
い
て
、
目
標
指
標
の
達
成
状
況
に
よ
り
、

評
価
は
２
と
す
る
。
 

 

 

 
４

 
医
療
の
質
の
向
上
 

 
 
（
１
）
医
療
の
安
全
の
徹
底

 

 

中
期
目
標
 

ア
 
第
三
者
機
関
か
ら
の
評
価

 

第
三
者
に
よ
る
医
療
の
質
に
関
す
る
評
価
を
受
け
、
継
続
的
に
業
務
改
善
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
。

 

イ
 
安
全
管
理
機
能
の
向
上

 

イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
象
）
及
び
そ
の
防
止
対
策
を
医
療
安
全
管
理
委
員
会
に
報
告
し
、
同
委
員
会
を
通
じ
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
医
療
の
安
全
に
関
す
る
研
修
を
行
い
、
安
全
管
理
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

 

ウ
 
院
内
感
染
防
止
の
徹
底

 

院
内
感
染
に
対
す
る
効
果
的
な
予
防
対
策
を
周
知
し
、
院
内
感
染
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
充
実
さ
せ
、
感
染
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ア
 
第
三
者
機
関
か
ら
の
評
価

 

市
民
病
院
は
、
日
本
病
院
機
能
評
価
機
構
の
認
定
を
受
け
て
お
り
、

今
後
も
機
構
か
ら
の
認
定
を
継
続
し
て
受
け
る
た
め
、
業
務
改
善
活
動

に
取
り
組
む
。

 

 

ア
 
第
三
者
機
関
か
ら
の
評
価
 

令
和
５
年
４
月
に
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る
病
院
機
能
評
価

の
認
定
更
新
審
査
を
受
審
し
、
同
年
８
月
に
認
定
を
更
新
し
た
。
第
三

者
評
価
を
通
じ
た
改
善
効
果
を
最
大
限
に
活
か
し
た
市
民
が
安
心
し
て

受
診
で
き
る
病
院
で
あ
る
た
め
に
、
令
和
６
年
度
予
定
の
期
中
評
価
、

ア
 
第
三
者
機
関
か
ら
の
評
価
 

病
院
機
能
評
価
の
項
目
に
沿
っ
た
内
容
を
基
準
と

し
、
院
内
の
監
査
員
に
よ
る
内
部
監
査
を
２
回
行
っ

た
。
内
部
監
査
に
よ
り
改
善
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

は
関
係
部
署
に
具
体
的
な
改
善
策
と
改
善
に
要
す
る
期

×
1
 

３
 

３
 

定
量
 

 指
標
名
称
 

№
56
 

医
療
安
全
研
修
会
開
催
回
数

 
 

№
57
 

医
療

安
全

研
修

会
に

係
る

受
講

者
満

足
度

調
査
の
「
満
足
」
及
び
「
や
や
満
足
」
と
回

-
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5
 -



2
2
 

 

      イ
 
安
全
管
理
機
能
の
向
上

 

安
全
で
安
心
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
医
療
安
全
管
理
委
員
会
が

中
心
と
な
っ
て
医
療
事
故
報
告
の
収
集
や
分
析
等
を
行
い
、
医
療
事
故

の
予
防
対
策
や
再
発
防
止
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。
医
療
事
故
の

発
生
時
に
は
、
医
療
事
故
調
査
制
度
に
従
っ
て
院
内
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
報
告
し
、
再
発
防
止

に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
計
画
的
に
医
療
従
事
者
に
対
し
て
医
療
安
全
に

関
す
る
研
修
を
行
い
、
安
全
管
理
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
。

 

  目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

医
療
安
全
研
修
会
開

催
回
数

 
 

１
０
回
 

１
２
回
以
上
 

医
療
安
全
研
修
会
に

係
る
受
講
者
満
足
度

調
査
の
「
満
足
」
及

び
「
や
や
満
足
」
と

回
答
し
た
者
の
割
合

の
合
計
値

 

７
７
．
０
％
 

７
７
．
０
％
以
上
 

 ウ
 
院
内
感
染
防
止
の
徹
底

 

感
染
対
策
チ
ー
ム
及
び
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
感
染

管
理
体
制
を
構
築
し
、
院
内
感
染
防
止
対
策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
院

内
感
染
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
適
宜
改
訂
し
、
こ
れ
を
職
員
に
周
知
し
、

院
内
感
染
防
止
対
策
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
院
内
感
染
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
当
該
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
応
す
る
。

 

 

更
に
は
令
和
８
年
度
予
定
の
次
回
認
定
更
新
に
向
け
、
引
き
続
き
、
定

期
的
な
内
部
監
査
を
実
施
し
、
組
織
横
断
的
な
医
療
の
質
改
善
活
動
を

継
続
す
る
。
 

   イ
 
安
全
管
理
機
能
の
向
上
 

安
全
安
心
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
医
療
の
質
・
安
全
管
理
室
が

中
心
と
な
っ
て
医
療
事
故
報
告
の
収
集
や
分
析
等
を
行
い
、
医
療
事
故

の
予
防
対
策
や
再
発
防
止
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。
医
療
事
故
の

発
生
時
に
は
、
当
院
の
医
療
安
全
管
理
指
針
に
従
っ
て
院
内
調
査
を
実

施
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
そ
の
結
果
を
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
報
告
す
る
。
ま
た
、
計
画
的
に
医
療
従
事
者
に
対
し
て
医
療
安
全
に

関
す
る
研
修
を
行
い
、
安
全
管
理
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
。

 

  目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

医
療
安
全
研
修
会
開

催
回
数
 
 

１
２
回
以
上
 

医
療
安
全
研
修
会
に

係
る
受
講
者
満
足
度

調
査
の
「
満
足
」
及

び
「
や
や
満
足
」
と

回
答
し
た
者
の
割
合

の
合
計
値
 

７
７
．
０
％
以
上
 

 ウ
 
院
内
感
染
防
止
の
徹
底
 

感
染
対
策
チ
ー
ム
及
び
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
チ
ー
ム
に
よ
り
感
染

管
理
体
制
を
構
築
し
、
院
内
感
染
防
止
対
策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
院

内
感
染
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
適
宜
改
訂
し
、
こ
れ
を
職
員
に
周
知
し
、

院
内
感
染
防
止
対
策
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
院
内
感
染
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
当
該
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
応
す
る
。
施

設
面
に
お
い
て
も
、
感
染
症
専
用
救
急
外
来
と
し
て
整
備
し
た
「
感
染

症
Ｅ
Ｒ
」
を
適
切
に
運
用
し
、
合
わ
せ
て
院
内
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
始
め
と
す
る
感
染
症
の

感
染
拡
大
期
に
お
い
て
も
診
療
体
制
の
維
持
を
図
る
。
 

間
を
提
出
さ
せ
、
改
善
が
具
体
的
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
 

令
和
８
年
度
に
病
院
機
能
評
価
の
更
新
受
審
を
受
け

る
予
定
で
あ
る
た
め
、
今
後
は
更
新
認
定
に
向
け
、
取

り
組
み
を
続
け
て
い
く
。
 

 イ
 
安
全
管
理
機
能
の
向
上
 

医
療
安
全
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
医
療
安
全
管
理
対
策

委
員
会
を
定
例
で
開
催
し
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
・
ア
ク
シ

デ
ン
ト
を
分
析
、
再
発
防
止
対
策
の
充
実
を
図
っ
た
。

ま
た
こ
れ
を
院
内
職
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
医
療

安
全
文
化
の
醸
成
を
図
っ
た
。
 

職
員
の
医
療
安
全
に
対
す
る
意
識
を
啓
発
す
る
た

め
、
医
療
法
に
基
づ
き
、
医
療
安
全
研
修
会
を
開
催
し

た
。
 

 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

医
療
安
全
研
修
会

開
催
回
数
 
 

８
回
 

△
４
 

医
療
安
全
研
修
会

に
係
る
受
講
者
満

足
度
調
査
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や

満
足
」
と
回
答
し

た
者
の
割
合
の
合

計
値
 

８
６
．
２
％
 

＋
９
．
２
 

ウ
 
院
内
感
染
防
止
の
徹
底
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感
染
症
へ
移

行
し
、
平
時
の
体
制
に
戻
り
つ
つ
あ
る
状
況
と
な
っ
た

た
め
、
日
常
的
な
感
染
対
策
が
強
化
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
だ
。
感
染
対
策
研
修
会
で
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
研
修

以
外
に
、
演
習
を
含
む
集
合
研
修
を
行
い
、
個
人
防
護

具
の
着
脱
や
手
指
衛
生
の
正
し
い
方
法
を
指
導
し
た
。

ま
た
、
感
染
対
策
チ
ー
ム
で
は
週
に
１
回
、
病
棟
等
を

定
期
的
に
ラ
ウ
ン
ド
し
感
染
対
策
の
実
施
状
況
を
確
認

し
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
手
指
衛
生
や
個
人
防
護
具
着

脱
手
順
を
個
別
に
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
指
導
し
て

い
る
。
 

 
院
内
で
発
生
し
た
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
細
菌
検
査

室
よ
り
速
や
か
に
感
染
管
理
室
へ
報
告
が
あ
り
、
感
染

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
対
策
を
実
施
で
き
る
よ

う
感
染
管
理
室
が
主
導
し
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
新
型

答
し
た
者
の
割
合
の
合
計
値

 

 
 

 

目
標
指

標
【
2

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
56

 
 

6
 

 

6
 

 6 

12
 

8 8 

№
57

 
 

91
.6

 

 

90
.9

 

 

94
.9

 

7
7.
0
 

86
.3

 

86
.2

 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
が
１
つ
、
未
達
と
な

っ
た
指
標
が
１
つ
で
あ
っ
た
。

 

②
 
医

療
安

全
研

修
会
に

係
る
受

講
者
満

足
度

調
査

の

「
満
足
」
及
び
「
や
や
満
足
」
と
回
答
し
た
者
の
割

合
の
合
計
値
は
年
度
計
画
値
を
達
成
し
た
。

 

 【
項
目
別
】
 

ア
 
第
三
者
機
関
か
ら
の
評
価

 

①
 
病

院
機

能
評

価
の
項

目
に
沿

っ
た
内

容
を

基
準

と

し
、
院
内
の
監
査
員
に
よ
る
内
部
監
査
を
２
回
行
っ

た
こ
と
は
、
令
和
５
年
度
に
受
検
し
た
外
部
監
査
を

一
時
的
な
も
の
と
せ
ず
、
医
療
の
質
改
善
を
継
続
的

に
確
認
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

 

イ
 
安
全
管
理
機
能
の
向
上

 

①
 
特
筆
す
べ
き
留
意
点
な
ど
は
な
い
。

 

ウ
 
院
内
感
染
防
止
の
徹
底

 

①
 
特
筆
す
べ
き
留
意
点
な
ど
は
な
い
。

 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
一
部
の
指
標
は
年
度
計
画
値
の
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
取
組
状
況
に
つ
い
て
は
、
一

定
の
水
準
を
上
回
っ
た
も
の
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す

る
。
 

 

-
 6

6
 -



2
3
 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
手
指
衛
生
直
接
観
察
法
を
実
施
し
指
導
の

強
化
に
努
め
た
。
 
 

 

 
 
（
２
）
診
療
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
医
療
の
質
と
効
率
性
の
標
準
化

 

 

中
期
目
標
 

診
療
デ
ー
タ
を
適
時
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
医
療
の
質
と
効
率
性
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
標
準
化
の
た
め
に
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
。

 

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
に
お
い
て
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
整
備
を
引

き
続
き
行
い
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
診
療
デ
ー
タ
に
つ

い
て
の
評
価
を
利
用
し
な
が
ら
、
院
内
の
医
療
の
質
及
び
効
率
性
の
標

準
化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
。

 

   目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
適

用
患
者
割
合
※
１

 

４
９
．
１
％
 

４
９
．
１
％
以
上
 

※
１
 
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
適
用
患
者
数
÷
入
院
患
者
数
×
１
０
０

 

 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
に
お
い
て
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
整
備
を
引

き
続
き
行
い
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
診
療
デ
ー
タ
に
つ

い
て
の
評
価
を
利
用
し
な
が
ら
、
院
内
の
医
療
の
質
及
び
効
率
性
の
標

準
化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
。
ま
た
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
適
用
率
の
向

上
を
図
る
た
め
、
パ
ス
の
見
直
し
や
使
用
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行

う
。
 

 目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
適

用
患
者
割
合
※
１
 

４
９
．
１
％
以
上
 

※
１
 
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
適
用
患
者
数
÷
入
院
患
者
数
×
１
０
０
 

 

 
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
に
お
い
て
、
地
域
包
括
医

療
病
棟
の
運
用
開
始
に
合
わ
せ
て
、
新
た
な
パ
ス
を
作

成
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
で
す
べ
て
の
パ
ス
を
見
直

し
、
不
要
な
パ
ス
の
洗
い
出
し
の
実
施
や
中
止
薬
剤
の

状
況
を
確
認
し
、
使
用
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
っ

た
。
 

 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
適

用
患
者
割
合
※
１
 

５
１
．
８
％
 

＋
２
．
７
 

※
１
 
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
適
用
患
者
数
÷
入
院
患
者
数

×
１
０
０
 

 

×
1
 

３
 

３
 

定
量
 

 指
標
名
称
 

№
58
 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
適
用
患
者
割
合
※

 

 
 

 

目
標
指

標
【
1

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
58

 
 

4
9.
2
 

 

52
.0

 

 

50
.9

 

4
9.
1
 

48
.9

 

51
.8

 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
が
１
つ
で
あ
っ
た
。
 

 【
項
目
別
】
 

①
 
地

域
包

括
医

療
病
棟

の
運
用

開
始
に

合
わ

せ
て

新

た
な

ク
リ
ニ

カ
ル
パ

ス
を
作

成
し
た

こ
と

は
評

価

で
き
る
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
目
標
指
標
の
達
成
状
況
に
よ
り
、

評
価
は
３
と
す
る
。
 

 

 

 
 
（
３
）
チ
ー
ム
医
療
の
充
実

 

 

中
期
目
標
 

医
療
の
質
と
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
医
師
、
看
護
師
及
び
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
多
職
種
及
び
多
診
療
科
間
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

 

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

入
退
院
セ
ン
タ
ー
の
本
格
的
稼
働
に
よ
り
、
入
院
前
か
ら
医
師
、
看

入
院
前
か
ら
退
院
ま
で
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
栄
養
士
が
チ
ー

入
退
院
セ
ン
タ
ー
で
は
、
緊
急
入
院
・
予
約
入
院
・

×
1
 

３
 

３
 

※
目
標
指
標
な
し
 

-
 6

7
 -



2
4
 

 

護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
等
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
、
よ
り
安

全
か
つ
安
心
な
入
院
治
療
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
地
域
の
医
療
及
び
介

護
を
担
う
関
係
者
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
効
率

的
で
実
効
性
の
あ
る
高
度
な
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
を
図
る
。

 

ム
医
療
で
周
術
期
管
理
な
ど
を
行
い
、
患
者
を
支
援
す
る
。
入
院
中

は
、
患
者
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
療
養
で
き
る
よ
う
に
病
棟
と
情
報
共

有
す
る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
医
療
の
連
携
を
強
化
・
拡
大
さ
せ
、
患
者
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。
 

ま
た
、
退
院
後
、
患
者
が
療
養
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
医

療
・
介
護
・
福
祉
関
係
機
関
と
会
議
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
を
行
い

円
滑
な
退
院
支
援
・
連
携
の
強
化
を
図
る
。
 

手
術
目
的
の
予
約
入
院
患
者
か
ら
退
院
ま
で
を
一
貫
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
入
院
・
手
術
が
決
定
さ
れ
た
患
者

を
対
象
に
各
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
看
護
師
面
談
・
薬
剤
師

面
談
・
歯
科
診
察
・
麻
酔
科
診
察
・
栄
養
指
導
・
禁
煙

指
導
を
実
施
し
、
情
報
を
共
有
し
入
院
前
か
ら
計
画
的

か
つ
円
滑
な
退
院
支
援
の
調
整
を
行
っ
た
。
ま
た
、
多

職
種
と
協
働
し
た
支
援
体
制
で
、
安
全
・
安
心
な
入
院

治
療
を
提
供
し
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
。
 

定
性
 

【
項
目
別
】
 

①
 
入
退
院
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
多
職
種
が
連
携
し
、

入
院

前
か
ら

退
院
時

の
円
滑

な
支
援

を
行

っ
た

こ

と
は
評
価
で
き
る
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
取
組
状
況
は
一
定
の
水
準
を
満

た
し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。

 

 

第
３

 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

 
１

 
経
営
の
効
率
化
 

 
 
（
１
）
 
原
価
計
算
を
基
に
し
た
業
務
運
営
の
改
善

 

 

中
期
目
標
 

診
療
科
別
や
部
門
別
等
の
原
価
計
算
を
行
い
、
業
務
運
営
を
改
善
す
る
こ
と
。

 

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

診
療
科
及
び
部
門
別
に
原
価
計
算
を
行
い
、
採
算
性
を
明
確
化
す
る

こ
と
で
、
診
療
材
料
費
の
削
減
及
び
後
発
医
薬
品
の
更
な
る
使
用
促
進

並
び
に
人
員
配
置
の
適
正
化
を
行
う
。
ま
た
、
当
該
計
算
デ
ー
タ
に
基

づ
き
費
用
の
適
正
化
を
図
り
、
業
務
運
営
を
改
善
す
る
。

 

原
価
計
算
を
活
用
し
、
他
院
の
デ
ー
タ
等
を
参
考
に
診
療
科
及
び
部

門
別
の
業
務
改
善
に
繋
げ
る
。
 

 
院
内
の
按
分
基
準
に
則
っ
た
原
価
計
算
を
作
成
し
、

診
療
科
に
加
え
令
和
６
年
度
か
ら
は
在
宅
診
療
部
門
、

健
診
部
門
ご
と
に
収
入
に
対
す
る
支
出
割
合
を
算
定

し
、
毎
月
の
会
議
に
て
提
示
し
た
。
支
出
割
合
が
顕
著

に
増
加
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
、
調
査
し
適
正
な
使
用

か
確
認
し
た
。
 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

【
項
目
別
】
 

①
 
診
療
科
ご
と
に
加
え
、
在
宅
診
療
部
門
、
健
診
部
門

ご
と
の
支
出
率
の
算
定
も
開
始
し
、
毎
月
、
職
員
間

で
情

報
共
有

を
行
っ

た
こ
と

は
職
員

の
経

営
感

覚

の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
取
組
状
況
は
一
定
の
水
準
を
満
た

し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。

 

 

 

 
 
（
２
）
診
療
科
目
の
適
正
化

 

 

中
期
目
標
 

第
２
第
２
項
第
３
号
に
基
づ
く
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
踏
ま
え
、
市
民
病
院
に
関
す
る
客
観
的
事
実
及
び
近
隣
病
院
と
の
協
議
に
よ
り
、
市
民
病
院
の
中
長
期
的
な
役
割
及
び
病
院
経
営
の
状
況
を
見
極
め
た
上
で
、
診
療
科
目
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
。

 

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

市
民
病
院
に
関
す
る
客
観
的
事
実
（
診
療
科
別
の
収
支
及
び
そ
の
分

析
結
果
、
現
在
の
医
療
需
要
の
推
移
等
に
基
づ
く
事
実
を
い
う
。
）
を

基
に
、
近
隣
病
院
と
の
間
で
機
能
分
担
や
相
互
連
携
を
含
め
た
圏
域
に

お
け
る
中
長
期
的
な
医
療
提
供
の
在
り
方
に
関
す
る
協
議
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
患
者
の
受
診
動
向
や
傾
向
を
把
握
し
た
上
で
、
診

療
科
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
適
宜
行
い
、
診
療
科
目
の
適
正
化
を
図
る
。

 

市
民
病
院
に
関
す
る
客
観
的
事
実
（
診
療
科
別
の
収
支
及
び
そ
の
分

析
結
果
、
現
在
の
医
療
需
要
の
推
移
等
に
基
づ
く
事
実
を
い
う
。
）
を

基
に
、
近
隣
病
院
と
の
間
で
機
能
分
担
や
相
互
連
携
を
含
め
た
圏
域
に

お
け
る
中
長
期
的
な
医
療
提
供
の
在
り
方
に
関
す
る
協
議
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
患
者
の
受
診
動
向
や
傾
向
を
把
握
し
た
上
で
、
診

療
科
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
適
宜
行
い
、
当
院
の
強
み
と
弱
み
を
十
分
に
把
握

 
理
事
長
及
び
院
長
が
医
師
並
び
に
看
護
局
、
医
療
技

術
局
及
び
事
務
局
の
所
属
長
に
対
し
て
、
患
者
の
受
診

動
向
や
傾
向
を
踏
ま
え
た
上
で
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
の
た
め
の
目
標

値
を
設
定
し
、
共
有
を
図
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取

組
を
通
じ
て
、
診
療
科
目
の
適
正
化
に
も
繋
げ
て
い
く

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

【
項
目
別
】
 

①
 
理
事
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
個
別
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
通
じ
て
部
門
ご
と
の
目
標
を
設
定
し
、
業
務
運

営
の

改
善
及

び
効
率

化
に
継

続
し
て

取
り

組
ん

で

い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
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2
5
 

 

ま
た
、
公
立
病
院
と
し
て
、
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
基
本
は
守
り
つ

つ
、
外
来
機
能
の
専
門
化
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
入
院
機
能
の
強
化

を
行
う
。

 

 

し
た
上
で
、
診
療
科
目
の
適
正
化
を
図
る
。
 

ま
た
、
公
立
病
院
と
し
て
、
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
基
本
は
守
り
つ

つ
、
紹
介
受
診
重
点
医
療
機
関
と
し
て
外
来
機
能
の
充
実
・
連
携
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
入
退
院
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
入
院
前
支
援
を
強
化

し
、
病
床
運
用
の
更
な
る
効
率
化
を
進
め
る
。
 

こ
と
を
目
指
し
た
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
取
組
状
況
は
一
定
の
水
準
を
満
た

し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。

 

 

 

 
 
（
３
）
病
床
数
の
適
正
化

 

 

中
期
目
標
 

前
号
を
踏
ま
え
、
病
床
数
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
。

 

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

診
療
報
酬
の
改
定
や
各
種
関
係
法
令
の
改
正
を
踏
ま
え
、
日
本
の
総

人
口
の
約
３
０
％
が
６
５
歳
以
上
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
令

和
７
年
の
医
療
提
供
体
制
や
市
民
病
院
の
地
域
で
の
役
割
を
見
据
え
、

病
床
機
能
の
再
構
築
と
合
わ
せ
て
、
病
床
数
の
適
正
化
に
向
け
て
柔
軟

に
対
応
す
る
。
 

 

診
療
報
酬
の
改
定
や
各
種
関
係
法
令
の
改
正
を
踏
ま
え
、
日
本
の
総

人
口
の
約
３
０
％
が
６
５
歳
以
上
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
令

和
７
年
の
医
療
提
供
体
制
や
市
民
病
院
の
地
域
で
の
役
割
を
見
据
え
、

病
床
機
能
の
再
構
築
と
合
わ
せ
て
、
感
染
症
対
応
に
係
る
必
要
病
床
数

を
可
能
な
限
り
確
保
し
な
が
ら
、
病
床
数
の
適
正
化
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
 

 
急
性
期
の
患
者
が
増
加
し
た
時
期
に
は
、
緩
和
ケ
ア

病
棟
を
利
用
す
る
な
ど
、
救
急
及
び
入
院
を
止
め
な
い

取
組
を
行
っ
た
。
ま
た
、
高
齢
者
救
急
の
受
入
強
化
の

た
め
に
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
の
運
用
を
開
始
し
た
。
 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

【
項
目
別
】
 

①
 
高
齢
者
救
急
の
受
入
強
化
の
た
め
に
、
地
域
包
括
医

療
病
棟
の
運
用
を
開
始
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
取
組
状
況
は
一
定
の
水
準
を
満
た

し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。

 

 

 

 
 
（
４
）
労
働
生
産
性
の
向
上

 

 

中
期
目
標
 

適
正
な
人
員
配
置
の
下
、
職
員
一
人
一
人
が
業
務
の
更
な
る
効
率
化
を
図
り
、
労
働
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

 

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

医
師
１
人
１
日
当
た
り
の
診
療
収
入
が
、
全
国
の
同
規
模
の
公
立
病

院
の
中
で
も
低
位
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
職
員
間
で
中
期
目
標
の
指

標
の
目
標
値
を
共
有
し
、
医
療
の
質
を
保
ち
な
が
ら
目
標
の
達
成
を
図

る
。
 

ま
た
、
各
診
療
科
別
で
の
課
題
を
明
確
に
し
た
上
で
、
人
員
配
置
の
適

正
化
及
び
業
務
運
営
の
改
善
を
行
う
。

 

  

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

医
師
１
人
１
日
当
た

り
診
療
収
入
※
１

 

２
２
０
．
０
千
円
 

２
８
１
．
４
千
円
以 上
 

医
師
１
人
１
日
当
た

り
入
院
患
者
数
※
２

 

２
．
７
人
 

３
．
２
人
以
上
 

医
師
１
人
１
日
当
た
り
の
診
療
収
入
が
、
全
国
の
同
規
模
の
公
立
病

院
の
中
で
も
低
位
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
職
員
間
で
中
期
目
標
の
指

標
の
目
標
値
及
び
進
捗
状
況
を
共
有
し
、
医
療
の
質
を
保
ち
な
が
ら
目

標
の
達
成
を
図
る
。
 

ま
た
、
診
療
科
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
で
各
診
療
科
別

の
課
題
を
把
握
し
、
人
員
配
置
の
適
正
化
及
び
業
務
運
営
の
改
善
を
行

う
。
 

 目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

医
師
１
人
１
日
当
た

り
診
療
収
入
※
１
 

２
８
１
．
４
千
円
以 上
 

医
師
１
人
１
日
当
た

り
入
院
患
者
数
※
２
 

３
．
２
人
以
上
 

毎
月
開
催
の
経
営
会
議
及
び
理
事
会
に
お
い
て
、
診

療
科
別
の
医
師
１
人
当
た
り
診
療
収
入
状
況
を
経
営
指

標
と
し
て
提
示
し
、
意
見
を
聴
い
た
。
 

ま
た
、
理
事
長
が
医
師
並
び
に
看
護
局
、
医
療
技
術

局
及
び
事
務
局
の
所
属
長
に
対
し
て
、
個
別
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
、
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
の
た
め

の
目
標
値
を
設
定
し
、
共
有
を
図
っ
た
。
 

 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

医
師
１
人
１
日

当
た
り
診
療
収

入
※
１
 

２
２
２
.
６
千
円
 

△
５
８
．
８
 

医
師
１
人
１
日

２
．
４
人
 

△
０
．
８
 

×
2
 

２
 

２
 

定
量
 

 指
標
名
称
 

№
59
 

医
師
１
人
１
日
当
た
り
診
療
収
入

 

№
60
 

医
師
１
人
１
日
当
た
り
入
院
患
者
数

 

 
 

 

目
標
指

標
【
2

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
59

 
 

20
7.
7
 

 

21
3.
2
 

 

2
09
.0

 

28
1.
4
 

21
8.
4
 

22
2.
6
 

№
60

 

 

 

2.
2
 

 

2.
2
 

 

2.
3
 

3.
2
 

2
.3

 

2
.4
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2
6
 

 

※
１
 
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
）
÷
年
度
末
職
員
数
の
う
ち
医
師
数

÷
入
院
診
療
日
数

 

※
２
 
年
延
べ
入
院
患
者
数
÷
年
度
末
職
員
数
の
う
ち
医
師
数
÷
入
院

診
療
日
数

 

 

※
１
 
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
）
÷
年
度
末
職
員
数
の
う
ち
医
師
数

÷
入
院
診
療
日
数
 

※
２
 
年
延
べ
入
院
患
者
数
÷
年
度
末
職
員
数
の
う
ち
医
師
数
÷
入
院

診
療
日
数
 

 

当
た
り
入
院
患

者
数
※
２
 

※
１
 
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
）
÷
年
度
末
職
員
数

の
う
ち
医
師
数
÷
入
院
診
療
日
数
 

※
２
 
年
延
べ
入
院
患
者
数
÷
年
度
末
職
員
数
の
う
ち

医
師
数
÷
入
院
診
療
日
数
 

 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
は
な
か
っ
た
。
 

②
 
い

ず
れ

の
目

標
指
標

も
前
年

度
実
績

値
よ

り
改

善

し
て
い
る
。
 

 【
項
目
別
】
 

①
 
中
期
目
標
の
重
要
評
価
指
標
で
あ
り
、
個
別
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
じ
た
部
署
ご
と
の
目
標
設
定
な
ど
、
業
務

運
営

の
改
善

に
向
け

た
取
組

を
継
続

し
て

実
施

し

た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

 

②
 
い

ず
れ

の
前

年
度
実

績
値
よ

り
改
善

し
た

こ
と

は

評
価
で
き
る
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
目
標
指
標
の
達
成
状
況
に
よ
り
、

評
価
は
２
と
す
る
。
 

 

 

 
 
（
５
）
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資

 

 

中
期
目
標
 

ア
 
設
備
投
資
の
効
果
検
証

 

限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
に
、
設
備
投
資
に
対
す
る
効
果
を
毎
年
度
検
証
し
、
市
へ
報
告
す
る
こ
と
。

 

イ
 
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
の
計
画
及
び
実
施

 

施
設
整
備
や
医
療
機
器
の
導
入
及
び
更
新
に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
周
辺
の
医
療
状
況
、
市
民
ニ
ー
ズ
、
地
域
へ
の
貢
献
度
、
医
療
従
事
者
の
確
保
等
を
充
分
に
検
証
し
た
上
で
行
う
こ
と
。
ま
た
、
費
用
対
効
果
や
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
市
か

ら
長
期
借
入
を
予
定
す
る
と
き
は
、
そ
の
償
還
の
確
実
性
な
ど
を
具
体
的
に
検
討
し
、
市
の
理
解
の
下
、
導
入
及
び
更
新
を
行
う
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ア
 
設
備
投
資
の
効
果
検
証

 

設
備
投
資
に
対
す
る
収
益
性
な
ど
費
用
対
効
果
及
び
投
資
回
収
期
間

に
つ
い
て
、
経
営
資
源
の
投
入
前
後
で
検
証
及
び
管
理
を
行
い
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
経
営
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
効
果
検
証
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
毎
年

 

度
、
大
津
市
に
報
告
を
行
う
。

 

 イ
 
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
の
計
画
及
び
実
施

 

施
設
整
備
や
医
療
機
器
の
導
入
及
び
更
新
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
検
証
し
、
そ
の
効
果
を
整
理
し
た
上
で
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
設
備
投
資
を
計
画
し
、
実
施
す
る
。
ま
た
、
設
備
投
資
に

当
た
っ
て
は
、
大
津
市
の
理
解
を
得
た
上
で
導
入
及
び
更
新
を
行
う
。

 

医
療
に
関
す
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
や
医
療
機
関
を
取
り
巻
く
状
況
な
ど
を
見
極

ア
 
設
備
投
資
の
効
果
検
証
 

設
備
投
資
に
対
す
る
収
益
性
な
ど
費
用
対
効
果
及
び
投
資
回
収
期
間

に
つ
い
て
、
経
営
資
源
の
投
入
前
後
で
検
証
及
び
管
理
を
行
い
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
経
営
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
効
果
検
証
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
毎
年
度
、
大
津
市
に
報
告
を
行
う
。
 

  

イ
 
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
の
計
画
及
び
実
施
 

施
設
整
備
や
医
療
機
器
の
導
入
及
び
更
新
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
検
証
し
、
そ
の
効
果
を
整
理
し
た
上
で
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
設
備
投
資
を
計
画
し
、
実
施
す
る
。
ま
た
、
設
備
投
資
に

当
た
っ
て
は
、
大
津
市
の
理
解
を
得
た
上
で
導
入
及
び
更
新
を
行
う
。

 

医
療
に
関
す
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
や
医
療
機
関
を
取
り
巻
く
状
況
な
ど
を
踏
ま

ア
 
設
備
投
資
の
効
果
検
証
 

医
療
機
器
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
範
囲

で
修
理
不
能
医
療
機
器
及
び
メ
ー
カ
ー
保
守
対
応
期
間

終
了
機
器
の
計
画
更
新
を
行
っ
た
。
 

ま
た
、
導
入
か
ら
１
年
が
経
っ
た
機
器
の
売
上
や
患

者
数
の
増
加
な
ど
の
検
証
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
 

 

イ
 
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
の
計
画
及
び
実

施
 施
設
整
備
や
医
療
機
器
の
導
入
及
び
更
新
に
つ
い
て

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
検
証
し
、
そ
の
効
果

を
整
理
し
た
上
で
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資

を
計
画
し
、
実
施
し
た
。
 

 
医
療
に
関
す
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
関
し
て
は
、
医
療
従

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

【
項
目
別
】
 

ア
 
設
備
投
資
の
効
果
検
証

 

①
 
導

入
か

ら
１

年
が
経

っ
た
機

器
の
売

上
や

患
者

数

の
増

加
な
ど

の
検
証

ヒ
ア
リ

ン
グ
を

実
施

し
た

こ

と
は
評
価
で
き
る
。
 

イ
 
効

率
的
か

つ
効

果
的
な

設
備

投
資
の

計
画
及

び
実

施
 

①
 
医

療
従

事
者

向
け
音

声
入
力

シ
ス
テ

ム
を

導
入

す

る
な
ど
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
進

展
に
伴

う
リ
ス

ク
へ
も

対
応
し

て
い

る
こ

と

は
評
価
で
き
る
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
取
組
状
況
は
一
定
の
水
準
を
満
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め
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
職
員
の
業
務
負
荷
の
軽
減
、
医
療

の
質
の
向
上
等
を
念
頭
に
置
い
て
推
進
す
る
。

 

ま
た
、
市
民
病
院
を
標
的
と
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
備
え
、
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

       （
ア
）
社
会
情
勢
の
変
化
や
周
辺
の
医
療
状
況
と
市
民
ニ
ー
ズ
 

社
会
情
勢
及
び
圏
域
の
状
況
に
鑑
み
て
必
要
性
が
あ
り
、
ま
た
、
近

隣
医
療
機
関
の
機
器
整
備
状
況
と
の
整
合
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

 

  

（
イ
）
地
域
へ
の
貢
献
度

 

設
備
投
資
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
の
充
実
な
ど
、
地
域
へ
の
貢
献
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
。

 

            

（
ウ
）
医
療
従
事
者
の
確
保
等

 

設
備
投
資
に
よ
る
効
果
を
発
揮
す
る
人
材
の
育
成
又
は
確
保
が
可
能

で
あ
る
こ
と
。

 

  

（
エ
）
費
用
対
効
果

 

設
備
に
よ
る
収
益
性
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
見
合
う
も
の
で
あ
る

こ
と
。
 

    

え
、
医
療
や
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
な
ら
び
に
職
員
の
業
務
負
担

の
軽
減
等
を
念
頭
に
推
進
す
る
。
 

ま
た
、
市
民
病
院
を
標
的
と
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
備
え
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

       （
ア
）
社
会
情
勢
の
変
化
や
周
辺
の
医
療
状
況
と
市
民
ニ
ー
ズ
 

 
社
会
情
勢
及
び
圏
域
の
状
況
に
鑑
み
て
必
要
性
が
あ
り
、
ま
た
、

近
隣
医
療
機
関
の
機
器
整
備
状
況
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
る
こ
と
。

 

  （
イ
）
地
域
へ
の
貢
献
度
 

 
設
備
投
資
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
の
充
実
な
ど
、
地
域
へ
の
貢
献

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
。
 

             
（
ウ
）
医
療
従
事
者
の
確
保
等
 

 
設
備
投
資
に
よ
る
効
果
を
発
揮
す
る
人
材
の
育
成
又
は
確
保
が
可

能
で
あ
る
こ
と
。
 

   
（
エ
）
費
用
対
効
果
 

 
設
備
に
よ
る
収
益
性
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
見
合
う
も
の
で
あ

る
こ
と
。
 

    

事
者
向
け
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
医
師
や

病
棟
看
護
師
、
訪
問
看
護
師
等
が
、
患
者
搬
送
時
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
待
ち
時
間
や
訪
問
看
護
業
務
の
車
内
で
の

待
ち
時
間
な
ど
に
活
用
し
、
利
用
す
る
こ
と
で
、
電
子

カ
ル
テ
記
録
時
間
が
短
縮
で
き
、
残
業
時
間
の
削
減
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
市
民
病
院
を
標
的

と
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策
に
対
応
す
る
保
険
に
加
入

し
た
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
脆
弱
性
調
査
を
実

施
し
、
対
策
を
行
っ
た
。
 

 （
ア
）
社
会
情
勢
の
変
化
や
周
辺
の
医
療
状
況
と
市
民

ニ
ー
ズ
 

救
急
車
を
大
津
市
よ
り
無
償
で
譲
り
受
け
、
ド
ク
タ

ー
カ
ー
と
し
て
運
用
に
必
要
な
機
器
・
備
品
の
整
備
を

行
っ
た
。
 

（
イ
）
地
域
へ
の
貢
献
度
 

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
、
近
隣
医
療
機
関
か
ら

の
要
請
に
最
大
限
応
え
る
た
め
、
必
要
な
機
器
の
新
規

購
入
及
び
更
新
を
行
っ
た
。
 

デ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
透
視
撮
影
シ
ス
テ
ム
は
、
最
新
鋭
の

画
像
処
理
技
術
に
よ
る
検
査
精
度
の
向
上
及
び
放
射
線

被
曝
の
低
減
（
特
に
長
時
間
に
及
ぶ
手
技
の
際
）
が
期

待
で
き
る
。
 

ま
た
、
県
内
初
導
入
の
乳
房
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ガ
イ
ド
下
生
検

シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
は
経
過
観
察
と
し
て
い
た
症
例
で

の
確
定
診
断
が
で
き
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
期
待
で
き
る
。
 

Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｐ
装
置
の
更
新
に
お
い
て
は
、
心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
検
査
や
治
療
、
心
臓
手
術
に
お
け
る
血
圧
低
下
を

伴
う
心
筋
虚
血
に
対
し
て
の
救
命
体
制
を
整
え
た
。
 

（
ウ
）
医
療
従
事
者
の
確
保
等
 

他
医
療
機
関
で
の
勤
務
経
験
者
を
中
心
と
し
て
、
業

務
改
善
の
観
点
で
様
々
な
提
案
を
集
約
し
、
こ
れ
ま
で

の
設
備
投
資
及
び
今
後
の
新
た
な
設
備
投
資
の
効
果
を

最
大
化
で
き
る
体
制
が
整
う
よ
う
に
努
め
た
。
 

（
エ
）
費
用
対
効
果
 

医
療
機
器
購
入
に
当
た
っ
て
は
初
期
費
用
に
加
え
、

保
守
費
用
、
消
耗
品
費
、
使
用
す
る
診
療
材
料
は
保
険

償
還
可
能
で
あ
る
か
、
診
療
報
酬
が
算
定
可
能
で
あ
る

場
合
は
過
去
の
症
例
実
績
、
導
入
後
の
症
例
見
込
み

等
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
意
識
し
た
選
定
を
行
っ
て
い

る
。
 

た
し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。
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（
オ
）
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 

現
状
の
設
備
に
係
る
資
産
管
理
の
状
況
か
ら
、
適
切
な
時
期
で
あ
る

こ
と
。
 

       

（
カ
）
償
還
の
確
実
性

 

長
期
借
入
金
の
返
済
と
の
関
係
上
、
返
済
が
可
能
な
利
益
を
確
保
で

き
、
将
来
的
な
負
担
が
な
い
こ
と
。
 

 

 
（
オ
）
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

 
現
状
の
設
備
に
係
る
資
産
管
理
の
状
況
か
ら
、
適
切
な
時
期
で
あ

る
こ
と
。
 

        
（
カ
）
償
還
の
確
実
性
 

 
長
期
借
入
金
の
返
済
と
の
関
係
上
、
返
済
が
可
能
な
利
益
を
確
保
で

き
、
将
来
的
な
負
担
が
な
い
こ
と
。
 

（
オ
）
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

医
療
機
器
に
つ
い
て
は
、
耐
用
年
数
及
び
保
守
対
応

期
間
終
了
を
踏
ま
え
、
安
全
に
診
療
が
行
え
る
よ
う
更

新
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
保
守
対
応
期
間
が
終
了
し

た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
故
障
時
に
レ
ン
タ
ル
対
応
が
可

能
な
機
器
に
つ
い
て
は
、
修
理
不
能
に
陥
る
（
ま
た
は

寸
前
）
ま
で
使
用
し
た
後
に
更
新
を
実
施
し
た
。
 

施
設
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
経
年
劣
化
の
度
合
い
に

応
じ
適
宜
工
事
を
実
施
し
、
費
用
の
圧
縮
と
平
準
化
に

努
め
た
。
 

（
カ
）
償
還
の
確
実
性
 

機
器
の
購
入
・
更
新
時
に
は
導
入
後
見
込
症
例
数
と

コ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
、
費
用
対
効
果
の
高
い

購
入
・
更
新
に
努
め
た
。
 

  

 
２

 
経
営
管
理
機
能
の
充
実
 

 
 
（
１
）
業
務
運
営
体
制
の
強
化

 

 

中
期
目
標
 

ア
 
市
民
病
院
の
経
営
健
全
性
の
向
上
に
向
け
た
体
制
構
築

 

理
事
長
及
び
院
長
は
、
市
民
病
院
の
経
営
健
全
性
を
高
め
る
た
め
、
職
員
の
意
見
を
積
極
的
に
聴
く
と
と
も
に
、
経
営
全
体
を
俯
瞰

(
ふ
か
ん
)
し
て
医
療
資
源
の
投
入
を
判
断
し
、
並
び
に
医
療
の
質
及
び
地
域
医
療
へ
の
貢
献
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
る
業
務
運
営
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

 

イ
 
経
営
情
報
の
分
析
と
適
切
な
活
用

 

経
営
情
報
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
、
具
体
的
な
数
値
目
標
に
基
づ
く
達
成
状
況
の
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
よ
る
他
病
院
と
の
比
較
を
常
に
行
い
、
経
営
上
の
課
題
を
把
握
し
、
そ
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ア
 
市
民
病
院
の
経
営
健
全
性
の
向
上
に
向
け
た
体
制
構
築

 

理
事
長
及
び
院
長
は
、
幹
部
職
員
が
参
加
す
る
会
議
（
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
「
幹
部
会
議
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
職
員
か
ら
の
意
見

を
積
極
的
に
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
医
療
制
度
改
革
や
診
療
報
酬
の
改

定
、
近
隣
病
院
の
動
向
な
ど
を
的
確
に
把
握
・
分
析
し
、
自
律
的
か
つ

戦
略
的
な
病
院
経
営
を
推
進
す
る
。

 

ま
た
、
病
院
の
経
営
上
重
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
幹
部
会
議
に
お
い
て
十
分
に
議
論
し
た
後
、
理
事
会
等
に

お
い
て
、
経
営
情
報
か
ら
の
課
題
の
抽
出
、
戦
略
の
検
討
等
を
迅
速
か

つ
的
確
に
行
う
な
ど
、
責
任
あ
る
発
言
と
行
動
を
も
っ
て
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 

 イ
 
経
営
情
報
の
分
析
と
適
切
な
活
用

 

総
務
省
が
実
施
す
る
地
方
財
政
状
況
調
査
の
地
方
公
営
企
業
決
算
状

況
調
査
等
を
活
用
し
、
原
価
計
算
及
び
各
種
経
営
指
標
を
分
析
す
る
こ

ア
 
市
民
病
院
の
経
営
健
全
性
の
向
上
に
向
け
た
体
制
構
築
 

 
理
事
長
及
び
院
長
は
、
幹
部
職
員
が
参
加
す
る
会
議
等
に
お
い
て
、

職
員
か
ら
の
意
見
を
積
極
的
に
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
医
療
制
度
改
革

や
診
療
報
酬
の
改
定
、
近
隣
病
院
の
動
向
な
ど
を
的
確
に
把
握
・
分
析

し
、
自
律
的
か
つ
戦
略
的
な
病
院
経
営
を
推
進
す
る
。
 

ま
た
、
病
院
の
経
営
上
重
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
経
営
会
議
に
お
い
て
十
分
に
議
論
し
た
後
、
理
事
会
等
に

お
い
て
、
経
営
情
報
か
ら
の
課
題
の
抽
出
、
戦
略
の
検
討
等
を
迅
速
か

つ
的
確
に
行
う
な
ど
、
責
任
あ
る
発
言
と
言
動
を
も
っ
て
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
実
行
す
る
。
 

  イ
 
経
営
情
報
の
分
析
と
適
切
な
活
用
 

総
務
省
が
実
施
す
る
地
方
財
政
状
況
調
査
の
地
方
公
営
企
業
決
算
状

況
調
査
等
を
活
用
し
、
原
価
計
算
及
び
各
種
経
営
指
標
を
分
析
す
る
こ

ア
 
市
民
病
院
の
経
営
健
全
性
の
向
上
に
向
け
た
体
制

構
築
 

病
院
の
経
営
上
重
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
内
容
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
を
経
営
会
議
に
お
い
て
十
分
に
議
論

し
た
後
、
理
事
会
等
に
お
い
て
、
経
営
的
な
観
点
か
ら

の
課
題
の
抽
出
、
戦
略
の
検
討
等
を
行
っ
た
。
 

経
営
改
善
に
向
け
た
職
員
提
案
を
引
き
続
き
実
施

し
、
令
和
６
年
度
は
３
５
件
に
つ
い
て
経
営
会
議
で
十

分
に
協
議
し
た
上
で
、
実
施
の
方
向
性
を
決
め
た
。
ま

た
、
そ
の
結
果
は
理
事
会
に
お
い
て
も
報
告
し
た
。
 

   
イ
 
経
営
情
報
の
分
析
と
適
切
な
活
用
 

 
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
症
例
数
、
１

日
単
価
、
医
師
１
人
当
た
り
収
益
、
医
療
資
源
投
入
金

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

【
項
目
別
】
 

ア
 
市

民
病
院

の
経

営
健
全

性
の

向
上
に

向
け
た

体
制

構
築
 

①
 
経

営
改

善
に

向
け
た

職
員
提

案
を
引

き
続

き
募

集

し
た
こ
と
に
加
え
、
う
ち
３
５
件
に
つ
い
て
経
営
会

議
で
協
議
し
、
実
施
の
方
向
性
を
決
め
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
 

イ
 
経
営
情
報
の
分
析
と
適
切
な
活
用

 

①
 
特
筆
す
べ
き
留
意
点
な
ど
は
な
い
。

 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
取
組
状
況
は
一
定
の
水
準
を
満
た

し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。
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と
で
課
題
を
明
確
化
し
、
幹
部
会
議
等
に
お
い
て
そ
の
情
報
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
職
員
か
ら
聴
取
し
た
意
見
を
踏
ま
え
て
議
論
を
行
う
こ

と
で
、
そ
の
解
決
を
図
る
。

 

ま
た
、
当
該
課
題
と
そ
の
改
善
策
に
つ
い
て
は
、
幹
部
会
議
等
で
の

協
議
後
、
全
職
員
へ
発
信
し
、
問
題
意
識
を
共
有
す
る
。
特
に
各
部
門

の
長
及
び
所
属
長
は
、
理
事
会
の
決
定
事
項
を
確
実
に
推
進
し
て
い
く

立
場
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
場
の
課
題
を
明
確
化
し
、
速
や
か
に
そ
の

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

と
で
課
題
を
明
確
化
し
、
会
議
等
に
お
い
て
そ
の
情
報
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
職
員
か
ら
聴
取
し
た
意
見
を
踏
ま
え
て
議
論
を
行
う
こ
と

で
、
そ
の
解
決
を
図
る
。
 

ま
た
、
当
該
課
題
と
そ
の
改
善
策
に
つ
い
て
は
、
会
議
等
で
の
協
議

後
、
全
職
員
へ
発
信
し
、
問
題
意
識
を
共
有
す
る
。
特
に
各
部
門
の
長

及
び
所
属
長
は
、
理
事
会
の
決
定
事
項
を
確
実
に
推
進
し
て
い
く
立
場

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
場
の
課
題
を
明
確
化
し
、
速
や
か
に
そ
の
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
 

額
な
ど
の
全
国
比
較
資
料
を
作
成
し
、
診
療
科
の
み
な

ら
ず
、
看
護
局
、
医
療
技
術
局
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
。
ま
た
、
診
療
部
長
会
議
に
お
い
て
、
各
診
療
科
の

重
要
指
標
を
提
示
し
、
課
題
を
共
有
し
た
。
 

 

 
 
（
２
）
業
務
管
理
（
リ
ス
ク
管
理
）
の
充
実

 

 

中
期
目
標
 

内
部
監
査
機
能
を
確
保
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
し
て
内
部
統
制
の
仕
組
み
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
の
点
検
及
び
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
内
部
統
制
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
法
令
・
行
動
規
範
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
の

遵
守
を
徹
底
す
る
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

年
度
の
期
中
及
び
期
末
に
内
部
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
内
部
監
査

機
能
を
確
保
し
、
合
わ
せ
て
自
主
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
内
部
統

制
の
仕
組
み
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
の
点
検
、
検
証
及
び
見
直
し

を
行
う
。
さ
ら
に
、
内
部
統
制
推
進
室
相
談
員
を
院
内
に
配
置
し
、
内

部
統
制
の
充
実
を
図
る
。

 

ま
た
、
法
令
・
行
動
規
範
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
に
つ
い
て
は
、

全
職
員
へ
の
研
修
を
実
施
し
、
共
通
認
識
と
す
る
こ
と
で
法
令
・
行
動

規
範
の
遵
守
を
徹
底
す
る
。
特
に
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
個

人
情
報
保
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
研
修
を
行
い
、
全
職
員
で
個
人
情

報
の
管
理
の
徹
底
及
び
そ
の
保
護
を
図
る
。
ま
た
、
情
報
公
開
に
関
し

て
は
、
大
津
市
の
条
例
等
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
応
す
る
。
 

 

年
度
の
期
中
及
び
期
末
に
内
部
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
内
部
監
査

機
能
を
確
保
し
、
合
わ
せ
て
自
主
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
内
部
統

制
の
仕
組
み
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
の
点
検
、
検
証
及
び
見
直
し

を
行
う
。
さ
ら
に
、
内
部
統
制
推
進
室
相
談
員
を
院
内
に
配
置
し
、
内

部
統
制
の
充
実
を
図
る
。
 

ま
た
、
法
令
・
行
動
規
範
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
に
つ
い
て
は
、

全
職
員
へ
の
研
修
を
実
施
し
、
共
通
認
識
と
す
る
こ
と
で
法
令
・
行
動

規
範
の
遵
守
を
徹
底
す
る
。
特
に
、
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
保
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
研
修
を
行
い
、
全
職
員
で
個
人

情
報
の
管
理
の
徹
底
及
び
そ
の
保
護
を
図
る
。
ま
た
、
情
報
公
開
に
関

し
て
は
、
大
津
市
の
条
例
等
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
応
す
る
。
 

年
度
の
期
中
及
び
期
末
に
監
事
に
よ
る
内
部
監
査
を

実
施
し
、
監
査
項
目
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。
 

ま
た
、
全
職
員
を
対
象
に
、
法
令
遵
守
に
関
す
る
研

修
を
実
施
し
た
。
今
年
度
は
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
法
的
な
定
義
と
基
準
に
つ
い
て
の
解
説
や
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
き
な
い
た
め
に
何
が
必
要
か
等
を
研

修
を
通
し
て
学
ん
で
も
ら
う
事
で
、
職
員
の
法
令
遵
守

及
び
職
場
の
環
境
改
善
に
対
す
る
意
識
改
善
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

【
項
目
別
】
 

①
 
全

職
員

を
対

象
に
法

令
遵
守

に
関
す

る
研

修
を

実

施
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
取
組
状
況
は
一
定
の
水
準
を
満

た
し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。

 

 

 
３

 
組
織
運
営
体
制
の
強
化
と
職
員
の
意
識
変
革
 

 
 
（
１
）
組
織
運
営
体
制
の
強
化

 

 

中
期
目
標
 

ア
 
人
材
の
計
画
的
な
確
保

 

経
営
戦
略
や
財
務
管
理
、
医
療
事
務
、
地
域
医
療
連
携
な
ど
を
担
う
病
院
運
営
に
お
け
る
専
門
性
の
高
い
職
員
を
、
計
画
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

 

イ
 
事
務
職
に
お
け
る
幹
部
職
員
の
確
保

 

事
務
職
に
お
け
る
幹
部
職
員
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ア
 
人
材
の
確
保
等

 

（
ア
）
 
人
材
の
計
画
的
な
確
保
 

診
療
機
能
の
維
持
・
強
化
の
た
め
、
大
学
と
の
密
接
な
連
携
の
強
化

ア
 
人
材
の
確
保
等
 

（
ア
）
 
人
材
の
計
画
的
な
確
保
 

医
師
の
働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト
及
び

ア
 
人
材
の
計
画
的
な
確
保
 

（
ア
）
 
人
材
の
計
画
的
な
確
保
 

管
理
栄
養
士
に
つ
い
て
、
管
理
職
で
あ
る
技
師
長
の

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

【
項
目
別
】
 

ア
 
人
材
の
計
画
的
な
確
保
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に
努
め
、
広
く
人
材
を
外
部
に
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
医
師
、
看
護
職

員
、
薬
剤
師
そ
の
他
医
療
職
の
確
保
に
努
め
る
。
あ
わ
せ
て
、
チ
ー
ム

医
療
を
支
え
る
認
定
医
・
認
定
看
護
師
等
の
高
い
専
門
性
を
持
っ
た
有

資
格
者
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
制
度
を
熟
知
し
た
人

材
の
確
保
並
び
に
医
療
経
営
に
関
し
知
見
を
有
す
る
人
材
の
育
成
及
び

確
保
に
つ
い
て
も
、
将
来
的
な
院
内
配
置
を
見
据
え
、
計
画
的
に
推
進

し
て
い
く
。

 

  

(
イ
)
 
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
等

 

国
に
よ
る
働
き
方
改
革
の
要
請
を
踏
ま
え
、
医
師
の
労
働
時
間
短
縮

計
画
に
基
づ
き
、
業
務
範
囲
の
拡
大
に
関
す
る
研
修
を
通
じ
て
、
現
行

の
制
度
下
に
お
け
る
可
能
な
領
域
に
つ
き
、
円
滑
に
医
師
の
業
務
を
他

の
職
種
へ
と
移
管
す
る
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、
医
療
従
事
者
が
働
き

や
す
い
勤
務
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

 

(
ウ
)
 
研
修
医
の
確
保
 

臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
民
病
院
の
特
徴
を
生
か
し
、
ま

た
、
大
学
附
属
病
院
や
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
研
修

医
が
幅
広
い
研
修
を
主
体
的
に
選
択
し
て
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
備
し
、
今
後
も
研
修
医
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
継
続
す
る
。

 

 イ
 
事
務
職
に
お
け
る
幹
部
職
員
の
確
保

 

他
病
院
で
の
幹
部
経
験
者
の
確
保
の
み
な
ら
ず
、
他
業
種
企
業
の
経

営
経
験
者
を
含
め
た
幅
広
い
採
用
の
実
施
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
人

材
育
成
方
針
を
確
立
し
て
い
く
。
 

タ
ス
ク
シ
ェ
ア
の
適
切
な
運
用
を
図
り
な
が
ら
診
療
機
能
の
維
持
・
強

化
を
し
て
い
く
た
め
、
大
学
と
の
密
接
な
連
携
の
強
化
に
努
め
、
広
く

人
材
を
外
部
に
求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
医
師
を
始
め
、
看
護
職
員
、
薬

剤
師
そ
の
他
医
療
職
の
確
保
に
努
め
る
。
あ
わ
せ
て
、
チ
ー
ム
医
療
を

支
え
る
認
定
医
・
認
定
看
護
師
な
ど
の
高
い
専
門
性
を
持
っ
た
有
資
格

者
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
制
度
を
熟
知
し
た
人
材
の

確
保
並
び
に
医
療
経
営
に
関
し
知
見
を
有
す
る
人
材
の
育
成
及
び
確
保

に
つ
い
て
も
、
将
来
的
な
院
内
配
置
を
見
据
え
、
計
画
的
に
推
進
し
て

い
く
。
 

（
イ
）
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
等
 

医
師
の
働
き
方
改
革
に
対
応
し
た
医
師
及
び
医
療
技
術
部
門
の
職
員

の
宿
日
直
業
務
及
び
勤
務
の
シ
フ
ト
化
を
実
行
し
、
医
療
従
事
者
が
働

き
や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。
 

  （
ウ
）
研
修
医
の
確
保
 

 
 
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
民
病
院
の
特
徴
を
生
か

し
、
ま
た
、
大
学
附
属
病
院
や
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
研
修
医
が
幅
広
い
研
修
を
主
体
的
に
選
択
し
て
実
践
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
研
修
医
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
継
続
す

る
。
 

イ
 
事
務
職
に
お
け
る
幹
部
職
員
の
確
保
 

 
 
他
病
院
で
の
幹
部
経
験
者
の
確
保
の
み
な
ら
ず
、
他
業
種
企
業
の

経
営
経
験
者
を
含
め
た
幅
広
い
採
用
の
実
施
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

人
材
育
成
方
針
を
確
立
し
て
い
く
。
 

管
理
職
業
務
専
任
の
た
め
に
１
名
採
用
を
行
っ
た
。
 

理
学
療
法
士
に
つ
い
て
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
運
用

の
た
め
３
名
中
途
採
用
を
行
っ
た
。
作
業
療
法
士
に
つ

い
て
は
、
将
来
を
見
据
え
た
年
齢
分
布
の
適
正
化
、
医

療
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
７
年
度
新
規
職
員

採
用
内
定
者
１
名
を
確
保
し
た
。
 

 
地
域
包
括
医
療
病
棟
退
院
支
援
の
た
め
、
社
会
福
祉

士
を
１
名
確
保
し
た
。
 

（
イ
）
 
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
等
 

令
和
６
年
６
月
よ
り
、
連
続
勤
務
時
間
の
軽
減
の
た

め
、
変
形
労
働
時
間
制
を
活
用
し
、
宿
直
明
け
の
勤
務

を
休
み
と
し
た
。
 

ま
た
、
将
来
的
な
交
代
勤
務
制
移
行
を
見
据
え
、
平

日
（
休
日
前
の
平
日
を
除
く
）
の
３
Ｂ
宿
直
業
務
を
Ｅ

Ｒ
宿
直
に
集
約
す
る
こ
と
で
３
Ｂ
宿
直
を
廃
止
し
た
。
 

（
ウ
）
 
研
修
医
の
確
保
 

 
令
和
６
年
度
か
ら
大
阪
医
科
薬
科
大
学
と
連
携
、
令

和
７
年
度
か
ら
は
在
宅
診
療
を
行
う
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
新
た
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
研
修
医
が
幅
広
い
研

修
を
主
体
的
に
選
択
し
て
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
備
し
た
。
 

イ
 
事
務
職
に
お
け
る
幹
部
職
員
の
確
保
 

医
療
関
係
の
民
間
企
業
勤
務
経
験
者
の
採
用
を
行

い
、
事
務
職
に
お
け
る
幹
部
職
員
の
確
保
を
行
っ
た
。
 

①
 
地
域
包
括
医
療
病
棟
の
運
用
を
開
始
す
る
た
め
に
、

医
療

技
術
職

の
採
用

を
迅
速

に
実
施

し
た

こ
と

は

評
価
で
き
る
。
 

②
 
医
師
の
働
き
方
改
革
と
し
て
、
変
形
労
働
時
間
制
を

活
用
し
、
宿
直
明
け
の
勤
務
を
休
み
と
し
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
。
 

イ
 
事
務
職
に
お
け
る
幹
部
職
員
の
確
保

 

①
 
即

戦
力

と
な

る
医
療

関
係
の

民
間
企

業
勤

務
経

験

者
を
採
用
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
取
組
状
況
は
一
定
の
水
準
を
満

た
し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。

 

 
 
（
２
）
職
員
の
意
識
変
革

 

 

中
期
目
標
 

ア
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
に
沿
っ
た
業
務
遂
行
の
促
進

 

市
民
病
院
の
理
念
は
も
と
よ
り
、
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
を
全
職
員
で
共
有
し
、
こ
れ
に
沿
っ
た
業
務
の
遂
行
に
取
り
組
む
こ
と
。

 

イ
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
た
職
員
の
意
識
変
革

 

市
民
病
院
の
経
営
課
題
を
解
決
で
き
る
組
織
と
な
る
よ
う
、
職
員
の
意
識
変
革
に
取
り
組
む
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ア
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
に
沿
っ
た
業
務
遂
行
の
促
進

 

中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
内
容
を
院
内
で
周
知
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
四
半
期
ご
と
の
計
画
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
院
内
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

ア
等
を
用
い
て
全
職
員
で
共
有
す
る
。
ま
た
、
当
該
進
捗
状
況
に
応
じ

て
、
担
当
部
署
へ
の
聴
取
り
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
、
計
画
達

成
の
た
め
の
業
務
改
善
を
行
う
。

 

 イ
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
た
職
員
の
意
識
変
革

 

ア
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
に
沿
っ
た
業
務
遂
行
の
促
進
 

中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
内
容
を
院
内
で
周
知
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
四
半
期
ご
と
の
計
画
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
院
内
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

ア
等
を
用
い
て
全
職
員
で
共
有
す
る
。
ま
た
、
当
該
進
捗
状
況
に
応
じ

て
、
担
当
部
署
へ
の
聴
取
り
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
、
計
画
達

成
の
た
め
の
業
務
改
善
を
行
う
。
 

 イ
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
た
職
員
の
意
識
変
革

 

ア
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
に
沿
っ
た
業
務
遂
行
の

促
進
 

四
半
期
ご
と
に
中
期
計
画
の
進
捗
を
担
当
部
署
か
ら

聴
取
し
、
進
捗
管
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
中
期
計
画
目

標
指
標
及
び
年
度
収
支
目
標
を
病
院
幹
部
、
診
療
部

長
、
所
属
長
に
会
議
内
で
共
有
を
行
っ
た
。
 

 イ
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
た
職
員

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

【
項
目
別
】
 

ア
 
中

期
目
標

及
び

中
期
計

画
に

沿
っ
た

業
務
遂

行
の

促
進
 

①
 
特
筆
す
べ
き
留
意
点
な
ど
は
な
い
。

 

イ
 
中

期
目
標

及
び

中
期
計

画
の

達
成
に

向
け
た

職
員

の
意
識
変
革
 

①
 
業
務
改
善
委
員
会
を
設
置
し
、
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

-
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3
1
 

 

全
職
員
が
病
院
の
経
営
課
題
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
、
中

期
計
画
の
進
捗
状
況
及
び
課
題
に
つ
い
て
院
内
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
用

い
て
全
職
員
で
共
有
し
、
計
画
達
成
に
向
け
た
業
務
改
善
の
必
要
性
を

常
に
認
識
す
る
病
院
風
土
を
定
着
さ
せ
る
。

 

 

全
職
員
が
病
院
の
経
営
課
題
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
、
中

期
計
画
の
進
捗
状
況
及
び
課
題
に
つ
い
て
院
内
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
用

い
て
全
職
員
で
共
有
し
、
計
画
達
成
に
向
け
た
業
務
改
善
の
必
要
性
を

常
に
認
識
す
る
病
院
風
土
を
定
着
さ
せ
る
。
 

の
意
識
変
革
 

 
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
、
患
者
や
近
隣
の
医
療
機

関
、
職
員
（
医
療
従
事
者
）
か
ら
選
ば
れ
る
病
院
と
な

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
業
務
改
善
を
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
た
め
に
、
業
務
改
善
委
員
会
を
設
置

し
た
。
当
委
員
会
の
下
、
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
収
支
の
適
正
化
や
職
場
の
環
境
改
善
、
患
者
満
足

度
向
上
等
の
改
善
内
容
を
検
討
し
、
既
存
の
業
務
を
見

直
し
、
新
た
な
視
点
で
多
角
的
に
業
務
改
善
を
推
進
し

て
い
く
。
 

 
ま
た
、
次
期
中
期
計
画
の
方
向
性
や
要
旨
を
職
員
に

共
有
す
る
こ
と
で
病
院
組
織
全
体
で
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。
 

ト
チ

ー
ム
に

よ
る
業

務
改
善

を
推
進

し
た

こ
と

は

評
価
で
き
る
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
取
組
状
況
は
一
定
の
水
準
を
満
た

し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。

 

 

  

 
 
（
３
）
計
画
的
で
効
果
的
な
人
材
育
成

 

 

中
期
目
標
 

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
営
管
理
機
能
の
強
化
の
た
め
、
職
員
に
対
し
、
計
画
的
か
つ
体
系
的
に
部
門
別
研
修
や
テ
ー
マ
別
研
修
を
行
う
な
ど
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
各
種
研
修
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

 

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

全
職
員
を
対
象
と
し
た
職
員
研
修
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
市
民

病
院
の
病
院
理
念
で
あ
る
「
信
頼
の
絆
で
つ
な
が
る
、
市
民
と
と
も
に

歩
む
健
康
・
医
療
拠
点
」
の
実
現
を
図
る
。

 

ま
た
、
各
職
員
が
高
い
人
間
力
を
形
成
し
、
幅
広
い
教
養
と
社
会
性

を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
「
職
階
別
研
修
」
、
「
ス
キ
ル
別
研
修
」

及
び
「
必
須
研
修
」
の
３
つ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
職
員
自

身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
実
感
す
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を

図
る
。
 

 

市
民
病
院
の
病
院
理
念
で
あ
る
「
信
頼
の
絆
で
つ
な
が
る
、
市
民
と

と
も
に
歩
む
健
康
・
医
療
拠
点
」
の
実
現
に
向
け
た
人
材
育
成
を
図
る

た
め
、
法
人
の
人
材
育
成
方
針
を
策
定
し
、
実
効
性
の
あ
る
研
修
の
実

施
に
努
め
る
。
 

各
職
員
が
高
い
人
間
力
を
形
成
し
、
幅
広
い
教
養
と
社
会
性
を
身
に

付
け
ら
れ
る
よ
う
、
「
職
階
別
研
修
」
、
「
ス
キ
ル
別
研
修
」
及
び

「
必
須
研
修
」
の
３
つ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
職
員
自
身
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
実
感
す
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図

る
。
 

人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
、
医
師
に
お
い
て
は
他
職
種
に
先
行
し
て

本
年
度
運
用
を
開
始
す
る
。
医
師
以
外
の
職
種
に
お
い
て
も
、
検
討
を

行
い
、
人
材
育
成
と
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
る
。
 

人
材
育
成
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
か
ら

４
年
間
で
取
り
組
ん
で
い
る
人
事
給
与
制
度
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
指
針
と
す
る
た
め
、
骨
子
（
案
）
を
策
定

し
た
。
 

ま
た
、
各
職
員
が
高
い
人
間
力
を
形
成
し
、
幅
広
い

教
養
と
社
会
性
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
入
職
後
半

年
、
２
年
目
、
４
年
目
、
主
任
、
係
長
、
課
長
補
佐
、

課
長
の
階
層
別
の
研
修
を
実
施
し
た
。
研
修
で
は
、
今

後
の
病
院
運
営
を
支
え
る
人
材
に
成
長
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
で
求
め
ら
れ
る
も
の
、

必
要
な
ス
キ
ル
な
ど
を
中
心
と
し
た
参
加
型
の
研
修
を

行
い
、
研
修
受
講
者
の
職
務
意
識
の
向
上
、
人
間
力
の

形
成
、
幅
広
い
教
養
と
社
会
性
の
会
得
に
努
め
た
。
 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

【
項
目
別
】
 

①
 
人
事
給
与
制
度
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
、
人

材
育
成
基
本
方
針
の
骨
子
（
案
）
を
策
定
し
た
こ
と

は
評
価
で
き
る
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
取
組
状
況
は
一
定
の
水
準
を
満

た
し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。

 

  

第
４

 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項
 

 
前
文
 

 

中
期
目
標
 

公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
に
は
、
安
定
し
た
財
務
運
営
を
行
う
こ
と
で
経
営
基
盤
の
一
層
の
強
化
を
行
い
、
持
続
可
能
な
病
院
経
営
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
実
現
に
向
け
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
か
ら
の
収
入
を
も
っ
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な

経
費
に
充
て
る
自
立
し
た
経
営
を
目
指
す
こ
と
。
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3
2
 

  

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

公
立
病
院
と
し
て
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
拠
点
と
し
て
の
使
命

を
果
た
し
つ
つ
、
収
入
の
確
保
と
支
出
の
抑
制
を
行
う
こ
と
で
収
支
バ

ラ
ン
ス
の
適
正
化
を
図
り
、
健
全
で
持
続
可
能
な
病
院
経
営
を
目
指

す
。
各
目
標
指
標
に
つ
い
て
は
、
診
療
科
別
に
目
標
を
掲
げ
て
進
捗
管

理
を
行
い
、
そ
の
達
成
を
図
る
。

 

収
入
確
保
と
費
用
抑
制
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
効
率
的
な
経
営
を
推

進
し
、
各
事
業
年
度
の
経
常
収
支
比
率
１
０
０
％
以
上
の
達
成
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
営
業
費
用
対
医
業
収
益
等
の
割
合
の
減
少
に
努
め

る
。
 

ま
た
、
原
価
計
算
に
基
づ
く
診
療
材
料
費
の
削
減
、
後
発
医
薬
品
の

更
な
る
使
用
促
進
及
び
人
員
配
置
の
適
正
化
を
行
う
こ
と
で
、
利
益
の

最
適
化
を
図
る
。

 

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

単
年
度
資
金
収
支
※

１
 

１
，
８
１
５
百
万
円
 

５
１
百
万
円
以
上
 

医
業
収
支
比
率
※
２

 
９
７
．
０
％
 

１
０
３
．
０
％
以
上
 

経
常
収
支
比
率
※
３

 
１
０
０
．
４
％
 

１
０
６
．
６
％
以
上
 

営
業
費
用
対
医
業
収

益
等
※
４

 

１
１
１
．
２
％
 

１
０
４
．
４
％
以
下
 

※
１
 
単
年
度
に
お
け
る
資
金
の
総
収
入
（
短
期
借
入
金
を
除
く
。
）

－
総
支
出
。
な
お
、
総
収
入
の
う
ち
大
津
市
か
ら
の
運
営
費
負
担
金
の

額
は
、
計
画
額
と
す
る
。

 

※
２
 
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）
÷
医
業
費
用

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
３
４
条
第
１
項
に
規
定
す
る
損
益
計
算
書

の
医
業
費
用
を
い
う
。
）
×
１
０
０

 

※
３
 
経
常
収
益
÷
経
常
費
用
×
１
０
０

 

※
４
 
営
業
費
用
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）

×
１
０
０

 

  

新
規
診
療
報
酬
に
よ
る
加
算
の
取
得
や
、
地
域
医
療
機
関
へ
の
積
極

的
な
訪
問
に
よ
る
“
顔
が
見
え
る
連
携
”
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

収
入
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
費
用
抑
制
の
徹
底
を
図
る
こ
と
で
効
率

的
な
経
営
を
推
進
し
、
各
事
業
年
度
の
経
常
収
支
比
率
１
０
０
％
以
上

の
達
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
営
業
費
用
対
医
業
収
益
等
の
割
合
の

減
少
に
努
め
る
。
 

ま
た
、
原
価
計
算
に
基
づ
く
診
療
材
料
費
の
削
減
、
後
発
医
薬
品
の

更
な
る
使
用
促
進
及
び
人
員
配
置
の
適
正
化
を
行
う
こ
と
で
利
益
の
最

適
化
を
図
る
。
 

    目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

単
年
度
資
金
収
支
※

１
 

５
１
百
万
円
以
上
 

医
業
収
支
比
率
※
２
 

１
０
３
．
０
％
以
上
 

経
常
収
支
比
率
※
３
 

１
０
６
．
６
％
以
上
 

営
業
費
用
対
医
業
収

益
等
※
４
 

１
０
４
．
４
％
以
下
 

※
１
 
単
年
度
に
お
け
る
資
金
の
総
収
入
（
短
期
借
入
金
を
除
く
。
）

－
総
支
出
。
な
お
、
総
収
入
の
う
ち
大
津
市
か
ら
の
運
営
費
負
担
金
の

額
は
、
計
画
額
と
す
る
。
 

※
２
 
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）
÷
医
業
費
用

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
 
 
３
４
条
第
１
項
に
規
定
す
る
損
益
計

算
書
の
医
業
費
用
を
い
う
。
）
×
１
０
０
 

※
３
 
経
常
収
益
÷
経
常
費
用
×
１
０
０
 

※
４
 
営
業
費
用
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）

×
１
０
０
 

 

新
規
診
療
報
酬
に
よ
る
加
算
の
取
得
や
、
地
域
医
療

機
関
へ
の
積
極
的
な
医
療
連
携
に
よ
り
、
医
業
収
益
に

改
善
が
見
ら
れ
た
が
、
病
棟
の
休
床
等
に
よ
り
未
だ
計

画
値
と
の
乖
離
が
あ
る
。
 

ま
た
、
費
用
に
つ
い
て
は
人
件
費
や
経
費
が
増
加
し

た
結
果
、
６
億
９
，
２
０
０
万
円
の
経
常
損
失
を
計
上

し
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
 

      

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

単
年
度
資
金
収

支
※
１
 

△
１
，
４
６
３

百
万
円
 

△
１
，
５
１
４
 

医
業
収
支
比
率

※
２
 

８
９
．
６
％
 

△
１
３
．
４
 

経
常
収
支
比
率

※
３
 

９
４
．
８
％
 

△
１
１
．
８
 

営
業
費
用
対
医

業
収
益
等
※
４
 

１
２
０
．
０
％
 

（
△
）
 

＋
１
５
．
６
 

※
１
 
単
年
度
に
お
け
る
資
金
の
総
収
入
（
短
期
借
入

金
を
除
く
。
）
－
総
支
出
。
な
お
、
総
収
入
の
う
ち
大

津
市
か
ら
の
運
営
費
負
担
金
の
額
は
、
計
画
額
と
す

る
。
 

※
２
 
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収

益
）
÷
医
業
費
用
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
 
 
３

４
条
第
１
項
に
規
定
す
る
損
益
計
算
書
の
医
業
費
用
を

い
う
。
）
×
１
０
０
 

※
３
 
経
常
収
益
÷
経
常
費
用
×
１
０
０
 

※
４
 
営
業
費
用
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の

他
医
業
収
益
）
×
１
０
０
 

  

×
3
 

２
 

２
 

定
量
 

指
標
名
称
 

№
61
 

単
年
度
資
金
収
支

 

№
62
 

医
業
収
支
比
率
 

№
63
 

経
常
収
支
比
率
 

№
64
 

営
業
費
用
対
医
業
収
益
等

 

 
 

 

目
標
指

標
【
4

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
61

 
 

2,
55
2
 

 

98
8
 

 

△
25

 

51
 

△
1,
60
3
 

△
1,
46
3
 

№
62

 
 

94
.7

 

 

86
.5

 

 

86
.9

 

10
3.
0
 

89
.5

 

89
.
6
 

№
63

 
 

12
3.
1
 

 

10
7.
7
 

 

98
.5

 

10
6.
6
 

97
.5

 

94
.8

 

№
64

 
 

11
3.
4
 

 

12
4.
4
 

 

1
23
.9

 

10
4.
4
 

12
2.
8
 

12
0.
0
 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
は
な
か
っ
た
。

 

②
 
単

年
度

資
金

収
支
は

年
度
計

画
値

と
大

き
く
乖

離

し
た
。
 

 

【
項
目
別
】
 

①
 
新

規
診

療
報

酬
に
よ

る
加
算

の
取
得

な
ど

に
よ

り

医
業
収
益
は
改
善
し
た
。

 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
目
標
指
標
の
達
成
状
況
に
よ
り
、

評
価
は
２
と
す
る
。
 

 

 

 
１

 
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
 

（
１
）
収
入
の
安
定
的
確
保
及
び
収
益
の
最
適
化

 

 

-
 7

6
 -



3
3
 

 

中
期
目
標
 

収
入
及
び
収
益
の
向
上
並
び
に
支
出
及
び
費
用
の
削
減
に
係
る
達
成
状
況
を
個
別
に
捉
え
る
こ
と
な
く
、
常
に
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
に
着
眼
し
、
そ
の
適
正
化
に
努
め
る
こ
と
。

 

ア
 
収
入
の
安
定
的
確
保
 

第
３
の
事
項
を
踏
ま
え
た
上
で
、
適
正
な
債
権
管
理
（
請
求
漏
れ
及
び
誤
請
求
の
縮
減
、
未
収
金
の
発
生
防
止
及
び
早
期
回
収
な
ど
）
を
図
り
、
収
入
を
確
実
か
つ
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

 

イ
 
収
益
の
最
適
化
 

医
療
行
為
の
標
準
化
及
び
適
切
な
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
疾
患
別
に
在
院
日
数
の
最
適
化
を
図
り
、
か
つ
、
病
床
利
用
率
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
見
合
っ
た
収
益
と
な
る
よ
う
、
原
価
計
算
に
基
づ
く
収
益
の
最
適
化
を
図
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ア
 
収
入
の
安
定
的
確
保

 

未
収
金
の
回
収
の
早
期
着
手
に
よ
り
、
そ
の
減
少
を
図
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
そ
の
発
生
の
抑
制
に
努
め
る
。
ま
た
、
診
療
報
酬
明
細

書
の
査
定
率
及
び
返
戻
率
の
管
理
と
低
減
策
の
実
施
に
よ
り
査
定
減
少

や
返
戻
減
少
に
関
す
る
対
策
を
講
じ
、
収
入
の
安
定
確
保
に
努
め
る
。

 

           イ
 
収
益
の
最
適
化

 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
用
い
た
医
療
行
為
の
標
準
化
を
継
続
し
て
行
う

と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
収
益

の
最
適
化
を
図
る
。

 

（
ア
）
 
新
規
入
院
患
者
の
増
加
 

院
長
及
び
副
院
長
を
始
め
と
し
た
病
院
幹
部
並
び
に
診
療
部
長
及
び

地
域
医
療
連
携
室
の
職
員
が
地
域
の
医
療
機
関
を
訪
問
し
、
患
者
情
報

の
共
有
を
進
め
る
と
と
も
に
、
当
該
医
療
機
関
か
ら
更
に
信
頼
さ
れ
る

市
民
病
院
に
な
る
こ
と
で
、
新
規
入
院
患
者
数
の
増
加
を
図
る
。

 

      

（
イ
）
 
入
院
診
療
単
価
及
び
在
院
日
数
の
適
正
化
 

入
退
院
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
入
院
前
か
ら
患
者
の
リ
ス
ク
を
把
握

し
、
円
滑
に
入
院
治
療
を
行
う
と
と
も
に
、
早
期
退
院
を
実
現
す
る
Ｐ

ア
 
収
入
の
安
定
的
確
保
 

未
収
金
の
回
収
の
早
期
着
手
に
よ
り
、
そ
の
減
少
を
図
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
そ
の
発
生
の
抑
制
に
努
め
る
。
診
療
報
酬
請
求
の
請
求

保
留
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
早
期
の
保
留
解
消
に

努
め
る
。
ま
た
、
診
療
報
酬
明
細
書
の
査
定
率
及
び
返
戻
率
の
管
理
と

低
減
策
の
実
施
に
よ
り
査
定
減
少
や
返
戻
減
少
に
関
す
る
対
策
を
講

じ
、
収
入
の
安
定
確
保
に
努
め
る
。
 

         イ
 
収
益
の
最
適
化
 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
用
い
た
医
療
行
為
の
標
準
化
及
び
そ
の
適
正
な

運
用
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
効
率
的
に
推

進
す
る
こ
と
で
、
収
益
の
最
適
化
を
図
る
。
 

（
ア
）

 
新
規
入
院
患
者
の
増
加
 

“
顔
が
見
え
る
連
携
”
を
推
進
す
る
た
め
、
院
長
及
び
副
院
長
を
始

め
と
し
た
病
院
幹
部
並
び
に
診
療
部
長
及
び
地
域
医
療
連
携
室
の
職
員

が
地
域
の
医
療
機
関
を
積
極
的
に
訪
問
す
る
ほ
か
、
意
見
交
換
等
の
連

携
促
進
の
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
患
者
情
報
の
共
有
を
進
め
る
と
と
も

に
、
広
報
誌
の
発
行
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
発
信
を
行
い
、
当
該
医
療

機
関
か
ら
更
に
信
頼
さ
れ
る
市
民
病
院
に
な
る
こ
と
で
、
新
規
入
院
患

者
数
の
増
加
を
図
る
。
 

  

 （
イ
）
 
入
院
診
療
単
価
及
び
在
院
日
数
の
適
正
化
 

入
退
院
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
診
療
局
及
び
看
護
局
が
連
携
を
図

り
、
入
院
前
か
ら
患
者
の
リ
ス
ク
を
把
握
し
、
円
滑
に
入
院
治
療
を
行

ア
 
収
入
の
安
定
的
確
保
 

未
収
金
発
生
防
止
の
た
め
、
医
事
課
、
病
棟
ス
タ
ッ

フ
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
が
密
に
情
報
共
有
を
行
い
、
未
収
リ
ス
ク

が
あ
る
患
者
の
場
合
は
、
速
や
か
に
市
町
村
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
未
収
発

生
の
抑
制
に
努
め
た
。
な
お
、
回
収
困
難
な
未
収
金
に

つ
い
て
は
、
弁
護
士
に
回
収
を
委
託
す
る
と
と
も
に
、

令
和
７
年
度
か
ら
は
、
保
証
会
社
と
契
約
し
、
未
収
金

を
確
実
に
回
収
す
る
体
制
を
整
え
た
。
 

ま
た
、
査
定
等
の
減
少
対
策
と
し
て
国
保
連
合
会
と

社
会
保
険
支
払
基
金
の
審
査
員
で
あ
る
当
院
の
医
師
2
名

以
下
、
関
係
職
員
で
構
成
す
る
保
険
審
査
専
門
部
会
を

月
1
回
開
催
し
、
査
定
に
対
す
る
検
討
及
び
再
審
査
請
求

の
状
況
を
医
師
に
も
共
有
す
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
収
入
の
安
定
的
確
保
に
努
め
た
。
 

 

イ
 
収
益
の
最
適
化
 

 
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
用
い
た
医
療
行
為
の
標
準
化
を

継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
効
率

的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
収
益
の
最
適
化
を
図
っ
た
。
 

（
ア
）
 
新
規
入
院
患
者
の
増
加
 

地
域
の
医
療
機
関
へ
の
訪
問
に
は
、
必
要
に
応
じ
て

当
院
医
師
が
同
行
し
、
各
診
療
科
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
を
的
確
か
つ
丁
寧
に
伝
え
、
顔
の
見
え
る
関
係
の
構

築
に
努
め
た
。
ま
た
、
地
域
の
診
療
所
か
ら
の
相
談
を

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
、
地
域
連
携
室

の
看
護
師
に
つ
な
が
る
専
用
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
ド
ク

タ
ー
ズ
ダ
イ
ヤ
ル
）
を
開
設
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
各
診
療
科
の
得
意
と
す
る
疾
患
を
症
状
と
と
も
に

掲
載
し
、
患
者
さ
ん
に
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
し

た
。
 

（
イ
）
 
入
院
診
療
単
価
及
び
在
院
日
数
の
適
正
化
 

 
入
退
院
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
多
職
種
が
連
携
し
、

入
院
前
か
ら
円
滑
な
退
院
支
援
の
調
整
を
行
う
こ
と

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

 指
標
名
称
 

№
65
 

入
院
診
療
単
価
 

№
66
 

平
均
在
院
日
数
 

№
67
 

Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間
以
内
患
者
割
合

 

№
68
 

手
術
件
数
 

№
69
 

病
床
稼
働
率
 

№
70
 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
稼
働
率
 

№
71
 

延
べ
入
院
患
者
数

 

№
72
 

新
規
入
院
患
者
数

 

№
72
a 

新
規
入
院
患
者
数
の
う
ち
Ｉ
Ｃ
Ｕ
患
者
数

 

№
72
b 

新
規

入
院

患
者

数
の

う
ち

一
般

病
棟

新
規

患
者
数
 

№
73
 

外
来
診
療
単
価
 

№
74
 

外
来
患
者
数

 

 

目
標
指

標
【
12

 

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
65

 
 

65
,5
93

 

 

64
,5
19

 

 

63
,8
44

 

62
,1
73

 
66
,4
07

 

66
,2
18

 

№
66

 
 

13
.4

 

 

14
.7

 

 

13
.5

 

1
3.
2
 

13
.0

 

13
.1

 

№
67

 
 

56
.1

 

 

60
.1

 

 

61
.0

 

5
7.
9
 

60
.2

 

60
.3

 

№
68

 
 

2,
82
2
 

 

2,
41
9
 

 

2,
69
3
 

3,
73
0
 

2,
92
0
 

2,
91
6
 

№
69

 
 

76
.9

 

 

70
.2

 

 

73
.5

 

87
.9

 
86
.2

 

76
.0

 

№
70

 
 

10
6.
9
 

 

94
.7

 

 

10
0.
5
 

11
9.
6
 

10
8.
1
 

10
8.
0
 

№
71

 
 

10
8,
29
3 

 

10
0,
72
4
 

 

10
5,
75
2 

12
3,
81
1 

10
7,
17
2 

10
8,
98
4 

№
72

 
 

 
 

8,
75
0
 

7,
72
1
 

-
 7

7
 -



3
4
 

 

Ｆ
Ｍ
（
入
退
院
支
援
）
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
効
率
的
な
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
病
床
稼
働
率
の
向
上
及
び
平
均
在
院
日
数
の
適
正
化

を
図
る
。

 

ま
た
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
と
し
て
、
各
診
療
科
が
よ
り
一
層
効
率
的

な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
入
院
診
療
単
価
の
適
正
化
を
図
る
。

 

（
ウ
）
 
新
規
診
療
報
酬
に
よ
る
加
算
取
得
 

こ
れ
ま
で
取
得
し
て
い
な
か
っ
た
施
設
基
準
の
積
極
的
な
取
得
を
目

指
す
こ
と
で
、
収
益
性
の
向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、
当
該
取
得
の
要
件

が
職
種
に
よ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
人
員
配
置
を
考
慮
し
な
が
ら
採
用

計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

 

  

（
エ
）
 
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
３
６
５
日
稼
働
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

訪
問
患
者
数
の
増
加
及
び
収
入
の
増
収
を
図
る
。

 

    目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

入
院
診
療
単
価

 
５
８
，
０
０
１
円
 

６
２
，
１
７
３
円
 

以
上
 

平
均
在
院
日
数

 
１
３
．
１
日
 

１
３
．
２
日
以
下
 

Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間
以
内

患
者
割
合
※
１

 
５
７
．
９
％
 

５
７
．
９
％
以
上
 

手
術
件
数

 
 
 
３
，
６
７
４
件
 

３
，
７
３
０
件
以
上
 

病
床
稼
働
率
※
２

 
８
５
．
０
％
 

８
７
．
９
％
以
上
 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
稼
働
率
※
３

 
１
０
７
．
７
％
 

１
１
９
．
６
％
以
上
 

延
べ
入
院
患
者
数

 
１
２
０
，
４
７
８
人
 

１
２
３
，
８
１
１
人

以
上
 

新
規
入
院
患
者
数

 
８
，
５
３
３
人
 

８
，
７
５
０
人
以
上
 

新
規
入
院
患
者
数
の

う
ち
Ｉ
Ｃ
Ｕ
患
者
数

 

３
２
９
人
 

３
６
９
人
以
上
 

新
規
入
院
患
者
数
の

う
ち
一
般
病
棟
新
規

患
者
数

 

８
，
０
５
７
人
 

８
，
５
３
３
人
以
上
 

外
来
診
療
単
価

 
１
５
，
３
１
２
円
 

１
６
，
０
４
９
円
以 上
 

外
来
患
者
数

 
１
９
８
，
４
０
９
人
 

１
９
８
，
４
１
０
人

以
上
 

※
１
 
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間
以
内
退
院
患
者
数
÷
退
院
患
者
数
×
１
０
０

 

※
２
 
延
べ
入
院
患
者
数
÷
延
べ
稼
動
病
床
数
×
１
０
０

 

う
と
と
も
に
、
早
期
退
院
を
実
現
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｍ
（
入
退
院
支
援
）
シ
ス

テ
ム
を
用
い
て
効
率
的
な
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
病
床
稼
働

率
の
向
上
及
び
平
均
在
院
日
数
の
適
正
化
を
図
る
。
 

ま
た
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
と
し
て
、
各
診
療
科
が
よ
り
一
層
効
率
的

な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
入
院
診
療
単
価
の
適
正
化
を
図
る
。

 

（
ウ
）
 
新
規
診
療
報
酬
に
よ
る
加
算
取
得
 

適
正
な
人
員
体
制
を
維
持
し
、
職
員
配
置
に
係
る
施
設
基
準
及
び
加

算
等
の
新
規
届
出
を
目
指
す
。
救
急
医
療
管
理
加
算
等
の
既
存
の
診
療

報
酬
に
関
し
て
も
、
運
用
の
見
直
し
を
行
い
収
益
の
向
上
及
び
看
護
必

要
度
維
持
に
努
め
る
。
ま
た
、
診
療
報
酬
改
定
に
適
応
し
、
医
療
機
関

別
係
数
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
。
 

 

（
エ
）
 
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
３
６
５
日
稼
働
し
、
訪
問
患
者
数
の
増

加
及
び
収
入
の
増
収
を
図
る
。
 

    

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

入
院
診
療
単
価
 

６
２
，
１
７
３
円
 

以
上
 

平
均
在
院
日
数
 

１
３
．
２
日
以
下
 

Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間
以
内

患
者
割
合
※
１
 

５
７
．
９
％
以
上
 

手
術
件
数
 

３
，
７
３
０
件
以
上
 

病
床
稼
働
率
※
２
 

８
７
．
９
％
以
上
 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
稼
働
率
※
３
 

１
１
９
．
６
％
以
上
 

延
べ
入
院
患
者
数
 

１
２
３
，
８
１
１
人

以
上
 

新
規
入
院
患
者
数
 

８
，
７
５
０
人
以
上
 

新
規
入
院
患
者
数
の

う
ち
Ｉ
Ｃ
Ｕ
患
者
数
 

３
６
９
人
以
上
 

新
規
入
院
患
者
数
の

う
ち
一
般
病
棟
新
規

患
者
数
 

８
，
２
２
７
人
以
上
 

外
来
診
療
単
価
 

１
６
，
０
４
９
円
 

以
上
 

外
来
患
者
数
 

１
９
８
，
４
１
０
人

以
上
 

※
１
 
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間
以
内
退
院
患
者
数
÷
退
院
患
者
数
×
１
０
０

 

※
２
 
延
べ
入
院
患
者
数
÷
延
べ
稼
動
病
床
数
×
１
０
０
 

で
、
効
率
的
な
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。
ま

た
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅲ
超
患
者
の
見
え
る
化
及
び
診
療
科
毎
の

状
況
を
共
有
し
、
毎
週
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
共
有
し
、

適
切
に
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
、
在
院
日
数

の
短
縮
に
努
め
た
。
 

（
ウ
）
 
新
規
診
療
報
酬
に
よ
る
加
算
取
得
 

令
和
６
年
診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た
項
目
に
つ

い
て
新
た
に
算
定
可
能
な
も
の
に
対
し
て
速
や
か
に
届

出
を
行
い
算
定
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
医
療
看
護
必
要

度
等
、
要
件
が
厳
し
く
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
も
対
策

を
実
施
し
た
。
 

 

（
エ
）
 
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
 

 
年
末
年
始
を
含
め
土
日
祝
の
定
期
訪
問
や
オ
ン
コ
ー

ル
に
よ
る
２
４
時
間
対
応
が
可
能
な
体
制
を
継
続
し

た
。
 

訪
問
件
数
は
令
和
５
年
度
に
比
べ
若
干
の
減
少
と
な

っ
た
が
、
看
護
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
あ
た
り
で
の
訪
問
件

数
の
水
準
は
増
加
し
た
。
 

 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

入
院
診
療
単
価
 

６
６
，
２
１
８
円
 

＋
４
，
０
４
５
 

平
均
在
院
日
数
 

１
３
．
１
日
 

（
＋
）
 

△
０
．
１
 

Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間

以
内
患
者
割
合

※
１
 

６
０
．
３
％
 

＋
２
．
４
 

手
術
件
数
 

２
，
９
１
６
件
 

△
８
１
４
 

病
床
稼
働
率
※

２
 

７
６
．
０
％
 

△
１
１
．
９
 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
稼
働
率

※
３
 

１
０
８
．
０
％
 

△
１
１
．
６
 

延
べ
入
院
患
者

数
 

１
０
８
，
９
８
４
 

人
 

△
１
４
，
８
２
７

 

新
規
入
院
患
者

数
 

７
，
７
４
２
人
 

△
１
，
０
０
８

 

新
規
入
院
患
者

数
の
う
ち
Ｉ
Ｃ

Ｕ
患
者
数
 

３
６
０
人
 

△
９
 

新
規
入
院
患
者

数
の
う
ち
一
般

病
棟
新
規
患
者

７
，
３
８
２
人
 

△
８
４
５
 

7,
51
2
 

6,
44
5
 

7,
30
9
 

7,
74
2
 

№
72
a
 

 

34
6
 

 

30
0
 

 

31
2
 

36
9
 

35
7
 

36
0
 

№
72
b
 

 

7,
16
6
 

 

6,
08
5
 

 

6,
99
7
 

8,
22
7
 

6,
68
9
 

7,
38
2
 

№
7
3
 

 

16
,4
89

 

 

16
,4
87

 

 

16
,1
62

 

16
,0
49

 
16
,7
77

 

16
,8
18

 

№
74

 
 

18
9,
05
6 

 

18
0,
87
1
 

 

17
0,
00
6 

19
8,
41
0 

17
3,
15
4 

17
3,
03
9 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
は
４
つ
、
未
達
と
な

っ
た
指
標
は
８
で
あ
っ
た
。

 

②
 
入
院
診
療
単
価
、
平
均
在
院
日
数
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間

以
内
患
者
割
合
、
外
来
診
療
単
価
は
年
度
計
画
値
を

達
成
し
た
。
 

③
 
１

２
の

う
ち

１
１
の

目
標
指

標
で
前

年
度

実
績

値

よ
り
改
善
し
た
。
 

 【
項
目
別
】
 

ア
 
収
入
の
安
定
的
確
保
 

①
 
未
収
金
の
回
収
対
策
と
し
て
、
令
和
７
年
度
か
ら
保

証
会

社
と
契

約
す
る

こ
と
を

決
定
し

た
こ

と
は

評

価
で
き
る
。
 

イ
 
収
益
の
最
適
化
 

①
 
入
院
診
療
単
価
、
外
来
診
療
単
価
の
年
度
計
画
値
を

達
成

し
て
お

り
、
収

益
の
最

適
化
が

図
ら

れ
て

い

る
。
 

②
 
効
率
的
な
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
努
め
、
平
均
在

院
日
数
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間
以
内
患
者
割
合
は
年
度
計

画
値
を
達
成
し
た
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
目
標
指
標
の
達
成
状
況
に
よ
り
、

評
価
は
２
と
す
る
。
 

 

-
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3
5
 

 

※
３
 
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
延
べ
入
院
患
者
数
＋
Ｉ
Ｃ
Ｕ
か
ら
の
退
棟
患
者
数
）

÷
Ｉ
Ｃ
Ｕ
延
べ
稼
動
病
床
数
×
１
０
０

 

 

※
３
 
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
延
べ
入
院
患
者
数
＋
Ｉ
Ｃ
Ｕ
か
ら
の
退
棟
患
者
数
）

÷
Ｉ
Ｃ
Ｕ
延
べ
稼
動
病
床
数
×
１
０
０
 

 

数
 

外
来
診
療
単
価
 

１
６
，
８
１
８ 円
 

＋
７
６
９
 

外
来
患
者
数
 

１
７
３
，
０
３
９
人
 

△
２
５
，
３
７
１
 

※
１
 
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間
以
内
退
院
患
者
数
÷
退
院
患
者

数
×
１
０
０
 

※
２
 
延
べ
入
院
患
者
数
÷
延
べ
稼
動
病
床
数
×
１
０

０
 

※
３
 
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
延
べ
入
院
患
者
数
＋
Ｉ
Ｃ
Ｕ
か
ら
の

退
棟
患
者
数
）
÷
Ｉ
Ｃ
Ｕ
延
べ
稼
動
病
床
数
×
１
０
０
 

 

 
 
（
２
）
支
出
及
び
費
用
の
抑
制

 

 

中
期
目
標
 

第
３
第
１
項
に
基
づ
く
経
営
の
効
率
化
に
よ
り
、
人
件
費
や
材
料
費
、
経
費
な
ど
の
主
要
な
費
用
に
つ
い
て
、
収
益
に
見
合
っ
た
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
達
成
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
支
出
及
び
費
用
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

ア
 
人
件
費
の
適
正
化

 

各
部
署
に
お
け
る
収
益
及
び
業
務
量
に
見
合
っ
た
適
正
な
人
員
配
置

を
推
進
し
、
中
期
計
画
の
達
成
を
図
る
。

 

ま
た
、
医
療
技
術
部
門
の
人
員
を
確
保
し
、
主
と
し
て
医
師
、
看
護
師

の
超
過
勤
務
の
縮
減
を
図
る
。

 

          イ
 
材
料
費
比
率
の
抑
制

 

診
療
材
料
費
及
び
医
薬
品
費
に
つ
い
て
、
半
期
ご
と
に
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
を
用
い
た
契
約
単
価
の
評
価
及
び
そ
の
使
用
の
状
況
の
分
析
を
行

い
、
特
に
高
額
医
療
材
料
の
使
用
に
あ
っ
て
は
充
分
な
検
討
の
上
で
適

正
に
使
用
す
る
と
と
も
に
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
率
の
向
上
に
努
め

る
。
 

  

ア
 
人
件
費
の
適
正
化
 

 
各
部
署
に
お
け
る
収
益
及
び
業
務
量
に
見
合
っ
た
適
正
な
人
員
配
置

を
推
進
し
、
中
期
計
画
の
達
成
を
図
る
。
 

ま
た
、
医
療
技
術
部
門
の
人
員
を
確
保
し
、
主
に
医
師
、
看
護
師
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト
を
推
進
し
、
超
過
勤
務
の
縮
減
を
図

る
。
 

         イ
 
材
料
費
比
率
の
抑
制
 

 
 
診
療
材
料
に
つ
い
て
は
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
用
い
た
価
格
交
渉
を

行
う
と
と
も
に
、
高
額
な
材
料
に
つ
い
て
は
、
よ
り
安
価
な
他
メ
ー
カ

ー
の
材
料
に
切
り
替
え
を
検
討
す
る
な
ど
、
費
用
の
抑
制
に
努
め
る
。

 

ま
た
、
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
半
期
ご
と
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
用
い
た

契
約
単
価
の
評
価
及
び
そ
の
使
用
状
況
を
分
析
し
、
価
格
交
渉
を
行

う
。
特
に
高
額
医
薬
品
の
使
用
に
あ
っ
て
は
、
充
分
な
検
討
の
上
で
適

正
に
使
用
す
る
と
と
も
に
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
率
の
向
上
に
努
め

ア
 
人
件
費
の
適
正
化
 

令
和
５
年
度
よ
り
総
務
課
内
に
設
置
し
て
い
る
事
務

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
中
に
４
名

増
員
し
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
院
内
の
各
部
署
よ
り

軽
微
な
事
務
作
業
の
取
り
ま
と
め
に
加
え
、
各
部
署
に

毎
日
出
向
き
事
務
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
各
部
署
に
お

け
る
事
務
作
業
の
軽
減
、
専
門
性
を
活
か
し
た
業
務
時

間
の
確
保
を
行
っ
た
。
 

タ
ス
ク
シ
フ
ト
推
進
の
た
め
、
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
て
タ
ス
ク
シ
フ
ト
項
目
の
洗
い
出
し
を
行
い
、

タ
ス
ク
シ
フ
ト
に
向
け
各
部
局
に
お
い
て
議
論
を
進
め

て
い
る
。
 

超
過
勤
務
に
つ
い
て
は
、
医
療
技
術
局
の
シ
フ
ト
勤

務
移
行
、
看
護
局
の
時
間
外
勤
務
削
減
の
た
め
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
前
年
度
比
約
６
％
縮
減
し
た
。
 

イ
 
材
料
費
比
率
の
抑
制
 

診
療
材
料
に
つ
い
て
は
、
原
材
料
費
、
輸
送
費
、
人

件
費
上
昇
の
影
響
に
よ
り
多
数
の
品
目
に
お
い
て
値
上

げ
が
発
生
し
て
い
る
中
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
活
用
し
平

均
価
格
以
下
で
購
入
で
き
る
よ
う
日
々
価
格
交
渉
を
行

っ
て
い
る
。
特
に
償
還
改
定
に
伴
う
価
格
交
渉
と
購
入

実
績
の
多
い
品
目
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
価
格
交
渉
を

行
い
、
影
響
を
最
低
限
に
止
め
る
よ
う
努
め
た
。
 

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

指
標
名
称
 

№
75
 

職
員
給
与
費
対
医
業
収
益
等

 

№
76
 

材
料
費
比
率
 

№
77
 

後
発
医
薬
品
指
数

 

№
78
 

委
託
費
比
率
 

 
 

 

目
標
指

標
【
4

指
標
】

 

R3
 

 実
績

 

R4
 

 実
績

 

R5
 

 実
績

 

R6
 

目
標

 

R6
 

見
込

 

実
績

 

№
7
5
 

 

65
.8

 

 

72
.3

 

 

72
.3

 

5
6.
4
 

70
.3

 

69
.
1
 

№
7
6
 

 

22
.1

 

 

22
.2

 

 

22
.0

 

2
1.
7
 

23
.2

 

22
.4

 

№
7
7
 

 

94
.1

 

 

94
.1

 

 

93
.1

 

9
4.
0
 

93
.4

 

93
.8

 

№
78

 
 

12
.3

 

 

12
.7

 

 

12
.8

 

1
1.
2
 

11
.0

 

12
.0

 

 【
指
標
】
 

①
 
目
標
よ
り
良
好
に
な
っ
た
指
標
は
な
か
っ
た
。

 

②
 
職
員
給
与
費
対
医
業
収
益
比
率
、
後
発
医
薬
品
指
数

及
び
委
託
費
比
率
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
実
績
値
よ

-
 7

9
 -



3
6
 

 

  ウ
 
経
費
の
削
減

 

医
療
機
器
の
賃
借
及
び
保
守
並
び
に
一
般
管
理
に
係
る
委
託
業
務
に

つ
い
て
は
、
随
時
、
契
約
内
容
を
見
直
し
、
そ
の
適
正
化
を
図
る
。

 

             

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

職
員
給
与
費
対
医
業

収
益
等
※
１

 

６
２
．
３
％
 

５
６
．
４
％
以
下
 

材
料
費
比
率
※
２

 
２
２
．
７
％
 

２
１
．
７
％
以
下
 

後
発
医
薬
品
指
数
※

３
 

９
４
．
０
％
 

９
４
．
０
％
以
上
 

委
託
費
比
率
※
４

 
１
２
．
１
％
 

１
１
．
２
％
以
下
 

※
１
 
職
員
給
与
費
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収

益
）
×
１
０
０

 

※
２
 
材
料
費
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）
×

１
０
０
 

※
３
 
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
÷
（
後
発
医
薬
品
が
存
在
す
る

先
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
＋
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
）
×

１
０
０
 

※
４
 
委
託
費
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）
×

１
０
０
 

 

る
。
 

 ウ
 
経
費
の
削
減
 

 
 
医
療
機
器
の
賃
借
及
び
保
守
並
び
に
一
般
管
理
に
係
る
委
託
業
務

に
つ
い
て
は
、
随
時
、
契
約
内
容
を
見
直
し
、
そ
の
適
正
化
を
図
る
。

ま
た
、
人
材
派
遣
委
託
に
つ
い
て
は
、
収
支
均
衡
が
図
れ
る
こ
と
を
勘

案
し
た
上
で
そ
の
適
正
化
を
図
る
。
 

            

目
標
指
標
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

職
員
給
与
費
対
医
業

収
益
等
※
１
 

５
６
．
４
％
以
下
 

材
料
費
比
率
※
２
 

２
１
．
７
％
以
下
 

後
発
医
薬
品
指
数
※

３
 

９
４
．
０
％
以
上
 

委
託
費
比
率
※
４
 

１
１
．
２
％
以
下
 

※
１
 
職
員
給
与
費
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収

益
）
×
１
０
０
 

※
２
 
材
料
費
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）
×

１
０
０
 

※
３
 
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
÷
（
後
発
医
薬
品
が
存
在
す
る

先
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
＋
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
）
×

１
０
０
 

※
４
 
委
託
費
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）
×

１
０
０
 

 

薬
品
に
お
い
て
も
、
業
者
に
お
け
る
獲
得
の
競
争
を

意
識
さ
せ
削
減
に
向
け
た
行
動
に
努
め
た
。
 

ウ
 
経
費
の
削
減
 

医
療
機
器
の
賃
貸
借
及
び
保
守
に
つ
い
て
は
、
契
約

更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
内
容
と
金
額
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
ま
た
長
期
の
年
間
保
守
契
約
を
結
ぶ
機
器
は
厳
選

し
、
可
能
な
限
り
不
具
合
発
生
時
の
ス
ポ
ッ
ト
修
理
に

て
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減

を
図
っ
た
。
 

医
療
機
器
保
守
で
は
、
仕
様
・
入
札
方
法
の
見
直
し

や
修
理
実
績
を
基
に
し
た
価
格
交
渉
を
行
っ
た
結
果
、

減
額
ま
た
は
同
額
を
維
持
す
る
事
が
で
き
た
。
 

 
施
設
維
持
の
側
面
で
は
、
予
定
さ
れ
る
工
事
の
工
法

見
直
し
と
業
者
折
衝
に
よ
る
費
用
圧
縮
を
行
う
と
と
も

に
、
建
設
改
良
費
に
係
る
固
定
資
産
改
良
費
に
つ
い
て

は
、
本
館
棟
照
明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
行
い
電
気
料

金
の
抑
制
に
努
め
た
。
そ
れ
に
よ
り
使
用
量
は
減
少
し

た
が
、
料
金
は
増
加
し
て
い
る
。
 

 

目
標
指
標
 

実
績
 

目
標
差
異
 

職
員
給
与
費
対

医
業
収
益
等
※

１
 

６
９
．
１
％
 

（
△
）
 

＋
１
２
．
７
 

材
料
費
比
率
※

２
 

２
２
．
４
％
 

（
△
）
 

＋
０
．
７
 

後
発
医
薬
品
指

数
※
３
 

９
３
．
８
％
 

△
０
．
２
 

委
託
費
比
率
※

４
 

１
２
．
０
％
 

（
△
）
 

＋
０
．
８
 

※
１
 
職
員
給
与
費
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ

の
他
医
業
収
益
）
×
１
０
０
 

※
２
 
材
料
費
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他

医
業
収
益
）
×
１
０
０
 

※
３
 
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
÷
（
後
発
医
薬

品
が
存
在
す
る
先
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
＋
後
発

医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
）
×
１
０
０
 

※
４
 
委
託
費
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他

医
業
収
益
）
×
１
０
０
 

 

り
改
善
し
た
。
 

 【
項
目
別
】
 

ア
 
人
件
費
の
適
正
化
 

①
 
超
過
勤
務
に
つ
い
て
、
様
々
な
取
組
を
実
施
し
た
結

果
、
前
年
度
比
約
６
％
縮
減
し
た
こ
と
は
評
価
で
き

る
が
、
職
員
給
与
費
対
医
業
収
益
比
率
の
年
度
計
画

値
の
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

イ
 
材
料
費
比
率
の
抑
制
 

①
 
特
筆
す
べ
き
留
意
点
な
ど
は
な
い
。

 

ウ
 
経
費
の
削
減
 

①
 
委
託
費
比
率
は
前
年
度
比
で
改
善
し
た
が
、
年
度
計

画
値
の
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

 

②
 
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
実
施
し
た
こ
と
で
、

電
力
使
用
量
は
減
少
し
た
が
、
単
価
が
上
昇
し
た
た

め
、
電
気
料
金
は
増
加
し
た
。

 

 ■
こ
の
項
に
お
い
て
、
目
標
指
標
の
達
成
状
況
に
よ
り
、

評
価
は
２
と
す
る
。
 

 

 

 
２

 
運
営
費
負
担
金
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中
期
目
標
 

保
健
医
療
計
画
や
圏
域
で
求
め
ら
れ
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
運
営
費
負
担
金
は
中
期
計
画
で
定
め
る
額
以
下
と
な
る
よ
う
抑
制
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

 

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

救
急
医
療
等
の
政
策
的
医
療
、
高
度
医
療
等
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

の
通
知
を
基
に
算
定
し
た
目
標
基
準
額
の
範
囲
内
の
額
で
の
運
営
を
図

る
た
め
、
大
津
市
と
必
要
に
応
じ
て
協
議
を
行
う
こ
と
で
、
運
営
費
負

担
金
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
建
設
改
良
費
及
び
長
期
借
入
金
等
元

利
償
還
金
に
充
当
さ
れ
る
運
営
費
負
担
金
に
あ
っ
て
は
、
経
常
費
助
成

の
た
め
に
こ
れ
を
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

救
急
医
療
等
の
政
策
的
医
療
、
高
度
医
療
等
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

の
通
知
を
基
に
算
定
し
た
目
標
基
準
額
の
範
囲
内
の
額
で
の
運
営
を
図

る
た
め
、
大
津
市
と
必
要
に
応
じ
て
協
議
を
行
う
こ
と
で
、
運
営
費
負

担
金
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
建
設
改
良
費
及
び
長
期
借
入
金
等
元

利
償
還
金
に
充
当
さ
れ
る
運
営
費
負
担
金
に
あ
っ
て
は
、
経
常
費
助
成

の
た
め
に
こ
れ
を
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。
 

政
策
的
医
療
、
高
度
医
療
等
に
つ
い
て
は
、
総
務
省

の
通
知
に
基
づ
い
て
金
額
を
算
定
し
、
大
津
市
と
算
定

方
法
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
で
、
金
額
抑
制
に
努
め

た
。
 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

【
項
目
】
 

①
 
運
営
費
負
担
金
を
計
画
額
ど
お
り
支
援
し
た
。

 

 ■
こ
の
項
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
水
準

を
満
た
し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。

 

 

 
３

 
計
画
期
間
内
の
収
支
見
通
し

 

 

中
期
目
標
 

中
期
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
経
営
管
理
に
係
る
定
量
的
な
数
値
指
標
を
年
度
ご
と
に
設
定
し
、
そ
の
目
標
達
成
状
況
を
管
理
し
、
検
証
す
る
こ
と
。

 

四
半
期
ご
と
に
、
目
標
達
成
状
況
及
び
こ
れ
を
分
析
し
た
結
果
を
評
価
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
、
評
価
の
コ
メ
ン
ト

 

中
期
計
画
の
各
指
標
に
係
る
年
度
ご
と
の
目
標
の
設
定
を
行
い
、
理

事
会
に
お
い
て
中
期
計
画
で
掲
げ
る
目
標
値
の
達
成
状
況
の
報
告
を
行

う
。
ま
た
、
未
達
成
の
項
目
に
対
し
て
は
、
各
担
当
部
署
と
の
面
談
等

を
行
い
、
常
に
目
標
達
成
を
意
識
し
た
取
組
を
推
進
す
る
。

 

 

四
半
期
ご
と
に
目
標
達
成
状
況
及
び
こ
れ
を
分
析
し
た
結
果
に
つ
い

て
、
評
価
委
員
会
に
対
し
、
そ
の
要
因
も
含
め
た
報
告
を
行
う
。

 

 

（
１
）
目
標
達
成
状
況
の
管
理
及
び
検
証

 

 
 
年
度
計
画
の
各
指
標
に
係
る
目
標
に
つ
い
て
は
、
四
半
期
ご
と

に
理
事
会
に
お
い
て
達
成
状
況
の
報
告
を
行
う
。
ま
た
、
未
達
成
の
項

目
に
対
し
て
は
、
各
担
当
部
署
と
の
面
談
等
を
行
い
、
常
に
目
標
達
成

を
意
識
し
た
取
組
を
推
進
す
る
。
 

 

（
２
）
地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
評
価
委
員
会
（
以
下

「
評
価
委
員
会
」
と
い
う
。
）
へ
の
報
告
 

 
 
四
半
期
ご
と
に
目
標
達
成
状
況
及
び
こ
れ
を
分
析
し
た
結
果
に

つ
い
て
、
評
価
委
員
会
に
対
し
、
そ
の
要
因
も
含
め
た
報
告
を
行
う
。
 

理
事
会
に
お
い
て
、
月
次
決
算
や
資
金
の
推
移
、
年

度
計
画
の
主
要
な
指
標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
報
告
を

行
っ
た
。
未
達
成
の
項
目
に
つ
い
て
は
担
当
部
署
に
対

し
て
改
善
策
の
検
討
を
促
し
た
。
ま
た
四
半
期
ご
と
に

評
価
委
員
会
に
対
し
て
報
告
を
行
っ
た
。
 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

※
目
標
指
標
な
し
 

【
項
目
】
 

①
 
四

半
期

ご
と

に
目
標

達
成
状

況
及
び

分
析

し
た

結

果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
 

 ■
こ
の
項
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
水
準

を
満
た
し
て
い
る
と
判
断
し
、
評
価
は
３
と
す
る
。

 

 

第
５

 
予
算
（
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。
）
、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画
 

 

－
 
別
途
、
財
務
諸
表
及
び
事
業
報
告
書
に
よ
り
省
略
 
－

 

 

第
６

 
短
期
借
入
金
の
限
度
額

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

実
績
報
告
 

１
 
限
度
額

 
 
２
，
０
０
０
百
万
円
 

 ２
 
想
定
さ
れ
る
短
期
借
入
金
の
発
生
理
由

 

１
 
限
度
額
 
 
２
，
０
０
０
百
万
円
 

 ２
 
想
定
さ
れ
る
短
期
借
入
金
の
発
生
理
由

 

短
期
借
入
金
実
績
な
し
。

 

-
 8

1
 -



3
8
 

 

⑴
 
賞
与
の
支
給
等
に
よ
る
一
時
的
な
資
金
不
足
へ
の
対
応

 

⑵
 
予
定
外
の
退
職
者
の
発
生
に
伴
う
退
職
手
当
の
支
給
等
、
偶
発
的
な
出
費
へ
の
対
応

 

 

⑴
 
賞
与
の
支
給
等
に
よ
る
一
時
的
な
資
金
不
足
へ
の
対
応

 

⑵
 
予
定
外
の
退
職
者
の
発
生
に
伴
う
退
職
手
当
の
支
給
等
、
偶
発
的
な
出
費
へ
の
対
応

 

 

  

第
７

 
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、
又
は
担
保
に
供
す
る
計
画

 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

実
績
報
告
 

な
し
 

 

な
し
 

な
し

 

  

第
８

 
剰
余
金
の
使
途
 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

実
績
報
告
 

決
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
は
、
病
院
施
設
の
整
備
、
医
療
機
器
の
購
入
な
ど
に
充
て

る
。
累
積
欠
損
金
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
一
部
を
大
津
市
へ
の
配
当
に
充
て
る
。

 

決
算
に
お
い
て
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
は
、
病
院
施
設
の
整
備
、
医
療
機
器
の
購
入
な
ど
に
充
て

る
。
累
積
欠
損
金
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
一
部
を
大
津
市
へ
の
配
当
に
充
て
る
。

 

当
期
未
処
分
損
失
９
１
０
百
万
円
は
、
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
処
理
す
る
。
 

 

第
９

 
料
金
に
関
す
る
事
項
 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

実
績
報
告
 

１
 
料
金
は
、
次
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

 

⑴
 
健
康
保
険
法
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
、
介
護
保
険
法
そ
の
他
法
令
に
規
定
す

る
算
定
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額

 

⑵
 
前
号
の
規
定
に
よ
り
難
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
に
理
事
長
が
定
め
る
額

 

 ２
 
料
金
の
減
免

 

理
事
長
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

 

１
 
料
金
は
、
次
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。

 

⑴
 
健
康
保
険
法
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
、
介
護
保
険
法
そ
の
他
法
令
に
規
定
す

る
算
定
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額
 

⑵
 
前
号
の
規
定
に
よ
り
難
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
に
理
事
長
が
定
め
る
額

 

 ２
 
料
金
の
減
免
 

 
理
事
長
は
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
料
金
を
減
額
し
、
又
は
免
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

 

・
  

駐
車
場
機
器
の
導
入
と
維
持
管
理
、
利
用
料
の
回
収
、
消
耗
品
等
の
発
注
管
理
、
ト
ラ
ブ
ル
対

応
等
の
駐
車
場
経
営
も
含
め
た
管
理
運
営
業
務
全
般
の
委
託
に
伴
う
駐
車
場
利
用
料
の
改
定
を
行

っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
、
近
隣
で
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
に
お
け
る
駐
車
場
の
特
別
料
金

の
設
定
を
行
っ
た
。

 

・
  

新
規
発
売
さ
れ
る
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
（
経
鼻
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
）
の
使
用
を
追
加

し
た
。
 

  

第
１
０

 
地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
の
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
並
び
に
人
事
管
理
に
関
す
る
規
則
（
平
成
２
８
年
大
津
市
規
則
第
１
０
３
号
）
第
６
条
で
定
め
る
事
項
 

 

中
期
計
画
 

年
度
計
画
 

実
績
報
告
 

-
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１
 
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
（
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
）

 
 
 

内
 
容

 
予
定
額
 

財
 
源

 

医
療
機
器
、
施
設
等
整
備

 
 
３
，
３
９
１
百
万
円
 

大
津
市
長
期
借
入
金
等

 
 

１
 
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
（
令
和
６
年
度
）
 
 
 

内
 
容
 

予
定
額

 
財
 
源
 

医
療
機
器
、
施
設
等
整
備
 

 
５
６
２
百
万
円
 

大
津
市
長
期
借
入
金
等
 

 

１
 
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
（
令
和
６
年
度
）
 
 
 

内
 
容
 

実
績
額
 

財
 
源
 

医
療
機
器
、
施
設
等
整
備

 
５
６
８
百
万
円
 

大
津
市
長
期
借
入
金
等

 

 ２
 
人
事
に
関
す
る
計
画
 

⑴
 
医
療
ニ
ー
ズ
の
動
向
や
経
営
状
況
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
弾
力
的
な
人
員
配
置
や

組
織
の
見
直
し
を
行
う
。
 

 
 
 
が
ん
の
す
べ
て
の
時
期
に
お
い
て
、
適
切
な
診
療
・
相
談
が
で
き
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
が

ん
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
保
有
す
る
ス
キ
ル
や
経
験
を
活
か
し
て
院
内
に
あ

る
様
々
な
業
務
を
担
う
新
部
署
と
し
て
「
人
財
活
用
セ
ン
タ
ー
」
を
令
和
７
年
度
よ
り
設
置
す

る
準
備
を
行
っ
た
。

 

【
関
連
指
標
】

 

・
職
員
体
制
等

 

令
和
６
年
度
期
末
で
の
職
員
体
制
は
８
８
８
人
（
退
職
５
６
人
、
採
用
４
７
人
）
で
前
年
度
末

比
で
３
人
増
で
あ
る
。
 

〔
職
員
体
制
の
内
訳
（
単
位
は
人
）
〕

 

 

⑵
 人

材
育
成
に
つ
な
が
る
評
価
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
評
価
結
果
を
処
遇
や
給
与
へ
反
映
さ

せ
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
る
。

 

 
 
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
、
医
療
専
門
職
を
始
め
と
す
る
人
材
育
成
に
有
意
的
に
つ
な
が
る

よ
う
、
引
き
続
き
人
事
評
価
制
度
の
制
度
定
着
に
努
め
た
。
評
価
結
果
を
処
遇
や
給
与
へ
反
映
さ

せ
る
制
度
に
つ
い
て
は
、
医
師
に
関
し
て
令
和
６
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
、
人
事
評
価
委
員
会

に
お
い
て
評
価
を
決
定
、
１
２
月
賞
与
へ
反
映
を
行
っ
た
。

 

令
和
２
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
「
待
遇
改
善
・
生
産
能
力
向
上
・
正
規
職
員
転
換
実
現
プ
ラ
ン
」 

に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
転
換
試
験
を
実
施
し
、
嘱
託
職
員
か
ら
正
規
職
員
へ
９
人
転
換
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

 

 
 
 

 

⑶
 病

院
事
業
に
精
通
し
た
法
人
採
用
職
員
を
計
画
的
に
配
置
し
、
事
務
部
門
を
強
化
す
る
。

 

病
院
の
運
営
に
携
わ
る
事
務
部
門
の
業
務
効
率
化
を
目
的
に
、「

係
制
」
か
ら
「
グ
ル
ー
プ

制
」
へ
移
行
す
る
準
備
を
行
っ
た
。

 

 
職
種
 

期
首
 

採
用
 

退
職
 

期
末
 

正
 

嘱
 

契
 
正
 
嘱
 
契
 
正
 
嘱
 
契

 
正

 
嘱

 
契
 

病 院
 

  

医
師
 

6
9 

4
9 

0 
3 

4 
0 

6 
5 

0 
6
6 

4
8 

0 

看
護
師
 

4
07
 

1
1 

2
7 

3 
2 

1 
1
9 

2 
0 

3
91
 

1
1 

2
8 

医
療
技
術
職
 

1
40
 

1
6 

4 
15
 

0 
1 

5 
3 

0 
1
50
 

1
3 

5 

事
務
職
 

4
2 

5
4 

2
8 

3 
2 

3 
2 

7 
2 

4
3 

4
9 

2
9 

補
助
員
 

2 
1
8 

3
0 

0 
0 

1
0 

0 
0 

5 
2 

1
8 

3
5 

 
 
合
計
 

8
97
 

4
7 

5
6 

8
88
 

２
 
人
事
に
関
す
る
計
画

 

⑴
 
医
療
ニ
ー
ズ
の
動
向
や
経
営
状
況
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
弾
力
的
な
人
員
配
置
や

組
織
の
見
直
し
を
行
う
。

 

⑵
 
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
評
価
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
評
価
結
果
を
処
遇
や
給
与
へ
反
映

さ
せ
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
る
。

 

⑶
 
病
院
事
業
に
精
通
し
た
法
人
採
用
職
員
を
計
画
的
に
配
置
し
、
事
務
部
門
を
強
化
す
る
。

 

 

２
 
人
事
に
関
す
る
計
画
 

⑴
 
医
療
ニ
ー
ズ
の
動
向
や
経
営
状
況
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
弾
力
的
な
人
員
配
置
や

組
織
の
見
直
し
を
行
う
。
 

⑵
 
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
評
価
制
度
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
評
価
結
果
を
処
遇
や
給
与
へ
反
映

さ
せ
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
る
。

 

⑶
 
病
院
事
業
に
精
通
し
た
法
人
採
用
職
員
を
計
画
的
に
配
置
し
、
事
務
部
門
を
強
化
す
る
。
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大津市健康福祉部
令和７年７月１１日

中期目標期間の業務実績に関する評価結果
（サマリー）

令和７年度 第１回評価委員会資料
資料２①

１ 期間最終評価の流れ

３ 小項目評価と目標指標の達成状況

２ 大項目評価

目 次

5ｽﾗｲﾄﾞ

13ｽﾗｲﾄﾞ

9ｽﾗｲﾄﾞ

- 85 -



- 86 -



１ 期間最終評価の流れ

5

5

（１）中期計画の進捗管理と評価委員会

6

6

№
ＰＤＳ

サイクル
根拠

１ Ｐ 中期目標の設定（変更含む） 地独法

２ Ｐ 中期計画の認可（変更含む） 条例

３ Ｄ＋Ｓ
事業年度における第１から３四半期終了後、
事業年度終了時に見込まれる業績確認

条例

４ Ｄ＋Ｓ 毎事業年度終了後の業績評価 条例

５ Ｄ＋Ｓ
中期目標期間終了時に見込まれる
業績評価

地独法

６ Ｓ 中期目標期間終了時における業績評価 条例

7 Ｓ 中期目標期間終了後の検討 地独法

評価委員会が関わる評価等で発生する事象（時系列）と
ＰＤＣＡ（ＰＤＳ）サイクルの過程の関係

- 87 -



（２）業務実績に関する評価結果の報告（地独法第28条）

中期目標期間終了時における業績評価
【ＰＤＣＡ（ＰＤＳ）サイクルの過程：Ｓ】

7

7

設立団体の長議 会

法 人 評価委員会

②評価案の提示

③評価案に
対する意見

⑥評価結果等の
報告）

①報告書
の提出

④評価結果の通知
⑤必要な場合は

業務改善
の命令

委員会は、市長の諮問に応じ、意見を述べるものとする

（根拠：地方独立行政法人市立大津市民病院評価委員会条例第2条第2号）

（３）業務実績評価の流れ

評価委員会の
意見を聴き、評価

8

8

ヒアリングなど

■６段階評価（ＳからＥ）
■小項目評価をもとに

中期計画の進捗状況を市が評価

大項目評価

■５段階評価（５から１）
■定量的評価と定性的評価

法人の自己評価

市の評価

小項目評価

- 88 -



２ 大項目評価

9

9

- 89 -



（１）全体評価（①評価結果及び判断理由）

■市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上は計画をや
や下回った。また、財務内容の改善は計画を下回ったため、今後も引
き続き注視する必要がある。

11

11

■中期目標期間である４年間を振り返ると、中期目標の達成に向けて、
法人が掲げる重要業績評価指標では、多くの指標で年度計画値の達成
には至らず、経営改善のスピードは遅いものの、経営環境の変化に応
じた取組を着実に推進した。

■令和６年度の単年度資金収支は大幅にマイナスとなったことを踏ま
え、このままでは、資金が数年で枯渇する恐れもある現状を認識しな
がら、経営改善に向けた取組をスピード感をもって進めるよう求める。

■地域からの更なる信頼の向上を目指すとともに、限られた経営資源
を効率的かつ効果的に活用し持続可能な病院経営の実現を求める。

№ 大項目 大項目評価

1
第２ 市民に対して提供する
サービスその他の業務の質の向上 Ｃ 計画をやや下回っている

2 第３ 業務運営の改善及び効率化 Ｂ おおむね計画どおり達成している

3 第４ 財務内容の改善 Ｄ 計画を下回っている

（１）全体評価（②大項目の評価結果）

12

12

【参考】

大項目評価基準 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
計画を大幅に上回って 

達成している。 計画どおり達成している。 おおむね計画どおり 
達成している。 計画をやや下回っている。 計画を下回っている。 重大な改善すべき 

事項がある。 
（全ての小項目の評価が３から５

まで、かつ、評価委員会が 
特に認める場合） 

（全ての小項目の評価が３から５

まで） 
（小項目の評価において３から５

までが８割以上） 
（小項目の評価において３から５

までが５割以上８割未満） 
（小項目の評価において３から５

までが５割未満） （評価委員会が特に認める場合） 
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３ 小項目評価と目標指標の達成状況

13

13

- 91 -



（１）項目別評価（①第２ 市民サービス、業務の質）

15

15

ア 評価結果 → Ｃ 計画をやや下回っている。

イ 判断理由（主なもの）
▲中期計画における目標値（数値目標）の達成状況は「５８項目のうち２４項目達成」で
あった。
〇新型コロナの感染拡大時に院長をはじめ医療スタッフが一丸となって医療提供体制の確
保に努めたことで、感染症指定医療機関として重要な役割を果たすことができた。

大項目評価基準 
Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

計画を大幅に上回って 
達成している。 計画どおり達成している。 おおむね計画どおり 

達成している。 計画をやや下回っている。 計画を下回っている。 重大な改善すべき 
事項がある。 

 

№ 項 目 ｳｴｲﾄ 

小項目評価点数 

評価 

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価 

２ 

評価 

１ 

1 

１ 市民病院としての役割 

⑴ ５疾病に対する医療の提供 ×２    ４  

2 ⑵ ４事業に対する医療の確保 ×２    ４  

3 ⑶ 在宅医療・介護との一層の連携強化 ×１    ２  

4 ⑷ 感染症医療の充実及び強化 ×１  ４    

5 ⑸ 健康増進、予防医療の充実及び強化 ×１    ２  

6 
２ 地域の病院、診療所等 

との機能分化及び連携強化 

⑴ 地域で果たすべき役割 ×１   ３   

7 ⑵ 地域医療支援病院としての役割 ×１    ２  

8 ⑶ 関係機関との連携強化 ×１   ３   

9 ３ 市民・患者への医療 

サービス 

⑴ 市民・患者の求める医療サービスの提供 ×１    ２  

10 ⑵ 患者サービスの向上 ×１    ２  

11 

４ 医療の質の向上 

⑴ 医療の安全の徹底 ×１   ３   

12 ⑵ 診療データ分析による医療の質と効率性の標準化 ×１   ３   

13 ⑶ チーム医療の充実 ×１   ３   

ウエイト考慮後の小項目評価点数   ４ １５ １８  

ウエイト考慮後の評価３から５の構成比率（％）       ５１．４％ － － 

16

16

定量

定性

定量

定量

定量

定量

定性
定量

定量

定量

定量

定量

定性

ウ 小項目ごとの評価結果（レーダーチャート）

評価結果
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17

17

エ 指標とその水準、重要度・困難度
a 市民病院としての役割にかかる指標

№ 指標 中期目標の水準 重要度、困難度 期間最終
評価時点

１ 救急搬送応需率 98.7％以上 高齢社会の進展により救急搬送
患者数は増加傾向にある一方で、
医師の確保が困難である環境やそ
の働き方改革が求められることな
どを考慮すると、その困難度は高
い。

▲96.8％
（令和６年度
実績値）

２ 訪問看護認定看護師数 1人以上 地域包括ケアシステムを構築す
るために、訪問看護ステーション
の機能を強化するものであり、そ
の重要度は高い。

▲ゼロ
（令和６年度
実績値）

３ 感染管理認定看護師数 2人以上 今後も圏域の感染症医療におい
て中心的な役割を果たすものであ
り、その重要度は高い。

○2人
（令和６年度
実績値）

４ 市民向け公開講座及び
健康講座の開催回数及
び延べ受講者数

8回 及び
512人以上

市民の主体的な健康の維持増進
のために、公開講座及び健康講座
を定期的に開催するものであり、
その重要度は高い。

▲7回、257人
（令和６年度
実績値）

18

18

b 市民・患者への医療サービスの向上にかかる指標

№ 指標 中期目標の水準 重要度、困難度 期間最終
評価時点

１ 外来患者満足度 85.7％以上 市民とともにある健康・医療拠
点であるために、市民・患者の求
める医療サービスを提供するもの
であり、その重要度は高い。

〇85.9％
（令和６年度
実績値）

２ 入院患者満足度 93.2％以上 ▲88.4％
（令和６年度
実績値）
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大項目評価基準 
Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

計画を大幅に上回って 
達成している。 計画どおり達成している。 おおむね計画どおり 

達成している。 計画をやや下回っている。 計画を下回っている。 重大な改善すべき 
事項がある。 

 

（１）項目別評価（②第３ 業務運営の改善及び効率化）

19

19

ア 評価結果 → Ｂ おおむね計画どおり達成している。

イ 判断理由（主なもの）
▲中期計画における目標値（数値目標）の達成状況は「２項目のうち達成した項目はゼロ」であった。
〇診療科ごとの原価計算の運用を開始したことや高齢者救急の受入強化のために、地域包括医療病棟の
運用を開始したことは評価できる。
〇経営幹部による病院意思決定機関として経営会議を設置したことは評価できる。
〇医師の働き方改革等への対応のために計画的に人材確保を行ったことや業務改善委員会を設置し、業
務改善に努めたことは評価できる。

№ 項 目 ｳｴｲﾄ 

小項目評価点数 

評価 

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価 

２ 

評価 

１ 

1 

１ 経営の効率化 

⑴ 原価計算を基にした業務運営の改善 ×１   ３   

2 ⑵ 診療科目の適正化 ×１   ３   

3 ⑶ 病床数の適正化 ×１   ３   

4 ⑷ 労働生産性の向上 ×２    ４  

5 ⑸ 効率的かつ効果的な設備投資 ×１   ３   

6 
２ 経営管理体制の強化 

⑴ 業務運営体制の強化 ×１   ３   

7 ⑵ 業務管理（リスク管理）の充実 ×１   ３   

8 
３ 組織運営体制の強化と職

員の意識変革 

⑴ 組織運営体制の強化 ×１   ３   

9 ⑵ 職員の意識変革 ×１   ３   

10 ⑶ 計画的で効果的な人員育成 ×１   ３   

ウエイト考慮後の小項目評価点数    ２７ ４  

ウエイト考慮後の評価３から５の構成比率（％）      ８７．１  ％ － － 

20

20

定性

定性

定性

定性

定量

定性

定性

定性

定性

定性

ウ 小項目ごとの評価結果（レーダーチャート）

評価結果
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21

21

エ 指標とその水準、重要度・困難度
a 経営の効率化にかかる指標

№ 指標 中期目標の水準 重要度、困難度 期間最終
評価時点

１ 医師１人１日当たり診
療収入

282.4千円以上 医師の労働生産性を高めること
は経営を効率化させるものであり、
その重要度は高いが、医師のタス
クシェアやタスクシフトを構築す
る必要があり、また、これまでの
実績を考慮すると、その困難度は
高い。

▲ 222.6 千 円
（令和６年度
実績値）

２ １００床当たり医師数 25.3人以下 ▲29.0人
（令和６年度
実績値）
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（１）項目別評価（③第４ 財務内容の改善）

23

23

ア 評価結果 → Ｄ 計画を下回っている。

イ 判断理由（主なもの）
▲中期計画における目標値（数値目標）の達成状況は「２０項目のうち４項目達
成」であった。
〇運営費負担金については、概ね中期計画に定めた金額となった。また、計画期
間内の収支見通しについては、理事会で進捗確認を行ったことに加え、評価委員
会への報告についても目標達成状況及びその要因を分析し、報告した。

大項目評価基準 
Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

計画を大幅に上回って 
達成している。 計画どおり達成している。 おおむね計画どおり 

達成している。 計画をやや下回っている。 計画を下回っている。 重大な改善すべき 
事項がある。 

№ 項 目 ｳｴｲﾄ 

小項目評価点数 

評価 

５ 

評価 

４ 

評価 

３ 

評価 

２ 

評価 

１ 

1 前文  ×３    ６  

2 
１ 収支バランスの適正化 

⑴ 収入の安定的確保及び収益の最適化 ×１    ２  

3 ⑵ 支出及び費用の抑制 ×１    ２  

4 ２ 運営費負担金  ×１   ３   

5 ３ 計画期間内の収支見通し  ×１   ３   

ウエイト考慮後の小項目評価点数    ６ １０  

ウエイト考慮後の評価３から５の構成比率（％）       ３７．５ ％ － － 

 

24

24

定性

定性

定量

定量

定量

ウ 小項目ごとの評価結果（レーダーチャート）

評価結果
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25

25

エ指標とその水準、重要度・困難度
a 収支バランスの適正化にかかる指標

№ 指標 中期目標の水準 重要度、困難度 期間最終
評価時点

１ 単年度資金収支 零以上 財務運営を安定させることは収
支のバランスを保つ上で必須であ
り、その重要度は高いが、これま
での実績を考慮すると、その困難
度は高い。

▲△1,463百万
円（令和６年
度実績値）

２ 経常収支比率 100％以上 ▲94.8％
（令和６年度
実績値）

３ 営業費用対医業収益等 108.2％以下 費用対効果を改善させることは
安定した財務運営を行う上で必須
であり、その重要度は高いが、こ
れまでの実績を考慮すると、その
困難度は高い。

▲120.0％
（令和６年度
実績値）

４ 職員給与費対医業収益
等

54.0％以下 ▲69.1％
（令和６年度
実績値）

- 97 -



                                    

令
和
７
年
 
月

 

大
 
津

 
市

 
      

資料２② 

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院

 

中
期
目
標
期
間
の
業
務
実
績
に
関
す
る
評
価
結
果
報
告
書

 

（
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
３
１
日
ま
で
）

 

（
案
）

 

-
 9

8
 -



2
 

   
 

-
 9

9
 -



 

 

目
 
 
 
 
次
 

○
評
価
の
基
本
方
針
及
び
方
法

 
 

Ⅰ
 
全
体
評
価

 
４
頁

 

１
 
評
価
結
果
及
び
判
断
理
由
 

 

２
 
全
体
評
価
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た
内
容
 

 

３
 
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
、
今
後
に
向
け
て
の
指
摘
等
 

 

Ⅱ
 
項
目
別
評
価
 

 

１
 
第
２
 
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 
６
頁

 

（
１
）
評
価
結
果

 
 

（
２
）
判
断
理
由
及
び
考
慮
し
た
事
項
、
内
容

 
 

（
３
）
小
項
目
評
価
の
集
計
結
果

 
 

（
４
）
中
項
目
に
お
け
る
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
等

 
 

２
 
第
３
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 
８
頁

 

（
１
）
評
価
結
果

 
 

（
２
）
判
断
理
由
及
び
考
慮
し
た
事
項
、
内
容

 
 

（
３
）
小
項
目
評
価
の
集
計
結
果

 
 

（
４
）
中
項
目
に
お
け
る
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
等

 
 

３
 
第
４
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 
１
０
頁

 

（
１
）
評
価
結
果

 
 

（
２
）
判
断
理
由
及
び
考
慮
し
た
事
項
、
内
容

 
 

（
３
）
小
項
目
評
価
の
集
計
結
果

 
 

（
４
）
中
項
目
に
お
け
る
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
等

 
 

〈
参
考
〉

 
第
２
期
中
期
目
標
期
間
の
終
了
時
の
業
務
実
績
に
関
す
る
小
項
目
評
価
基
準

 
１
２
頁

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

-
 1

0
0
 -



- 
4

 -
 

Ⅰ
 
全
体
評
価

 

１
 
評
価
結
果
及
び
判
断
理
由
 

                         

 
全
体
評
価
結
果
 
：
 
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
は
計
画
を
や
や
下
回
っ
た
。
ま
た
、
財
務
内
容
の
改
善
は
計
画
を
下
回
っ
た
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
（
以
下
「
法
人
」
と
い
う
。）

に
お
け
る
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
中
期
目
標
期
間
の
業
務
実
績
に
関
す
る
全
体
評
価
の
結
果
は
、
大
項
目
ご
と
の
評
価
と
し
て
Ｂ
が
１
つ
、
Ｃ
が
１
つ
、
Ｄ
が
１

つ
で
あ
り
、
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
は
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
達
成
し
た
が
、
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
は
計
画
を
や
や
下
回
っ
た
。
ま
た
、
財
務
内
容
の
改
善
は
計
画
を
下
回
っ
た
た
め
、
今
後
も
引
き

続
き
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
評
価
し
た
。
 

第
２
期
中
期
目
標
期
間
の
初
年
度
で
あ
る
令
和
３
年
度
（
以
下
「
第
５
事
業
年
度
」
と
い
う
。）

の
業
務
実
績
は
、
令
和
２
年
度
に
引
き
続
き
、
一
般
診
療
と
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
。）

に
対
応
し
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
の
た
め
に
一
部
の
病
床
を
休
床
し
た
影
響
に
よ
り
、
こ
れ
を
考
慮
し
な
い
年
度
計
画
値
の
多
く
で
達
成
に
は
至
ら
な

か
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
適
切
に
対
応
し
た
こ
と
に
よ
る
国
県
等
補
助
金
収
入
が
寄
与
し
、
経
常
収
支
は
２
，
９
３
１
百
万
円
の
利
益
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
資
金
残
高
も
高
水
準
と
な
っ
た
。
 

令
和
４
年
度
（
以
下
「
第
６
事
業
年
度
」
と
い
う
。）

の
業
務
実
績
は
、
第
５
事
業
年
度
と
同
様
に
、
感
染
者
数
が
前
年
度
よ
り
増
加
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
と
一
般
診
療
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
業
務
運
営
を
行
っ
た
。
一
部
の
病
床
を
休
床
し
た

こ
と
や
診
療
提
供
体
制
に
変
更
が
生
じ
た
こ
と
の
影
響
で
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し
な
い
年
度
計
画
値
の
多
く
で
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
適
切
に
対
応
し
た
こ
と
に
よ
る
国
県
等
補
助
金
収
入
が
寄
与
し
、
経
常
収
支
は

９
８
８
百
万
円
の
利
益
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
資
金
残
高
も
高
水
準
を
維
持
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
就
任
し
た
理
事
長
及
び
院
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
診
療
提
供
体
制
と
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
た
。
 

令
和
５
年
度
の
業
務
実
績
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
す
る
中
、
一
般
診
療
を
行
い
な
が
ら
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
を
診
察
し
、
適
宜
必
要
な
病
床
運
用
を
行
っ
た
。
ま
た
、
過
去
最
高
に
増
加
し
た
救
急
搬
送
や
能
登

半
島
地
震
な
ど
の
災
害
医
療
に
対
応
す
る
な
ど
、
公
立
病
院
と
し
て
求
め
ら
れ
る
役
割
に
応
え
た
年
度
と
な
っ
た
。
院
内
で
は
組
織
風
土
の
刷
新
に
取
り
組
み
、
地
域
連
携
で
は
、
専
門
医
に
よ
る
訪
問
診
療
の
支
援
や
こ
れ
を
拡
充
す
る
た
め
に
在
宅
診

療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
準
備
、
近
隣
医
療
機
関
と
の
人
事
交
流
を
行
う
な
ど
、
圏
域
に
お
け
る
有
機
的
な
機
能
分
担
の
促
進
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
度
計
画
値
の
多
く
で
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
実
績
値
で
第
６
事
業
年
度

よ
り
改
善
し
た
。
財
務
内
容
は
、
資
金
残
高
は
高
水
準
を
維
持
し
た
が
、
経
常
収
支
は
４
５
９
百
万
円
の
損
失
と
な
り
、
単
年
度
資
金
収
支
や
経
常
収
支
比
率
は
年
度
計
画
値
の
達
成
に
わ
ず
か
に
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
総
務
省
が
示
す
「
持
続
可
能

な
地
域
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（

以
下
「「

公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」」

と
い
う
。）

に
沿
っ
て
適
切
に
対
応
し
、
第
２
期
中
期
計
画
を
一
部
変
更
し
た
。
 

令
和
６
年
度
（
以
下
「
第
８
事
業
年
度
」
と
い
う
。）

業
務
実
績
は
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
の
新
設
に
よ
り
、
高
齢
者
や
救
急
患
者
の
受
入
体
制
を
さ
ら
に
強
化
し
た
。
地
域
が
ん
診
療
連
携
支
援
病
院
と
し
て
、
地
域
の
が
ん
患
者
に
対
し
て
質
の
高
い

医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
市
立
大
津
市
民
病
院
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
ま
た
、
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
開
始
し
、
地
域
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
体
制
を
強
化
し
た
。
一
方
、
財
務
内
容
は
、
単
年
度
資
金
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
１
４
６
３
百
万

円
と
な
っ
た
。
経
常
収
支
は
６
９
２
百
万
円
の
損
失
と
な
り
、「

公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
経
常
収
支
比
率
１
０
０
％
は
必
達
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
益
の
最
適
化
と
費
用
の
抑
制
に
よ
る
経
営
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
 

こ
の
第
２
期
中
期
目
標
期
間
で
あ
る
４
年
間
を
振
り
返
る
と
、
第
２
期
中
期
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
法
人
が
掲
げ
る
重
要
業
績
評
価
指
標
で
は
、
多
く
の
指
標
で
年
度
計
画
値
の
達
成
に
は
至
ら
ず
、
経
営
改
善
の
ス
ピ
ー
ド
は
遅
い
も
の
の
、
経
営

環
境
の
変
化
に
応
じ
た
取
組
を
着
実
に
推
進
し
た
。
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
及
び
財
務
内
容
の
改
善
は
遅
れ
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
と
お
り
、
第
８
事
業
年
度
の
単
年
度
資
金
収
支
は
大
幅

に
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
資
金
が
数
年
で
枯
渇
す
る
恐
れ
も
あ
る
現
状
を
認
識
し
な
が
ら
、
経
営
改
善
に
向
け
た
取
組
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
る
よ
う
求
め
る
。
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
法
人
が
地
域
か
ら
の
更
な
る
信
頼
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
、
持
続
可
能
な
病
院
経
営
の
実
現
を
求
め
る
。
 

 

 
 

 

２
 
全
体
評
価
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た
内
容
 

（
１
）
中
期
目
標
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
大
項
目
に
お
け
る
評
価
結
果

 

№
 

大
 
項

 
目

 
大
項
目
評
価

 

１
 
第
２

 
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 
Ｃ

 
計
画
を
や
や
下
回
っ
て
い
る

 

２
 
第
３

 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 
Ｂ

 
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
達
成
し
て
い
る

 

３
 
第
４

 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 
Ｄ

 
計
画
を
下
回
っ
て
い
る

 

 
 
〈
参
考
〉

 

大
項
目
評
価
基
準

 

Ｓ
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｅ
 

計
画
を
大
幅
に
上
回
っ
て

 

達
成
し
て
い
る
。

 
計
画
ど
お
り
達
成
し
て
い
る
。

 
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

 

達
成
し
て
い
る
。

 
計
画
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。

 
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
。

 
重
大
な
改
善
す
べ
き

 

事
項
が
あ
る
。

 

（
全
て
の
小
項
目
の
評
価
が
３
か
ら
５

ま
で
、
か
つ
、
評
価
委
員
会
が

 

特
に
認
め
る
場
合
）

 

（
全
て
の
小
項
目
の
評
価
が
３
か
ら
５

ま
で
）

 

（
小
項
目
の
評
価
に
お
い
て
３
か
ら
５

ま
で
が
８
割
以
上
）

 

（
小
項
目
の
評
価
に
お
い
て
３
か
ら
５

ま
で
が
５
割
以
上
８
割
未
満
）

 

（
小
項
目
の
評
価
に
お
い
て
３
か
ら
５

ま
で
が
５
割
未
満
）

 
（
評
価
委
員
会
が
特
に
認
め
る
場
合
）

 

-
 1

0
1
 -



 

- 
5

 -
 

（
２
）
全
体
評
価
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た
大
項
目
評
価
に
関
す
る
意
見

 

 
 
ア
 
「
第
２
 
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置
」
に
つ
い
て

 

 
 第
２
期
中
期
目
標
の
達
成
状
況
に
関
し
て
法
人
が
掲
げ
る
重
要
業
績
評
価
指
標
に
基
づ
く
定
量
的
及
び
定
性
的
な
評
価
を
行
っ
た
結
果
、「

計
画
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
」
と
評
価
し
た
。

 

「
１

 
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
」
に
つ
い
て
は
、
業
務
実
績
は
芳
し
く
な
い
。

 

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
る
中
、
大
津
保
健
医
療
圏
域
で
唯
一
の
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
適
切
な
対
応
に
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
、
市

民
に
対
し
て
提
供
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
も
っ
て
市
民
の
医
療
安
全
の
確
保
と
安
心
感
の
醸
成
に
尽
力
願
い
た
い
。

 

「
２

 
地
域
の
病
院
、
診
療
所
等
と
の
機
能
分
化
及
び
連
携
強
化
」
及
び
「
４
 
医
療
の
質
の
向
上
」
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
達
成
し
て
い
る
が
、「

３
 
市
民
・
患
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
計
画
を
や

や
下
回
っ
た
。

 

 

 

 
 
イ
 
「
第
３
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置
」
に
つ
い
て
 

 
  
第
２
期
中
期
目
標
の
達
成
状
況
に
関
し
て
法
人
が
掲
げ
る
重
要
業
績
評
価
指
標
に
基
づ
く
定
量
的
及
び
定
性
的
な
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
「
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
達
成
し
て
い
る
」
と
評
価
し
た
。

 

「
１

 
経
営
の
効
率
化
」
に
つ
い
て
は
、
労
働
生
産
性
の
向
上
に
関
す
る
指
標
は
計
画
値
の
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
最
適
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
る
収
益
の
向
上
と
、
実
効
性
の
あ
る
医
師
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
や
タ
ス
ク
シ

ェ
ア
の
構
築
等
に
よ
り
業
務
の
効
率
性
を
高
め
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

 

「
２

 
経
営
管
理
機
能
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、
経
営
会
議
の
設
置
・
運
営
に
よ
る
法
人
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
向
上
、
内
部
統
制
の
強
化
に
適
切
に
取
り
組
ん
だ
。

 

「
３

 
組
織
運
営
体
制
の
強
化
と
職
員
の
意
識
改
革
」
に
つ
い
て
は
、
理
事
長
及
び
院
長
が
、
組
織
風
土
の
刷
新
に
努
め
て
い
る
。
医
師
の
働
き
方
改
革
に
向
け
て
適
切
に
対
応
し
た
。
ま
た
、
医
師
を
対
象
と
す
る
人
事
評
価
の
実
施
、

昇
格
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
幹
部
候
補
職
員
育
成
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
な
ど
、
人
材
確
保
へ
の
取
組
を
着
実
に
進
め
た
。

 

 

 

 
 
ウ
 
「
第
４
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置
」
に
つ
い
て

 

 
  
第
２
期
中
期
目
標
の
達
成
状
況
に
関
し
て
法
人
が
掲
げ
る
重
要
業
績
評
価
指
標
に
基
づ
く
定
量
的
及
び
定
性
的
な
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
「
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
」
と
評
価
し
た
。
 

「
前
文
」、
「
１
 
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
」
に
つ
い
て
は
、
業
務
実
績
は
芳
し
く
な
い
。
 

第
８
事
業
年
度
に
お
い
て
、
単
年
度
資
金
収
支
は
目
標
を
大
幅
に
下
回
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
資
金
が
数
年
で
枯
渇
す
る
恐
れ
も
あ
る
現
状
を
認
識
し
な
が
ら
、
経
営
改
善
に
向
け
た
取
組
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
。
 

ま
た
、
経
常
収
支
比
率
も
１
０
０
％
を
下
回
っ
た
。「

公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
経
常
収
支
比
率
１
０
０
％
は
必
達
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
益
の
最
適
化
と
費
用
の
抑
制
に
よ
る
経
営
改
善
が
必
要
で
あ
る
。
 

 

 

 ３
 
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
、
今
後
に
向
け
て
の
指
摘
等
 

 
 「
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
」、
「
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
」、
「
財
務
内
容
の
改
善
」
は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

 

法
人
が
地
域
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
果
た
す
べ
き
役
割
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
財
務
内
容
の
改
善
へ
の
近
道
で
あ
り
、
着
実
な
向
上
策
で
あ
る
。

 

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
高
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
地
方
独
立
行
政
法
人
の
特
長
を
十
分
に
生
か
し
、
今
後
の
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

 

法
人
が
地
域
か
ら
の
更
な
る
信
頼
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
持
続
可
能
な
病
院
経
営
の
実
現
を
求
め
た
い
。
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0
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Ⅱ
 
項
目
別
評
価
 

１
 
第
２
 
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置
 

（
１
）
評
価
結
果
 
 
 
 
Ｃ
 
計
画
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
項
目
評
価
基
準

 

Ｓ
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｅ
 

計
画
を
大
幅
に
上
回
っ
て

 

達
成
し
て
い
る
。

 
計
画
ど
お
り
達
成
し
て
い
る
。

 
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

 

達
成
し
て
い
る
。

 
計
画
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。

 
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
。

 
重
大
な
改
善
す
べ
き

 

事
項
が
あ
る
。

 

  （
２
）
判
断
理
由
及
び
考
慮
し
た
事
項
、
内
容
 

 
 

次
項
「
小
項
目
評
価
の
評
価
結
果
」
に
お
い
て
、
評
価
３
か
ら
５
ま
で
の
構
成
比
率
が
５
割
以
上
８
割
未
満
で
あ
っ
た
た
め
、
「
計
画
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
」
と
評
価
し
た
。
評
価
に
お
け
る
主
な
判
断
理
由
は
次
の
と
お
り
。
 

⚫
 

中
期
目
標
で
示
し
た
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
指
標
及
び
達
成
す
べ
き
水
準
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
４
項
目
の
う
ち
１
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
５
８
項
目
の
う
ち
２
４
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

「
１

 
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
４
３
項
目
の
う
ち
１
６
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
時
に
院
長
を
は
じ
め
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
努
め
た
こ
と
で
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
 

⚫
 

「
２

 
地
域
の
病
院
、
診
療
所
等
と
の
機
能
分
化
及
び
連
携
強
化
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
４
項
目
の
う
ち
３
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

「
３

 
市
民
・
患
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
８
項
目
の
う
ち
３
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

「
４

 
医
療
の
質
の
向
上
」
に
お
い
て
は
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
３
項
目
の
う
ち
２
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
 

 

 

  （
３
）
小
項
目
評
価
の
集
計
結
果
 

№
 

項
 
目
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

小
項
目
評
価
点
数
 

評
価
 

５
 

評
価
 

４
 

評
価
 

３
 

評
価
 

２
 

評
価
 

１
 

1 

１
 
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割

 

⑴
 
５
疾
病
に
対
す
る
医
療
の
提
供
 

×
２
 

 
 

 
４
 

 

2 
⑵

 
４
事
業
に
対
す
る
医
療
の
確
保
 

×
２
 

 
 

 
４
 

 

3 
⑶

 
在
宅
医
療
・
介
護
と
の
一
層
の
連
携
強
化
 

×
１
 

 
 

 
２
 

 

4 
⑷

 
感
染
症
医
療
の
充
実
及
び
強
化
 

×
１
 

 
４
 

 
 

 

5 
⑸

 
健
康
増
進
、
予
防
医
療
の
充
実
及
び
強
化
 

×
１
 

 
 

 
２
 

 

6 
２
 
地
域
の
病
院
、
診
療
所
等

 

と
の
機
能
分
化
及
び
連
携
強
化

 

⑴
 
地
域
で
果
た
す
べ
き
役
割
 

×
１
 

 
 

３
 

 
 

7 
⑵

 
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割
 

×
１
 

 
 

 
２
 

 

8 
⑶

 
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

 
×
１
 

 
 

３
 

 
 

9 
３
 
市
民
・
患
者
へ
の
医
療
 

サ
ー
ビ
ス
 

⑴
 
市
民
・
患
者
の
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
 

×
１
 

 
 

 
２
 

 

10
 

⑵
 
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
 

×
１
 

 
 

 
２
 

 

11
 

４
 
医
療
の
質
の
向
上
 

⑴
 
医
療
の
安
全
の
徹
底
 

×
１
 

 
 

３
 

 
 

12
 

⑵
 
診
療
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
医
療
の
質
と
効
率
性
の
標
準
化
 

×
１
 

 
 

３
 

 
 

13
 

⑶
 
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
 

×
１
 

 
 

３
 

 
 

ウ
エ
イ
ト
考
慮
後
の
小
項
目
評
価
点
数
 

 
 

４
 

１
５
 

１
８
 

 

ウ
エ
イ
ト
考
慮
後
の
評
価
３
か
ら
５
の
構
成
比
率
（
％
）
 

 
 
 
 
 
 
５
１
．
４
％
 

－
 

－
 

※
 
業
績
評
価
に
お
け
る
小
項
目
評
価
基
準
は
、
当
報
告
書
の
末
尾
の
と
お
り
。

 

 

 
 

 
 

-
 1

0
3
 -



 

- 
7

 -
 

（
４
）
中
項
目
に
お
け
る
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
等
 

 
 
ア

 
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
 

   

 【
評
価
は
、
定
量
及
び
定
性
に
よ
る
】
 

⚫
 

「
１

 
５
疾
病
に
対
す
る
医
療
提
供
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
１
９
項
目
の
う
ち
８
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

「
２

 
４
事
業
に
対
す
る
医
療
の
確
保
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
１
１
項
目
の
う
ち
６
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

「
３

 
在
宅
医
療
・
介
護
と
の
一
層
の
連
携
強
化
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
２
項
目
の
う
ち
達
成
し
た
項
目
は
ゼ
ロ
」
で
あ
っ
た
。
一
方
、
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
の
運

用
を
開
始
し
た
こ
と
に
加
え
、
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
も
開
始
し
た
こ
と
で
、
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
機
能
を
充
実
さ
せ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

⚫
 

「
４

 
感
染
症
へ
の
対
応
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
１
項
目
の
う
ち
達
成
し
た
項
目
は
ゼ
ロ
」
で
あ
っ
た
。
一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
時
に
院
長
を
は
じ
め
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
努
め
た
こ
と
で
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

⚫
 

「
５

 
健
康
増
進
、
予
防
医
療
の
充
実
及
び
強
化
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
１
０
項
目
の
う
ち
２
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。

 

 

 

 
 イ

 
地
域
の
病
院
、
診
療
所
等
と
の
機
能
分
化
及
び
連
携
強
化
 

   

 【
評
価
は
、
定
量
及
び
定
性
に
よ
る
】
 

⚫
 

「
１

 
地
域
で
果
た
す
べ
き
役
割
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
を
設
置
し
た
こ
と
は
、
地
域
の
高
齢
者
の
救
急
受
入
態
勢
が
強
化
さ
れ
た
と
評
価
で
き

る
。
 

⚫
 

「
２

 
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
４
項
目
の
う
ち
２
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
紹
介
率
及
び
逆
紹
介
率
に
つ
い
て
、
数
値
目
標

を
達
成
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

⚫
 

「
３

 
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
医
師
、
看
護
師
及
び
医
療
技
術
職
の
人
事
交
流
を
始
め
る
な
ど
、
圏
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
っ

た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

 

 

 
 ウ

 
市
民
・
患
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
 

   

 【
評
価
は
、
定
量
に
よ
る
】
 

⚫
 

「
１

 
市
民
・
患
者
の
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
３
項
目
の
う
ち
１
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
一
方
、
病
院
玄
関
で
患
者
の
移
動
支
援
等
を

行
う
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
こ
と
や
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
室
を
新
設
し
、
患
者
満
足
度
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

⚫
 

「
２

 
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
５
項
目
の
う
ち
２
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
 

 

 

 
 エ

 
医
療
の
質
の
向
上
 

   

 

【
評
価
は
、
定
量
及
び
定
性
に
よ
る
】
 

⚫
 

「
１

 
医
療
の
安
全
の
徹
底
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
２
項
目
の
う
ち
１
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
三
者
機
関
に
よ
る
客
観
的
な
評
価
を
受
け
、
こ
れ
に
準
拠
す

る
内
部
監
査
を
実
施
し
、
継
続
的
に
医
療
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

⚫
 

「
２

 
診
療
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
医
療
の
質
と
効
率
性
の
標
準
化
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
１
項
目
の
う
ち
１
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

「
３

 
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
入
退
院
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
多
職
種
に
よ
り
多
角
的
支
援
で
入
院
前
の
支
援
体
制
を
確
立
し
た
こ
と
は
評
価
で
き

る
。
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0
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２
 
第
３
 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置
 

（
１
）
評
価
結
果
 
 
 
 
Ｂ
 
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
達
成
し
て
い
る
。
 

 
 
 

大
項
目
評
価
基
準

 

Ｓ
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｅ
 

計
画
を
大
幅
に
上
回
っ
て

 

達
成
し
て
い
る
。

 
計
画
ど
お
り
達
成
し
て
い
る
。

 
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

 

達
成
し
て
い
る
。

 
計
画
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。

 
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
。

 
重
大
な
改
善
す
べ
き

 

事
項
が
あ
る
。

 

  （
２
）
判
断
理
由
及
び
考
慮
し
た
事
項
、
内
容
 

 
 

次
項
「
小
項
目
評
価
の
評
価
結
果
」
に
お
い
て
、
評
価
３
か
ら
５
ま
で
の
構
成
比
率
が
８
割
以
上
で
あ
っ
た
た
め
、
「
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
達
成
し
て
い
る
」
と
評
価
し
た
。
評
価
に
お
け
る
主
な
判
断
理
由
は
次
の
と
お
り
。
 

⚫
 

中
期
目
標
で
示
し
た
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
指
標
及
び
達
成
す
べ
き
水
準
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
２
項
目
の
う
ち
達
成
し
た
項
目
は
ゼ
ロ
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
２
項
目
の
う
ち
達
成
し
た
項
目
は
ゼ
ロ
」
で
あ
っ
た
。

 

⚫
 

「
１

 
経
営
の
効
率
化
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
２
項
目
の
う
ち
達
成
し
た
項
目
は
ゼ
ロ
」
で
あ
っ
た
。
診
療
科
ご
と
の
原
価
計
算
の
運
用
を
開
始
し
た
こ
と
や
高
齢
者

救
急
の
受
入
強
化
の
た
め
に
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
の
運
用
を
開
始
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

⚫
 

「
２

 
経
営
管
理
機
能
の
充
実
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
経
営
幹
部
に
よ
る
病
院
意
思
決
定
機
関
と
し
て
経
営
会
議
を
設
置
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

⚫
 

「
３

 
組
織
運
営
体
制
の
強
化
と
職
員
の
意
識
改
革
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
医
師
の
働
き
方
改
革
等
へ
の
対
応
の
た
め
に
計
画
的
に
人
材
確
保
を
行
っ
た
こ
と
や
業

務
改
善
委
員
会
を
設
置
し
、
業
務
改
善
に
努
め
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

 

 

  （
３
）
小
項
目
評
価
の
集
計
結
果
 

№
 

項
 
目
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

小
項
目
評
価
点
数
 

評
価
 

５
 

評
価
 

４
 

評
価
 

３
 

評
価
 

２
 

評
価
 

１
 

1 

１
 
経
営
の
効
率
化
 

⑴
 
原
価
計
算
を
基
に
し
た
業
務
運
営
の
改
善
 

×
１
 

 
 

３
 

 
 

2 
⑵

 
診
療
科
目
の
適
正
化
 

×
１
 

 
 

３
 

 
 

3 
⑶

 
病
床
数
の
適
正
化
 

×
１
 

 
 

３
 

 
 

4 
⑷

 
労
働
生
産
性
の
向
上
 

×
２
 

 
 

 
４
 

 

5 
⑸

 
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
 

×
１
 

 
 

３
 

 
 

6 
２
 
経
営
管
理
体
制
の
強
化
 

⑴
 
業
務
運
営
体
制
の
強
化
 

×
１

 
 

 
３

 
 

 

7 
⑵

 
業
務
管
理
（
リ
ス
ク
管
理
）
の
充
実
 

×
１

 
 

 
３

 
 

 

8 
３
 
組
織
運
営
体
制
の
強
化
と
職

員
の
意
識
変
革
 

⑴
 
組
織
運
営
体
制
の
強
化
 

×
１

 
 

 
３

 
 

 

9 
⑵

 
職
員
の
意
識
変
革
 

×
１
 

 
 

３
 

 
 

10
 

⑶
 
計
画
的
で
効
果
的
な
人
員
育
成
 

×
１
 

 
 

３
 

 
 

ウ
エ
イ
ト
考
慮
後
の
小
項
目
評
価
点
数
 

 
 

 
２
７
 

４
 

 

ウ
エ
イ
ト
考
慮
後
の
評
価
３
か
ら
５
の
構
成
比
率
（
％
）
 

 
 
 
 
 
８
７
．
１

 
 
％
 

－
 

－
 

※
 
業
績
評
価
に
お
け
る
小
項
目
評
価
基
準
は
、
当
報
告
書
の
末
尾
の
と
お
り
。
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（
４
）
中
項
目
に
お
け
る
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
等
 

 
 
ア

 
経
営
の
効
率
化
 

   

 【
評
価
は
、
定
量
及
び
定
性
に
よ
る
】
 

⚫
 

「
１

 
原
価
計
算
を
基
に
し
た
業
務
運
営
の
改
善
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
診
療
科
ご
と
の
原
価
計
算
の
運
用
を
開
始
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

⚫
 

「
２

 
診
療
科
目
の
適
正
化
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
理
事
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
部
門
ご
と
の
目
標
を
設
定
し
、
業
務
運
営
の
改

善
及
び
効
率
化
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

⚫
 

「
３

 
病
床
数
の
適
正
化
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
時
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
数
に
応
じ
た
適
正
な
病
床
数
及
び
看
護
師
配
置
を
確

保
し
、
医
療
提
供
体
制
を
整
え
た
こ
と
に
加
え
、
高
齢
者
救
急
の
受
入
強
化
の
た
め
に
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
の
運
用
を
開
始
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

⚫
 

「
４

 
労
働
生
産
性
の
向
上
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
２
項
目
の
う
ち
達
成
し
た
項
目
は
ゼ
ロ
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

「
５

 
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
老
朽
施
設
や
修
理
不
能
機
器
を
適
時
更
新
し
、
安
心
・
安
全
で
良
質
な
医
療
を
提
供
で
き
る
環
境
整

備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
先
進
的
な
技
術
や
医
療
従
事
者
向
け
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

 

 

 
 イ

 
経
営
管
理
機
能
の
充
実
 

   

 

【
評
価
は
、
定
性
に
よ
る
】
 

⚫
 

「
１
 
業
務
運
営
体
制
の
強
化
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
現
理
事
長
の
就
任
後
、
常
勤
役
員
及
び
幹
部
職
員
に
よ
り
構
成
す
る
経
営
会
議
が
設
置
運
営
さ
れ
、
理
事
会
の

審
議
事
項
等
が
当
該
会
議
で
議
論
さ
れ
て
お
り
、
法
人
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
が
向
上
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

⚫
 

「
２
 
業
務
管
理
（
リ
ス
ク
管
理
）
の
充
実
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
係
る
法
人
規
程
等
を
刷
新
し
、
適
正
に
運
用
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
個

人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
も
法
改
正
に
適
切
に
対
応
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
 

 

 

 
 ウ

 
組
織
運
営
体
制
の
強
化
と
職
員
の
意
識
変
革
 

   

 

【
評
価
は
、
定
性
に
よ
る
】
 

⚫
 

「
１

 
組
織
運
営
体
制
の
強
化
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
医
師
の
働
き
方
改
革
等
へ
の
対
応
の
た
め
に
計
画
的
に
人
材
確
保
を
行
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

 

⚫
 

「
２

 
職
員
の
意
識
改
革
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
業
務
改
善
委
員
会
を
設
置
し
、
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
業
務
改
善
を
推
進
し
た
こ
と
は
評
価
で
き

る
。
 

⚫
 

「
３

 
計
画
的
で
効
果
的
な
人
材
育
成
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
医
師
を
対
象
と
す
る
人
事
評
価
制
度
の
運
用
を
開
始
し
た
こ
と
に
加
え
、
人
事
給
与
制
度
改
革
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
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- 
1

0
 -

 

３
 
第
４
 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置
 

（
１
）
評
価
結
果
 
 
 
 
Ｄ
 
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
項
目
評
価
基
準

 

Ｓ
 

Ａ
 

Ｂ
 

Ｃ
 

Ｄ
 

Ｅ
 

計
画
を
大
幅
に
上
回
っ
て

 

達
成
し
て
い
る
。

 
計
画
ど
お
り
達
成
し
て
い
る
。

 
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

 

達
成
し
て
い
る
。

 
計
画
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。

 
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
。

 
重
大
な
改
善
す
べ
き

 

事
項
が
あ
る
。

 

  （
２
）
判
断
理
由
及
び
考
慮
し
た
事
項
、
内
容
 

 
 

次
項
「
小
項
目
評
価
の
評
価
結
果
」
に
お
い
て
、
評
価
３
か
ら
５
ま
で
の
構
成
比
率
が
５
割
未
満
で
あ
っ
た
た
め
、
「
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
」
と
評
価
し
た
。
評
価
に
お
け
る
主
な
判
断
理
由
は
次
の
と
お
り
。
 

⚫
 

中
期
目
標
で
示
し
た
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
指
標
及
び
達
成
す
べ
き
水
準
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
４
項
目
の
う
ち
達
成
し
た
項
目
は
ゼ
ロ
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
２
０
項
目
の
う
ち
４
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

「
第
４

 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項
」
の
前
文
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
４
項
目
の
う
ち
達
成
し
た
項
目
は
ゼ
ロ
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

「
１

 
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
１
６
項
目
の
う
ち
４
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。
 

⚫
 

「
２

 
運
営
費
負
担
金
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
運
営
費
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
概
ね
中
期
計
画
に
定
め
た
金
額
と
な
っ
た
。
 

⚫
 

「
３

 
計
画
期
間
内
の
収
支
見
通
し
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
理
事
会
で
進
捗
確
認
を
行
っ
た
こ
と
に
加
え
、
評
価
委
員
会
へ
の
報
告
に
つ
い
て
も
目
標
達
成
状
況
及

び
そ
の
要
因
を
分
析
し
、
報
告
し
た
。
 

 

 

  （
３
）
小
項
目
評
価
の
集
計
結
果
 

№
 

項
 
目
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

小
項
目
評
価
点
数
 

評
価
 

５
 

評
価
 

４
 

評
価
 

３
 

評
価
 

２
 

評
価
 

１
 

1 
前
文
 

 
×
３
 

 
 

 
６
 

 

2 
１

 
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化

 
⑴

 
収
入
の
安
定
的
確
保
及
び
収
益
の
最
適
化
 

×
１
 

 
 

 
２
 

 

3 
⑵

 
支
出
及
び
費
用
の
抑
制
 

×
１
 

 
 

 
２
 

 

4 
２

 
運
営
費
負
担
金
 

 
×
１

 
 

 
３

 
 

 

5 
３

 
計
画
期
間
内
の
収
支
見
通
し
 

 
×
１

 
 

 
３

 
 

 

ウ
エ
イ
ト
考
慮
後
の
小
項
目
評
価
点
数
 

 
 

 
６

 
１
０
 

 

ウ
エ
イ
ト
考
慮
後
の
評
価
３
か
ら
５
の
構
成
比
率
（
％
）
 

 
 
 
 
 
 
３
７
．
５

 
％
 

－
 

－
 

※
 
業
績
評
価
に
お
け
る
小
項
目
評
価
基
準
は
、
当
報
告
書
の
末
尾
の
と
お
り
。

 

 
 

 
 

 

   
 

-
 1

0
7
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- 
1
1

 -
 

（
４
）
中
項
目
に
お
け
る
評
価
に
当
た
っ
て
の
意
見
等
 

 
 
ア

 
前

 
文
 

   

 

【
評
価
は
定
量
に
よ
る
】
 

⚫
 

「
単
年
度
資
金
収
支
」
に
つ
い
て
は
、
「
＋
５
１
百
万
円
」
が
目
標
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、「

△
１
，
４
６
３
百
万
円
」
と
な
り
、
目
標
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
 

⚫
 

「
医
業
収
支
比
率
」
に
つ
い
て
は
、「

１
０
３
．
０
％
」
が
目
標
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、「

８
９
．
６
％
」
と
な
り
、
目
標
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
 

⚫
 

「
経
常
収
支
比
率
」
に
つ
い
て
は
、「

１
０
６
．
６
％
」
が
目
標
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、「

９
４
．
８
％
」
と
な
り
、
目
標
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
 

⚫
 

「
営
業
費
用
対
医
業
収
益
等
」
に
つ
い
て
は
、「

１
０
４
．
４
％
以
下
」
が
目
標
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、「

１
２
０
．
０
％
」
と
な
り
、
目
標
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
 

 

 

 
 イ

 
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化

 

   

 

【
評
価
は
定
量
に
よ
る
】
 

⚫
 

「
１

 
収
入
の
安
定
的
確
保
及
び
収
益
の
最
適
化
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
１
２
項
目
の
う
ち
４
項
目
達
成
」
で
あ
っ
た
。

 

⚫
 

「
２

 
支
出
及
び
費
用
の
抑
制
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
達
成
状
況
は
「
４
項
目
の
う
ち
達
成
し
た
項
目
は
ゼ
ロ
」
で
あ
っ
た
。
 

 

 

 
 ウ

 
運
営
費
負
担
金
 

   

 

【
評
価
は
、
定
性
に
よ
る
】
 

⚫
 

「
２

 
運
営
費
負
担
金
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
運
営
費
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
概
ね
中
期
計
画
に
定
め
た
金
額
と
な
っ
た
。
 

 

 

 
 エ

 
計
画
期
間
内
の
収
支
見
通
し
 

   

 

【
評
価
は
、
定
性
に
よ
る
】
 

⚫
 

「
３

 
計
画
期
間
内
の
収
支
見
通
し
」
に
お
い
て
、
中
期
計
画
に
お
け
る
目
標
値
（
数
値
目
標
）
の
設
定
は
な
い
が
、
理
事
会
で
進
捗
確
認
を
行
っ
た
こ
と
に
加
え
、
評
価
委
員
会
へ
の
報
告
に
つ
い
て
も
目
標
達
成
状
況
及

び
そ
の
要
因
を
分
析
し
、
報
告
し
た
。
 

 

 

    

 
 

-
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0
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- 
1

2
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〈
参
考
〉
 
第
２
期
中
期
目
標
期
間
の
終
了
時
の
業
務
実
績
に
関
す
る
小
項
目
評
価
基
準

 

 

小
項
目
評
価

 

５
 

４
 

３
 

２
 

１
 

 
法
人
の
活
動
に
よ
り
、
中
期
計
画
に
お
け
る

所
期
の
目
標
を
量
的
及
び
質
的
に
上
回
る
顕
著

な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

 

法
人
の
活
動
に
よ
り
、
中
期
計
画
に
お
け
る

所
期
の
目
標
を
上
回
る
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
。

 

中
期
計
画
に
お
け
る
所
期
の
目
標
を
達
成
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

 

中
期
計
画
に
お
け
る
所
期
の
目
標
を
下
回
っ

て
お
り
、
改
善
を
要
す
る
。

 

中
期
計
画
に
お
け
る
所
期
の
目
標
を
下
回
っ

て
お
り
、
業
務
の
廃
止
を
含
め
た
抜
本
的
な
改

善
を
要
す
る
。

 

定
量
的
測
定
基
準

 

定
量

的
指

標
に

お
い

て
は

対
計

画
値

の
 
 

１
２
０
％
以
上
で
、
か
つ
質
的
に
顕
著
な
成
果

が
得
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

 

定
量

的
指

標
に

お
い

て
は

対
計

画
値

の
 
 

１
２
０
％
以
上

 

定
量

的
指

標
に

お
い

て
は

対
計

画
値

の
 
 

１
０
０
％
以
上
１
２
０
％
未
満

 

定
量

的
指

標
に

お
い

て
は

対
計

画
値

の
 
 

８
０
％
以
上
１
０
０
％
未
満

 

定
量

的
指

標
に

お
い

て
は

対
計

画
値

の
 
 

８
０
％
未
満

 

定
量
的
に

 

測
定
し
が
た
い
場
合

 
－

 
難
易
度
を
高
く
設
定
し
た
目
標
に
つ
い
て
、

目
標
の
水
準
を
満
た
し
て
い
る
。

 

目
標
の
水
準
を
満
た
し
て
い
る
（「

４
」
に
該

当
す
る
事
項
以
外
）。

 

目
標
の
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
（「

１
」
に

該
当
す
る
事
項
以
外
）。

 

目
標
の
水
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
業
務
の

廃
止
を
含
め
た
抜
本
的
な
改
善
を
要
す
る
。
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1
 

                               

令
和
７
年
 
６
月

 
報
告
 
地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院

 

令
和
７
年
 
 
月

 
評
価
 
大
 
津
 
市

 
  

 

      

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院

 

中
期
目
標
期
間
の
業
務
実
績
に
関
す
る
小
項
目
評
価
結
果
報
告
書

 

（
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
３
１
日
ま
で
）

 

（
案
）

 

資料２③ 

-
 1

1
0
 -



2
 

 

目
 
 
 
 
次
 

 Ⅰ
 
地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
の
概
要

 

１
 
現
 
況
 

２
 
市
立
大
津
市
民
病
院
の
基
本
的
な
目
標
等
 

 Ⅱ
 
全
体
評
価

 

１
 
法
人
の
総
括
と
課
題
 

２
 
大
項
目
ご
と
の
特
記
事
項
 

（
１
）
年
度
計
画
の
期
間

 

（
２
）
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組

 

（
３
）
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組

 

（
４
）
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組

 

 Ⅲ
 
項
目
別
評
価
（
法
人
の
自
己
評
価
と
市
の
評
価
）

 

第
１

 
年
度
計
画
の
期
間
 

第
２

 
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

第
３

 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

第
４

 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

 
 

-
 1

1
1
 -



3
 

 Ⅰ
 
地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
の
概
要
 

１
 
現

 
況
（
令
和
７
年
３
月
３
１
日
現
在
）
 

（
１
）
法
人
名
 

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
 

（
２
）
所
在
地
 

 
 

 
大
津
市
本
宮
二
丁
目
９
番
９
号
 

（
３
）
設
立
年
月
日
 

 
 

 
平
成
２
９
年
４
月
１
日

 

（
４
）
役
員
の
状
況
 

役
 
職
 

氏
 
名
 

備
 
考
 

理
事
長
（
常
勤
）
 

河
内

 
明
宏
 

 

副
理
事
長
（
常
勤
）
 

日
野

 
明
彦
 

院
長
 

理
事
（
常
勤
）
 

西
村

 
由
香
 

看
護
局
長
 

理
事
（
常
勤
）
 

押
栗

 
雅
則
 

事
務
局
長
 

理
事
（
非
常
勤
）
 

北
野

 
博
也
 

社
会
医
療
法
人
誠
光
会

 
理
事
長
 

理
事
（
非
常
勤
）
 

三
木

 
恒
治
 

済
生
会
滋
賀
県
病
院

 
院
長
 

理
事
（
非
常
勤
）
 

内
海

 
靖
 

内
海
会
計
事
務
所
 
公
認
会
計
士
、
税
理
士
 

監
事
（
非
常
勤
）
 

田
中

 
正
志
 

公
認
会
計
士
、
税
理
士
 

監
事
（
非
常
勤
）
 

野
嶋

 
直
 

弁
護
士
 

 （
５
）
設
置
・
運
営
す
る
病
院
等
 

市
立
大
津
市
民
病
院
 

 

（
６
）
職
員
体
制
 

 
 

 
 
職
員
数
 
８
８
８
人

 

 
 

 
（
内
訳
）
医
師
１
１
４
人
、
看
護
師
４
３
０
人
、
医
療
技
術
員
１
６
８
人
、
事
務
職
１
２
１
人
 

補
助
者
５
５
人
 

 ２
 
市
立
大
津
市
民
病
院
の
基
本
的
な
目
標
等
 

 
 
（
中
期
計
画
前
文
よ
り
抜
粋
）
 

 
 
安
定
的
な
病
院
経
営
の
観
点
か
ら
急
性
期
医
療
の
提
供
を
行
い
、
及
び
超
少
子
高
齢
社
会
の
観
点
か
ら
高
齢
者
へ
の
医

療
の
提
供
を
行
う
こ
と
並
び
に
滋
賀
県
保
健
医
療
計
画
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
津
保
健
医
療
圏
域
に
お
け
る
病
院
間
連
携
及
び
病
診
連
携
の
中
心
と
し
て
、
市

民
や
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
圏
域
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
医
療
機
能
の
充
実
を

図
り
、
医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
、
安
全
・
安
心
で
、
質
の
高
い
医
療
の
提
供
の
た
め
、

医
師
及
び
看
護
職
員
を
始
め
と
し
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
か
ら
働
き
た
い
と
評
価
さ
れ
る
魅
力
の
あ
る
病
院
づ
く
り
に
努
め
な

が
ら
、
診
療
体
制
を
見
直
す
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
経
営
状
況
を
改
善
し
、
持
続
可
能
な
病
院
経
営
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
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  Ⅱ
 
全
体
評
価
 

１
 
法
人
の
総
括
と
課
題
 

〇
総
括
 

 
地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
は
、
市
民
に
救
急
医
療
及
び
高
度
医
療
を
始
め
、
良
質
で
安
全
な
医
療
を
継
続

的
か
つ
安
定
的
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
機
能
分
担
及
び
連
携
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
健
康

の
維
持
及
び
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
 

こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
、
大
津
保
健
医
療
圏
域
（
以
下
「
圏
域
」
と
い
う
。）

に
お
け

る
病
院
及
び
診
療
所
と
の
医
療
連
携
の
中
心
と
し
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
圏
域
内
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な

が
ら
、
効
果
的
な
医
療
機
能
の
充
実
を
図
り
、
も
っ
て
圏
域
全
体
の
医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
中

核
病
院
と
し
て
、「

信
頼
の
絆
で
つ
な
が
る
、
市
民
と
と
も
に
歩
む
健
康
・
医
療
拠
点
」
の
理
念
の
も
と
、
市
民
の
健
康
の
維

持
・
増
進
に
寄
与
し
、
市
民
か
ら
求
め
ら
れ
る
医
療
の
提
供
や
、
圏
域
で
の
必
要
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
 

特
に
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
時
に
は
、
圏
域
の
み
な
ら
ず
滋

賀
県
全
域
か
ら
中
等
症
以
上
の
患
者
の
入
院
の
受
入
を
行
う
と
と
も
に
、
疑
似
症
患
者
も
含
め
て
感
染
症
Ｅ
Ｒ
に
お
い
て
、

２
４
時
間
体
制
で
対
応
し
た
。
ま
た
、
当
該
患
者
の
宿
泊
療
養
施
設
で
あ
る
ピ
ア
ザ
淡
海
へ
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
に
よ

る
チ
ー
ム
と
し
て
往
診
業
務
も
行
っ
た
。
そ
の
他
も
、
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
開
始
や
、
今
後
大
き
な
課
題
と
な
る

高
齢
者
救
急
受
入
体
制
の
強
化
す
る
た
め
に
地
域
包
括
医
療
病
棟
を
新
た
に
開
設
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
津
市
が
定
め
る

中
期
目
標
と
、
当
院
が
定
め
大
津
市
が
認
可
す
る
中
期
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
推
進
し
、
業
務
運
営
の
改
善
・
効
率
化
及
び

財
務
内
容
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。
 

 〇
課
題
 

 
全
世
界
で
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、
最
前

線
で
対
応
し
、
中
等
症
以
上
の
入
院
受
入
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
般
病
床
の
う
ち
１
病
棟
を
休
床
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
入
院
患
者
数
は
減
少
し
た
。
加
え
て
、
令
和
３
年
度
末
か
ら
令
和
４
年
度
末
に
か
け
て
医
師
が
大
量
退
職
し
、
診
療
提

供
体
制
が
大
き
く
変
更
し
た
影
響
に
よ
り
患
者
の
流
出
（
他
院
へ
の
紹
介
）
と
、
風
評
被
害
に
よ
り
患
者
数
は
大
き
く
減
少

し
、
医
業
収
益
は
大
幅
に
減
少
し
た
。
 

令
和
４
年
度
に
新
た
に
院
長
、
理
事
長
を
迎
え
、
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
医
師
を
確
保
し
診
療
提
供
体
制
を
整
え
る
と
と

も
に
、
新
た
な
経
営
体
制
を
再
構
築
し
、
患
者
と
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
に
様
々
な
取
組
を
進
め
た
。
令
和
６
年
度
に
は
回

復
基
調
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
一
部
の
診
療
科
で
は
医
師
の
補
充

が
出
来
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き
医
師
の
確
保
に
努
め
る
。
 

 
収
支
状
況
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
患
者
数
は
減
少
し
た
も
の
の
、
感
染
症
患
者
の
診
療

に
対
す
る
「
診
療
報
酬
請
求
の
臨
時
的
な
取
扱
い
」
や
国
県
か
ら
の
「
病
床
確
保
補
助
金
」
な
ど
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
は
、

計
画
比
で
２
２
億
７
，
９
０
０
万
円
の
増
益
と
な
っ
た
。
令
和
４
年
度
は
、
医
師
の
大
量
退
職
等
の
影
響
で
計
画
比
で
４
億

３
，
８
０
０
万
円
増
益
に
と
ど
ま
っ
た
。
令
和
５
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
移
行
に
伴
う
補
助
金
の
廃

止
に
よ
る
大
幅
な
減
少
や
医
師
の
大
量
退
職
等
の
影
響
で
計
画
比
１
３
億
４
，
９
０
０
万
円
の
減
収
と
な
っ
た
。
令
和
６
年

度
は
患
者
数
の
増
加
に
よ
り
、
収
入
の
増
加
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
費
用
に
つ
い
て
は
人
件
費
や
経
費
が
増
加
し
た
結
果
、

計
画
比
１
７
億
３
，
１
０
０
万
円
の
減
収
と
な
っ
た
。
 

 
資
金
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
般
診
療
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
両
立
し
た
こ
と
で
、
国
県
等
の
補
助

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
第
１
期
中
期
目
標
期
間
末
か
ら
大
き
く
改
善
し
、
令
和
６
年
度
末
の
計
画
比
で
２
３
億
 

３
，
６
０
０
万
円
増
加
し
た
。
今
後
も
こ
の
資
金
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
く
安
定
し
た
運
営
が
出
来
る
よ
う
医
業
収
益
の
増

収
と
費
用
の
減
少
に
努
め
る
。

 

 
 

 

２
 
大
項
目
ご
と
の
主
な
取
り
組
み
と
特
記
事
項
 

 （
１
）
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
期
間
 

 
 
 
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
３
１
日
ま
で
 

 （
２
）
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組
 

「
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
」

 

〇
 
地
域
の
中
核
的
な
急
性
期
病
院
と
し
て
、
５
疾
病
（
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
、
精
神
疾
患
）
に
対
す

る
医
療
を
提
供
し
た
。

 

〇
 
４
事
業
（
救
急
医
療
、
災
害
医
療
、
小
児
医
療
、
周
産
期
医
療
）
に
お
い
て
は
求
め
ら
れ
る
医
療
や
果
た
す
べ
き
役
割
を

提
供
し
、
他
病
院
と
の
機
能
分
化
を
推
進
し
た
。

 

〈
が
ん
〉

 

〇
 
新
た
な
検
査
機
器
を
導
入
す
る
な
ど
治
療
方
法
の
適
切
な
組
み
合
わ
せ
（
手
術
、
化
学
療
法
、
放
射
線
治
療
）
を
が
ん
診

療
に
て
提
供
し
た
。

 

〇
 
地
域
の
が
ん
患
者
に
対
し
て
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
市
立
大
津
市
民
病
院
が
ん
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
。
 

〈
救
急
医
療
〉

 

〇
 
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
を
開
始
し
、
病
態
悪
化
の
防
止
と
救
命
率
向
上
に
寄
与
し
た
。

 

〈
災
害
医
療
〉

 

〇
 
災
害
医
療
へ
の
対
応
と
し
て
、
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
沖
地
震
に
お
い
て
複
数
回
に
亘
り
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
隊
及
び
災
害
支
援
看
護
師
を
派
遣
し
た
。

 

〇
 
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
想
定
す
る
院
内
災
害
訓
練
を
実
施
し
た
。

 

〇
 
令
和
３
年
度
新
た
に
、
食
料
品
、
飲
料
水
及
び
日
用
品
等
の
災
害
発
生
時
に
院
内
で
必
要
と
な
る
物
資
の
円
滑
な
調
達
、

供
給
等
に
つ
い
て
、
院
内
に
お
い
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
運
営
す
る
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
た
。
 

〈
在
宅
医
療
・
介
護
と
の
一
層
の
連
携
強
化
〉
 

〇
 
在
宅
医
療
・
介
護
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
、
在
宅
医
療
・
介
護
へ
の
円
滑
な
移
行
や
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
機
能
に

つ
い
て
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
取
り
組
み
、
土
日
・
祝
日
も
計
画
的
に
定
期
訪
問
を
行
っ
た
。
 

〇
 
地
域
の
医
療
機
関
と
協
力
し
、
施
設
に
入
居
す
る
方
々
が
安
心
し
て
医
療
提
供
が
受
け
ら
れ
る
病
院
と
な
る
よ
う
在
宅

療
養
後
方
支
援
病
院
の
運
用
を
開
始
し
た
。
 

〇
 
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
開
始
し
、
訪
問
診
療
・
歯
科
・
リ
ハ
ビ
リ
・
栄
養
・
看
護
の
５
部
門
を
統
括
す
る
こ
と

で
、
地
域
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
体
制
を
強
化
し
た
。
 

〈
感
染
症
医
療
の
充
実
及
び
強
化
〉

 

〇
 
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、
第
一
種
及
び
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

に
対
し
て
、
県
、
市
と
連
携
を
図
り
医
療
を
提
供
し
た
。
 

〇
 
感
染
症
Ｅ
Ｒ
に
て
発
熱
患
者
の
受
入
を
積
極
的
に
行
い
、
大
津
保
健
医
療
圏
域
に
お
い
て
救
急
医
療
体
制
の
維
持
に
貢

献
し
た
。
 

〇
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
自
宅
療
養
者
の
増
加
に
伴
い
、
滋
賀
県
が
設
置
す
る
滋
賀
県
見
守
り
観
察
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
し
、
２
４
時
間
体
制
で
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
に
あ
た
っ
た
。
 

〈
健
康
増
進
及
び
予
防
医
療
の
充
実
及
び
強
化
〉
 

〇
 
予
防
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
、
健
診
セ
ン
タ
ー
に
て
人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
を
行
い
、「

が
ん
検
診
セ
ッ
ト
」
や
「
鎮

静
下
内
視
鏡
」
な
ど
受
診
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
病
気
の
早
期
発
見
に
取
り
組
ん
だ
。
 

〇
 
よ
り
快
適
に
健
診
セ
ン
タ
ー
を
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
施
設
の
一
部
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
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「
地
域
の
病
院
、
診
療
所
等
と
の
機
能
分
化
及
び
連
携
強
化
」
 

〈
地
域
で
果
た
す
べ
き
役
割
〉

 

〇
 
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
は
病
床
の
使
用
状
況
を
考
慮
の
上
、
積
極
的
に
患
者
を
受
け
入
れ
た
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
に
関
し
て
も
県
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

 

〈
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割
〉

 

〇
 
か
か
り
つ
け
医
や
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
た
め
、
地
域
連
携
室
を
中
心
に
地
域
医
療
機
関

訪
問
を
行
っ
た
。

 

〇
 
地
域
の
診
療
所
に
当
院
の
手
術
室
を
オ
ー
プ
ン
化
し
共
同
利
用
を
行
っ
た
。

 

〇
 
後
方
支
援
病
院
と
の
連
携
に
よ
る
研
修
の
受
入
や
、
感
染
や
褥
瘡
の
認
定
看
護
師
に
よ
る
現
地
指
導
な
ど
研
修
会
を
実

施
し
た
。

 

〈
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
〉

 

〇
 
“
顔
の
見
え
る
連
携
”
の
更
な
る
推
進
の
た
め
、
地
域
医
療
連
携
の
会
を
、
対
面
形
式
で
開
催
し
た
。
当
会
で
は
、
理
事

長
及
び
院
長
並
び
に
診
療
部
長
が
、
市
民
病
院
及
び
各
診
療
科
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
 

〇
 
高
齢
者
救
急
受
入
強
化
と
経
営
改
善
の
両
立
を
図
る
た
め
に
地
域
包
括
医
療
病
棟
を
開
設
し
た
。

 

〇
 
地
域
の
診
療
所
か
ら
の
相
談
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
、
地
域
連
携
室
の
看
護
師
に
つ
な
が
る
専
用
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
ド
ク
タ
ー
ズ
ダ
イ
ヤ
ル
）
を
開
設
し
た
。

 

 

「
市
民
・
患
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
」
 

〈
市
民
・
患
者
の
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
〉
 

〇
 
毎
年
度
患
者
満
足
調
査
を
実
施
し
、
当
院
の
診
療
体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
る
の
か
調
査
し
、
そ
の
意
見

に
つ
い
て
は
院
内
会
議
に
て
周
知
を
行
い
、
今
後
の
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
結
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

し
た
。

 

〈
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
〉

 

〇
 
新
規
採
用
職
員
研
修
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修
を
実
施
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た
接
遇
研
修
を
実
施
し
、
職
員
の
接
遇

の
質
の
向
上
に
努
め
た
。
ま
た
、
患
者
相
談
支
援
室
を
拡
張
整
備
し
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
相
談
室
を

設
置
し
た
。

 

〇
 
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
室
を
新
設
し
、
患
者
満
足
度
の
向
上
に
努
め
た
。

 

〇
 
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
を
設
置
し
、
当
院
へ
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
希
望
患
者
に
つ
い
て
、
よ
り
受
診
し
や
す

く
し
た
。
ま
た
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
希
望
す
る
患
者
に
は
、
他
院
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
適
切
な
対
応
を

行
っ
た
。

 

〇
 
「
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）」

を
テ
ー
マ
に
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
広
く
市
民
に
啓
発
し
た
。
ま
た
、

院
内
電
子
カ
ル
テ
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
情
報
を
集
約
で
き
る
記
録
様
式
を
作
成
、
運
用
を
開
始
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
情

報
共
有
の
円
滑
化
に
つ
な
げ
た
。

 

 

「
医
療
の
質
の
向
上
」
 

〈
医
療
の
安
全
の
徹
底
〉
 

〇
 
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る
病
院
機
能
評
価
の
更
新
認
定
を
受
審
し
、
認
定
交
付
を
受
け
た
。
院
内
に
設
置
し
た

病
院
機
能
評
価
委
員
会
で
内
部
監
査
を
す
る
こ
と
で
、
外
部
審
査
を
一
時
的
な
も
の
と
せ
ず
、
医
療
の
質
改
善
を
継
続

的
に
確
認
す
る
体
制
を
構
築
し
た
。

 

〇
 
安
全
管
理
機
能
の
向
上
つ
い
て
、
医
療
安
全
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
医
療
安
全
管
理
対
策
委
員
会
を
定
例
で
開
催
し
、
医

療
事
故
を
分
析
、
再
発
防
止
対
策
の
充
実
を
図
っ
た
。

 

〇
 
院
内
感
染
防
止
の
徹
底
に
つ
い
て
、
感
染
管
理
室
と
感
染
対
策
チ
ー
ム
及
び
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
チ
ー
ム
が
連
携
し

 

な
が
ら
、
感
染
対
策
の
構
築
及
び
強
化
に
取
り
組
ん
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
時
に
は
職
員
の
行
動
（
黙

食
や
マ
ス
ク
未
装
着
時
の
行
動
な
ど
）
に
つ
い
て
も
確
認
し
、
院
内
発
生
の
予
防
に
向
け
啓
発
も
行
っ
た
。
院
内
で
発
生

し
た
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
細
菌
検
査
室
よ
り
速
や
か
に
感
染
管
理
室
へ
報
告
が
あ
り
、
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
た
対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
感
染
管
理
室
が
介
入
し
た
。

 

〈
診
療
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
医
療
の
質
と
効
率
性
の
標
準
化
〉

 

〇
 
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
見
直
し
を
行
い
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
に
お
い
て
不
要
パ
ス
の
整
理
を
実
施
し
た
。

 

 （
３
）
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

「
経
営
の
効
率
化
」
 

〇
 
原
価
計
算
を
基
に
し
た
業
務
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
、
院
内
の
按
分
基
準
に
則
っ
た
原
価
計
算
を
作
成
し
、
診
療
科
に

加
え
令
和
６
年
度
か
ら
は
在
宅
診
療
部
門
、
健
診
部
門
ご
と
の
支
出
率
を
算
定
し
、
毎
月
の
経
営
会
議
に
て
提
示
し
、

支
出
率
が
顕
著
に
増
加
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
、
当
該
診
療
科
に
聴
き
取
り
を
行
っ
た
。

 

〇
 
診
療
科
目
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
診
療
科
の
適
切
な
運
営
に
向
け
、
理
事
長
、
院
長
が
診
療
部
長
に
近
隣
病
院
の
疾
患

別
診
療
状
況
や
全
国
同
等
規
模
病
院
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
等
を
用
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
 

〇
 
病
床
数
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
数
に
応
じ
て
適
切
な
病
床
数
並
び
に
看
護
配
置
を

行
い
、
急
性
期
医
療
を
中
心
と
し
た
提
供
を
行
っ
た
。
 

〇
 
労
働
生
産
性
の
向
上
に
つ
い
て
、
理
事
長
が
医
師
並
び
に
看
護
局
、
医
療
技
術
局
及
び
事
務
局
の
所
属
長
に
対
し
て
、

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
の
た
め
の
目
標
値
を
設
定
し
、
共
有
を
図
っ
た
。

 

〇
 
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
に
つ
い
て
、
設
備
投
資
の
効
果
検
証
を
十
分
に
行
い
、
そ
の
効
果
を
整
理
し
た
上
で

実
施
し
た
。

 

〇
 
医
療
に
関
す
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
関
し
て
、
Ａ
Ｉ
診
断
や
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
医
療
従
事
者
の
業
務
軽
減
に

努
め
た
。

 

〇
 
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
対
策
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
装
置
の
導
入
や
、
当
院
を
標
的
と
す

る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策
と
し
て
、
対
応
す
る
保
険
に
加
入
し
た
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
脆
弱
性
調
査
を
実
施
し
、

対
策
を
行
っ
た
。

 

 

「
経
営
管
理
機
能
の
充
実
」
 

〇
 
業
務
運
営
体
制
の
強
化
と
し
て
、
経
営
幹
部
に
よ
る
病
院
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
経
営
会
議
を
新
た
に
設
置
し
た
 

〇
 
業
務
管
理
（
リ
ス
ク
管
理
）
の
充
実
と
し
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
が
あ
っ
た
場
合
の

対
応
・
調
査
フ
ロ
ー
を
刷
新
し
た
。
 

 

「
組
織
運
営
体
制
の
強
化
と
職
員
の
意
識
変
革
」
 

〇
 
組
織
運
営
体
制
の
強
化
と
し
て
、
医
師
の
派
遣
元
大
学
と
連
携
し
て
組
織
運
営
及
び
診
療
提
供
体
制
の
維
持
に
努
め
た
。
 

〇
 
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
、
医
師
か
ら
他
職
種
へ
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
の
推
進
や
業
務
改
善
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
令
和
６
年
度
の
実
績
で
Ａ
水
準
（
年
間
時
間
外
労
働
時
間
９
６
０
時
間
以
下
）
を
達
成
し
た
。

 

〇
 
宿
日
直
業
務
の
見
直
し
に
よ
る
交
替
勤
務
へ
の
移
行
や
医
師
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
、
医
療
技
術
局
職

員
の
増
員
を
行
っ
た
。

 

〇
 
今
後
大
き
な
課
題
と
な
る
高
齢
者
救
急
受
入
体
制
の
強
化
の
た
め
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
を
運
用
開
始
し
た
。

 

〇
 
職
員
の
意
識
変
革
に
つ
い
て
、
中
期
計
画
目
標
指
標
及
び
年
度
指
標
目
標
を
病
院
幹
部
、
診
療
部
長
、
所
属
長
に
会
議

内
で
共
有
を
行
っ
た
。
ま
た
、「

持
続
可
能
な
地
域
医
療
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
、
地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
大
津
市
民
病
院
中
期
計
画
の
一
部
変
更
を
行
い
、
職
員
に
周
知
し
た
。
 

〇
 
経
営
改
善
や
業
務
改
善
に
つ
な
が
る
提
案
を
全
職
員
に
募
り
、
現
場
に
あ
る
問
題
点
の
洗
い
出
し
の
み
な
ら
ず
、
職
員

が
経
営
に
参
画
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
る
こ
と
や
風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く
り
に
も
資
す
る
職
場
風
土
づ
く
り
と
し
て
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取
り
組
ん
だ
。

 

〇
 
優
れ
た
職
員
や
活
動
に
対
し
て
職
員
や
チ
ー
ム
を
讃
え
る
表
彰
制
度
を
実
施
し
た
。

 

〇
 
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
、
業
務
改
善
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
当
委
員
会
の
下
、
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

発
足
さ
せ
、
収
支
の
適
正
化
や
職
場
の
環
境
改
善
、
患
者
満
足
度
向
上
等
の
改
善
内
容
を
検
討
す
る
。

 

〇
 
令
和
６
年
度
か
ら
４
年
を
達
成
期
間
と
し
て
、
人
事
給
与
制
度
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。

 

 （
４
）
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
取
組
 

「
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
」
 

〇
 
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
と
し
て
、
入
院
前
か
ら
の
円
滑
な
入
退
院
業
務
の
遂
行
を
目
指
し
入
退
院
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
入
院
・
手
術
が
決
定
さ
れ
た
患
者
を
対
象
に
各
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
看
護
師
面
談
・
薬
剤
師

面
談
・
歯
科
診
察
・
麻
酔
科
診
察
・
必
要
時
に
は
栄
養
指
導
・
禁
煙
指
導
を
実
施
す
る
多
職
種
協
働
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

た
。

 

〇
 
収
入
の
安
定
的
確
保
及
び
収
益
の
最
適
化
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
支
払
基
金
の
審
査
員
で
も
あ
る
当
院
医
師
２
名
と
医

事
課
職
員
、
請
求
担
当
で
構
成
さ
れ
て
い
る
保
険
審
査
専
門
部
会
を
月
１
回
開
催
し
、
査
定
に
対
す
る
検
討
お
よ
び
再

審
査
請
求
や
、
各
診
療
科
医
師
へ
の
周
知
等
に
努
め
た
。

 

〇
 
未
収
金
発
生
の
防
止
の
た
め
、
医
事
課
職
員
が
病
棟
ス
タ
ッ
フ
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
密
に
連
携
し
、
発
生

の
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、
回
収
が
困
難
と
な
っ
た
未
収
金
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
へ
回
収
業
務
を
委
託
し
、
債
権

回
収
を
実
施
し
た
。

 

〇
 
各
診
療
部
長
に
よ
る
診
療
所
訪
問
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医
師
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
な
ど
“
顔
の
見
え
る

連
携
”
を
推
進
し
、
新
規
患
者
数
の
増
加
に
努
め
た
。

 

〇
 
入
退
院
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
行
い
、
よ
り
多
く
の
入
院
予
定
患
者
が
入
院
前
か
ら
の
入
退
院
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
こ
と
で
在
院
日
数
の
適
正
化
に
努
め
た
。

 

〇
 
令
和
４
年
及
び
令
和
６
年
の
診
療
報
酬
改
定
時
の
対
応
及
び
新
規
加
算
取
得
に
向
け
て
体
制
の
整
備
を
行
い
、
速
や
か

な
施
設
基
準
の
取
得
に
努
め
た
。

 

〇
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
「
診
療
報
酬
上
の
臨
時
的
な
取
扱
い
」
の
通
知
に
対
し
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ

と
で
早
期
か
ら
算
定
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。

 

〇
 
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
に
お
い
て
、
計
画
的
に
定
期
訪
問
を
行
っ
た
。
２
４
時
間
電

話
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
緊
急
訪
問
を
行
っ
た
。

 

〇
 
広
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
院
外
広
報
誌
、
講
演
・
研
修
に
関
す
る
こ
と
を

一
元
管
理
し
、
戦
略
的
に
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

 

〇
 
支
出
及
び
費
用
の
抑
制
に
つ
い
て
、
材
料
費
の
抑
制
と
し
て
、
複
数
品
目
の
診
療
材
料
に
お
い
て
、
よ
り
安
価
な
他
メ

ー
カ
ー
製
品
へ
の
切
替
に
よ
り
経
費
削
減
を
進
め
た
。
ま
た
、
契
約
先
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
利
用
し
な
が
ら
納
入
業
者

と
の
価
格
交
渉
を
行
っ
た
。
ま
た
、
薬
剤
費
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、
薬
事
委
員
会
を
開
催
し
随
時
議
論
を
行
っ
た
。
委

託
料
の
削
減
と
し
て
、
医
療
機
器
数
種
類
の
保
守
契
約
を
締
結
せ
ず
、
不
具
合
発
生
時
の
ス
ポ
ッ
ト
修
理
に
て
対
応
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
っ
た
。
人
件
費
の
抑
制
と
し
て
、
医
師
か
ら
他
職
種
へ
の
タ
ス
ク
シ

フ
ト
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
看
護
師
か
ら
看
護
補
助
者
へ
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
総
務
課
内
に
事

務
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
院
内
の
各
部
署
よ
り
軽
微
な
事
務
作
業
を
取
り
ま
と
め
て
行
う
こ
と
で
、
各
部
署
に

お
け
る
事
務
作
業
の
軽
減
、
専
門
性
を
活
か
し
た
業
務
時
間
の
確
保
を
行
っ
た
。

 

 

「
運
営
費
負
担
金
」
 

〇
 
政
策
的
医
療
、
高
度
医
療
等
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
通
知
に
基
づ
い
て
金
額
を
算
定
し
、
大
津
市
と
算
定
方
法
に
つ

い
て
協
議
す
る
こ
と
で
、
金
額
抑
制
に
努
め
た
。
 

 

 

「
計
画
期
間
内
の
収
支
見
通
し
」
 

〇
 
理
事
会
に
お
い
て
、
年
度
計
画
の
主
要
な
指
標
の
達
成
状
況
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
状
況
に
つ
い
て
報

告
を
行
っ
た
。
未
達
成
の
項
目
に
つ
い
て
は
担
当
部
署
に
対
し
て
報
告
を
行
っ
た
。
ま
た
四
半
期
ご
と
に
評
価
委
員
会

に
対
し
て
報
告
を
行
っ
た
。
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 Ⅲ
 
項
目
別
評
価
（
法
人
の
自
己
評
価
と
市
の
評
価
）
 

 

第
２

 
市
民
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
事
項

 

 
１

 
市
民
病
院
と
し
て
の
役
割
 

 
 
（
１
）
 
５
疾
病
に
対
す
る
医
療
の
提
供

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

 

中
期
目
標
 

ア
 
が
ん
 

（
ア
）
 
地
域
が
ん
診
療
連
携
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

 

（
イ
）
 
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
運
営
す
る
こ
と
。

 

（
ウ
）
 
市
が
実
施
す
る
各
種
が
ん
検
診
に
積
極
的
に
協
力
し
、
が
ん
予
防
医
療
の
取
組
に
努
め
る
こ
と
。

 

イ
 
脳
卒
中
 

症
例
に
対
し
専
門
的
な
治
療
を
行
い
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
。

 

ウ
 
急
性
心
筋
梗
塞
 

症
例
に
対
し
速
や
か
に
初
期
治
療
を
行
い
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
。

 

エ
 
糖
尿
病
 

急
性
合
併
症
等
急
性
増
悪
時
の
治
療
及
び
慢
性
合
併
症
の
治
療
に
対
応
す
る
こ
と
。

 

オ
 
精
神
疾
患
 

多
く
の
疾
患
の
背
景
に
あ
る
心
身
相
関
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
り
、
患
者
の
抱
え
る
問
題
を
軽
減
し
、
解
決
に
努
め
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ア
 
が
ん

 

地
域
が
ん
診
療
連
携
支
援
病
院
と
し
て
、
が
ん
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
の
啓
発
を
行
い
、
治
療

実
績
の
多
い
大
腸
が
ん
、
胃
が
ん
及
び
肺
が
ん
に
係
る
治
療
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
提
供
す
る
と
と
も

に
、
乳
が
ん
に
係
る
治
療
に
つ
い
て
も
体
制
を
強
化
す
る
。
な
お
、
５
大
が
ん
に
は
含
ま
れ
な
い
前
立

腺
が
ん
に
係
る
治
療
に
つ
い
て
も
、
市
民
病
院
の
強
み
と
な
る
よ
う
に
体
制
を
整
備
す
る
。

 

ま
た
、
内
視
鏡
治
療
、
鏡
視
下
手
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
な
ど
患
者
に
与
え
る
負
担
を
低
く
抑
え

る
低
侵
襲
で
高
度
な
治
療
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
で
、
施
設
基
準
を
満
た
し
、
新
た
な
手
術
治
療
を
提

供
す
る
こ
と
を
市
民
病
院
の
特
色
と
し
て
い
く
。

 

さ
ら
に
、
就
労
年
齢
が
ん
患
者
に
対
し
て
は
、
入
院
期
間
が
短
縮
可
能
と
な
る
低
侵
襲
な
医
療
と
と

も
に
、
通
院
化
学
療
法
及
び
侵
襲
の
よ
り
少
な
い
放
射
線
治
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
短
期
間
で
が
ん

治
療
を
完
結
さ
せ
、
早
期
の
社
会
復
帰
を
実
現
し
、
そ
の
不
安
感
の
低
減
を
行
う
。
ま
た
、
患
者
の
要

望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
簡
易
な
が
ん
検
査
に
つ
い
て
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を

運
営
し
、
引
き
続
き
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
を
図
る
。

 

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

が
ん
手
術
件
数

 
５
６
３
件
 

５
８
０
件
以
上

 

化
学
療
法
件
数

 
２
，
０
３
７
件
 

２
，
０
６
８
件
以
上

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果
 

地
域
の
中
核
的
な
急
性
期
病
院
と
し
て
、
５
疾
病
（
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
、
精
神
疾
患
）
に
対

す
る
医
療
を
提
供
し
た
。

 

ア
 
が
ん
 

地
域
が
ん
診
療
連
携
支
援
病
院
と
し
て
、
が
ん
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
の
啓
発
を
行
い
、
低
侵
襲
で
高
度
な
治
療

を
提
供
し
た
。
ま
た
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
運
営
し
、
引
き
続
き
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
を
図
っ
た
。
 

 
・
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
留
意
し
つ
つ
、
手
術
、
化
学
療
法
、
放
射
線
治
療
を
組
み
合
わ
せ
、
患
者
ご

と
に
最
適
な
治
療
を
行
っ
た
。
外
科
、
泌
尿
器
科
領
域
に
続
き
呼
吸
器
外
科
に
お
い
て
も
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
提
供

を
開
始
し
た
。
 

・
  

短
時
間
で
簡
単
に
が
ん
や
生
活
習
慣
病
の
血
液
検
査
を
受
け
て
も
ら
え
る
検
診
を
行
っ
た
。

 

・
 
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
機
器
を
更
新
し
、
高
度
か
つ
最
適
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制
を
整
え
た
。

 

・
 
前
立
腺
が
ん
診
断
に
お
い
て
、
診
断
率
向
上
と
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
、
大
津
保
健
医
療
圏
域
で

初
の
高
精
度
の
検
査
機
器
を
導
入
し
た
。

 

・
  

緩
和
ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
時
に
は
休
床
し
て
い
た
が
、
感
染
収
束
時
に
は

 
速

や
か
に
再
稼
働
す
る
な
ど
、
適
切
に
運
営
し
た
。

 

・
  

が
ん
診
療
に
つ
い
て
一
元
化
し
た
診
療
を
提
供
す
る
た
め
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
開
設
及
び
が
ん
相
談
支
援
室
を
新
設

し
た
。
 

×
2
 

２
 

２
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
を
定
量
的
に

評
価
し
た
。
 

 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
等
に
よ
る
患
者
数
減
少
の

影
響
で
、
多
く
の
目
標
指
標
で

計
画
値
の
達
成
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
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放
射
線
治
療
件
数

（
新
規
患
者
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）

 

１
１
２
件
 

１
１
５
件
以
上

 

緩
和
ケ
ア
病
棟
利
用

患
者
数

 

２
０
６
人
 

２
１
８
人
以
上

 

 イ
 
脳
卒
中

 

脳
神
経
外
科
及
び
脳
神
経
内
科
を
中
心
に
他
部
門
と
連
携
し
、
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
２
４

時
間
３
６
５
日
高
度
な
治
療
を
提
供
し
て
い
く
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
提
供
し
、
患
者

の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
が
早
期
に
回
復
す
る
よ
う
努
め
る
。

 

 目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

脳
卒
中
患
者
数

 
２
０
２
人
 

２
０
３
人
以
上

 

血
栓
溶
解
療
法
件
数

 
６
件
 

６
件
以
上

 

血
栓
回
収
療
法
件
数

 
６
件
 

７
件
以
上

 

外
来
で
の
脳
血
管
疾

患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
実
施
患
者
数

 

２
，
０
８
５
人
 

２
，
１
０
０
人
以
上

 

入
院
で
の
脳
血
管
疾

患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
実
施
患
者
数

 

１
０
，
３
５
５
人
 

１
１
，
３
９
０
人

 

以
上

 

 ウ
 
急
性
心
筋
梗
塞

 

急
性
心
筋
梗
塞
を
含
め
た
全
て
の
循
環
器
救
急
疾
患
に
対
応
す
る
た
め
、
２
４
時
間
３
６
５
日
の
即

時
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
を
維
持
し
、
急
性
心
筋
梗
塞
や
重
篤
な
不
整
脈
、
心
肺
停
止
な
ど
の
重
症
救
急
症

例
に
対
応
し
て
い
く
。
特
に
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
入
院
早
期
か
ら
多

職
種
が
連
携
し
て
運
動
療
法
と
生
活
指
導
を
行
う
こ
と
で
早
期
退
院
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
、
外
来

で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
、
再
発
予
防
及
び
生
命
予
後
改
善
を
目
指
す
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

急
性
心
筋
梗
塞
患
者

数
 

３
７
人
 

４
３
人
以
上

 

急
性
心
筋
梗
塞
患
者

の
病
院
到
着
後
９
０

分
以
内
の
初
回
Ｐ
Ｃ

Ｉ
実
施
割
合
※
１

 

５
５
．
６
％
 

７
２
．
９
％
以
上

 

Ｐ
Ｃ
Ｉ
実
施
件
数

 
１
４
４
件
 

１
４
６
件
以
上

 

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
件

数
 

３
３
５
件
 

３
３
５
件
以
上

 

外
来
で
の
心
大
血
管

疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
実
施
患
者
数

 

２
，
４
６
２
人
 

２
，
６
２
２
人
以
上

 

入
院
で
の
心
大
血
管

２
，
２
８
６
人
 

２
，
５
６
７
人
以
上

 

イ
 
脳
卒
中
 

 
脳
神
経
外
科
及
び
脳
神
経
内
科
を
中
心
に
他
部
門
や
他
院
と
連
携
し
、
２
４
時
間
３
６
５
日
高
度
な
治
療
を
提
供
し

た
。
脳
神
経
内
科
医
が
退
職
し
た
後
も
脳
神
経
外
科
に
て
受
入
体
制
を
継
続
し
、
治
療
を
提
供
し
た
。

 

・
 
一
次
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
と
し
て
２
４
時
間
３
６
５
日
当
該
疾
患
の
患
者
を
受
け
入
れ
、
患
者
搬
入
後
は
速
や
か
に
血

栓
溶
解
療
法
を
含
め
た
診
療
を
開
始
し
た
。

 

・
 
脳
神
経
外
科
及
び
脳
神
経
内
科
を
中
心
に
他
部
門
と
連
携
し
、
２
４
時
間
３
６
５
日
高
度
な
治
療
を
提
供
し
た
。
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
提
供
し
、
患
者
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
）
が
早
期
に
回
復
す
る
よ
う
努
め
た
。

 

・
  

令
和
５
年
度
に
は
、
脳
神
経
内
科
医
が
退
職
し
、
脳
神
経
外
科
医
１
名
で
の
受
入
体
制
に
な
っ
た
が
、
年
度
内
に
脳

神
経
外
科
の
体
制
強
化
を
行
う
等
、
医
療
の
充
実
に
努
め
た
。

 

ウ
 
急
性
心
筋
梗
塞
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
時
に
も
、
Ａ
Ｍ
Ｉ
患
者
に
対
し
て
必
要
時
迅
速
に
Ｐ
Ｃ
Ｉ
治
療
を
行
っ
た
。
ま
た
、

早
期
回
復
に
向
け
、
多
職
種
が
連
携
し
、
入
院
早
期
か
ら
退
院
ま
で
切
れ
目
の
な
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
外
来
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
た
。
 

エ
 
糖
尿
病
 

多
職
種
連
携
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
な
ど
で
行
い
チ
ー
ム
医
療
体
制
を
維
持
、
入
院
や
外
来
に
お
い
て
個
別
対
応
で
総
合
的

な
糖
尿
病
治
療
の
提
供
を
行
っ
た
。
ま
た
慢
性
腎
臓
病
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き
腎
臓
内
科
と
連
携
し
腎
予
後
改
善
が

必
要
な
場
合
に
は
積
極
的
に
教
育
入
院
を
行
っ
た
。

 

・
 
簡
易
な
糖
尿
病
検
査
を
提
供
し
た
。
 

・
 
【
糖
尿
病
１
１
０
番
】
と
銘
打
っ
た
小
冊
子
を
作
成
し
、
院
内
に
配
置
し
、
糖
尿
病
予
防
に
対
す
る
啓
発
を
行
っ

た
。

 

オ
 
精
神
疾
患
 

か
か
り
つ
け
医
の
な
い
１
０
歳
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
層
の
精
神
疾
患
や
心
身
症
の
患
者
に
つ
き
、
１
件
も
断

ら
ず
速
や
か
に
受
入
れ
て
治
療
に
当
た
っ
た
。
入
院
患
者
に
対
す
る
精
神
療
法
、
認
知
行
動
療
法
を
含
む
精
神
療
法
及
び

薬
物
療
法
に
よ
る
適
切
な
医
療
を
広
く
提
供
し
た
。
公
認
心
理
師
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
実
施
し
て
患
者
に
精
神
的

や
す
ら
ぎ
と
精
神
疾
患
の
発
症
・
再
燃
の
予
防
に
努
め
た
。
 

 ⅱ
 
目
標
指
標
 

 

目
標
指
標

 

【
１
９
指
標
】

 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標
 

実
績
 

R
0
5 

目
標

 

実
績

 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

が
ん
手
術
件
数
 

5
7
2 

5
9
6 

5
7
5 

3
8
7 

5
7
8 

4
6
5 

5
8
0 

4
7
6 

化
学
療
法
件
数
 

2
,
03
7 

2
,
19
8 

2
0
47
 

1
,
85
8 

2
,
05
7 

1
,
70
4 

2
,
06
8 

2
,
24
8 

放
射
線
治
療
件
数
（
新
規
患
者
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
 

1
1
4 

1
4
2 

1
1
5 

6
6 

1
1
5 

1
3
2 

1
1
5 

1
2
7 

緩
和
ケ
ア
病
棟
利
用
患
者
数

 
2
1
5 

6
3 

2
1
6 

1
7
0 

2
1
7 

1
7
0 

2
1
8 

2
0
6 

脳
卒
中
患
者
数
 

2
0
0 

1
9
1 

2
0
1 

1
5
8 

2
0
2 

1
1
6 

2
0
3 

1
7
5 

血
栓
溶
解
療
法
件
数
 

6
 

6
 

6
 

6
 

-
 1

1
7
 -



9
 

 

疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
実
施
患
者
数

 

※
１
 
来
院
後
９
０
分
以
内
に
手
技
を
受
け
た
患
者
数
÷
１
８
歳
以
上
の
急
性
心
筋
梗
塞
で
Ｐ
Ｃ
Ｉ

（
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
心
臓
疾
患
治
療
を
い
う
。
）
を
受
け
た
患
者
数
×
１
０
０

 

 エ
 
糖
尿
病

 

日
本
糖
尿
病
学
会
か
ら
教
育
施
設
と
し
て
施
設
認
定
を
受
け
る
病
院
と
し
て
、
糖
尿
病
教
育
入
院
は

も
と
よ
り
、
合
併
症
治
療
な
ど
専
門
的
な
糖
尿
病
治
療
を
行
う
。
医
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、
薬

剤
師
な
ど
が
チ
ー
ム
と
な
り
、
横
断
的
に
全
て
の
入
院
患
者
の
周
術
期
栄
養
や
血
糖
管
理
を
行
い
、
安

全
な
医
療
の
提
供
を
行
う
。
一
方
、
外
来
で
は
、
糖
尿
病
教
室
や
栄
養
指
導
な
ど
必
要
な
治
療
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
患
者
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
簡
易
な
糖
尿
病
検
査
に
つ
い
て
の
取
組
を
進
め

る
。
 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

糖
尿
病
・
慢
性
腎
臓

病
患
者
へ
の
栄
養
管

理
実
施
割
合
※
１

 

８
１
．
２
％
 

８
１
．
６
％
以
上

 

糖
尿
病
透
析
予
防
指

導
及
び
フ
ッ
ト
ケ
ア

の
実
施
件
数

 

６
０
９
件
 

６
０
９
件
以
上

 

※
１
 
特
別
食
の
算
定
回
数
÷
１
８
歳
以
上
の
糖
尿
病
・
慢
性
腎
臓
病
を
併
存
症
に
持
つ
入
院
患
者
に

対
す
る
こ
れ
ら
の
疾
病
の
治
療
が
主
目
的
で
は
な
い
食
事
の
回
数
×
１
０
０

 

 オ
 
精
神
疾
患

 

思
春
期
か
ら
老
年
期
ま
で
の
幅
広
い
精
神
疾
患
や
心
身
症
の
患
者
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
そ
の
受

入
を
行
う
と
と
も
に
、
治
療
に
当
た
る
。
診
療
に
当
た
っ
て
は
、
「
見
落
と
さ
な
い
診
断
」
、
「
心
理

面
の
幅
広
い
評
価
」
、
「
安
全
と
効
果
を
意
識
し
た
治
療
」
及
び
「
身
体
疾
患
に
合
併
し
た
精
神
症
状

へ
の
積
極
的
対
応
」
の
４
点
に
重
き
を
置
き
、
入
院
患
者
に
対
す
る
精
神
療
法
、
認
知
行
動
療
法
を
含

む
精
神
療
法
及
び
薬
物
療
法
に
よ
る
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
公
認
心
理
師
に
よ
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
で
患
者
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
と
と
も
に
、
精
神
疾
患
の
発
症
・
再
燃
を
予

防
す
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

通
院
精
神
療
法
の
算

定
数
 

６
，
７
７
７
件
 

６
，
７
７
７
件
以
上

 

入
院
精
神
療
法
の
算

定
数
 

８
０
４
件
 

８
２
６
件
以
上

 

 

5
 

2
 

6
 

7
 

血
栓
回
収
療
法
件
数
 

6
 

2
 

6
 

0
 

7
 

6
 

7
 

6
 

外
来
で
の
脳
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

実
施
患
者
数
 

2
,
10
0 

1
,
44
9 

2
,
10
0 

1
,
55
7 

2
,
10
0 

1
,
94
5 

2
,
10
0 

1
,
60
9 

入
院
で
の
脳
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

実
施
患
者
数
 

1
1
,2
24
 

9
,
52
6 

1
1
,2
79
 

7
,
00
9 

1
1
,3
35
 

7
,
31
3 

1
1
,3
90
 

8
,
06
3 

急
性
心
筋
梗
塞
患
者
数
 

4
2 

3
2 

4
3 

2
8 

4
3 

3
0 

4
3 

3
3 

急
性
心
筋
梗
塞
患
者
の
病
院
到
着
後
９
０
分
以

内
の
初
回
Ｐ
Ｃ
Ｉ
実
施
割
合

 

7
2
.9
 

2
4
.1
 

7
2
.9
 

3
3
.3
 

7
2
.9
 

5
4
.5
 

7
2
.9
 

5
8
.6
 

Ｐ
Ｃ
Ｉ
実
施
件
数
 

1
4
4 

1
2
9 

1
4
5 

1
0
6 

1
4
6 

1
3
0 

1
4
6 

1
5
1 

冠
動
脈
Ｃ
Ｔ
検
査
件
数
 

3
3
5 

3
4
4 

3
3
5 

2
6
0 

3
3
5 

2
9
8 

3
3
5 

3
7
3 

外
来
で
の
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
実
施
患
者
数
 

2
,
62
2 

1
,
91
0 

2
,
62
2 

1
,
91
3 

2
,
62
2 

2
,
43
8 

2
,
62
2 

1
,
90
8 

入
院
で
の
心
大
血
管
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
実
施
患
者
数
 

2
,
53
0 

2
,
57
9 

2
,
54
2 

2
,
70
9 

2
,
55
5 

2
,
80
7 

2
,
56
7 

2
,
70
3 

糖
尿
病
・
慢
性
腎
臓
病
患
者
へ
の
栄
養
管
理
実

施
割
合
 

8
1
.6
 

5
8
.0
 

8
1
.6
 

4
5
.8
 

8
1
.6
 

5
9
.4
 

8
1
.6
 

7
1
.1
 

糖
尿
病
透
析
予
防
指
導
及
び
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
実

施
件
数
 

6
0
9 

5
8
6 

6
0
9 

3
1
7 

6
0
9 

4
4
5 

6
0
9 

3
8
3 

通
院
精
神
療
法
の
算
定
数
 

6
,
77
7 

8
,
32
5 

6
,
77
7 

9
,
40
8 

6
,
77
7 

1
0
,2
42
 

6
,
77
7 

1
0
,1
60
 

入
院
精
神
療
法
の
算
定
数
 

8
1
4 

1
,
02
5 

8
1
8 

9
6
4 

8
2
2 

1
,
01
4 

8
2
6 

9
0
7 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由
 

 
５
疾
病
に
対
す
る
医
療
を
積
極
的
に
提
供
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
等
に
よ
る
患
者
数
の
減
少
に

よ
り
多
く
の
目
標
指
標
で
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
目
標
指
標
に
対
す
る
未
達
部
分
に
つ
い
て
は
診
療
科
ご
と
に
分
析
を
細
分
化
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
通
じ
て
目
標
達
成

に
向
け
た
取
組
を
立
案
し
共
有
す
る
。

 

   

    

-
 1

1
8
 -



1
0
 

   

 
 
（
２
）
４
事
業
に
対
す
る
医
療
の
確
保

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

 

中
期
目
標
 

ア
 
救
急
医
療
 

救
急
告
示
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

 

イ
 
災
害
医
療
 

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

 

ウ
 
小
児
医
療
 

小
児
疾
患
全
般
を
幅
広
く
診
療
し
、
対
応
困
難
な
症
例
に
対
し
て
は
三
次
医
療
機
関
や
専
門
医
療
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
。

 

エ
 
周
産
期
医
療
 

対
応
困
難
な
症
例
に
対
し
て
は
三
次
医
療
機
関
や
専
門
医
療
機
関
と
連
携
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ア
 
救
急
医
療

 

救
急
外
来
「
Ｅ
Ｒ
お
お
つ
」
に
お
い
て
、
２
４
時
間
３
６
５
日
対
応
可
能
な
救
急
体
制
を
維
持
し
、
救
急
専
門

医
を
中
心
に
内
科
系
、
外
科
系
の
医
師
が
救
急
患
者
の
診
療
に
当
た
り
、
重
症
の
患
者
に
あ
っ
て
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
連

携
し
対
応
し
て
い
く
。
特
に
超
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
や
感
染
症
へ
の
対
応
に
関
し
て
、
圏
域
に
お
い
て
市
民
病

院
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
重
症
患
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

救
急
車
搬
送
入
院
患

者
数
 

１
，
３
５
８
人
 

１
，
４
０
８
人
以
上

 

救
急
車
搬
送
受
入
件

数
 

３
，
４
８
１
件
 

３
，
５
３
３
件
以
上

 

救
急
車
受
入
要
請
件

数
 

３
，
５
２
０
件
 

３
，
５
６
１
件
以
上

 

救
急
搬
送
応
需
率
※

１
 

９
８
．
９
％
 

９
９
．
２
％
以
上

 

救
急
入
院
患
者
数

 
２
，
５
５
１
人
 

２
，
６
０
１
人
以
上

 

救
急
入
院
患
者
割
合

※
２
 

１
７
．
６
％
 

１
７
．
６
％
以
上

 

救
急
ス
ト
ッ
プ
時
間

 
６
３
時
間
 

２
９
時
間
以
下

 

※
１
 
救
急
搬
送
受
入
件
数
÷
（
救
急
搬
送
受
入
件
数
＋
救
急
搬
送
を
断
っ
た
件
数
）
×
１
０
０

 

※
２
 
救
急
経
由
入
院
患
者
数
÷
新
規
入
院
患
者
数
×
１
０
０
 

 イ
 
災
害
医
療

 

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
大
津
市
地
域
防
災
計
画
及
び
滋
賀
県
広
域
災
害
時
医
療
救
護
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

４
事
業
（
救
急
医
療
、
災
害
医
療
、
小
児
医
療
、
周
産
期
医
療
）
に
お
い
て
は
求
め
ら
れ
る
医
療
や
果
た
す

べ
き
役
割
を
提
供
し
た
。
 

ア
 
救
急
医
療

 

救
急
外
来
「
Ｅ
Ｒ
お
お
つ
」
に
て
通
常
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
感
染
症
Ｅ
Ｒ
に
て
発

熱
患
者
の
受
け
入
れ
も
積
極
的
に
行
い
、
大
津
保
健
医
療
圏
域
に
お
い
て
救
急
医
療
体
制
の
維
持
に
貢
献
し

た
。
 

・
 
感
染
患
者
の
積
極
的
な
受
入
と
急
性
期
患
者
に
対
し
て
も
断
ら
な
い
医
療
を
実
践
し
、
令
和
４
年
度
に
は

単
月
受
入
数
の
過
去
１
５
年
で
最
大
に
な
っ
た
月
が
あ
っ
た
。
 

・
 
大
津
市
消
防
局
と
の
更
な
る
連
携
の
強
化
を
目
的
に
、
令
和
５
年
度
に
情
報
交
換
会
を
開
催
し
た
。
 

・
  

令
和
５
年
度
に
、
大
津
市
民
の
救
命
率
向
上
お
よ
び
後
遺
症
軽
減
を
目
的
に
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
を

開
始
し
た
。

 

イ
 
災
害
医
療

 

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
災
害
発
生
時
の
迅
速
な
対
応
が
可
能
な
体
制
を
整
え
、
災
害
に
備
え
た
訓
練
や
研

修
等
を
行
い
、
体
制
強
化
を
図
っ
た
。
 

・
 
食
料
品
、
飲
料
水
及
び
日
用
品
等
の
災
害
発
生
時
に
院
内
で
必
要
と
な
る
物
資
の
円
滑
な
調
達
、
供
給
等

に
つ
い
て
、
院
内
に
お
い
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
運
営
す
る
事
業
者
と
協
定
を
締
結
し
た
。

 

・
  

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
自
宅
療
養
者
の
増
加
に
伴
い
滋
賀
県
が
設
置
す
る
滋
賀
県

見
守
り
観
察
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
し
、
２
４
時
間
体
制
で
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
に
あ
た

っ
た
。
 

・
 
令
和
４
年
度
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
自
粛
し
て
い
た
院
内
災
害
訓
練
を
３
年

ぶ
り
に
実
施
し
た
。

 

・
 
令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
を

×
2
 

 

２
 

２
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
を
定
量
的
に

判
断
し
た
。
 

 救
急
医
療
に
対
す
る
計
画
値
は

多
く
の
指
標
で
達
成
し
た
が
、

小
児
医
療
に
対
す
る
医
療
は
小

児
科
紹
介
患
者
数
以
外
の
目
標

指
標
で
計
画
値
の
達
成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
 

 【
中
期
目
標
で
示
し
た
、
市
民

病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

た
め
の
指
標
及
び
達
成
す
べ
き

水
準
並
び
に
困
難
度
】
 

・
救
急
搬
送
応
需
率
：
 
 
 

９
８
．
７
％
以
上
 

・
困
難
度
が
高
い
。
 

【
期
間
最
終
評
価
時
点
で
の
達

成
状
況
と
そ
の
数
値
】
 

・
救
急
搬
送
応
需
率
：
未
達

成
、
９
６
．
８
％
（
令
和
６
年

度
実
績
値
）
 

-
 1

1
9
 -



1
1

 

 

づ
き
、
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救
護
活
動
を
実
施
し
、
災
害
対
応
に
当
た
る
。
そ
し
て
、
救
急
連
絡
体
制
の
確
保

や
災
害
訓
練
の
実
施
な
ど
を
重
ね
る
こ
と
で
、
災
害
発
生
時
の
迅
速
な
対
応
体
制
の
向
上
に
努
め
る
。

 

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、
滋
賀
県
及
び
大
津
市
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ

ー
ム
）
の
派
遣
を
含
め
た
医
療
救
護
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
基
づ
き
、
事
業
を

継
続
し
な
が
ら
被
災
者
の
診
療
に
当
た
る
。

 

 ウ
 
小
児
医
療

 

感
染
症
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
、
内
分
泌
疾
患
、
腎
疾
患
及
び
心
疾
患
な
ど
の
慢
性
疾

患
、
頭
痛
や
不
登
校
な
ど
の
心
身
症
等
に
係
る
幅
広
い
小
児
医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
育
児
支
援
や
発
達
援

助
等
を
行
う
。
ま
た
、
診
療
所
や
他
の
病
院
か
ら
の
紹
介
を
受
け
入
れ
、
三
次
医
療
機
関
や
専
門
医
療
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
提
供
す
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

小
児
科
入
院
患
者
数

 
２
，
３
８
３
人
 

２
，
４
４
９
人
以
上

 

小
児
科
救
急
受
入
件

数
 

１
，
９
１
９
件
 

２
，
１
６
３
件
以
上

 

小
児
科
外
来
患
者
数

 
９
，
７
９
４
件
 

９
，
７
９
４
件
以
上

 

小
児
科
紹
介
患
者
数

 
４
７
０
人
 

４
８
３
人
以
上

 

 エ
 
周
産
期
医
療

 

分
娩
に
つ
い
て
は
、
機
能
分
担
の
推
進
や
分
娩
取
扱
い
施
設
の
集
約
化
の
観
点
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域

の
専
門
医
療
機
関
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
機
能
分
化
を
進
め
る
。

 

３
度
派
遣
し
た
。
さ
ら
に
、
滋
賀
県
看
護
協
会
の
派
遣
と
し
て
看
護
師
が
、
滋
賀
県
薬
剤
師
会
の
派
遣
と
し

て
薬
剤
師
が
当
院
か
ら
派
遣
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
被
災
地
で
支
援
活
動
を
行
っ
た
。

 

・
  

大
津
市
学
区
自
主
防
災
研
修
会
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
内
容
な
ど
の
講
演
を
行
い
、
地
域
住
民
に

対
し
て
災
害
に
関
す
る
知
識
の
啓
発
を
行
っ
た
。

 

ウ
 
小
児
医
療

 

 
気
管
支
喘
息
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
ほ
か
各
小
児
疾
患
患
者
に
対
し
て
、
専
門
分
野

を
持
つ
専
門
医
が
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
診
療
を
行
っ
た
。
救
急
医
療
で
は
「
Ｅ
Ｒ
お
お

つ
」
に
お
い
て
、
救
急
治
療
の
必
要
な
小
児
患
者
の
受
入
を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
含
む
発

熱
患
者
は
感
染
症
Ｅ
Ｒ
に
て
診
療
を
行
い
、
必
要
時
に
入
院
加
療
も
行
っ
た
。

 

エ
 
周
産
期
医
療

 

 
休
止
し
て
い
る
分
娩
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
地
域
の
専
門
医
療
機
関
と
連
携
し
て
い
る
。

 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 

目
標
指
標
 

【
１
１
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

救
急
車
搬
送
入
院
患
者
数

 
1
,
37
8 

1
,
49
9 

1
,
38
8 

1
,
49
0 

1
,
39
7 

1
,
68
3 

1
,
40
8 

1
,
79
3 

救
急
車
搬
送
受
入
件
数

 
3
,
48
1 

3
,
68
3 

3
,
49
8 

4
,
16
7 

3
,
51
6 

4
,
05
1 

3
,
53
3 

4
,
01
8 

救
急
車
受
入
要
請
件
数

 
3
,
50
8 

3
,
85
4 

3
,
52
5 

4
,
34
0 

3
,
54
3 

4
,
18
3 

3
,
56
1 

4
,
15
0 

救
急
搬
送
応
需
率

 
9
9
.2
 

9
5
.6
 

9
9
.2
 

9
6
.0
 

9
9
.2
 

9
6
.8
 

9
9
.2
 

9
6
.8
 

救
急
入
院
患
者
数

 
2
,
57
1 

2
,
51
9 

2
,
58
1 

2
,
28
9 

2
,
59
0 

2
,
83
2 

2
,
60
1 

3
,
09
4 

救
急
入
院
患
者
割
合

 
1
7
.6
 

1
5
.8
 

1
7
.6
 

1
3
.6
 

1
7
.6
 

1
9
.5
 

1
7
.6
 

2
2
.3
 

救
急
ス
ト
ッ
プ
時
間

 
2
9 

6
2
6 

2
9 

4
2
0 

2
9 

7
4 

2
9 

3
5
5 

小
児
科
入
院
患
者
数

 
2
,
41
3 

1
,
24
7 

2
,
42
5 

1
,
13
3 

2
,
43
7 

1
,
96
5 

2
,
44
9 

1
,
82
6 

小
児
科
救
急
受
入
件
数

 
2
,
16
1 

1
,
23
7 

2
,
16
2 

1
,
97
7 

2
,
16
3 

1
,
21
0 

2
,
16
3 

8
2
6 

小
児
科
外
来
患
者
数

 
9
,
79
4 

7
,
32
3 

9
,
79
4 

8
,
85
9 

9
,
79
4 

7
,
25
2 

9
,
79
4 

6
,
07
3 

小
児
科
紹
介
患
者
数

 
4
7
0 

3
6
6 

4
7
4 

3
9
4 

4
7
8 

4
3
4 

4
8
3 

5
5
6 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
４
事
業
に
対
す
る
医
療
を
確
保
す
る
た
め
に
様
々
な
取
組
を
行
い
、
救
急
医
療
に
対
す
る
目
標
値
は
多
く
の

-
 1

2
0
 -



1
2
 

 

指
標
で
達
成
し
た
が
、
こ
れ
以
外
の
目
標
指
標
で
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
事
業
に
よ
る
患
者
数
の
増
減
を
見
極
め
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
努
め
る
。

 

 

（
３
）
在
宅
医
療
・
介
護
と
の
一
層
の
連
携
強
化

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

 

中
期
目
標
 

ア
 
在
宅
医
療
・
介
護
へ
の
円
滑
な
移
行
へ
の
取
組

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
役
割
を
担
い
、
患
者
が
在
宅
医
療
へ
円
滑
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
医
療
機
関
及
び
介
護
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
入
退
院
支
援
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
熟
練
し
た
看
護
技
術
と
知
識
を

用
い
て
水
準
の
高
い
看
護
が
実
践
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
。

 

イ
 
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
機
能

 

か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
を
強
化
し
、
在
宅
患
者
の
急
変
増
悪
時
等
に
お
け
る
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
を
図
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ア
 
在
宅
医
療
・
介
護
へ
の
円
滑
な
移
行
へ
の
取
組

 

患
者
の
在
宅
医
療
を
円
滑
に
継
続
で
き
る
よ
う
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
医
療
機
関
及
び
介
護
関
係
機
関
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
入
退
院
支
援
を
行
う
。

 

ま
た
、
院
内
に
お
け
る
特
定
看
護
師
の
育
成
及
び
確
保
を
行
う
と
と
も
に
、
入
院
患
者
に
対
し
、
訪
問
看
護
認

定
看
護
師
を
は
じ
め
と
し
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
の
提
供
を
支

援
す
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

特
定
看
護
師
数

 
２
人
 

１
０
人
以
上

 

在
宅
療
養
利
用
者
訪

問
件
数

 

７
,
７
０
８
件
 

９
，
２
５
０
件
以
上

 

  イ
 
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
機
能

 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
３
６
５
日
を
通
じ
て
訪
問
看
護
を
実
施
し
、
訪
問
患

者
数
の
増
加
を
図
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
在
宅
患
者

の
負
担
を
軽
減
し
、
在
宅
患
者
増
悪
時
に
つ
い
て
も
診
療
所
等
と
連
携
し
た
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
強
化
を
図
り
、
在
宅
医
療
・
介
護
へ
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん

だ
。
 

ア
 
在
宅
医
療
・
介
護
へ
の
円
滑
な
移
行
へ
の
取
組

 

 
 
患
者
の
在
宅
医
療
を
円
滑
に
継
続
で
き
る
よ
う
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
強
化
を
図
り
、
こ
れ
ま

で
進
め
て
き
た
医
療
機
関
及
び
介
護
関
係
機
関
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
入
退
院
支
援
を
行
っ
た
。
 

イ
 
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
機
能

 

 
・
 
病
院
医
師
と
在
宅
医
、
訪
問
看
護
師
と
の
連
携
に
よ
り
、
緊
急
訪
問
後
当
院
に
入
院
す
る
体
制
を
整
え

た
。
ま
た
、
土
日
・
祝
日
も
計
画
的
に
定
期
訪
問
を
行
う
な
ど
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
強
化
を

図
っ
た
。

 

・
  

地
域
の
医
療
機
関
と
協
力
し
、
施
設
に
入
居
す
る
方
々
が
安
心
し
て
医
療
提
供
が
受
け
ら
れ
る
病
院
と
な

る
よ
う
、
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
院
の
運
用
を
開
始
し
た
。

 

・
  

在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を
開
始
し
、
訪
問
診
療
・
歯
科
・
リ
ハ
ビ
リ
・
栄
養
・
看
護
の
５
部
門
を
統

括
す
る
こ
と
で
、
地
域
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
体
制
を
強
化
し
た
。
 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 

目
標
指
標
 

【
１
１
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

特
定
看
護
師
数

 
2
 

3
 

3
 

5
 

6
 

7
 

1
0 9
 

在
宅
療
養
利
用
者
訪
問
件
数

 
7
,
70
8 

8
,
19
1 

8
,
70
4 

9
,
25
0 

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
を
定
量
的
に

判
断
し
た
。
 

 い
ず
れ
の
目
標
指
標
に
つ
い
て

も
、
計
画
値
の
達
成
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
 

 【
中
期
目
標
で
示
し
た
、
市
民

病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

た
め
の
指
標
及
び
達
成
す
べ
き

水
準
並
び
に
重
要
度
】
 

・
訪
問
看
護
認
定
看
護
師
数
：

１
人
以
上
 

・
重
要
度
が
高
い
。
 

【
期
間
最
終
評
価
時
点
で
の
達

成
状
況
と
そ
の
数
値
】
 

・
訪
問
看
護
認
定
看
護
師
数
：

未
達
成
、
ゼ
ロ
（
令
和
６
年
度

実
績
）
 

 

-
 1

2
1
 -



1
3
 

 

7
,
81
0 

6
,
79
6 

5
,
81
9 

5
,
30
2 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
訪
問
看
護
に
つ
い
て
、
診
療
提
供
体
制
の
変
更
や
看
護
師
の
休
職
に
よ
る
耐
性
変
更
の
影
響
に
よ
り
在
宅
療

養
利
用
者
訪
問
件
数
が
減
少
し
、
目
標
指
標
の
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
。

 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
病
院
内
と
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
院
外
と
も
連
携
を
す
る
た
め
に
設
置
し
た
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
が
中

心
と
な
り
、
訪
問
診
療
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
連
携
に
よ
り
在
宅
医
療
の
後
方
支
援
を
担
う
。

 

 

  
 

-
 1

2
2
 -



1
4
 

 

 
 
（
４
）
感
染
症
医
療
の
充
実
及
び
強
化

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

５
 

４
 

３
 

３
 

４
 

４
 

 

中
期
目
標
 

感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、
圏
域
の
感
染
症
医
療
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

 

ま
た
、
新
感
染
症
等
が
発
生
し
た
と
き
は
、
県
や
市
と
密
に
連
携
し
、
積
極
的
に
病
床
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
感
染
拡
大
期
に
は
、
迅
速
か
つ
的
確
に
専
用
外
来
の
設
置
及
び
運
用
や
入
院
患
者
の
受
入
れ
に
向
け
、
勤
務
体
制
を
平
時
の
体
制
か
ら
そ
の
と
き
に
求
め
ら
れ
る
体
制

へ
速
や
か
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
人
材
の
育
成
及
び
確
保
並
び
に
人
員
体
制
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。
そ
し
て
、
新
感
染
症
等
の
患
者
の
受
入
れ
に
当
た
っ
て
の
必
要
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
と
協
議
の
上
、
計
画
的
に
行
う
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、
感
染
症
に
関
す
る
情
報
収
集
と
受
入
れ
時
の
対
応
訓
練
を
常
に
行
い
、
感
染

症
発
生
時
の
受
入
れ
体
制
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
感
染
拡
大
期
に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、
認
定
看
護
師

の
育
成
及
び
確
保
を
行
い
、
感
染
症
対
応
の
た
め
に
必
要
な
設
備
に
つ
い
て
は
大
津
市
と
協
議
の
上
、
計
画
的
に

整
備
す
る
。

 

今
後
も
、
滋
賀
県
、
大
津
市
及
び
大
津
市
医
師
会
と
連
携
し
、
感
染
症
対
策
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
く

と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
重
点
医
療
機
関
で
あ
る
公
立
病
院
の
使
命
と
役
割
に
つ
い

て
、
職
員
は
高
い
自
覚
を
持
ち
、
医
療
の
提
供
を
行
う
。
特
に
重
症
患
者
に
対
す
る
積
極
的
な
治
療
の
実
施
に
加

え
、
感
染
症
の
拡
大
状
況
に
応
じ
、
適
時
適
切
な
体
制
を
整
え
、
感
染
症
医
療
と
一
般
医
療
の
両
立
を
図
る
。

 

 
目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

感
染
管
理
認
定
看
護

師
数
 

２
人
 

３
人
以
上

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
の
受
入
を
積
極
的
に
行

い
、
外
来
又
は
入
院
に
て
治
療
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
大
津
市
保
健
所
と
連
携
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
自
宅
療
養
を
さ
れ
て
い
る
患
者
の
診
察
に
つ
い
て
も
、
２
４
時
間
対
応
で
行
い
、
県
指
定
の
陽
性
者
宿

泊
療
養
施
設
に
も
医
師
及
び
看
護
師
を
派
遣
し
、
診
察
を
行
っ
た
。

 

・
  

院
内
で
は
、
日
常
的
な
手
指
衛
生
や
防
護
用
具
の
使
用
を
含
め
た
標
準
予
防
策
の
徹
底
を
行
い
、
感
染
管

理
体
制
及
び
人
材
育
成
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
。
 

・
 
人
事
交
流
に
よ
り
、
後
方
支
援
病
院
へ
認
定
看
護
師
を
派
遣
し
、
感
染
対
策
の
指
導
支
援
を
行
っ
た
。

 

・
  

内
閣
府
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
滋
賀
県
及
び
大
津
市
保
健
所
と
合
同
で
、
感
染
症
有
事
実
践
訓
練
を
実
施
し

た
。
 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
 

目
標
指
標
 

【
１
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

感
染
管
理
認
定
看
護
師
数

 
3
 

2
 

3
 

2
 

3
 

2
 

3
 

2
 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
時
に
院
長
を
始
め
と
し
た
病
院
ス
タ
ッ
フ

全
員
が
一
丸
と
な
り
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

今
後
も
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
フ
ル
Ｐ
Ｐ
Ｅ
着
脱
訓
練
を
行
い
、
今
後
起
こ
り
う
る
新
興
感

染
症
等
に
対
応
出
来
る
体
制
を
整
え
続
け
る
。
ま
た
、
感
染
管
理
認
定
看
護
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
感
染
管

理
認
定
看
護
師
を
目
指
す
看
護
師
が
感
染
管
理
の
実
務
を
学
ぶ
体
制
を
設
け
、
感
染
管
理
認
定
看
護
師
に
必
要

な
知
識
等
を
習
得
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。
 

×
1
 

４
 

４
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
及
び
取
組
状

況
に
よ
り
判
断
し
た
。
 

 感
染
症
管
理
認
定
看
護
師
数
は

計
画
値
の
達
成
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
点
医
療

機
関
と
し
て
多
く
の
患
者
を
受

け
入
れ
、
滋
賀
県
見
守
り
観
察

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
医
師
等
の

派
遣
、
自
宅
療
養
患
者
の
診
察

及
び
陽
性
患
者
宿
泊
療
養
施
設

へ
の
医
師
等
派
遣
な
ど
、
中
期

目
標
に
掲
げ
る
「
圏
域
内
の
感

染
症
医
療
に
お
い
て
中
心
的
な

役
割
を
担
う
こ
と
」
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
対

し
、
滋
賀
県
知
事
の
感
謝
状
を

授
与
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に
お

け
る
貢
献
度
が
極
め
て
高
い
と

の
評
価
を
得
た
。
 

 【
中
期
目
標
で
示
し
た
、
市
民

病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

た
め
の
指
標
及
び
達
成
す
べ
き

水
準
並
び
に
重
要
度
】
 

・
感
染
管
理
認
定
看
護
師
数
：

２
人
以
上
 

・
重
要
度
が
高
い
。
 

【
期
間
最
終
評
価
時
点
で
の
達

-
 1

2
3
 -



1
5
 

 

成
状
況
と
そ
の
数
値
】
 

・
感
染
管
理
認
定
看
護
師
数
：

達
成
、
２
人
（
令
和
６
年
度
実

績
値
）
 

 

 
 
 
（
５
）
健
康
増
進
、
予
防
医
療
の
充
実
及
び
強
化

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

 

中
期
目
標
 

人
間
ド
ッ
ク
や
特
定
健
診
な
ど
に
加
え
、
が
ん
な
ど
の
医
療
需
要
に
対
応
し
た
検
診
オ
プ
シ
ョ
ン
の
追
加
や
予
防
接
種
な
ど
、
市
民
に
対
し
て
予
防
医
療
の
提
供
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
早
期
治
療
に
努
め
る
こ
と
。

 

ま
た
、
「
市
民
と
と
も
に
あ
る
健
康
・
医
療
拠
点
」
と
し
て
、
市
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

超
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
が
ん
罹
患
者
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
健
診
セ
ン
タ
ー
で
の

が
ん
検
診
に
重
点
を
置
い
た
健
診
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
組
み
合
わ
せ
た
セ
ッ
ト
検

診
に
つ
い
て
大
津
市
と
連
携
し
な
が
ら
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
さ
ら
に
、
要
精
検
受
診
者
の
追
跡
と
精
検
受

診
率
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
健
診
セ
ン
タ
ー
か
ら
診
療
部
門
へ
の
切
れ
目
の
な
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
行
う
。

 

ま
た
、
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
市
民
に
対
し
て
健
康
支
援
講
座
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
健
康

支
援
に
係
る
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、
市
民
の
疾
病
予
防
を
支
援
す
る
。
 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値
 

市
民
向
け
公
開
講
座

開
催
回
数

 

８
回
 

１
０
回
以
上

 

市
民
向
け
公
開
講
座

延
べ
受
講
者
数

 

５
４
９
人
 

６
４
０
人
以
上

 

健
診
セ
ン
タ
ー
総
受

診
者
数

 

１
１
，
５
１
７
人
 
１
３
，
２
３
４
人
以
上

 

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者

数
 

３
，
３
０
３
人
 

３
，
４
５
２
人
以
上

 

が
ん
検
診
受
診
者
数

 
４
，
０
９
８
人
 

４
，
５
９
１
人
以
上

 

乳
が
ん
検
診
受
診
者

数
 

１
，
２
３
０
人
 

１
，
３
３
４
人
以
上

 

胃
が
ん
検
診
（
内
視

鏡
）
受
診
者
数

 

５
３
人
 

７
４
人
以
上

 

子
宮
が
ん
検
診
受
診

者
数
 

７
４
人
 

８
７
人
以
上

 

肺
が
ん
検
診
受
診
者

２
，
３
０
２
人
 

２
，
４
３
５
人
以
上

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

予
防
医
療
の
提
供
に
つ
い
て
、
健
診
セ
ン
タ
ー
に
て
人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
を
行
い
、
「
が
ん
検
診
セ
ッ

ト
」
や
「
鎮
静
下
内
視
鏡
」
な
ど
新
し
い
取
組
を
行
い
つ
つ
受
診
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
病
気
の
早
期

発
見
に
取
り
組
ん
だ
。

 

・
 
年
間
で
計
５
回
の
「
特
定
健
診
の
日
」
を
設
け
、
特
定
健
診
受
診
者
に
健
康
支
援
講
座
を
開
催
し
た
。

 

 
・
 
精
検
受
診
率
の
向
上
に
む
け
た
取
組
と
し
て
、
従
来
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
み
に
送
付
し
て
い
た
精
検
受

診
勧
奨
文
書
を
、
一
般
健
診
受
診
者
に
も
送
付
す
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
た
。

 

・
 
契
約
締
結
の
あ
る
企
業
、
団
体
及
び
健
康
保
険
組
合
等
を
訪
問
し
、
健
診
の
現
状
や
要
望
等
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。

 

・
 
令
和
４
年
度
に
大
津
市
乳
が
ん
検
診
の
日
曜
検
診
を
再
開
し
た
。
 

・
  

令
和
５
年
度
に
は
歯
科
検
診
、
臓
器
別
単
独
乳
腺
コ
ー
ス
の
開
始
、
鎮
静
下
胃
部
内
視
鏡
検
査
の
増
枠
、

日
曜
乳
が
ん
検
診
の
毎
月
の
実
施
等
に
取
り
組
ん
だ
。
 

・
  

令
和
６
年
度
の
４
月
及
び
５
月
に
は
人
間
ド
ッ
ク
に
対
す
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、

大
き
く
受
診
者
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
い
て
、
要
精
検
者
の
受
診
率
向

上
の
た
め
、
健
診
結
果
の
説
明
の
の
ち
外
来
予
約
へ
つ
な
げ
る
取
組
を
続
け
た
結
果
、
健
診
後
９
０
日
以
内

の
外
来
受
診
率
が
大
き
く
向
上
し
た
。

 

ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
 

目
標
指
標
 

【
１
０
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

市
民
向
け
公
開
講
座
開
催
回
数

 
1
0 2
 

1
0 6
 

1
0 

1
1 

1
0 7
 

市
民
向
け
公
開
講
座
延
べ
受
講
者
数

 
6
4
0 

1
2
0 

6
4
0 

2
4
8 

6
4
0 

5
1
2 

6
4
0 

2
5
7 

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
を
定
量
的
に

判
断
し
た
。
 

 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
期
に
受
診
者
数
が

減
少
し
た
健
診
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
両
面

か
ら
各
種
の
改
善
を
行
い
、
受

診
し
や
す
い
健
診
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
が
、
多
く
の
指

標
で
計
画
値
の
達
成
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
 

 【
中
期
目
標
で
示
し
た
、
市
民

病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

た
め
の
指
標
及
び
達
成
す
べ
き

水
準
並
び
に
重
要
度
】
 

・
市
民
向
け
公
開
講
座
及
び
健

康
講
座
の
開
催
回
数
及
び
延
べ

受
講
者
数
：
８
回
及
び
５
１
２

人
以
上
 

・
重
要
度
が
高
い
。
 

【
期
間
最
終
評
価
時
点
で
の
達

成
状
況
と
そ
の
数
値
】
 

・
市
民
向
け
公
開
講
座
及
び
健

-
 1

2
4
 -



1
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数
 

大
腸
が
ん
検
診
受
診

者
数
 

４
３
９
人
 

６
６
１
人
以
上

 

健
診
セ
ン
タ
ー
総
受
診
者
数

 
1
1
,5
17
 

8
,
25
5 

1
2
,0
63
 

6
,
38
5 

1
2
,6
35
 

7
,
76
8 

1
3
,2
34
 

8
,
48
4 

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
数

 
3
,
30
3 

2
,
36
0 

3
,
35
2 

2
,
18
4 

3
,
40
2 

2
,
57
8 

3
,
45
2 

2
,
94
0 

が
ん
検
診
受
診
者
数

 
4
,
09
8 

3
,
40
5 

4
,
25
6 

1
,
52
8 

4
,
42
0 

2
,
10
1 

4
,
59
1 

2
,
48
6 

乳
が
ん
検
診
受
診
者
数

 
1
,
23
0 

8
7
8 

1
,
26
4 

4
2
3 

1
,
29
8 

8
7
4 

1
,
33
4 

9
8
3 

胃
が
ん
検
診
（
内
視
鏡
）
受
診
者
数

 
5
3 

1
1
1 

5
9 

1
8
4 

6
6 

1
9
8 

7
4 

2
2
9 

子
宮
が
ん
検
診
受
診
者
数

 
7
4 

2
7
6 

7
8 

2
3
0 

8
2 

3
1
0 

8
7 

4
0
2 

肺
が
ん
検
診
受
診
者
数

 
2
,
30
2 

1
,
80
8 

2
,
35
1 

3
1
4 

2
,
39
6 

3
0
5 

2
,
43
5 

3
7
6 

大
腸
が
ん
検
診
受
診
者
数

 
4
3
9 

3
0
0 

5
0
4 

3
5
5 

5
7
8 

3
7
5 

6
6
1 

4
3
6 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
一
部
健
診
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

目
標
値
の
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
も
あ
り
受
診
者
数
が
大
き
く
減
少
し
た
も
の
の
、
年
度
ご
と
に
増
加
し
て

お
り
、
検
診
に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
る
。
今
後
も
受
診
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
取
組
を
続

け
て
い
き
、
市
民
病
院
と
し
て
市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
に
積
極
的
に
関
与
し
貢
献
し
て
い
く
。

 

 

康
講
座
の
開
催
回
数
及
び
延
べ

受
講
者
数
：
未
達
成
、
７
回
及

び
２
５
７
人
（
令
和
６
年
度
実

績
値
）
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２

 
地
域
の
病
院
、
診
療
所
等
と
の
機
能
分
化
及
び
連
携
強
化

 

 
 
（
１
）
地
域
で
果
た
す
べ
き
役
割

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

４
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

ア
 
地
域
で
求
め
ら
れ
る
病
院
機
能
と
そ
の
役
割

 

市
民
病
院
は
、
保
健
医
療
計
画
や
近
隣
病
院
の
医
療
提
供
体
制
等
を
踏
ま
え
、
医
療
機
関
と
し
て
急
性
期
患
者
が
早
期
に
急
性
期
か
ら
脱
す
る
よ
う
、
ま
た
、
患
者
の
様
態
及
び
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
近
隣
病
院
と
協
議
の
上
、
そ
の
役
割
を
分
担
し
、
地
域
で

求
め
ら
れ
る
病
院
機
能
を
見
極
め
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
。

 

イ
 
公
立
病
院
と
し
て
主
体
的
に
担
う
べ
き
役
割

 

公
立
病
院
で
あ
る
市
民
病
院
は
、
超
少
子
高
齢
社
会
に
必
要
と
な
る
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
人
口
構
成
や
疾
病
等
の
医
療
需
要
予
測
に
基
づ
き
不
足
す
る
医
療
機
能
を
補
完
す
る
役
割
を
主
体
的
に
担
い
、
強
化
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ア
 
地
域
で
求
め
ら
れ
る
病
院
機
能
と
そ
の
役
割

 

超
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
高
齢
者
の
入
院
が
増
加
し
て
い
る
中
、
特
に
内
科
的
な
複
合
疾
患
を
抱
え

る
患
者
（
以
下
「
内
科
的
回
復
期
患
者
」
と
い
う
。
）
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
入
院
期
間
が
長
期
化
し
、
内
科

的
回
復
期
患
者
を
支
え
る
後
方
支
援
病
院
が
不
足
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
、
滋
賀
県
地
域
医
療
構
想
に
お
け
る

議
論
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
近
隣
病
院
と
協
議
の
上
、
病
院
経
営
を
圧
迫
し
な
い
こ
と
を
条
件

に
、
一
定
の
内
科
的
回
復
期
患
者
に
対
す
る
継
続
的
な
入
院
治
療
の
提
供
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
今
後
も

急
性
期
一
般
病
棟
で
の
内
科
的
回
復
期
患
者
の
治
療
を
行
い
つ
つ
、
今
後
の
診
療
報
酬
制
度
等
の
改
定
の
状
況
に

応
じ
、
柔
軟
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
回
復
期
及
び
慢
性
期
機
能
を
担
う
病
院
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
推
進
し
、

並
び
に
救
急
搬
送
に
関
す
る
大
津
市
消
防
局
と
の
連
携
を
更
に
強
化
す
る
。

 

イ
 
公
立
病
院
と
し
て
主
体
的
に
担
う
べ
き
役
割

 

超
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
必
要
と
な
る
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
在
宅
復
帰
に
向
け
て
の
継
続
的

な
入
院
治
療
を
提
供
す
る
。
そ
の
際
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
栄
養
指
導
等
の
早
期
介
入
に
努
め
、
通
院
の
困

難
な
地
域
へ
の
医
療
提
供
を
視
野
に
入
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る
。

 

ま
た
、
急
性
期
医
療
及
び
緩
和
医
療
を
引
き
続
き
提
供
す
る
と
と
も
に
、
圏
域
に
お
い
て
市
民
病
院
が
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
べ
き
感
染
症
医
療
や
圏
域
の
将
来
需
要
の
推
計
を
踏
ま
え
増
加
が
見
込
ま
れ
る
医
療
需
要
へ
対
応

力
の
強
化
を
図
る
。

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

超
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
必
要
な
医
療
の
提
供
を
す
る
た
め
に
、
内
科
的
な
複
合
疾
患
を
抱
え
る
患
者
の

入
院
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
。
ま
た
、
回
復
期
及
び
慢
性
期
機
能
を
担
う
病
院
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化

し
た
。
 

ア
 
地
域
で
求
め
ら
れ
る
病
院
機
能
と
そ
の
役
割

 

地
域
の
医
療
機
関
か
ら
求
め
ら
れ
た
場
合
は
病
床
の
使
用
状
況
を
考
慮
の
う
え
、
積
極
的
に
患
者
を
受
け
入

れ
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
に
関
し
て
も
県
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

 

・
  

高
齢
者
の
入
院
が
増
加
し
て
い
る
中
、
地
域
の
高
齢
者
救
急
受
入
強
化
と
経
営
改
善
の
両
立
を
図
る
た
め

に
、
誤
嚥
性
肺
炎
や
尿
路
感
染
症
な
ど
の
高
齢
者
救
急
入
院
患
者
に
対
し
、
入
院
早
期
か
ら
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
効
率
良
く
提
供
す
る
こ
と
で
早
期
在
宅
復
帰
を
支
援
す
る
体
制
で
あ
る
「
地
域
包
括
医
療
病
棟
入
院
料
」

を
算
定
す
る
病
棟
を
設
置
し
た
。

 

 イ
 
公
立
病
院
と
し
て
主
体
的
に
担
う
べ
き
役
割

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
を
し
つ
つ
救
急
医
療
を
始
め
と
し
た
急
性
期
医
療
を
提
供
し
続
け

た
。
稼
働
病
床
数
を
減
ら
し
運
用
し
て
い
た
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
関
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
を
見
な
が
ら
段
階
的
に
病
床
を
増
や
し
運
用
し
た
。
 

・
 
地
域
の
医
療
機
関
を
支
援
す
る
た
め
、
一
部
診
療
科
で
専
門
医
・
看
護
師
ら
に
よ
る
訪
問
診
療
を
開
始
し

 

た
。
 

・
  

令
和
６
年
度
に
在
宅
診
療
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
を
開
始
し
、
訪
問
診
療
部
、
訪
問
歯
科
診
療
部
、
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
、
訪
問
栄
養
部
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
５
部
門
を
統
括
し
て
地
域
の
在
宅
診
療

の
一
助
と
し
て
後
方
支
援
に
努
め
た
。

 

 

ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
な
し
（
定
性
）

 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
地
域
医
療
機
関
と
連
携
し
、
求
め
ら
れ
る
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。
 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
重
点
医
療
機
関
と
し
て
多
く

の
患
者
を
受
け
入
れ
た
こ
と
、

地
域
包
括
医
療
病
棟
を
設
置
し

た
こ
と
、
同
年
度
に
在
宅
診
療

セ
ン
タ
ー
を
稼
働
さ
せ
た
こ
と

な
ど
、
公
立
病
院
と
し
て
主
体

的
に
担
う
べ
き
役
割
を
果
た
し

た
。
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（
２
）
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
役
割

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

 

中
期
目
標
 

地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
、
地
域
の
医
療
関
係
者
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
地
域
医
療
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

 

ア
 
紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療
の
提
供

 

か
か
り
つ
け
医
と
の
機
能
分
化
・
連
携
を
更
に
深
め
、
紹
介
及
び
逆
紹
介
を
推
進
す
る
こ
と
。

 

イ
 
医
療
機
器
等
の
共
同
利
用

 

建
物
、
設
備
、
機
器
等
を
地
域
の
医
師
等
が
利
用
で
き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。

 

ウ
 
地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施

 

地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
高
度
な
専
門
知
識
を
有
す
る
看
護
職
等
に
よ
る
教
育
的
及
び
技
術
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

地
域
医
療
連
携
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
病
院
と
し
て
、
市
民
病
院
と
診
療
所
、
市
民
病
院
と
他
の
病
院
な
ど

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
と
役
割
分
担
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、
院
長
及
び
副
院
長
を
始
め
、
診
療
部
長
を
中

心
に
地
域
の
医
療
機
関
へ
の
訪
問
を
実
施
す
る
こ
と
で
“
顔
の
見
え
る
連
携
”
を
行
い
、
訪
問
強
化
及
び
地
域
の

医
療
従
事
者
と
の
意
見
交
換
を
積
極
的
に
行
い
な
が
ら
、
地
域
医
療
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
。

 

ま
た
、
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介
患
者
が
円
滑
に
受
診
で
き
る
よ
う
、
診
療
情
報
提
供
書
の
受
理
な
ど
を

迅
速
に
行
う
と
と
も
に
、
地
域
医
療
連
携
室
を
中
心
に
、
地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
保
険
施
設
と
の
“
顔
の
見
え

る
連
携
”
を
推
進
す
る
。
 

 ア
 
紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療
の
提
供

 

急
性
期
機
能
を
有
す
る
地
域
医
療
支
援
病
院
及
び
中
核
病
院
と
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
や
地
域
の
医
療
機
関
と

の
機
能
分
担
と
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
、
紹
介
及
び
逆
紹
介
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
完
結
型
医
療
を

推
進
す
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

紹
介
率
※
１

 
７
１
．
５
％
 

８
０
．
０
％
以
上

 

逆
紹
介
率
※
２

 
１
０
４
．
９
％
 

１
０
４
．
９
％
以
上

 

地
域
医
療
機
関
訪
問

回
数
 

３
２
７
回
 

３
５
０
回
以
上

 

※
１
 
紹
介
初
診
患
者
数
÷
（
初
診
患
者
数
－
（
休
日
・
夜
間
以
外
の
初
診
救
急
車
搬
送
患
者
数
＋
休
日
・
夜
間

の
初
診
救
急
患
者
数
）
）
×
１
０
０

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
 
 
地
域
の
医
療
機
関
と
の
機
能
分
担
と
連
携
を
一
層
強
化
し
、
紹
介
及
び
逆
紹
介
を
よ
り
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
見
極
め
つ
つ
、
地
域
医
療
連
携
室
を
中
心
に
訪
問
再
開
を
図
っ

た
。
ま
た
、
医
師
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
な
ど
“
顔
の
見
え
る
連
携
”
を
推
進
し
た
。

 

ア
 
紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療
の
提
供

 

急
性
期
機
能
を
有
す
る
地
域
医
療
支
援
病
院
及
び
中
核
病
院
と
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
や
地
域
の
医
療
機
関

と
の
機
能
分
担
と
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
た
め
、
地
域
医
療
連
携
室
を
中
心
に
地
域
医
療
機
関
訪
問
を
行

っ
た
。
診
療
情
報
提
供
書
に
関
す
る
返
書
、
逆
紹
介
、
報
告
書
の
記
載
フ
ォ
ロ
ー
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
実
施
す
る

た
め
に
数
値
を
デ
ー
タ
化
す
る
事
で
リ
マ
イ
ン
ド
メ
ー
ル
を
強
化
し
連
携
推
進
を
図
っ
た
。
 

・
 
令
和
５
年
度
に
開
放
型
病
床
の
運
用
を
再
開
し
た
。

 

・
  

地
域
連
携
の
更
な
る
強
化
に
向
け
、
地
域
医
療
連
携
室
、
入
退
院
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
患
者
相
談
支
援
室
を
集
結
さ
せ
地
域
医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
、
病
院
、
診
療

所
か
ら
の
意
見
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

イ
 
医
療
機
器
の
共
同
利
用

 

 
高
額
医
療
機
器
等
の
共
同
利
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
診
療
所
小
児
外
科
医
師
に
対
し
て
手
術

室
の
開
放
を
行
っ
た
。

 

ウ
 
地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
時
に
は
地
域
医
療
機
関
や
市
民
向
け
の
研
修
は
開
催
が
困
難
な
状
況
で

あ
っ
た
が
、

Y
o
u
Ｔ
u
be
を
利
用
し
た
研
修
を
行
う
な
ど
、
新
た
な
取
組
で
開
催
し
た
。
 

×
1
 

 
２
 

２
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
を
定
量
的
に

判
断
し
た
。
 

 紹
介
率
及
び
逆
紹
介
率
は
計
画

値
を
達
成
し
た
が
、
そ
の
他
の

指
標
は
計
画
値
の
達
成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
今
後
、
超
高
齢
社
会
の
進
展
に
よ
り
高
齢
者
に
対
す
る
急
性
期
医
療
の
需
要
が
増
大
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
回
復
期
及
び
慢
性
期
機
能
を
担
う
病
院
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
診
療
提
供
体
制
を

整
え
て
い
く
。
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1
9
 

 

※
２
 
逆
紹
介
患
者
数
÷
（
初
診
患
者
数
－
（
休
日
・
夜
間
以
外
の
初
診
救
急
車
搬
送
患
者
数
＋
休
日
・
夜
間
の

初
診
救
急
患
者
数
）
）
×
１
０
０

 

 イ
 
医
療
機
器
の
共
同
利
用

 

地
域
の
病
院
及
び
診
療
所
と
協
議
を
進
め
、
高
額
医
療
機
器
等
の
共
同
利
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

 

 ウ
 
地
域
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施

 

地
域
の
医
療
従
事
者
を
対
象
と
し
て
、
外
部
講
師
や
市
民
病
院
の
医
師
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
研
修
を
年
間

を
通
じ
て
実
施
し
、
専
門
的
知
識
や
技
術
を
共
有
し
、
地
域
と
の
連
携
を
推
進
す
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

地
域
医
療
機
関
向
け

研
修
実
施
回
数

 

４
６
回
 

５
０
回
以
上

 

 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
 

目
標
指
標
 

【
４
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

紹
介
率
 

8
0
.0
 

6
6
.5
 

8
0
.0
 

6
6
.6
 

8
0
.0
 

8
0
.0
 

8
0
.0
 

9
0
.4
 

逆
紹
介
率
 

1
0
4.
9 

8
9
.3
 

1
0
4.
9 

1
0
0.
3 

1
0
4.
9 

1
0
1.
3 

1
0
4.
9 

1
1
3.
7 

地
域
医
療
機
関
訪
問
回
数

 
2
7
5 

4
9
1 

3
0
0 

3
0
7 

3
2
5 

1
7
4 

3
5
0 

2
4
6 

地
域
医
療
機
関
向
け
研
修
実
施
回
数

 
5
0 3
 

5
0 8
 

5
0 

1
3 

5
0 9
 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
診
療
所
や
後
方
医
療
機
関
と
連
携
強
化
を
続
け
て
き
た
が
、
目
標
達
成
に
至
ら

な
か
っ
た
た
め
。

 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
引
き
続
き
“
顔
の
見
え
る
連
携
”
を
推
進
し
、
今
後
も
地
域
医
療
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
連
携
を
計

り
続
け
る
。
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2
0
 

 

 
 
（
３
）
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

市
の
保
健
福
祉
部
門
を
始
め
と
し
た
関
係
行
政
機
関
、
医
師
会
等
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
市
民
病
院
が
主
体
と
な
っ
て
圏
域
の
医
療
機
関
等
と
客
観
的
事
実
（
診
療
科
別
の
収
支
及
び
そ
の
分
析
結
果
、
現
在
の
医
療
需
要
の
推
移
等
に
基
づ
く
事
実
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
を
基
に
積
極
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
圏
域
で
担
う
べ
き
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
連
携
を
図
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

大
津
市
の
保
健
福
祉
部
門
を
始
め
、
関
係
行
政
機
関
、
大
津
市
医
師
会
等
と
引
き
続
き
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
医
療
の
動
向
や
病
院
経
営
に
係
る
収
支
な
ど
の
情
報
交
換
が
可
能
な
機
会
に

は
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
圏
域
の
医
療
機
関
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
担
う
べ
き
役
割
を
果
た
す

よ
う
努
め
る
。

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

大
津
市
の
保
健
福
祉
部
門
を
始
め
、
関
係
行
政
機
関
、
大
津
市
医
師
会
等
と
引
き
続
き
連
携
を
図
っ
た
。
 

・
 
令
和
３
年
度
か
ら
地
域
医
療
連
携
の
会
を
開
催
し
、
理
事
長
が
地
域
医
療
を
支
え
る
中
核
病
院
と
し
て
の

当
院
の
経
営
方
針
を
説
明
し
、
診
療
科
の
診
療
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
内
容
等
を
発
表
す
る
な
ど
、
当
院

の
様
々
な
取
組
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

・
 
「
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
く
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
要
旨
で
当
院
の
連
携
に
関
す
る

考
え
に
つ
い
て
は
、
圏
域
の
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
で
説
明
し
、
合
意
を
得
た
。
 

・
 
医
師
、
看
護
師
及
び
医
療
技
術
職
の
人
事
交
流
を
始
め
る
な
ど
連
携
強
化
に
取
り
組
ん
だ
。

 

 ⅱ
 
目
標
又
指
標

 

 
 
な
し
（
定
性
）

 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
関
係
行
政
機
関
、
医
師
会
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
医
療
の
充
実
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
引
き
続
き
関
係
行
政
機
関
、
医
師
会
、
関
係
医
療
機
関
と
の
連
携
を
行
い
、
人
事
交
流
の
継
続
や
医
療
機
関

か
ら
の
提
案
に
柔
軟
に
対
応
し
、
今
後
の
地
域
医
療
の
充
実
に
努
め
る
。
 

 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

医
師
、
看
護
師
及
び
医
療
技
術

職
の
人
事
交
流
を
始
め
る
な

ど
、
圏
域
の
医
療
機
関
と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
担
う
べ
き
役

割
を
果
た
す
よ
う
努
め
た
。
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2
1
 

 

 
３

 
市
民
・
患
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
 

 
 
（
１
）
市
民
・
患
者
の
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

 

中
期
目
標
 

入
院
及
び
外
来
の
患
者
に
対
し
、
患
者
満
足
度
調
査
（
医
療
の
質
、
外
来
で
の
待
ち
時
間
、
院
内
環
境
等
に
関
す
る
調
査
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
定
期
的
に
実
施
し
、
患
者
の
求
め
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
患
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る

回
答
及
び
事
後
対
応
を
公
開
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

患
者
及
び
家
族
が
医
療
内
容
を
理
解
し
、
治
療
の
選
択
に
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
相
談
体
制

を
充
実
さ
せ
、
複
数
職
種
が
協
働
し
、
患
者
及
び
家
族
の
目
線
に
立
っ
た
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
に
資
す
る
よ
う
、
患
者
満
足
度
調
査
（
医
療
の
質
、
外
来
で
の
待
ち
時
間
、
院
内
環
境
等
に
関
す
る
調
査
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
実
施
す
る
。
患
者
満
足
度
調
査
や
患
者
及
び
家
族
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
関
す
る
情

報
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
公
開
す
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

外
来
に
係
る
患
者
満

足
度
調
査
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
の
合
計
値

 

８
２
．
８
％
 

８
５
．
７
％
以
上

 

入
院
に
係
る
患
者
満

足
度
調
査
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
の
合
計
値

 

９
０
．
１
％
 

９
３
．
２
％
以
上

 

患
者
満
足
度
調
査
に

お
け
る
相
談
体
制
に

関
す
る
項
目
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
の
合
計
値

 

－
 

９
０
．
０
％
以
上

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

患
者
満
足
度
調
査
を
実
施
し
、
当
院
の
診
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
る
の
か
調
査
し

た
。
意
見
に
つ
い
て
は
院
内
会
議
に
て
周
知
を
行
い
、
今
後
の
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
た
。
ま
た
、
結

果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
。
 

・
 
患
者
相
談
支
援
室
に
つ
い
て
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
拡
張
整
備
し
た
。
 

・
 
病
院
玄
関
で
車
や
タ
ク
シ
ー
か
ら
の
乗
降
介
助
や
車
椅
子
で
の
移
動
支
援
な
ど
患
者
や
付
き
添
い
の
方
が

安
全
・
安
心
に
受
診
で
き
る
よ
う
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
 

・
  

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
に
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
室
を
新
設
し
、
患
者
満
足
度
の
向
上
に
努
め

た
。
 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 

目
標
指
標
 

【
３
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

外
来
に
係
る
患
者
満
足
度
調
査
の
「
満
足
」
及

び
「
や
や
満
足
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
の
合

計
値
 

8
5
.7
 

8
7
.1
 

8
5
.7
 

7
4
.0
 

8
5
.7
 

7
9
.9
 

8
5
.7
 

8
5
.9
 

入
院
に
係
る
患
者
満
足
度
調
査
の
「
満
足
」
及

び
「
や
や
満
足
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
の
合

計
値
 

9
3
.2
 

9
2
.0
 

9
3
.2
 

8
8
.3
 

9
3
.2
 

9
3
.7
 

9
3
.2
 

8
8
.4
 

患
者
満
足
度
調
査
に
お
け
る
相
談
体
制
に
関
す

る
項
目
の
「
満
足
」
及
び
「
や
や
満
足
」
と
回

答
し
た
者
の
割
合
の
合
計
値

 

9
0
.0
 

8
5
.2
 

9
0
.0
 

8
2
.9
 

9
0
.0
 

8
4
.0
 

9
0
.0
 

8
8
.3
 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
患
者
の
意
見
を
収
集
す
る
た
め
、
患
者
満
足
度
調
査
を
毎
年
度
実
施
し
た
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
各
責
任
部

門
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
患
者
満
足
度
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
改
善
が
見
ら
れ
て
い
る
が
、
目
標
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
た
め
。

 

ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
を
定
量
的
に

判
断
し
た
。
 

 外
来
患
者
の
満
足
度
は
計
画
値

を
達
成
し
た
。
入
院
患
者
の
満

足
度
と
相
談
体
制
に
関
す
る
満

足
度
は
計
画
値
の
達
成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
 

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
業
務
の
開

始
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
的
と
す
る
組
織
（
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
推
進
室
）
の
設
置
な

ど
、
患
者
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
た
。
 

 【
中
期
目
標
で
示
し
た
、
市

民
・
患
者
へ
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
の
指
標
及

び
達
成
す
べ
き
水
準
並
び
に
重

要
度
】
 

・
外
来
に
係
る
患
者
満
足
度
調

査
の
「
満
足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
の

合
計
値
（
以
下
「
外
来
患
者
満

足
度
」
と
い
う
。
）
：
 
 
 

８
５
．
７
％
以
上
 

・
入
院
に
係
る
患
者
満
足
度
調

査
の
「
満
足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
の

合
計
値
（
以
下
「
入
院
患
者
満

-
 1

3
0
 -



2
2
 

 

 
 
患
者
満
足
度
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
各
部
署
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
改
善
方
法
が
あ
る
か
対
応
を
検
討
す
る
。

 

足
度
」
と
い
う
。
）
：
 
 
 

９
３
．
２
％
以
上
 

・
い
ず
れ
も
重
要
度
が
高
い
。
 

【
期
間
最
終
評
価
時
点
で
の
達

成
状
況
と
そ
の
数
値
】
 

・
外
来
患
者
満
足
度
：
達
成
、

８
５
．
９
％
（
令
和
６
年
度
実

績
値
）
 

・
入
院
患
者
満
足
度
：
未
達

成
、
８
８
．
４
％
（
令
和
６
年

度
実
績
値
）
 

 

 

 
 
（
２
）
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

２
 

３
 

２
 

２
 

２
 

 

中
期
目
標
 

ア
 
職
員
の
接
遇
の
質
の
向
上

 

職
員
に
対
し
、
接
遇
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
病
院
全
体
の
接
遇
の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

 

イ
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
徹
底

 

個
人
情
報
を
適
切
に
管
理
し
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
患
者
が
自
ら
受
け
る
医
療
の
内
容
に
納
得
し
、
及
び
自
ら
に
合
っ
た
治
療
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
上
で
同
意
を
得
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
徹
底
し
、
信
頼
性
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
。
 

ウ
 
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
推
進

 

患
者
の
視
点
に
立
っ
た
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
医
師
の
診
断
や
治
療
法
に
つ
い
て
、
患
者
が
別
の
医
師
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
を
い
う
。
）
を
推
進
し
、
患
者
が
納
得
で
き
る
医
療
を
目
指
す
こ
と
。

 

エ
 
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
推
進
 

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
患
者
や
そ
の
家
族
が
医
師
等
と
一
緒
に
自
ら
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
、
繰
り
返
し
話
し
合
い
、
共
有
す
る
取
組
で
あ
る
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
い
う
。
）
を
推
進
し
、
患
者
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ア
 
職
員
の
接
遇
の
質
の
向
上

 

患
者
満
足
度
調
査
や
御
意
見
箱
の
活
用
に
よ
り
、
患
者
ニ
ー
ズ
の
動
向
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
課
題

を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
の
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
接
遇
の
質
及
び
患
者
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
に
努
め
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

接
遇
研
修
会
実
施
回

数
 

１
回
 

２
回
以
上

 

接
遇
研
修
会
受
講
時

ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
参

考
に
な
っ
た
」
と
回

答
し
た
者
の
割
合

 

９
０
．
４
％
 

９
１
．
０
％
以
上

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
患
者
満
足
度
調
査
や
御
意
見
箱
を
活
用
し
た
。
ま
た
、
患
者
が
望
む
医

療
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
。
 

ア
 
職
員
の
接
遇
の
質
の
向
上

 

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
全
職
員
を
対
象
と
し
た
接
遇
研
修
を
実
施
し
、
職
員
一
人
一
人
が
患
者
に

寄
り
添
い
、
安
心
し
た
医
療
を
提
供
で
き
る
人
材
育
成
を
推
進
し
た
。
 

イ
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
徹
底

 

病
状
や
手
術
に
対
す
る
患
者
へ
の
説
明
の
際
に
、
情
報
提
供
を
し
っ
か
り
行
え
る
よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
質

の
高
い
説
明
の
徹
底
を
行
っ
た
。
 

ウ
 
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
推
進

 

地
域
医
療
連
携
室
に
お
い
て
紹
介
患
者
を
把
握
し
た
。
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
希
望
す
る
患
者
に
は
、
他

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
及
び
取
組
状

況
に
よ
り
判
断
し
た
。
 

 接
遇
研
修
を
実
施
し
、
受
講
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
計
画
値

に
達
成
し
た
。
 

Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
は
具
体
的
な

取
組
を
開
始
し
た
も
の
の
、
目

標
指
標
の
達
成
状
況
を
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
 

 

-
 1

3
1
 -



2
3
 

 

患
者
満
足
度
調
査
に

お
け
る
接
遇
に
関
す

る
項
目
の
「
満
足
」

及
び
「
や
や
満
足
」

と
回
答
し
た
者
の
割

合
の
合
計
値

 

－
 

９
０
．
０
％
以
上

 

 イ
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
徹
底

 

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
（
患
者
が
自
ら
受
け
る
医
療
の
内
容
に
納
得
し
、
及
び
自
ら
に
合
っ
た
治
療

法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
上
で
同
意
を
得
る
こ
と
を
い
う
。
）
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
医
療
相
談
の
機
能
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
当
該
相
談
に
際
し
て
は
、
看
護
師
の
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
認
定
看
護
師
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
同
席
し
、
疾
患
及
び
そ
の
治
療
方
法
に
つ
い
て
十

分
な
理
解
を
得
た
上
で
、
医
療
従
事
者
と
患
者
が
協
力
し
て
治
療
に
取
り
組
む
。

 

 ウ
 
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
推
進

 

患
者
の
目
線
に
立
っ
た
医
療
を
推
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
医
師
の
診
断

や
治
療
法
に
つ
い
て
、
患
者
が
別
の
医
師
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
窓
口
の
設

置
や
制
度
等
の
情
報
提
供
及
び
市
民
病
院
以
外
で
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
希
望
す
る
患
者
が
他
院
を
受
診
す
る

た
め
の
診
療
情
報
提
供
書
の
作
成
な
ど
に
よ
り
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
適
切
に
対
応
す
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

患
者
満
足
度
調
査
に

お
け
る
医
師
の
応
対

と
説
明
に
関
す
る
項

目
の
「
満
足
」
及
び

「
や
や
満
足
」
と
回

答
し
た
者
の
割
合
の

合
計
値

 

－
 

９
０
．
０
％
以
上

 

 エ
 
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
推
進

 

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
患
者
や
そ
の
家
族
が
医
師
等
と
一
緒
に
自
ら
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
考
え
、
繰
り

返
し
 
 
話
し
合
い
、
共
有
す
る
取
組
で
あ
る
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
推
進
し
、
患
者
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
を
提
供
す
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

患
者
満
足
度
調
査
に

お
け
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関

す
る
項
目
の
「
満

足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者

の
割
合
の
合
計
値

 

－
 

８
０
．
０
％
以
上

 

 

院
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、
適
切
な
対
応
を
行
っ
た
。
 

エ
 
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
推
進

 

 
 
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
推
進
し
、
患
者
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
の
提
供
に
努
め
た
。
 

・
 
組
織
的
な
取
組
に
向
け
て
院
内
に
て
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
た
。

 

・
 
電
子
カ
ル
テ
に
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
情
報
を
入
力
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
、
聞
き
取
り
時
に
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
対
応

を
入
力
す
る
よ
う
に
改
善
し
た
。

 

・
  

「
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
、
広
く
市
民
に
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
対
し

て
啓
発
し
た
。
 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 

目
標
指
標
 

【
５
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

接
遇
研
修
会
実
施
回
数

 
2
 

2
 

2
 

1
 

2
 

2
 

2
 

2
 

接
遇
研
修
会
受
講
時
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
参
考
に

な
っ
た
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合

 

9
1
.0
 

9
7
.6
 

9
1
.0
 

9
1
.8
 

9
1
.0
 

9
7
.0
 

9
1
.0
 

9
8
.2
 

患
者
満
足
度
調
査
に
お
け
る
接
遇
に
関
す
る
項

目
の
「
満
足
」
及
び
「
や
や
満
足
」
と
回
答
し

た
者
の
割
合
の
合
計
値

 

9
0
.0
 

9
0
.2
 

9
0
.0
 

8
7
.8
 

9
0
.0
 

8
6
.0
  

9
0
.0
 

8
5
.9
 

患
者
満
足
度
調
査
に
お
け
る
医
師
の
応
対
と
説

明
に
関
す
る
項
目
の
「
満
足
」
及
び
「
や
や
満

足
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
の
合
計
値

 

9
0
.0
 

8
7
.4
 

9
0
.0
 

8
7
.4
 

9
0
.0
 

8
5
.9
 

9
0
.0
 

8
8
.3
 

患
者
満
足
度
調
査
に
お
け
る
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る

項
目
の
「
満
足
」
及
び
「
や
や
満
足
」
と
回
答

し
た
者
の
割
合
の
合
計
値

 

8
0
.0
 

-
 

8
0
.0
 

-
 

8
0
.0
 

-
 

8
0
.0
 

-
 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
患
者
満
足
度
調
査
や
御
意
見
箱
を
活
用
し
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
も
の
の
、
目
標
指
標
の

達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
。

 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
今
後
も
現
在
行
っ
て
い
る
全
職
員
に
対
す
る
接
遇
研
修
を
引
き
続
き
実
施
し
、
職
員
一
人
一
人
が
意
識
す
る

こ
と
で
患
者
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
げ
る
。
 

 
 
ま
た
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
当
院
の
取
組
に
つ
い
て
研
修
会
を
実
施
し
、
理
解
度
に
つ
い
て
調
査
す
る
。
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2
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４

 
医
療
の
質
の
向
上
 

 
 
（
１
）
医
療
の
安
全
の
徹
底

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

ア
 
第
三
者
機
関
か
ら
の
評
価

 

第
三
者
に
よ
る
医
療
の
質
に
関
す
る
評
価
を
受
け
、
継
続
的
に
業
務
改
善
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
。

 

イ
 
安
全
管
理
機
能
の
向
上

 

イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
象
）
及
び
そ
の
防
止
対
策
を
医
療
安
全
管
理
委
員
会
に
報
告
し
、
同
委
員
会
を
通
じ
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
医
療
の
安
全
に
関
す
る
研
修
を
行
い
、
安
全
管
理
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

 

ウ
 
院
内
感
染
防
止
の
徹
底

 

院
内
感
染
に
対
す
る
効
果
的
な
予
防
対
策
を
周
知
し
、
院
内
感
染
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
充
実
さ
せ
、
感
染
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ア
 
第
三
者
機
関
か
ら
の
評
価

 

市
民
病
院
は
、
日
本
病
院
機
能
評
価
機
構
の
認
定
を
受
け
て
お
り
、
今
後
も
機
構
か
ら
の
認
定
を
継
続
し
て
受

け
る
た
め
、
業
務
改
善
活
動
に
取
り
組
む
。

 

 イ
 
安
全
管
理
機
能
の
向
上

 

安
全
で
安
心
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
医
療
事
故
報
告
の
収
集
や

分
析
等
を
行
い
、
医
療
事
故
の
予
防
対
策
や
再
発
防
止
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。
医
療
事
故
の
発
生
時
に

は
、
医
療
事
故
調
査
制
度
に
従
っ
て
院
内
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
報

告
し
、
再
発
防
止
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
、
計
画
的
に
医
療
従
事
者
に
対
し
て
医
療
安
全
に
関
す
る
研
修
を
行
い
、

安
全
管
理
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
。
 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

医
療
安
全
研
修
会
開

催
回
数

 
 

１
０
回
 

１
２
回
以
上

 

医
療
安
全
研
修
会
に

係
る
受
講
者
満
足
度

調
査
の
「
満
足
」
及

び
「
や
や
満
足
」
と

回
答
し
た
者
の
割
合

の
合
計
値

 

７
７
．
０
％
 

７
７
．
０
％
以
上

 

 ウ
 
院
内
感
染
防
止
の
徹
底

 

感
染
対
策
チ
ー
ム
及
び
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
感
染
管
理
体
制
を
構
築
し
、
院
内
感
染
防
止
対

策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
院
内
感
染
予
防
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
適
宜
改
訂
し
、
こ
れ
を
職
員
に
周
知
し
、
院
内
感
染
防

止
対
策
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
院
内
感
染
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ
き
、
適
切
に

対
応
す
る
。

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

各
種
院
内
委
員
会
で
の
取
組
や
第
三
者
機
関
か
ら
の
評
価
を
受
け
る
こ
と
で
医
療
の
安
全
の
向
上
に
努
め

た
。
 

ア
 
第
三
者
機
関
か
ら
の
評
価

 

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る
病
院
機
能
評
価
の
認
定
を
継
続
し
て
受
け
、
業
務
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。
 

・
 
令
和
５
年
４
月
に
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る
病
院
機
能
評
価
の
更
新
認
定
を
受
審
し
、
同
年
８
月

に
認
定
交
付
を
受
け
た
。

 

・
 
院
内
に
設
置
し
た
病
院
機
能
評
価
委
員
会
で
の
内
部
監
査
に
お
い
て
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
で
、
外
部

審
査
を
一
時
的
な
も
の
と
せ
ず
、
病
院
の
質
改
善
の
契
機
と
し
、
医
療
の
質
改
善
を
継
続
的
に
確
認
す
る
体

制
を
構
築
し
た
。

 

イ
 
安
全
管
理
機
能
の
向
上

 

医
療
安
全
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
医
療
安
全
管
理
対
策
委
員
会
を
定
例
で
開
催
し
、
医
療
事
故
を
分
析
、
再
発

防
止
対
策
の
充
実
を
図
っ
た
。

 

・
 
必
要
時
に
当
院
の
医
療
安
全
管
理
指
針
に
従
い
、
院
内
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
調
査
結
果
を
職
員
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
医
療
安
全
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
っ
た
。
 

ウ
 
院
内
感
染
防
止
の
徹
底

 

感
染
管
理
室
と
感
染
対
策
チ
ー
ム
及
び
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援
チ
ー
ム
が
連
携
し
な
が
ら
、
感
染
対
策
の
構

築
及
び
強
化
に
取
り
組
ん
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
時
に
は
職
員
の
行
動
（
黙
食
や
マ
ス
ク
未

装
着
時
の
行
動
な
ど
）
に
つ
い
て
も
確
認
し
、
院
内
発
生
の
予
防
に
努
め
た
。
院
内
で
発
生
し
た
感
染
症
に
つ

い
て
は
、
細
菌
検
査
室
か
ら
速
や
か
に
感
染
管
理
室
へ
報
告
が
あ
り
、
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
対

策
を
実
施
で
き
る
よ
う
感
染
管
理
室
が
介
入
し
た
。

 

・
 
抗
菌
薬
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
は
、
週
１
回
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
、
抗
生
剤
の
不
適
切
使
用
を
監

視
・
助
言
を
行
っ
た
。

 

・
 
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
常
に
新
し
い
情
報
を
掲
載
す
る
よ
う
毎
年
度
更
新
し
、
職
員
に
周
知
し
た
。
 

  

×
1
 

３
 

３
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
及
び
取
組
状

況
に
よ
り
判
断
し
た
。
 

 医
療
安
全
研
修
会
は
、
目
標
回

数
の
開
催
に
は
至
ら
な
か
っ
た

が
、
受
講
者
の
満
足
度
は
高
ま

り
、
計
画
値
を
達
成
し
た
こ
と

か
ら
、
職
員
の
安
全
管
理
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
に
寄
与
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
者
機
関

に
よ
る
病
院
機
能
評
価
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
の
た
め
受
検
が
延
期
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
間
も
適
切
に

内
部
監
査
を
実
施
し
、
認
定
更

新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
も
病
院
機
能
評
価
に
準

拠
す
る
内
部
監
査
を
実
施
し
、

継
続
的
に
医
療
の
質
の
向
上
に

取
り
組
ん
だ
。
 

-
 1

3
3
 -



2
5
 

 

ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
 

目
標
指
標
 

【
２
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

医
療
安
全
研
修
会
開
催
回
数

 
 

1
2 6
 

1
2 6
 

1
2 6
 

1
2 8
 

医
療
安
全
研
修
会
に
係
る
受
講
者
満
足
度
調
査

の
「
満
足
」
及
び
「
や
や
満
足
」
と
回
答
し
た

者
の
割
合
の
合
計
値

 

7
7
.0
 

9
1
.6
 

7
7
.0
 

9
0
.9
 

7
7
.0
 

9
4
.9
 

7
7
.0
 

8
6
.2
 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
第
三
者
機
関
か
ら
の
審
査
を
受
け
、
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
医
療
安
全
、
院
内
感
染
防
止
に
つ
い
て
も
委
員

会
な
ど
を
通
じ
て
、
適
切
に
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
医
療
の
質
と
安
全
の
確
保
の
た
め
に
、
定
期
的
な
委
員
会
の
開
催
と
内
容
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
方
法
を
続

け
、
職
員
に
対
し
て
意
識
の
醸
成
を
続
け
る
、
ま
た
、
病
院
機
能
評
価
に
準
拠
す
る
内
部
監
査
を
実
施
し
、

定
期
的
な
確
認
を
行
う
。

 

 

   
 

-
 1

3
4
 -



2
6
 

 

 
 
（
２
）
診
療
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
医
療
の
質
と
効
率
性
の
標
準
化

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

診
療
デ
ー
タ
を
適
時
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
医
療
の
質
と
効
率
性
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
標
準
化
の
た
め
に
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
に
お
い
て
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
整
備
を
引
き
続
き
行
い
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

を
用
い
た
診
療
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
評
価
を
利
用
し
な
が
ら
、
院
内
の
医
療
の
質
及
び
効
率
性
の
標
準
化
を
よ
り

一
層
推
進
す
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
適

用
患
者
割
合
※
１

 

４
９
．
１
％
 

４
９
．
１
％
以
上

 

※
１
 
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
適
用
患
者
数
÷
入
院
患
者
数
×
１
０
０
 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
を
中
心
に
全
診
療
科
の
頻
度
が
高
い
病
名
、
処
置
の
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
再
整
備

し
た
。
 

 
・
 
他
院
よ
り
講
師
を
招
き
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
に
対
す
る
知
見
を
広
げ
た
。

 

・
 
医
療
資
源
投
入
量
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
提
示
し
、
他
院
に
比
べ
て
多
く
使
用
し
て
い
る
材
料
に
関
し
て

は
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
見
直
し
を
指
示
し
た
。

 

・
  

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
委
員
会
に
お
い
て
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
の
運
用
開
始
に
合
わ
せ
て
、
新
た
な
パ
ス
を

作
成
し
た
。

 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 

目
標
指
標
 

【
１
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
適
用
患
者
割
合

 
4
9
.1
 

4
9
.2
 

4
9
.1
 

5
2
.0
 

4
9
.1
 

5
0
.9
 

4
9
.1
 

5
1
.8
 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
見
直
し
を
定
期
的
に
行
い
、
目
標
指
標
も
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
在
院
日
数
が
延
長
し
て
い
る
疾
患
に
関
し
て
の
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
整
備
を
進
め
る
。

 

 

×
1
 

３
 

３
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
を
定
量
的
に

判
断
し
た
。
 

 診
療
科
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

じ
て
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
見
直

し
た
結
果
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス

適
用
患
者
割
合
が
目
標
値
を
達

成
し
た
。
 

ま
た
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
の

運
用
開
始
に
合
わ
せ
て
、
新
た

な
パ
ス
を
作
成
す
る
な
ど
、
提

供
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
標
準

化
に
努
め
た
。
 

   
 

-
 1

3
5
 -



2
7
 

 

 
 
（
３
）
チ
ー
ム
医
療
の
充
実

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

４
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

医
療
の
質
と
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
医
師
、
看
護
師
及
び
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
多
職
種
及
び
多
診
療
科
間
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

入
退
院
セ
ン
タ
ー
の
本
格
的
稼
働
に
よ
り
、
入
院
前
か
ら
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
等
に
よ
る
チ
ー

ム
医
療
を
推
進
し
、
よ
り
安
全
か
つ
安
心
な
入
院
治
療
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
地
域
の
医
療
及
び
介
護
を
担
う
関

係
者
と
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
等
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
で
実
効
性
の
あ
る
高
度
な
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
を
図

る
。
 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
 
入
退
院
セ
ン
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
業
務
の
効
率
化
を
目
指
し
、
多
職
種

に
て
入
院
前
か
ら
計
画
的
な
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
退
院
の
支
援
に
関
し
て
も
、
多
職
種
と
協
働
で
計
画

的
に
情
報
を
共
有
し
、
入
院
前
か
ら
円
滑
な
退
院
支
援
の
調
整
を
実
施
し
た
。

 

・
 
入
院
前
に
看
護
師
が
、
入
院
生
活
に
関
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
服
用
中
の
薬
剤
の
確
認
、
褥

瘡
・
栄
養
等
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。
 

・
  

周
術
期
外
来
を
始
め
、
入
院
・
手
術
が
決
定
さ
れ
た
患
者
を
対
象
に
対
し
看
護
師
及
び
薬
剤
師
に
よ
る
面

談
並
び
に
歯
科
及
び
麻
酔
科
に
よ
る
診
察
を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
栄
養
指
導
や
禁
煙
指
導
を
実
施
す
る

多
職
種
協
働
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
 

 ⅱ
 
目
標
又
指
標

 

 
 
な
し
（
定
性
）

 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
 
入
退
院
セ
ン
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
多
職
種
に
よ
る
多
角
的
支
援
で
入
院
前
の
支
援
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
 
入
院
前
か
ら
の
退
院
日
を
意
識
し
た
取
組
を
今
後
も
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
円

滑
化
及
び
在
院
日
数
の
短
縮
等
に
つ
な
げ
て
い
く
。
 

 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

入
退
院
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

多
職
種
に
よ
る
多
角
的
支
援
で

入
院
前
の
支
援
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
 

   
 

-
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3
6
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2
8
 

 

第
３

 
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

 

 
１

 
経
営
の
効
率
化
 

 
 
（
１
）
 
原
価
計
算
を
基
に
し
た
業
務
運
営
の
改
善

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

２
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

診
療
科
別
や
部
門
別
等
の
原
価
計
算
を
行
い
、
業
務
運
営
を
改
善
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

診
療
科
及
び
部
門
別
に
原
価
計
算
を
行
い
、
採
算
性
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
診
療
材
料
費
の
削
減
及
び
後
発

医
薬
品
の
更
な
る
使
用
促
進
並
び
に
人
員
配
置
の
適
正
化
を
行
う
。
ま
た
、
当
該
計
算
デ
ー
タ
に
基
づ
き
費
用
の

適
正
化
を
図
り
、
業
務
運
営
を
改
善
す
る
。

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
 
院
内
の
按
分
基
準
に
則
っ
た
原
価
計
算
を
作
成
し
、
診
療
科
ご
と
の
支
出
率
を
算
定
し
、
毎
月
の
会
議
に
て

提
示
し
た
。

 

 

ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
な
し
（
定
性
）

 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
診
療
科
ご
と
の
原
価
計
算
を
作
成
し
、
運
用
を
開
始
し
、
費
用
の
適
正
化
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。

 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
支
出
率
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
、
値
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
調
査
を
行
う
。

 

 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

原
価
計
算
を
実
施
、
運
用
を
開

始
し
た
。
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2
9
 

 

 
 
（
２
）
 
診
療
科
目
の
適
正
化
 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

２
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

第
２
第
２
項
第
３
号
に
基
づ
く
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
踏
ま
え
、
市
民
病
院
に
関
す
る
客
観
的
事
実
及
び
近
隣
病
院
と
の
協
議
に
よ
り
、
市
民
病
院
の
中
長
期
的
な
役
割
及
び
病
院
経
営
の
状
況
を
見
極
め
た
上
で
、
診
療
科
目
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

市
民
病
院
に
関
す
る
客
観
的
事
実
（
診
療
科
別
の
収
支
及
び
そ
の
分
析
結
果
、
現
在
の
医
療
需
要
の
推
移
等
に

基
づ
く
事
実
を
い
う
。
）
を
基
に
、
近
隣
病
院
と
の
間
で
機
能
分
担
や
相
互
連
携
を
含
め
た
圏
域
に
お
け
る
中
長

期
的
な
医
療
提
供
の
在
り
方
に
関
す
る
協
議
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
患
者
の
受
診
動
向
や
傾
向
を
把
握

し
た
上
で
、
診
療
科
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
適
宜
行
い
、
診
療
科
目
の
適
正
化
を
図
る
。

 

ま
た
、
公
立
病
院
と
し
て
、
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
基
本
は
守
り
つ
つ
、
外
来
機
能
の
専
門
化
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
入
院
機
能
の
強
化
を
行
う
。

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
 
診
療
科
の
適
切
な
運
営
に
向
け
、
理
事
長
及
び
院
長
が
診
療
部
長
に
近
隣
病
院
の
疾
患
別
診
療
状
況
や
全
国

同
等
規
模
病
院
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
等
を
用
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
部
門
に
お
い
て
も

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

 

 
・
 
令
和
３
年
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、
各
診
療
部
長
と
経
営
幹
部
の
中
で
信
頼
関
係
の
構
築
が
さ
れ
な

い
ま
ま
話
し
合
い
を
進
め
て
し
ま
い
、
病
院
運
営
を
良
い
方
向
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
 

・
  

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
診
療
科
の
適
切
な
運
営
に
向
け
、
理
事
長
及
び
院
長
が
近
隣
の
疾
患
別
診
療
状
況

や
全
国
同
規
模
病
院
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
等
を
用
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

 

・
  

令
和
５
年
度
に
は
、
理
事
長
が
医
師
並
び
に
看
護
局
、
医
療
技
術
局
及
び
事
務
局
の
所
属
長
に
対
し
て
、

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
の
た
め
の
目
標
値
を
設
定
し
、
共
有
を
図
っ

た
。
 

ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
な
し
（
定
性
）

 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
院
内
で
の
話
し
合
い
が
円
滑
に
進
む
よ
う
理
事
長
、
院
長
が
日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
健
全
化

に
努
め
な
が
ら
、
客
観
的
資
料
に
基
づ
い
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
診
療
科
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
今
後
も
部
門
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
継
続
さ
せ
、
進
む
べ
き
病
院
の
方
向
性
の
確
認
、
そ
れ
に
対
す
る
各
部
門
の
取

組
内
容
な
ど
を
確
認
す
る
。

 

 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

診
療
提
供
体
制
の
変
更
後
、
理

事
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ

て
部
門
ご
と
の
目
標
を
設
定

し
、
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効

率
化
に
取
り
組
ん
だ
。
 

   
 

-
 1

3
8
 -



3
0
 

 

 
 
（
３
）
 
病
床
数
の
適
正
化
 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

４
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

前
号
を
踏
ま
え
、
病
床
数
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

診
療
報
酬
の
改
定
や
各
種
関
係
法
令
の
改
正
を
踏
ま
え
、
日
本
の
総
人
口
の
約
３
０
％
が
６
５
歳
以
上
と
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
令
和
７
年
の
医
療
提
供
体
制
や
市
民
病
院
の
地
域
で
の
役
割
を
見
据
え
、
病
床
機
能
の

再
構
築
と
合
わ
せ
て
、
病
床
数
の
適
正
化
に
向
け
て
柔
軟
に
対
応
す
る
。

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
時
に
は
感
染
患
者
数
に
応
じ
た
適
切
な
病
床
数
並
び
に
看
護
配
置
を
行

い
、
急
性
期
医
療
を
中
心
と
し
た
提
供
を
行
っ
た
。
 

 
・
 
当
院
の
運
営
状
況
を
鑑
み
令
和
３
年
１
０
月
か
ら
許
可
病
床
数
を
４
３
９
床
か
ら
４
０
１
床
に
適
正
化
し

た
。
 

・
 
感
染
症
患
者
が
増
加
し
た
時
期
に
は
感
染
症
病
床
や
緩
和
ケ
ア
病
床
を
利
用
し
、
急
性
期
病
床
を
止
め
な

い
取
組
を
実
行
し
た
。
 

・
 
高
齢
者
救
急
の
受
入
強
化
の
た
め
に
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
の
運
用
を
開
始
し
た
。

 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
な
し
（
定
性
）

 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
時
に
も
適
切
な
病
床
数
を
保
ち
、
医
療
提
供
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
今
後
も
適
切
な
病
床
数
と
病
床
機
能
を
構
築
す
る
。

 

 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
期
に
お
い
て
も
、

同
感
染
症
患
者
数
に
応
じ
た
適

正
な
病
床
数
及
び
看
護
師
配
置

を
確
保
し
、
医
療
提
供
体
制
を

整
え
た
。
 

ま
た
、
高
齢
者
救
急
の
受
入
強

化
の
た
め
に
、
地
域
包
括
医
療

病
棟
の
運
用
を
開
始
し
た
。
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3
1
 

 

 
 
（
４
）
労
働
生
産
性
の
向
上
 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

 

中
期
目
標
 

適
正
な
人
員
配
置
の
下
、
職
員
一
人
一
人
が
業
務
の
更
な
る
効
率
化
を
図
り
、
労
働
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

医
師
１
人
１
日
当
た
り
の
診
療
収
入
が
、
全
国
の
同
規
模
の
公
立
病
院
の
中
で
も
低
位
で
あ
る
現
状
を
踏
ま

え
、
職
員
間
で
中
期
目
標
の
指
標
の
目
標
値
を
共
有
し
、
医
療
の
質
を
保
ち
な
が
ら
目
標
の
達
成
を
図
る
。

 

ま
た
、
各
診
療
科
別
で
の
課
題
を
明
確
に
し
た
上
で
、
人
員
配
置
の
適
正
化
及
び
業
務
運
営
の
改
善
を
行
う
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

医
師
１
人
１
日
当
た

り
診
療
収
入
※
１

 

２
２
０
．
０
千
円
 

２
８
２
．
４
千
円
以 上

 

医
師
１
人
１
日
当
た

り
入
院
患
者
数
※
２

 

２
．
７
人
 

３
．
２
人
以
上

 

※
１
 
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
）
÷
年
度
末
職
員
数
の
う
ち
医
師
数
÷
入
院
診
療
日
数

 

※
２
 
年
延
べ
入
院
患
者
数
÷
年
度
末
職
員
数
の
う
ち
医
師
数
÷
入
院
診
療
日
数

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
 
毎
月
の
理
事
会
に
お
い
て
、
医
師
１
人
当
た
り
の
診
療
収
入
を
経
営
指
標
の
１
つ
と
し
て
提
示
し
、
進
捗
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
外
部
理
事
か
ら
意
見
を
聴
い
た
。
ま
た
診
療
部
長
会
に
お
い
て
も
、
各
診
療
科
の
運
営

状
況
の
情
報
共
有
を
行
っ
た
。

 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
 

目
標
指
標
 

【
２
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

医
師
１
人
１
日
当
た
り
診
療
収
入

 
2
4
3.
4 

2
0
7.
7 

2
5
5.
5 

2
1
3.
2 

2
7
1.
1 

2
0
9.
0 

2
8
1.
4 

2
2
2.
6 

医
師
１
人
１
日
当
た
り
入
院
患
者
数

 
2
.
8 

2
.
2 

2
.
9 

2
.
2 

3
.
1 

2
.
3 

3
.
2 

2
.
4 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
毎
月
の
理
事
会
や
診
療
部
長
会
に
お
い
て
、
各
診
療
科
の
運
営
状
況
の
確
認
、
情
報
共
有
を
行
っ
た
が
、
目

標
指
標
の
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
。

 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
診
療
科
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
数
値
を
設
定
し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
取
る
べ
き
措
置
を
明
確
に
す
る
た
め

に
、
診
療
科
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
引
き
続
き
行
い
、
情
報
の
共
有
を
行
う
。
ま
た
、
目
標
に
対
し
て
の
進
捗
状
況

を
報
告
す
る
。

 

×
2
 

２
 

２
 

定
量
 

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
た
部

署
ご
と
の
目
標
設
定
な
ど
、
業

務
運
営
の
改
善
に
向
け
た
取
組

を
強
化
し
て
い
る
が
、
計
画
値

の
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
 

 【
中
期
目
標
で
示
し
た
、
経
営

の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
指
標

及
び
達
成
す
べ
き
水
準
並
び
に

重
要
度
・
困
難
度
】
 

・
医
師
１
人
１
日
当
た
り
診
 

療
収
入
（
常
勤
換
算
）
：
 
 

２
８
２
．
４
千
円
以
上
 

・
１
０
０
床
当
た
り
医
師
数

（
常
勤
換
算
）
：
２
５
．
３
人

以
下
 

・
い
ず
れ
も
重
要
度
・
困
難
度

が
高
い
。
 

【
期
間
最
終
評
価
時
点
で
の
達

成
状
況
と
そ
の
数
値
】
 

・
医
師
１
人
１
日
当
た
り
診
 

療
収
入
（
常
勤
換
算
）
：
未
達

成
、
２
２
２
．
６
千
円
（
令
和

６
年
度
実
績
値
）
 

・
１
０
０
床
当
た
り
医
師
数

（
常
勤
換
算
）
：
未
達
成
、
 

２
９
．
０
人
（
令
和
６
年
度
実

績
値
）
 

 

   

-
 1

4
0
 -



3
2
 

 

 
 
（
５
）
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

ア
 
設
備
投
資
の
効
果
検
証

 

限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
に
、
設
備
投
資
に
対
す
る
効
果
を
毎
年
度
検
証
し
、
市
へ
報
告
す
る
こ
と
。

 

イ
 
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
の
計
画
及
び
実
施

 

施
設
整
備
や
医
療
機
器
の
導
入
及
び
更
新
に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
周
辺
の
医
療
状
況
、
市
民
ニ
ー
ズ
、
地
域
へ
の
貢
献
度
、
医
療
従
事
者
の
確
保
等
を
充
分
に
検
証
し
た
上
で
行
う
こ
と
。
ま
た
、
費
用
対
効
果
や
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
市
か

ら
長
期
借
入
を
予
定
す
る
と
き
は
、
そ
の
償
還
の
確
実
性
な
ど
を
具
体
的
に
検
討
し
、
市
の
理
解
の
下
、
導
入
及
び
更
新
を
行
う
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ア
 
設
備
投
資
の
効
果
検
証

 

設
備
投
資
に
対
す
る
収
益
性
な
ど
費
用
対
効
果
及
び
投
資
回
収
期
間
に
つ
い
て
、
経
営
資
源
の
投
入
前
後
で
検

証
及
び
管
理
を
行
い
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
経
営
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
効
果
検
証
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
毎

年
度
、
大
津
市
に
報
告
を
行
う
。

 

 イ
 
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
の
計
画
及
び
実
施

 

施
設
整
備
や
医
療
機
器
の
導
入
及
び
更
新
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
検
証
し
、
そ
の
効
果
を

整
理
し
た
上
で
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
を
計
画
し
、
実
施
す
る
。
ま
た
、
設
備
投
資
に
当
た
っ
て

は
、
大
津
市
の
理
解
を
得
た
上
で
導
入
及
び
更
新
を
行
う
。

 

医
療
に
関
す
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
や
医
療
機
関
を

取
り
巻
く
状
況
な
ど
を
見
極
め
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
職
員
の
業
務
負
荷
の
軽
減
、
医
療
の
質
の
向
上

等
を
念
頭
に
置
い
て
推
進
す
る
。

 

ま
た
、
市
民
病
院
を
標
的
と
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
備
え
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

（
ア
）
社
会
情
勢
の
変
化
や
周
辺
の
医
療
状
況
と
市
民
ニ
ー
ズ
 

社
会
情
勢
及
び
圏
域
の
状
況
に
鑑
み
て
必
要
性
が
あ
り
、
ま
た
、
近
隣
医
療
機
関
の
機
器
整
備
状
況
と
の
整
合

が
図
ら
れ
る
こ
と
。

 

（
イ
）
地
域
へ
の
貢
献
度

 

設
備
投
資
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
の
充
実
な
ど
、
地
域
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
。
 

（
ウ
）
医
療
従
事
者
の
確
保
等

 

設
備
投
資
に
よ
る
効
果
を
発
揮
す
る
人
材
の
育
成
又
は
確
保
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

 

（
エ
）
費
用
対
効
果

 

設
備
に
よ
る
収
益
性
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
見
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

（
オ
）
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 

現
状
の
設
備
に
係
る
資
産
管
理
の
状
況
か
ら
、
適
切
な
時
期
で
あ
る
こ
と
。

 

（
カ
）
償
還
の
確
実
性

 

長
期
借
入
金
の
返
済
と
の
関
係
上
、
返
済
が
可
能
な
利
益
を
確
保
で
き
、
将
来
的
な
負
担
が
な
い
こ
と
。
 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
 
設
備
投
資
や
施
設
整
備
、
医
療
機
器
の
導
入
及
び
更
新
に
つ
い
て
は
、
効
果
検
証
を
行
い
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
設
備
投
資
を
計
画
し
た
。
ま
た
、
医
療
に
関
す
る
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
推
進
し
た
。

 

ア
 
設
備
投
資
の
効
果
検
証

 

設
備
投
資
時
に
は
、
費
用
対
効
果
及
び
投
資
回
収
期
間
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。
 

 
・
 
施
設
設
備
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
、
特
定
建
築
物
定
期
調
査
に
お
い
て
改
修
す
る

よ
う
勧
告
を
受
け
て
い
た
本
館
棟
外
壁
タ
イ
ル
の
大
規
模
改
修
、
管
理
部
門
の
事
務
所
等
を
旧
耐
震
構
造
で

あ
る
管
理
棟
か
ら
病
院
別
館
棟
３
階
へ
移
転
す
る
た
め
の
改
修
工
事
を
実
施
し
た
。
 

 
・
 
医
療
機
器
等
の
設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
総
合
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
、
老
朽
化
医
療
機
器
等
の
更

新
を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
含
む
良
質
な
医
療
を
継
続
し
て
実
施
で
き
る
環
境

を
整
え
た
。

 

・
 
導
入
か
ら
１
年
が
経
っ
た
機
器
の
売
上
や
患
者
数
の
増
加
な
ど
の
検
証
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

 

イ
 
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
の
計
画
及
び
実
施

 

施
設
整
備
や
医
療
機
器
の
導
入
及
び
更
新
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
検
証
し
、
そ
の
効
果

を
整
理
し
た
上
で
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
設
備
投
資
を
計
画
し
、
実
施
し
た
。
医
療
に
関
す
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
関
し
て
は
、
胸
部
Ｘ
線
に
対
す
る
読
影
の
Ａ
Ｉ
及
び
医
療
従
事
者
向
け
音
声
入
力
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
医

療
安
全
の
向
上
と
業
務
負
担
軽
減
に
努
め
た
。
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
修
の

実
施
、
市
民
病
院
を
標
的
と
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策
と
し
て
、
対
応
す
る
保
険
に
加
入
し
た
。
ま
た
、
厚
生

労
働
省
に
よ
る
脆
弱
性
調
査
を
実
施
し
、
対
策
を
行
っ
た
。

 

（
ア
）
社
会
情
勢
の
変
化
や
周
辺
の
医
療
状
況
と
市
民
ニ
ー
ズ
 

 
 
・
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
滋
賀
県
に
お
け
る
重
点
医
療
機
関
と
し
て
、
大
津
圏
域
の
中
で
最
も

多
く
の
陽
性
患
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
主
に
感
染
症
診
療
、
救
急
診
療
、
手
術
機
器
に
対
す
る
機
器
整

備
を
行
っ
た
。

 

 
 
・
 
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
や
在
宅
診
療
の
開
始
に
向
け
必
要
な
機
器
・
備
品
の
整
備
を
行
っ
た
。

 

 
 
・
 
救
急
車
を
大
津
市
よ
り
無
償
で
譲
り
受
け
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
し
て
運
用
に
必
要
な
機
器
・
備
品
の
整

備
を
行
っ
た
。

 

（
イ
）
地
域
へ
の
貢
献
度

 

・
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
重
点
医
療
機
関
と
し
て
、
ま
た
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
、
近
隣
医

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

老
朽
施
設
や
修
理
不
能
機
器
を

適
時
更
新
し
、
安
全
・
安
心
で

良
質
な
医
療
を
提
供
で
き
る
環

境
整
備
を
進
め
た
。
ま
た
、
胸

部
Ｘ
線
に
対
す
る
読
影
の
Ａ
Ｉ

及
び
医
療
従
事
者
向
け
音
声
入

力
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
Ｄ
Ｘ
を

推
進
し
た
。
同
時
に
、
サ
イ
バ

ー
攻
撃
対
策
と
し
て
保
険
加
入

す
る
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

に
伴
う
リ
ス
ク
へ
も
対
応
し

た
。
 

-
 1

4
1
 -



3
3
 

 

療
機
関
か
ら
の
要
請
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
医
療
機
器
を
整
備
し
た
。

 

・
 
手
術
室
の
小
児
外
科
診
療
所
へ
の
開
放
を
行
っ
た
。
 

（
ウ
）
医
療
従
事
者
の
確
保
等

 

・
 
新
た
な
診
療
報
酬
に
お
け
る
加
算
取
得
及
び
働
き
方
改
革
に
お
け
る
医
療
職
間
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
の
た

め
、
医
療
技
術
職
の
確
保
を
行
っ
た
。

 

・
 
他
医
療
機
関
で
の
勤
務
経
験
者
を
中
心
と
し
て
、
業
務
改
善
の
観
点
で
様
々
な
提
案
を
集
約
し
、
こ
れ

ま
で
の
設
備
投
資
及
び
今
後
の
新
た
な
設
備
投
資
の
効
果
を
最
大
化
で
き
る
体
制
が
整
う
よ
う
に
努
め

た
。
 

（
エ
）
費
用
対
効
果

 

・
 
機
器
購
入
に
当
た
っ
て
は
、
初
期
費
用
に
加
え
保
守
費
用
や
消
耗
品
費
も
踏
ま
え
機
種
の
選
定
に
努
め

た
。
 

（
オ
）
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 

 
 
・
 
耐
用
年
数
及
び
保
守
対
応
期
間
を
踏
ま
え
、
安
全
に
診
療
が
行
え
る
よ
う
更
新
を
行
っ
て
い
る
。
な

お
、
保
守
対
応
期
間
が
終
了
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
故
障
時
に
レ
ン
タ
ル
対
応
が
可
能
な
機
器
に
つ
い

て
は
、
修
理
不
能
に
陥
る
（
ま
た
は
寸
前
）
ま
で
使
用
し
た
後
に
更
新
を
実
施
し
た
。
 

・
 
エ
レ
ベ
ー
タ
、
医
療
ガ
ス
設
備
、
高
圧
変
電
設
備
機
器
の
改
修
及
び
、
院
内
保
育
所
の
改
修
整
備
を
行

っ
た
。

 

（
カ
）
償
還
の
確
実
性

 

・
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
等
入
院
医
療
機
関
及
び
重
点
医
療
機
関
等
設
備
整
備
事
業
費
補
助

金
を
最
大
限
活
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
診
療
に
用
い
る
医
療
機
器
を
中
心
に
重
点
的
に
整

備
を
行
っ
た
。

 

・
 
機
器
の
購
入
・
更
新
時
に
は
診
療
報
酬
を
意
識
し
、
費
用
対
効
果
の
高
い
購
入
・
更
新
に
努
め
た
。
 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
な
し
（
定
性
）

 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
設
備
投
資
や
施
設
整
備
、
医
療
機
器
の
導
入
及
び
更
新
に
つ
い
て
は
、
効
果
検
証
を
行
い
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
設
備
投
資
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
た
め
。
ま
た
、
医
療
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

つ
い
て
も
適
宜
対
応
を
行
っ
た
。

 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
今
後
も
機
器
の
購
入
・
更
新
時
に
は
計
画
及
び
検
証
を
行
い
、
費
用
対
効
果
の
高
い
購
入
・
更
新
に
努
め

る
。
ま
た
、
医
療
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
り
、
業
務
負
担
の
軽
減
や
効
率
的
な
医
療
の
質
の
向
上
に
努
め
る
。

 

 

   
 

-
 1

4
2
 -



3
4
 

 

 
２

 
経
営
管
理
機
能
の
充
実
 

 
 
（
１
）
業
務
運
営
体
制
の
強
化

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

２
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

ア
 
市
民
病
院
の
経
営
健
全
性
の
向
上
に
向
け
た
体
制
構
築

 

理
事
長
及
び
院
長
は
、
市
民
病
院
の
経
営
健
全
性
を
高
め
る
た
め
、
職
員
の
意
見
を
積
極
的
に
聴
く
と
と
も
に
、
経
営
全
体
を
俯
瞰

(
ふ
か
ん
)
し
て
医
療
資
源
の
投
入
を
判
断
し
、
並
び
に
医
療
の
質
及
び
地
域
医
療
へ
の
貢
献
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
発
揮
で
き
る
業
務
運
営
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

 

イ
 
経
営
情
報
の
分
析
と
適
切
な
活
用

 

経
営
情
報
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
、
具
体
的
な
数
値
目
標
に
基
づ
く
達
成
状
況
の
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
よ
る
他
病
院
と
の
比
較
を
常
に
行
い
、
経
営
上
の
課
題
を
把
握
し
、
そ
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ア
 
市
民
病
院
の
経
営
健
全
性
の
向
上
に
向
け
た
体
制
構
築

 

理
事
長
及
び
院
長
は
、
幹
部
職
員
が
参
加
す
る
会
議
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
幹
部
会
議
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
、
職
員
か
ら
の
意
見
を
積
極
的
に
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
医
療
制
度
改
革
や
診
療
報
酬
の
改
定
、
近
隣
病

院
の
動
向
な
ど
を
的
確
に
把
握
・
分
析
し
、
自
律
的
か
つ
戦
略
的
な
病
院
経
営
を
推
進
す
る
。

 

ま
た
、
病
院
の
経
営
上
重
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
幹
部
会
議
に
お
い
て
十
分
に

議
論
し
た
後
、
理
事
会
等
に
お
い
て
、
経
営
情
報
か
ら
の
課
題
の
抽
出
、
戦
略
の
検
討
等
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行

う
な
ど
、
責
任
あ
る
発
言
と
行
動
を
も
っ
て
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

 

 イ
 
経
営
情
報
の
分
析
と
適
切
な
活
用

 

総
務
省
が
実
施
す
る
地
方
財
政
状
況
調
査
の
地
方
公
営
企
業
決
算
状
況
調
査
等
を
活
用
し
、
原
価
計
算
及
び
各

種
経
営
指
標
を
分
析
す
る
こ
と
で
課
題
を
明
確
化
し
、
幹
部
会
議
等
に
お
い
て
そ
の
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
職
員
か
ら
聴
取
し
た
意
見
を
踏
ま
え
て
議
論
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
解
決
を
図
る
。

 

ま
た
、
当
該
課
題
と
そ
の
改
善
策
に
つ
い
て
は
、
幹
部
会
議
等
で
の
協
議
後
、
全
職
員
へ
発
信
し
、
問
題
意
識

を
共
有
す
る
。
特
に
各
部
門
の
長
及
び
所
属
長
は
、
理
事
会
の
決
定
事
項
を
確
実
に
推
進
し
て
い
く
立
場
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
場
の
課
題
を
明
確
化
し
、
速
や
か
に
そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
 
業
務
運
営
体
制
の
強
化
の
た
め
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
経
営
情
報
分
析
は
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
比
較
を
行
い
、
そ
れ
を
共
有
し
た
。
 

ア
 
市
民
病
院
の
経
営
健
全
性
の
向
上
に
向
け
た
体
制
構
築

 

経
営
幹
部
に
よ
る
病
院
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
経
営
会
議
を
新
た
に
設
置
し
た
。
そ
こ
で
協
議
し
た
内
容

を
理
事
会
に
付
議
し
、
診
療
部
長
会
議
・
所
属
長
会
議
に
て
公
表
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
 

イ
 
経
営
情
報
の
分
析
と
適
切
な
活
用

 

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
症
例
数
、
１
日
単
価
、
医
師
１
人
当
た
り
収
益
、
医
療
資
源
投
入
金

額
な
ど
の
全
国
比
較
資
料
を
作
成
し
、
診
療
科
ご
と
の
み
な
ら
ず
、
看
護
局
、
医
療
技
術
局
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。
 

 

・
 
経
営
会
議
で
は
各
診
療
科
の
患
者
数
、
平
均
在
院
日
数
、
診
療
収
入
等
の
重
要
指
標
を
提
示
し
、
課
題
を

共
有
し
た
。

 

 
 

ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
な
し
（
定
性
）

 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
新
た
に
経
営
幹
部
に
よ
る
病
院
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
経
営
会
議
を
設
置
す
る
な
ど
経
営
健
全
性
の
向
上

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
経
営
会
議
、
理
事
会
で
審
議
し
た
内
容
は
診
療
部
長
所
属
長
会
議
を
通
じ
て
全
職
員
に
通
達
さ
れ
る
体
制
と

な
っ
て
い
る
が
、
所
属
職
員
へ
の
発
信
は
所
属
長
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
人
と
し
て
重
要
案
件
を
全
職

員
に
通
達
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

理
事
会
で
は
、
経
営
会
議
で
の

議
論
を
経
て
提
案
さ
れ
た
事
項

が
審
議
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
理

事
長
の
専
決
事
項
に
つ
い
て
も

必
要
に
応
じ
て
経
営
会
議
で
協

議
し
、
意
思
決
定
で
き
る
体
制

を
構
築
し
た
。
 

  

-
 1

4
3
 -



3
5
 

 

 
 
（
２
）
業
務
管
理
（
リ
ス
ク
管
理
）
の
充
実

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

内
部
監
査
機
能
を
確
保
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
し
て
内
部
統
制
の
仕
組
み
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
の
点
検
及
び
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
内
部
統
制
の
更
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
法
令
・
行
動
規
範
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
の

遵
守
を
徹
底
す
る
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

年
度
の
期
中
及
び
期
末
に
内
部
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
内
部
監
査
機
能
を
確
保
し
、
合
わ
せ
て
自
主
監
査
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
内
部
統
制
の
仕
組
み
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
の
点
検
、
検
証
及
び
見
直
し
を
行
う
。
さ

ら
に
、
内
部
統
制
推
進
室
相
談
員
を
院
内
に
配
置
し
、
内
部
統
制
の
充
実
を
図
る
。

 

ま
た
、
法
令
・
行
動
規
範
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
に
つ
い
て
は
、
全
職
員
へ
の
研
修
を
実
施
し
、
共
通
認
識

と
す
る
こ
と
で
法
令
・
行
動
規
範
の
遵
守
を
徹
底
す
る
。
特
に
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や
研
修
を
行
い
、
全
職
員
で
個
人
情
報
の
管
理
の
徹
底
及
び
そ
の
保
護
を
図
る
。
ま
た
、
情

報
公
開
に
関
し
て
は
、
大
津
市
の
条
例
等
に
基
づ
き
、
適
切
に
対
応
す
る
。

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
・
調
査
フ
ロ
ー
を
刷
新
し
、

公
平
・
公
正
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
が
で
き
る
組
織
体
制
を
つ
く
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
指
針
を
策
定
し

た
。
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
は
、
要
点
や
業
務
で
の
注
意
点
の
理
解
を
深
ま
る
よ
う
研
修
会
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
情
報
公
開
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
大
津
市
の
条
例
に
基
づ
い
て
適
切
に
対
応
し
た
。
ま
た
、
全
職
員

を
対
象
に
、
法
令
遵
守
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
た
。

 

 
 

ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
な
し
（
定
性
）

 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
個
人
情
報
保
護
に
関
し
て
研
修
を
行
い
、
広
く
職
員
に
周
知
し
た
。
ま
た
、
内
部
監

査
を
年
度
の
期
中
及
び
期
末
に
実
施
し
、
内
部
統
制
の
仕
組
等
が
適
切
に
検
証
で
き
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
引
き
続
き
、
監
事
に
よ
る
内
部
監
査
を
実
施
し
、
内
部
監
査
機
能
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
、
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
も
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
法
令
遵
守
の
意
識
を
高
め
る
。

 

 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
係
る
法

人
規
程
等
を
刷
新
し
、
公
平
・

公
正
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
が

で
き
る
組
織
体
制
を
つ
く
り
、

適
正
に
運
用
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
指

針
を
策
定
し
、
病
院
内
外
に
周

知
し
て
い
る
。
 

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
、
要

点
や
業
務
で
の
注
意
点
の
理
解

を
深
ま
る
よ
う
職
員
へ
の
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。
 

   
 

-
 1

4
4
 -



3
6
 

 

 
３

 
組
織
運
営
体
制
の
強
化
と
職
員
の
意
識
変
革

 

 
 
（
１
）
組
織
運
営
体
制
の
強
化

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

ア
 
人
材
の
計
画
的
な
確
保

 

経
営
戦
略
や
財
務
管
理
、
医
療
事
務
、
地
域
医
療
連
携
な
ど
を
担
う
病
院
運
営
に
お
け
る
専
門
性
の
高
い
職
員
を
、
計
画
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

 

イ
 
事
務
職
に
お
け
る
幹
部
職
員
の
確
保

 

事
務
職
に
お
け
る
幹
部
職
員
の
確
保
に
取
り
組
む
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ア
 
人
材
の
確
保
等

 

（
ア
）

 
人
材
の
計
画
的
な
確
保
 

診
療
機
能
の
維
持
・
強
化
の
た
め
、
大
学
と
の
密
接
な
連
携
の
強
化
に
努
め
、
広
く
人
材
を
外
部
に
求
め
る
こ
と

に
よ
り
、
医
師
、
看
護
職
員
、
薬
剤
師
そ
の
他
医
療
職
の
確
保
に
努
め
る
。
あ
わ
せ
て
、
チ
ー
ム
医
療
を
支
え
る

認
定
医
・
認
定
看
護
師
等
の
高
い
専
門
性
を
持
っ
た
有
資
格
者
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
制
度
を

熟
知
し
た
人
材
の
確
保
並
び
に
医
療
経
営
に
関
し
知
見
を
有
す
る
人
材
の
育
成
及
び
確
保
に
つ
い
て
も
、
将
来
的

な
院
内
配
置
を
見
据
え
、
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
。

 

(
イ
)
 
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
等
 

国
に
よ
る
働
き
方
改
革
の
要
請
を
踏
ま
え
、
医
師
の
労
働
時
間
短
縮
計
画
に
基
づ
き
、
業
務
範
囲
の
拡
大
に
関

す
る
研
修
を
通
じ
て
、
現
行
の
制
度
下
に
お
け
る
可
能
な
領
域
に
つ
き
、
円
滑
に
医
師
の
業
務
を
他
の
職
種
へ
と

移
管
す
る
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、
医
療
従
事
者
が
働
き
や
す
い
勤
務
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

 

(
ウ
)
 
研
修
医
の
確
保
 

臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
民
病
院
の
特
徴
を
生
か
し
、
ま
た
、
大
学
附
属
病
院
や
地
域
の
医
療
機
関

と
連
携
す
る
こ
と
で
、
研
修
医
が
幅
広
い
研
修
を
主
体
的
に
選
択
し
て
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
今
後
も
研
修
医
の
確
保
に
向
け
た
取
組
を
継
続
す
る
。

 

 イ
 
事
務
職
に
お
け
る
幹
部
職
員
の
確
保

 

他
病
院
で
の
幹
部
経
験
者
の
確
保
の
み
な
ら
ず
、
他
業
種
企
業
の
経
営
経
験
者
を
含
め
た
幅
広
い
採
用
の
実
施

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
方
針
を
確
立
し
て
い
く
。

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
医
療
提
供
体
制
の
維
持
・
強
化
に
加
え
、
医
師
の
働
き
方
改
革
の
対
応
を
踏
ま
え
、
計
画
的
な
人
材
確
保
に

取
り
組
ん
だ
。
 

ア
 
人
材
の
計
画
的
な
確
保

 

感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
診
療
機
能
維
持
・
強
化
の
た
め
、
必
要

な
看
護
師
を
増
員
配
置
し
、
働
き
方
改
革
に
お
け
る
医
療
職
間
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
や
宿
日
直
業
務
の
取
扱
い
の

た
め
に
医
療
技
術
職
員
を
確
保
し
た
。
ま
た
、
研
修
医
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
研
修
医
が
幅
広
い
研
修
を
主
体

的
に
選
択
し
て
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
研
修
医
が
当
院
を
選
び
、

毎
年
度
フ
ル
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。
 

・
 
令
和
４
年
度
に
理
事
長
、
院
長
が
新
た
に
着
任
し
た
こ
と
に
よ
り
、
診
療
提
供
体
制
の
変
更
の
影
響
の
あ

っ
た
診
療
科
に
つ
い
て
も
、
各
大
学
と
連
携
し
、
組
織
運
営
及
び
診
療
提
供
体
制
の
適
正
化
に
努
め
た
。
 

・
地
域
包
括
医
療
病
棟
運
用
の
た
め
、
理
学
療
法
士
の
増
員
を
行
っ
た
。

 

イ
 
事
務
職
に
お
け
る
幹
部
職
員
の
確
保

 

事
務
職
に
お
け
る
幹
部
職
員
育
成
を
促
進
す
る
た
め
、
昇
格
基
準
を
見
直
し
た
。

 

 
・
事
務
系
幹
部
職
員
の
確
保
の
た
め
に
、
医
療
関
係
の
民
間
企
業
勤
務
経
験
者
の
採
用
を
行
っ
た
。

 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
な
し
（
定
性
）

 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
医
師
の
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
に
向
け
て
、
計
画
的
な
人
材
確
保
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
事
務
職
に
つ
い
て

も
昇
格
基
準
を
見
直
す
な
ど
、
将
来
に
向
け
た
体
制
の
変
更
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
 
医
療
提
供
体
制
の
維
持
の
た
め
に
職
員
の
確
保
は
必
須
で
あ
る
が
、
増
大
す
る
人
件
費
比
率
に
つ
い
て
対
応

す
る
た
め
に
、
効
率
性
・
生
産
性
の
高
い
働
き
方
の
向
上
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

 

 

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

診
療
提
供
体
制
の
適
正
化
及
び

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を

進
め
た
。
 

ま
た
、
医
師
の
働
き
方
改
革
等

へ
の
対
応
の
た
め
に
計
画
的
な

人
材
確
保
を
行
っ
た
。
 

 

-
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5
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（
２
）
職
員
の
意
識
変
革

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

ア
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
に
沿
っ
た
業
務
遂
行
の
促
進

 

市
民
病
院
の
理
念
は
も
と
よ
り
、
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
を
全
職
員
で
共
有
し
、
こ
れ
に
沿
っ
た
業
務
の
遂
行
に
取
り
組
む
こ
と
。

 

イ
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
た
職
員
の
意
識
変
革

 

市
民
病
院
の
経
営
課
題
を
解
決
で
き
る
組
織
と
な
る
よ
う
、
職
員
の
意
識
変
革
に
取
り
組
む
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ア
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
に
沿
っ
た
業
務
遂
行
の
促
進

 

中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
内
容
を
院
内
で
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
四
半
期
ご
と
の
計
画
進
捗
状
況
に
つ

い
て
、
院
内
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
等
を
用
い
て
全
職
員
で
共
有
す
る
。
ま
た
、
当
該
進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
担
当
部

署
へ
の
聴
取
り
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
、
計
画
達
成
の
た
め
の
業
務
改
善
を
行
う
。

 

 イ
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
た
職
員
の
意
識
変
革

 

全
職
員
が
病
院
の
経
営
課
題
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
、
中
期
計
画
の
進
捗
状
況
及
び
課
題
に
つ
い
て

院
内
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
用
い
て
全
職
員
で
共
有
し
、
計
画
達
成
に
向
け
た
業
務
改
善
の
必
要
性
を
常
に
認
識
す

る
病
院
風
土
を
定
着
さ
せ
る
。

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果
 

中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
達
成
に
対
し
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
を
整
え
た
。
 

ア
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
に
沿
っ
た
業
務
遂
行
の
促
進

 

四
半
期
ご
と
に
中
期
計
画
の
進
捗
を
担
当
部
署
か
ら
聴
取
し
、
進
捗
管
理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
中
期
計
画
目

標
指
標
及
び
年
度
収
支
目
標
を
病
院
幹
部
、
診
療
部
長
、
所
属
長
に
会
議
内
で
共
有
を
行
っ
た
。

 

イ
 
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
達
成
に
向
け
た
職
員
の
意
識
変
革

 

各
診
療
部
長
及
び
所
属
長
に
中
期
計
画
と
中
期
計
画
説
明
資
料
の
共
有
を
行
っ
た
。

 

・
 
令
和
５
年
度
末
ま
で
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
「
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
た

中
期
計
画
の
一
部
変
更
を
進
め
る
と
と
も
に
、
病
院
経
営
幹
部
及
び
に
そ
れ
に
準
ず
る
職
員
に
対
し
経
営
講

習
会
を
開
き
当
院
の
現
状
を
情
報
共
有
し
た
。
ま
た
、
病
院
の
今
後
の
方
向
性
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
経

営
決
定
チ
ー
ム
を
選
定
し
、
共
有
を
行
っ
た
。
 

・
  

令
和
５
年
度
に
は
中
期
計
画
目
標
達
成
に
向
け
て
の
行
動
指
針
と
し
て
、
経
営
会
議
に
て
５
つ
の
重
点
目

標
（
経
営
の
効
率
化
・
地
域
連
携
の
強
化
・
集
患
対
策
・
近
未
来
へ
の
診
療
体
制
・
院
内
風
土
の
刷
新
）
を

軸
と
し
た
サ
ク
セ
ス
ス
パ
イ
ラ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
た
に
策
定
し
た
。

 

・
  

業
務
改
善
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
に
、
業
務
改
善
委
員
会
を
設
置
し
た
。
当
委
員
会
の

下
、
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
収
支
の
適
正
化
や
職
場
の
環
境
改
善
、
患
者
満
足
度
向
上
等
の
改
善

内
容
を
検
討
し
、
既
存
の
業
務
を
見
直
し
、
新
た
な
視
点
で
多
角
的
に
業
務
改
善
を
推
進
す
る
。

 

 
 
 

ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
な
し
（
定
性
）

 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
四
半
期
ご
と
の
計
画
進
捗
状
況
に
つ
い
て
会
議
内
で
共
有
を
行
っ
た
。
ま
た
、
「
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
対
応
に
つ
い
て
、
病
院
経
営
幹
部
並
び
に
そ
れ
に
準
ず
る
職
員
に
対
し
研
修
を
行
い
、
多
職
種

で
方
向
性
を
検
討
し
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
幹
部
層
、
所
属
長
に
は
、
都
度
の
情
報
共
有
が
で
き
て
い
る
も
の
の
、
所
属
職
員
へ
の
情
報
発
信
は
所
属
長

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
人
と
し
て
重
要
案
件
を
全
職
員
に
通
達
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
必
要

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

中
期
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け

「
サ
ク
セ
ス
ス
パ
イ
ラ
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
な
ど
取
組
の
具
体
化

を
図
っ
た
。
 

ま
た
、
職
員
提
案
や
表
彰
制
度

な
ど
、
職
員
が
主
体
的
に
業
務

改
善
に
取
り
組
む
意
識
の
涵
養

を
進
め
た
。
 

さ
ら
に
、
業
務
改
善
委
員
会
を

設
置
し
、
業
務
改
善
に
努
め

た
。
 

-
 1

4
6
 -



3
8
 

 

が
あ
る
。
 

 

 
 
（
３
）
計
画
的
で
効
果
的
な
人
材
育
成

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
営
管
理
機
能
の
強
化
の
た
め
、
職
員
に
対
し
、
計
画
的
か
つ
体
系
的
に
部
門
別
研
修
や
テ
ー
マ
別
研
修
を
行
う
な
ど
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
各
種
研
修
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

全
職
員
を
対
象
と
し
た
職
員
研
修
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
市
民
病
院
の
病
院
理
念
で
あ
る
「
信
頼
の
絆
で

つ
な
が
る
、
市
民
と
と
も
に
歩
む
健
康
・
医
療
拠
点
」
の
実
現
を
図
る
。

 

ま
た
、
各
職
員
が
高
い
人
間
力
を
形
成
し
、
幅
広
い
教
養
と
社
会
性
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
「
職
階
別
研

修
」
、
「
ス
キ
ル
別
研
修
」
及
び
「
必
須
研
修
」
の
３
つ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
職
員
自
身
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
実
感
す
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
る
。

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

病
院
理
念
で
あ
る
「
信
頼
の
絆
で
つ
な
が
る
、
市
民
と
と
も
に
歩
む
健
康
・
医
療
拠
点
」
の
実
現
を
図
る
た

め
、
法
人
全
体
に
共
通
す
る
「
法
人
研
修
」
、
職
種
別
、
階
層
別
と
い
っ
た
区
分
ご
と
に
職
務
の
遂
行
に
必
要

な
知
識
、
技
能
等
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
職
場
研
修
」
、
職
員
が
自
ら
の
職
務
遂
行
能
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
自
主
研
修
」
を
位
置
づ
け
た
職
員
研
修
体
系
を
構
築
し
た
。
 

・
  

医
師
の
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
、
制
度
設
計
を
完
了
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
。
 

・
  

令
和
６
年
度
か
ら
４
年
間
で
人
事
給
与
制
度
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
組
む
。

 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
な
し
（
定
性
）

 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
研
修
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
で
求
め
ら
れ
る
も
の
、
必
要
な
ス
キ
ル
な
ど
を
中
心
と
し
た
参
加
型
の
研
修

を
行
い
、
研
修
受
講
者
の
職
務
意
識
の
向
上
、
人
間
力
の
形
成
、
幅
広
い
教
養
と
社
会
性
の
会
得
に
努
め
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
人
材
育
成
の
根
本
と
な
る
、
人
材
育
成
基
本
計
画
を
策
定
し
、
各
職
位
に
求
め
ら
れ
る
能
力
の
定
義
を
行

う
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
昇
任
基
準
、
研
修
体
系
、
人
事
評
価
の
評
価
基
準
を
明
示
し
人
材
の
育
成
を
図
る
。

 

  

×
1
 

３
 

３
 

定
性
 

医
師
を
対
象
と
す
る
人
事
評
価

制
度
の
運
用
を
開
始
し
た
。
 

ま
た
、
人
事
給
与
制
度
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
、
骨
子

（
案
）
を
策
定
し
た
。
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第
４

 
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
事
項
 

 
前
文
 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

３
 

２
 

２
 

２
 

２
 

 

中
期
目
標
 

公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
に
は
、
安
定
し
た
財
務
運
営
を
行
う
こ
と
で
経
営
基
盤
の
一
層
の
強
化
を
行
い
、
持
続
可
能
な
病
院
経
営
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
実
現
に
向
け
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
か
ら
の
収
入
を
も
っ
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な

経
費
に
充
て
る
自
立
し
た
経
営
を
目
指
す
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

公
立
病
院
と
し
て
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
拠
点
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
つ
つ
、
収
入
の
確
保
と
支
出
の

抑
制
を
行
う
こ
と
で
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
を
図
り
、
健
全
で
持
続
可
能
な
病
院
経
営
を
目
指
す
。
各
目
標
指

標
に
つ
い
て
は
、
診
療
科
別
に
目
標
を
掲
げ
て
進
捗
管
理
を
行
い
、
そ
の
達
成
を
図
る
。

 

収
入
確
保
と
費
用
抑
制
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
効
率
的
な
経
営
を
推
進
し
、
各
事
業
年
度
の
経
常
収
支
比
率
１

０
０
％
以
上
の
達
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
営
業
費
用
対
医
業
収
益
等
の
割
合
の
減
少
に
努
め
る
。

 

ま
た
、
原
価
計
算
に
基
づ
く
診
療
材
料
費
の
削
減
、
後
発
医
薬
品
の
更
な
る
使
用
促
進
及
び
人
員
配
置
の
適
正

化
を
行
う
こ
と
で
、
利
益
の
最
適
化
を
図
る
。
 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

単
年
度
資
金
収
支
※

１
 

１
，
８
１
５
百
万
円
 

５
１
百
万
円
以
上

 

医
業
収
支
比
率
※
２

 
９
７
．
０
％
 

１
０
３
．
０
％
以
上

 

経
常
収
支
比
率
※
３

 
１
０
０
．
４
％
 

１
０
６
．
６
％
以
上

 

営
業
費
用
対
医
業
収

益
等
※
４

 

１
１
１
．
２
％
 

１
０
４
．
４
％
以
下

 

※
１
 
単
年
度
に
お
け
る
資
金
の
総
収
入
（
短
期
借
入
金
を
除
く
。
）
－
総
支
出
。
な
お
、
総
収
入
の
う
ち
大
津

市
か
ら
の
運
営
費
負
担
金
の
額
は
、
計
画
額
と
す
る
。

 

※
２
 
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）
÷
医
業
費
用
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
３
４
条
第
１

項
に
規
定
す
る
損
益
計
算
書
の
医
業
費
用
を
い
う
。
）
×
１
０
０

 

※
３
 
経
常
収
益
÷
経
常
費
用
×
１
０
０
 

※
４
 
営
業
費
用
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）
×
１
０
０

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
時
に
は
、
病
床
の
休
床
等
を
行
い
な
が
ら
一
般
診
療
を
継
続
し
つ
つ
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
に
努
め
た
が
、
収
益
に
つ
い
て
は
制
限
さ
れ
、
費
用
に
つ
い
て
は
人
件
費

や
消
耗
品
費
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
医
業
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
方
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
伴
う
補
助
金
収
益
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
、
令
和
４
年
度
は
損
益
収
支
、
資

金
収
支
と
も
に
大
幅
に
改
善
し
た
。
 

 ⅱ
 
目
標
指
標

 

 

目
標
指
標
 

【
４
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

単
年
度
資
金
収
支

 
△
3
2 

2
,
55
2 

2
6 

9
8
8 

△
2
4 

△
2
5 

5
1 

△
1
,
46
3 

医
業
収
支
比
率

 
1
0
2.
6 

9
4
.7
 

1
0
1.
6 

8
6
.5
 

1
0
2.
2 

8
6
.9
 

1
0
3.
0 

8
9
.6
 

経
常
収
支
比
率

 
1
0
5.
3 

1
2
3.
1 

1
0
5.
6 

1
0
7.
7 

1
0
5.
6 

9
6
.4
 

1
0
6.
6 

9
4
.8
 

営
業
費
用
対
医
業
収
益
等

 
1
0
5.
0 

1
1
3.
4 

1
0
5.
9 

1
2
4.
4 

1
0
5.
2 

1
2
3.
9 

1
0
4.
4 

1
2
0.
0 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
第
２
期
中
期
目
標
期
間
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
診
療
を
県
内
で
も
中
心
的
に

行
っ
た
こ
と
に
よ
る
補
助
金
収
益
が
あ
り
、
損
益
収
支
、
資
金
収
支
と
も
に
期
首
か
ら
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
他
の
目
標
指
標
の
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
補
助
金
が
な
く
な
り
、
財
務
指
標
が
い
ず
れ
も
達
成
が
困
難
に
な
る
。

増
収
策
と
支
出
削
減
策
の
両
側
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
経
営
改
善
に
取
り
組
む
。

 

×
3
 

２
 

２
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
を
定
量
的
に

判
断
し
た
。
 

 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

及
び
診
療
提
供
体
制
の
変
更
の

影
響
が
あ
り
、
医
業
収
支
比
率

及
び
営
業
費
用
対
医
業
収
益
等

は
期
間
を
通
じ
て
計
画
値
の
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
 

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
の
診
療
を
適
切
に

行
っ
た
結
果
、
国
県
補
助
金
の

交
付
を
受
け
、
期
間
を
通
じ
て

資
金
残
高
は
高
水
準
で
あ
っ
た

が
、
補
助
金
は
終
了
し
た
こ

と
、
令
和
６
年
度
の
単
年
度
資

金
収
支
は
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
で

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
令
和
６

年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
１
０

０
％
を
下
回
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、
現
状
は
非
常
に
厳
し

い
経
営
状
況
に
あ
る
。
 

 【
中
期
目
標
で
示
し
た
、
収
支

バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
を
図
る
た

め
の
指
標
及
び
達
成
す
べ
き
水

準
並
び
に
重
要
度
・
困
難
度
】
 

・
単
年
度
資
金
収
支
：
零
以
上
 

・
経
常
収
支
比
率
：
１
０
０
％

以
上
 

-
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4
0
 

 

・
営
業
費
用
対
医
業
収
益
等
：

１
０
８
．
２
％
以
下
 

・
職
員
給
与
費
対
医
業
収
益

等
：
５
４
．
０
％
以
下
 

・
い
ず
れ
も
重
要
度
・
困
難
度

が
高
い
。
 

【
期
間
最
終
評
価
時
点
で
の
達

成
状
況
と
そ
の
数
値
】
 

・
単
年
度
資
金
収
支
：
未
達

成
、
△
１
，
４
６
３
百
万
円

（
令
和
６
年
度
実
績
値
）
 

・
経
常
収
支
比
率
：
未
達
成
、
 

９
４
．
８
％
（
令
和
６
年
度
実

績
値
）
 

・
営
業
費
用
対
医
業
収
益
等
：

未
達
成
、
１
２
０
．
０
％
（
令

和
６
年
度
実
績
値
）
 

・
職
員
給
与
費
対
医
業
収
益

等
：
未
達
成
、
６
９
．
１
％

（
令
和
６
年
度
実
績
値
）
 

 

  

 
１

 
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
 

（
１
）
収
入
の
安
定
的
確
保
及
び
収
益
の
最
適
化

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

 

中
期
目
標
 

収
入
及
び
収
益
の
向
上
並
び
に
支
出
及
び
費
用
の
削
減
に
係
る
達
成
状
況
を
個
別
に
捉
え
る
こ
と
な
く
、
常
に
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
に
着
眼
し
、
そ
の
適
正
化
に
努
め
る
こ
と
。

 

ア
 
収
入
の
安
定
的
確
保
 

第
３
の
事
項
を
踏
ま
え
た
上
で
、
適
正
な
債
権
管
理
（
請
求
漏
れ
及
び
誤
請
求
の
縮
減
、
未
収
金
の
発
生
防
止
及
び
早
期
回
収
な
ど
）
を
図
り
、
収
入
を
確
実
か
つ
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

 

イ
 
収
益
の
最
適
化
 

医
療
行
為
の
標
準
化
及
び
適
切
な
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
疾
患
別
に
在
院
日
数
の
最
適
化
を
図
り
、
か
つ
、
病
床
利
用
率
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
見
合
っ
た
収
益
と
な
る
よ
う
、
原
価
計
算
に
基
づ
く
収
益
の
最
適
化
を
図
る
こ
と
。

 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ア
 
収
入
の
安
定
的
確
保

 

未
収
金
の
回
収
の
早
期
着
手
に
よ
り
、
そ
の
減
少
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
そ
の
発
生
の
抑
制
に
努
め

る
。
ま
た
、
診
療
報
酬
明
細
書
の
査
定
率
及
び
返
戻
率
の
管
理
と
低
減
策
の
実
施
に
よ
り
査
定
減
少
や
返
戻
減
少

に
関
す
る
対
策
を
講
じ
、
収
入
の
安
定
確
保
に
努
め
る
。

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

 
 
 
収
入
の
安
定
的
確
保
に
つ
い
て
は
未
収
金
、
返
戻
査
定
対
策
を
行
い
、
収
益
の
最
適
化
に
つ
い
て
は
、
患
者

数
の
増
加
策
、
新
規
診
療
報
酬
に
よ
る
加
算
取
得
を
行
っ
た
。
 

ア
 
収
入
の
安
定
的
確
保

 

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
を
定
量
的
に

判
断
し
た
。
 

 入
院
・
外
来
診
療
単
価
に
つ
い

-
 1

4
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4
1
 

 

 イ
 
収
益
の
最
適
化

 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
用
い
た
医
療
行
為
の
標
準
化
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
効
率
的

に
推
進
す
る
こ
と
で
、
収
益
の
最
適
化
を
図
る
。

 

（
ア
）

 
新
規
入
院
患
者
の
増
加
 

院
長
及
び
副
院
長
を
始
め
と
し
た
病
院
幹
部
並
び
に
診
療
部
長
及
び
地
域
医
療
連
携
室
の
職
員
が
地
域
の
医
療

機
関
を
訪
問
し
、
患
者
情
報
の
共
有
を
進
め
る
と
と
も
に
、
当
該
医
療
機
関
か
ら
更
に
信
頼
さ
れ
る
市
民
病
院
に

な
る
こ
と
で
、
新
規
入
院
患
者
数
の
増
加
を
図
る
。

 

（
イ
）

 
入
院
診
療
単
価
及
び
在
院
日
数
の
適
正
化
 

入
退
院
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
入
院
前
か
ら
患
者
の
リ
ス
ク
を
把
握
し
、
円
滑
に
入
院
治
療
を
行
う
と
と
も

に
、
早
期
退
院
を
実
現
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｍ
（
入
退
院
支
援
）
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
効
率
的
な
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
、
病
床
稼
働
率
の
向
上
及
び
平
均
在
院
日
数
の
適
正
化
を
図
る
。

 

ま
た
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
と
し
て
、
各
診
療
科
が
よ
り
一
層
効
率
的
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
入
院
診
療

単
価
の
適
正
化
を
図
る
。

 

（
ウ
）

 
新
規
診
療
報
酬
に
よ
る
加
算
取
得
 

こ
れ
ま
で
取
得
し
て
い
な
か
っ
た
施
設
基
準
の
積
極
的
な
取
得
を
目
指
す
こ
と
で
、
収
益
性
の
向
上
に
努
め

る
。
ま
た
、
当
該
取
得
の
要
件
が
職
種
に
よ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
人
員
配
置
を
考
慮
し
な
が
ら
採
用
計
画
に
盛

り
込
ん
で
い
く
。

 

（
エ
）

 
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
３
６
５
日
稼
働
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
訪
問
患
者
数
の
増
加
及
び
収
入
の
増
収
を

図
る
。

 

  目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績

 
令
和
６
年
度
目
標
値
 

入
院
診
療
単
価

 
５
８
，
０
０
１
円

 
６
２
，
１
７
３
円
以
上
 

平
均
在
院
日
数

 
１
３
．
１
日

 
１
３
．
２
日
以
下
 

Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間
以
内
患
者
割
合
※
１

 
５
７
．
９
％

 
５
７
．
９
％
以
上
 

手
術
件
数

 
 
 
３
，
６
７
４
件

 
３
，
７
３
０
件
以
上
 

病
床
稼
働
率
※
２

 
８
５
．
０
％

 
８
７
．
９
％
以
上
 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
稼
働
率
※
３

 
１
０
７
．
７
％

 
１
１
９
．
６
％
以
上
 

延
べ
入
院
患
者
数

 
１
２
０
，
４
７
８
人

 
１
２
３
，
８
１
１
人
以
上
 

新
規
入
院
患
者
数

 
８
，
５
３
３
人

 
８
，
７
５
０
人
以
上
 

新
規
入
院
患
者
数
の
う
ち
Ｉ
Ｃ
Ｕ
患

者
数
 

３
２
９
人

 
３
６
９
人
以
上
 

新
規
入
院
患
者
数
の
う
ち
一
般
病
棟

新
規
患
者
数

 

８
，
０
５
７
人

 
８
，
２
２
７
人
以
上
 

外
来
診
療
単
価

 
１
５
，
３
１
２
円

 
１
６
，
０
４
９
円
以
上
 

外
来
患
者
数

 
１
９
８
，
４
０
９
人

 
１
９
８
，
４
１
０
人
以
上
 

※
１
 
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間
以
内
退
院
患
者
数
÷
退
院
患
者
数
×
１
０
０
 

※
２
 
延
べ
入
院
患
者
数
÷
延
べ
稼
動
病
床
数
×
１
０
０
 

※
３
 
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
延
べ
入
院
患
者
数
＋
Ｉ
Ｃ
Ｕ
か
ら
の
退
棟
患
者
数
）
÷
Ｉ
Ｃ
Ｕ
延
べ
稼
動
病
床
数
×
１
０
０

 

 

未
収
金
の
回
収
の
早
期
着
手
に
よ
り
、
そ
の
減
少
を
図
り
、
回
収
が
困
難
で
あ
る
個
人
未
収
金
に
つ
い
て
は
、

弁
護
士
事
務
所
へ
委
託
し
、
債
権
回
収
を
実
施
し
た
。
令
和
７
年
度
か
ら
は
、
保
証
会
社
と
契
約
し
、
未
収
金
を

確
実
に
回
収
す
る
体
制
を
整
え
た
。
査
定
返
戻
率
管
理
社
会
保
険
支
払
基
金
の
審
査
員
で
も
あ
る
当
院
医
師
２
名

と
医
事
課
職
員
、
請
求
担
当
で
構
成
さ
れ
て
い
る
保
険
審
査
専
門
部
会
を
月
１
回
開
催
し
、
査
定
に
対
す
る
検
討

及
び
再
審
査
請
求
や
、
各
診
療
科
医
師
へ
の
周
知
等
に
努
め
た
。
 

イ
 
収
益
の
最
適
化

 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
用
い
た
医
療
行
為
の
標
準
化
を
継
続
し
て
行
い
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
効
率
的
に
推
進
す

る
こ
と
で
、
収
益
の
最
適
化
を
図
っ
た
。
 

（
ア
）
 
新
規
入
院
患
者
の
増
加

 

 
 
 
入
院
患
者
の
入
り
口
と
な
る
診
療
所
か
ら
の
紹
介
、
健
診
、
救
急
搬
送
に
つ
い
て
対
策
を
強
化
し
た
。

 

・
 
健
診
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
閑
散
期
に
対
す
る
対
応
を
行
っ
た
。

 

・
 
消
防
局
と
の
連
携
の
推
進
の
た
め
、
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

 

・
  

地
域
の
診
療
所
か
ら
の
相
談
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
取
り
扱
え
る
よ
う
に
、
地
域
連
携
室
の
看
護
師
に
つ

な
が
る
専
用
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
ド
ク
タ
ー
ズ
ダ
イ
ヤ
ル
）
を
開
設
し
た
。

 

・
  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
診
療
科
の
得
意
と
す
る
疾
患
を
症
状
と
と
も
に
掲
載
し
、
患
者
に
選
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
。

 

（
イ
）
 
入
院
診
療
単
価
及
び
在
院
日
数
の
適
正
化

 

 
 
 
 
入
退
院
セ
ン
タ
ー
の
改
修
を
行
い
、
よ
り
多
く
の
入
院
予
定
患
者
が
入
院
前
か
ら
の
入
退
院
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
事
に
加
え
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
整
備
を
す
る
こ
と
で
、
入
院
診
療
単
価
及

び
平
均
在
院
日
数
の
改
善
に
寄
与
し
た
。

 

 
 
 
・
 
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅲ
超
え
患
者
を
見
え
る
化
し
、
毎
日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
共
有
す
る
こ
と
で
適
切
な
ベ
ッ
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
努
め
た
。

 

（
ウ
）
 
新
規
診
療
報
酬
に
よ
る
加
算
取
得

 

 
 
 
 
令
和
４
年
及
び
令
和
６
年
の
診
療
報
酬
改
定
時
の
対
応
及
び
新
規
加
算
取
得
に
向
け
て
体
制
の
整
備
を

行
い
、
速
や
か
な
施
設
基
準
の
取
得
に
努
め
た
。

 

・
 
令
和
３
年
７
月
、
算
定
要
件
を
整
え
特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
３
か
ら
１
に
変
更
し
た
。
 

・
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
「
診
療
報
酬
上
の
臨
時
的
な
取
扱
い
」
の
通
知
に
対
し
、
迅

速
に
か
つ
適
切
に
対
応
し
た
。
 

・
 
令
和
６
年
診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
新
た
に
算
定
可
能
な
も
の
に
対
し
て
速
や

か
に
届
出
を
行
い
算
定
を
開
始
し
た
。

 

・
 
医
療
看
護
必
要
度
等
、
要
件
が
厳
し
く
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
も
対
策
を
実
施
し
た
。

 

（
エ
）
 
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

 

 
土
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
に
お
い
て
、
計
画
的
に
定
期
訪
問
を
行
っ
た
。
２
４
時
間
電
話
対
応
し
、
必

に
応
じ
て
緊
急
訪
問
を
行
っ
た
。

 

  ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
 

目
標
指
標
 

【
１
２
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

入
院
診
療
単
価

 
6
1
,9
83
 

6
2
,0
99
 

6
2
,1
36
 

6
2
,1
73
 

て
は
、
期
間
を
通
じ
て
高
い
水

準
を
保
ち
計
画
値
を
達
成
し

た
。
 

Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間
以
内
患
者
割
合

及
び
平
均
在
院
日
数
は
改
善

し
、
計
画
値
を
達
成
し
た
が
、

患
者
数
、
手
術
件
数
、
病
床
稼

働
率
な
ど
は
計
画
値
の
達
成
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
 

 

-
 1

5
0
 -



4
2
 

 

      

6
5
,5
93
 

6
4
,5
19
 

6
3
,8
44
 

6
6
,2
18
 

平
均
在
院
日
数

 
1
3
.2
 

1
3
.4
 

1
3
.2
 

1
4
.7
 

1
3
.2
 

1
3
.5
 

1
3
.2
 

1
3
.1
 

Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
期
間
以
内
患
者
割
合

 
5
7
.9
 

5
6
.1
 

5
7
.9
 

6
0
.1
 

5
7
.9
 

6
1
.0
 

5
7
.9
 

6
0
.3
 

手
術
件
数
 

3
,
67
4 

2
,
82
2 

3
,
69
3 

2
,
41
9 

3
,
71
2 

2
,
69
3 

3
,
73
0 

2
,
91
6 

病
床
稼
働
率
 

8
6
.6
 

7
6
.9
 

8
7
.0
 

7
0
.2
 

8
7
.4
 

7
3
.5
 

8
7
.9
 

7
6
.0
 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
稼
働
率

 
1
1
7.
8 

1
0
6.
9 

1
1
8.
4 

9
4
.7
 

1
1
9.
0 

1
0
0.
5 

1
1
9.
6 

1
0
8.
0 

延
べ
入
院
患
者
数

 
1
2
2,
00
6 

1
0
8,
29
3 

1
2
2,
60
5 

1
0
0,
72
4 

1
2
3.
20
7 

1
0
5,
75
2 

1
2
3,
81
1 

1
0
8,
98
4 

新
規
入
院
患
者
数

 
8
,
62
2 

7
,
51
2 

8
,
66
4 

6
,
44
5 

8
,
70
7 

7
,
30
9 

8
,
75
0 

7
,
74
2 

新
規
入
院
患
者
数
の
う
ち
Ｉ
Ｃ
Ｕ
患
者
数

 
3
6
3 

3
4
6 

3
6
5 

3
0
0 

3
6
7 

3
1
2 

3
6
9 

3
6
0 

新
規
入
院
患
者
数
の
う
ち
一
般
病
棟
新
規
患
者

数
 

8
,
10
7 

7
,
16
6 

8
,
14
7 

6
,
08
5 

8
,
18
7 

6
,
99
7 

8
,
22
7 

7
,
38
2 

外
来
診
療
単
価

 
1
5
,8
00
 

1
6
,4
89
 

1
5
,8
83
 

1
6
,4
87
 

1
5
,9
66
 

1
6
,1
62
 

1
6
,0
49
 

1
6
,8
18
 

外
来
患
者
数
 

1
9
8,
41
0 

1
8
9,
05
6 

1
9
8,
41
0 

1
8
0,
87
1 

1
9
8,
41
0 

1
7
0,
00
6 

1
9
8,
41
0 

1
7
3,
03
9 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
様
々
な
取
組
を
実
行
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
な
ど
で
、
感
染
症
指
定
医
療
機

関
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
た
結
果
、
一
般
入
院
患
者
数
の
減
少
が
顕
著
と
な
り
、
目
標
指
標
の
達
成
に
は
至

ら
な
か
っ
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
 
市
民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
医
療
提
供
を
継
続
す
る
事
に
加
え
、
病
診
連
携
、
病
病
連
携
を
推
進
し
、
患
者
の

確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
引
き
続
き
診
療
報
酬
に
関
し
て
知
見
を
深
め
、
新
規
施
設
基
準
の
取
得
な
ど
医
療
サ

ー
ビ
ス
と
診
療
報
酬
の
最
適
化
を
図
る
。
 

         

-
 1

5
1
 -



4
3
 

 

 
 
（
２
）
支
出
及
び
費
用
の
抑
制

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

２
 

 

中
期
目
標
 

第
３
第
１
項
に
基
づ
く
経
営
の
効
率
化
に
よ
り
、
人
件
費
や
材
料
費
、
経
費
な
ど
の
主
要
な
費
用
に
つ
い
て
、
収
益
に
見
合
っ
た
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
達
成
を
図
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
支
出
及
び
費
用
を
管
理
す
る
こ

と
。
 

 

中
期
計
画
 

法
人
自
己
評
価
 

市
の
評
価
 

評
価
の
判
断
理
由
（
業
務
実
績
の
状
況
等
）
 

ｳ
ｴ
ｲ
ﾄ 

評
価
 

評
価
 

判
断
理
由
な
ど
 

ア
 
人
件
費
の
適
正
化

 

各
部
署
に
お
け
る
収
益
及
び
業
務
量
に
見
合
っ
た
適
正
な
人
員
配
置
を
推
進
し
、
中
期
計
画
の
達
成
を
図
る
。
 

ま
た
、
医
療
技
術
部
門
の
人
員
を
確
保
し
、
主
と
し
て
医
師
、
看
護
師
の
超
過
勤
務
の
縮
減
を
図
る
。

 

 イ
 
材
料
費
比
率
の
抑
制

 

診
療
材
料
費
及
び
医
薬
品
費
に
つ
い
て
、
半
期
ご
と
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
用
い
た
契
約
単
価
の
評
価
及
び
そ
の

使
用
の
状
況
の
分
析
を
行
い
、
特
に
高
額
医
療
材
料
の
使
用
に
あ
っ
て
は
充
分
な
検
討
の
上
で
適
正
に
使
用
す
る

と
と
も
に
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
率
の
向
上
に
努
め
る
。

 

 ウ
 
経
費
の
削
減

 

医
療
機
器
の
賃
借
及
び
保
守
並
び
に
一
般
管
理
に
係
る
委
託
業
務
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
契
約
内
容
を
見
直

し
、
そ
の
適
正
化
を
図
る
。

 

目
標
指
標

 
令
和
元
年
度
実
績
 

令
和
６
年
度
目
標
値

 

職
員
給
与
費
対
医
業

収
益
等
※
１

 

６
２
．
３
％
 

５
６
．
４
％
以
下

 

材
料
費
比
率
※
２

 
２
２
．
７
％
 

２
１
．
７
％
以
下

 

後
発
医
薬
品
指
数
※

３
 

９
４
．
０
％
 

９
４
．
０
％
以
上

 

委
託
費
比
率
※
４

 
１
２
．
１
％
 

１
１
．
２
％
以
下

 

※
１
 
職
員
給
与
費
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）
×
１
０
０

 

※
２
 
材
料
費
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）
×
１
０
０

 

※
３
 
後
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
÷
（
後
発
医
薬
品
が
存
在
す
る
先
発
医
薬
品
の
規
格
単
位
数
量
＋
後
発
医

薬
品
の
規
格
単
位
数
量
）
×
１
０
０

 

※
４
 
委
託
費
÷
（
入
院
収
益
＋
外
来
収
益
＋
そ
の
他
医
業
収
益
）
×
１
０
０

 

 

ⅰ
 
主
な
実
績
又
は
成
果

 

支
出
及
び
費
用
の
抑
制
に
関
し
て
人
件
費
、
材
料
費
、
経
費
の
削
減
に
向
け
て
様
々
な
取
組
を
行
っ
た
。
 

ア
 
人
件
費
の
適
正
化

 

新
た
な
診
療
報
酬
に
お
け
る
加
算
取
得
及
び
働
き
方
改
革
に
お
け
る
医
療
職
間
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
の
た
め
、

医
療
技
術
職
の
確
保
を
行
っ
た
。
ま
た
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
経
営
会
議
に
お
い
て
、
職
種
ご
と

の
勤
務
時
間
を
報
告
し
、
適
正
管
理
に
努
め
た
。
働
き
方
改
革
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
医
師
か
ら
他
職
種
へ
の

タ
ス
ク
シ
フ
ト
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
看
護
師
に
お
い
て
も
看
護
師
か
ら
看
護
補
助
者
へ
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト

を
推
進
し
た
。
ま
た
、
業
務
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
て
タ
ス
ク
シ
フ
ト
項
目
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
タ
ス
ク
シ

フ
ト
に
向
け
各
部
局
に
お
い
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。
 

イ
 
材
料
費
比
率
の
抑
制

 

材
料
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
原
材
料
費
、
輸
送
費
、
人
件
費
上
昇
の
影
響
に
よ
り
多
数
の
品
目
に
お
い
て

値
上
げ
が
発
生
し
て
い
る
中
、
他
施
設
の
納
入
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
契
約
先
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
利
用
し

な
が
ら
納
入
業
者
と
の
価
格
交
渉
を
行
っ
た
。
ま
た
、
薬
剤
に
つ
い
て
は
、
卸
業
者
と
の
交
渉
前
に
薬
剤
長
と

共
に
メ
ー
カ
ー
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
 

ウ
 
経
費
の
削
減

 

医
療
機
器
の
賃
貸
借
及
び
保
守
に
つ
い
て
は
、
契
約
更
新
時
期
に
合
わ
せ
て
内
容
と
金
額
の
見
直
し
を
行
っ

た
。
ま
た
長
期
の
年
間
保
守
契
約
を
結
ぶ
機
器
は
厳
選
し
、
可
能
な
限
り
不
具
合
発
生
時
の
ス
ポ
ッ
ト
修
理
に

て
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
っ
た
。
施
設
維
持
の
側
面
で
は
、
予
定
さ
れ
る
工

事
の
工
法
見
直
し
と
業
者
折
衝
に
よ
る
費
用
圧
縮
を
行
っ
た
。
 

  ⅱ
 
目
標
指
標

 

 
 
 

目
標
指
標
 

【
４
指
標
】
 

R
0
3 

目
標
 

実
績
 

R
0
4 

目
標

 

実
績

 

R
0
5 

目
標
 

実
績
 

R
0
6 

目
標
 

実
績
 

職
員
給
与
費
対
医
業
収
益
等

 
5
9
.1
 

6
5
.8
 

5
8
.2
 

7
2
.3
 

5
7
.1
 

7
2
.3
 

5
6
.4
 

6
9
.1
 

材
料
費
比
率
 

2
1
.8
 

2
2
.1
 

2
1
.8
 

2
2
.2
 

2
1
.8
 

2
2
.0
 

2
1
.7
 

2
2
.4
 

後
発
医
薬
品
指
数

 
9
4
.0
 

9
4
.0
 

9
4
.0
 

9
4
.0
 

×
1
 

２
 

２
 

定
量
 

指
標
の
達
成
状
況
を
定
量
的
に

判
断
し
た
。
 

 人
件
費
の
上
昇
、
物
価
高
騰
な

ど
も
あ
り
、
す
べ
て
の
指
標
に

お
い
て
、
計
画
値
の
達
成
に
至

ら
な
か
っ
た
が
、
経
費
削
減
に

向
け
た
様
々
な
取
組
を
実
施
し

た
。
 

-
 1

5
2
 -



4
4
 

 

9
4
.1
 

9
4
.1
 

9
3
.1
 

9
3
.8
 

委
託
費
比
率
 

1
1
.4
 

1
2
.3
 

1
1
.3
 

1
2
.7
 

1
1
.3
 

1
2
.8
 

1
1
.2
 

1
2
.0
 

 ⅲ
 
自
己
評
価
の
理
由

 

 
 
支
出
の
削
減
に
対
し
て
様
々
な
取
組
を
行
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
等
に
よ
り

患
者
数
が
減
少
し
、
大
き
く
目
標
指
標
の
達
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
た
め
。
 

 ⅳ
 
課
題
と
そ
の
改
善
の
方
策

 

 
人
件
費
率
の
適
正
化
に
関
し
て
、
タ
ス
ク
シ
フ
ト
や
業
務
の
効
率
化
を
推
進
す
る
。
 

 

  
 

-
 1

5
3
 -



4
5
 

 

 
２

 
運
営
費
負
担
金

 

 【
小
項
目
ご
と
の
評
価
結
果
】

 

年
度
 

令
和
３
年
度
 

令
和
４
年
度
 

令
和
５
年
度
 

令
和
６
年
度
 

期
間
見
込
評
価
 

期
間
最
終
評
価
 

評
価
結
果
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

３
 

 

中
期
目
標
 

保
健
医
療
計
画
や
圏
域
で
求
め
ら
れ
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
運
営
費
負
担
金
は
中
期
計
画
で
定
め
る
額
以
下
と
な
る
よ
う
抑
制
策
を
検
討
す
る
こ
と
。
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地方独立行政法人市立大津市民病院令和７年度計画 

 

 

第１ 年度計画の期間  

年度計画の期間（以下「計画期間」という。）は、令和７年４月１日から令和８年３月 

３１日までの１年間とする。 

第２ 市民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためとる

べき措置  

市民病院は地域の中核的な医療機関として、患者や家族のＱＯＬ（クオリティー・オブ・

ライフ）及びＱＯＤ（クオリティー・オブ・デス）の向上を意識し、質の高い医療及び政策

的医療を提供するとともに、地域の医療機関との連携の強化及び感染症医療の充実を図りな

がら、市民及び地域の医療機関から必要とされる病院となるよう取り組む。 

１ 市民病院としての役割  

⑴ ５疾病に対する医療の提供 

ア がん 

がんセンターを中心として、がんに罹患しても住み慣れた地域で安心して暮しなが

ら治療することができる体制を強化する。そのために、がん検診を充実させ、早期発見

を図るとともに、集学的治療（高度医療機器を用いて患者の身体的負担の少ない方法に

よる手術や化学療法などを組み合わせて治療する方法をいう。）を提供し、地域がん診

療連携支援病院として、地域のがん患者に対して包括的で質の高い医療を提供する。ま

た、治療に当たっては、在宅医療、がん相談等の心理的ケア、緩和ケアなども含め、患

者を総合的に支援する。 

目標指標 令和７年度目標値 

がん手術件数 ５３７件以上 

化学療法件数 １，９７０件以上 

緩和ケア病棟利用患者数 １８２人以上 

イ 脳卒中 

資料３ 
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急性期脳梗塞に対する早期治療及び手術等の高度専門的医療の提供体制を強化する。

また、リハビリテーションを積極的に提供し、ＡＤＬの早期回復に努め、早期退院につ

なげていく。 

目標指標 令和７年度目標値 

脳卒中入院患者数 １３９人以上 

脳血管疾患リハビリテーション単位数 １６，５８８単位以上 

ウ 心筋梗塞等の心血管疾患 

２４時間３６５日の即時オンコール体制を整え、急性期心疾患に対するカテーテル

治療、外科的手術などの治療を適切に提供するとともに、体制を強化する。また、多職

種との連携・協力体制により患者の早期の転院や社会復帰に貢献する。 

目標指標 令和７年度目標値 

急性期心筋梗塞入院患者数 ３１人以上 

冠動脈ＣＴ検査件数 ３３２件以上 

心大血管リハビリテーション単位数 
８，９７７単位以上 

 

エ 糖尿病 

専門的治療に加え、多職種の協働による療養指導、入院・外来での栄養指導、糖尿

病教室の開催など、糖尿病患者に対する指導を積極的に行い、重症化防止に取り組む。

また、地域住民向け健康講座等の実施を通じて、地域における糖尿病治療の質の向上及

び糖尿病予防を図る。 

目標指標 令和７年度目標値 

在宅自己注射指導管理料算定件数 ２，４０１件以上 

糖尿病教育入院患者数 ２２件以上 

オ 精神疾患 

精神疾患患者数の増加に伴い、思春期から老年期までの幅広い層にわたる精神疾患

や心身症の患者をできるだけ速やかに受け入れる体制の維持に努める。診療に当たって

は、「見落とさない診断」「心理面への幅広い評価」「安全と効果を意識した治療」「身体

疾患に合併した精神症状への積極対応」の４項目の実施に重きを置き、外来・入院患者
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に対する精神療法、認知行動療法を含む心理療法、適切な薬物療法及び公認心理師によ

る専門的カウンセリング等による質の高い医療を提供する。 

目標指標 令和７年度目標値 

通院精神療法算定件数 １０，５７５件以上 

入院精神療法算定件数 １，０６０件以上 

⑵ ５事業及び在宅医療に対する医療の確保 

ア ５事業に対する医療の確保 

（ ア ） 救急医療 

二次救急医療機関として、２４時間３６５日対応可能な救急医療体制を維持する

ことにより「断らない、止まらない救急」の実現に努めるとともに、地域の医療機

関や大津市消防局との密接な連携を図り、重症患者の受入及び救急入院体制の充実

を図る。ドクターカーの運用を継続し、地域の救命率向上に貢献する。 

目標指標 令和７年度目標値 

救急搬送受入件数 ４，２９８件以上 

救急搬送応需率※ ９６．０％以上 

救急搬送入院患者割合 ４１．５％以上 

救急入院患者割合 １９．５％以上 

救急ストップ時間 ６３時間以下 

ドクターカー出動件数 ２２４件以上 

ドクターカー介入割合 ５０．０％以上 

※ 救急搬送受入件数÷（救急搬送受入件数＋救急搬送を断った件数）×１００ 

（ イ ） 災害医療 

地域災害拠点病院として、関係機関との連携及び協力を図り、医療救護活動及び

救急医療活動を実施する。また、平時から各種研修及び訓練の実施、マニュアルの

点検、備蓄物品の確認、救急連絡体制の確保等の実施を重ねることで、災害発生時

の迅速な対応体制の向上に努める。さらに、ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）の強

化及び国又は地方公共団体が実施する災害訓練への参加により、医療救護活動の対

応力強化を図る。 

（ ウ ） 小児医療 
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内科的疾患、手術対応を含む外科的疾患及び心身症等に係る幅広い小児医療を提

供するとともに、育児支援、小児訓練室での発達援助等を行い、地域の医療機関と

連携した地域に必要とされる医療を提供する。また、市民が安心して子育てができ

る環境づくりに貢献するための施策の実施を検討する。 

目標指標 令和７年度目標値 

小児科入院患者数 ２，０５５人以上 

小児科外来患者数 ７，４８８人以上 

（ エ ） 周産期医療 

滋賀県の周産期医療提供体制に基づく医療資源の集約化に対応する。 

（ オ ） 新興感染症発生・まん延時の医療 

感染症発生時及びまん延時において、感染症指定医療機関として柔軟に診療体制

を確保し、滋賀県及び大津市、医師会並びに他の医療機関との連携を図り、地域の

医療における中核的な役割を担う。また、平時から地域の医療機関、介護施設等に

対して感染防止対策の訪問指導を行うほか、参加型研修会の開催に向けた体制を整

備、実施するなど、地域における感染症医療の充実に貢献する。 

目標指標 令和７年度目標値 

感染管理認定看護師数 ２人以上 

地域の医療機関等に対する感染防止対策訪問指導

回数 

２回以上 

 

イ 在宅医療の支援 

地域包括ケアシステムに対応する医療の拠点としての役割を果たすため、かかりつ

け医及び介護サービス事業者との連携を強化するとともに、総合病院としての高い専門

性を生かした在宅での医療サービスの提供を支援し、在宅医療の後方支援機能を果たす。

また、患者が住み慣れた地域や望む環境で療養ができるよう、多職種の協働により、病

院から在宅療養への移行において切れ目のない支援を行う。計画年度においては訪問栄

養指導を開始し、在宅患者への医療サービス体制を強化する。 

目標指標 令和７年度目標値 

訪問診療件数 １５０件以上 

訪問看護件数 ５，７６０件以上 
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訪問リハビリ件数 ７２０件以上 

⑶ 健康増進及び予防医療の充実及び強化  

人間ドックを始め、がん検診などに対する地域のニーズに対応し、市民の健康増進に

貢献するため、大津市と連携して特定健診及びがん検診を組み合わせたセット検診の実

施及び受診勧奨を行う。また、人間ドック及びがん検診の受診率向上を図るため、受診

しやすい環境や体制を整備する。さらに、精検受診率を向上させ、早期発見及び早期治

療につなげるため、要精検受診者の追跡を強化するとともに、各種の予防接種を実施す

る。 

目標指標 令和７年度目標値 

健診センター収益 １８４，４１４千円以上 

健診センター総受診者数 ８，１３７人以上 

人間ドック総受診者数 ３，０５５人以上 

がん検診受診者数 ２，１０５人以上 

２ 地域の病院、診療所等との機能分化及び連携強化  

⑴ 地域で果たすべき役割  

地域の医療機関との連携を図るため、医師同士の「顔の見える関係」を構築し、連携

の強化を積極的に行い、地域完結型医療の提供を主導する。また、人口構成及び疾病等

の医療需要予測に基づき、不足する医療機能への対応を主体的に行い、地域包括ケアシ

ステムにおける医療の拠点としての役割を果たし、「地域密着型急性期病院」として大津

保健医療圏域（以下「圏域」という。）の保健・福祉・医療・介護の充実に貢献する。 

目標指標 令和７年度目標値 

地域医療機関訪問回数 ２００回以上 

⑵ 地域医療支援病院としての役割 

地域医療支援病院として、紹介及び逆紹介を円滑に進めるために、オンライン予約シ

ステムを導入し、受診しやすい環境を整える。また、引き続き地域のかかりつけ医等が

市民病院の手術室、医療機器、入院病床等を共同利用することを受け入れる。さらに、

地域の医療機関に対する教育的及び技術的な支援に向け、独自の研修プログラムを策定

する。 

目標指標 令和７年度目標値 
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紹介率※１ ８０．０％以上 

紹介件数 ８，５２０件以上 

逆紹介率※２ １００．０％以上 

逆紹介件数 １０，７８７件以上 

地域医療機関向け研修実施回数 ５０回以上 

※１ 紹介初診患者数÷（初診患者数－（休日・夜間以外の初診救急車搬送患者数＋休

日・夜間の初診救急患者数））×１００ 

※２ 逆紹介患者数÷（初診患者数－（休日・夜間以外の初診救急車搬送患者数＋休

日・夜間の初診救急患者数））×１００ 

３ 市民・患者への医療サービス 

⑴ 市民・患者に寄り添ったサービス提供 

市民・患者に提供するサービスの質の向上に資するよう、患者満足度調査（医療の質、

待ち時間、院内環境等に関する調査をいう。以下同じ。）を実施し、その結果をホームペ

ージで公表する。また、職員の接遇及び医療サービスの質の向上を図るため、患者満足

度調査の結果等を基に課題を抽出し、改善に向け取り組み、本年度は患者用Ｗｉ－Ｆｉ

の整備を行う。 

目標指標 令和７年度目標値 

外来患者満足度※１ ８７．１％以上 

入院患者満足度※２ ９３．７％以上 

※１ 外来に係る患者満足度調査の「満足」及び「やや満足」と回答した者の割合の合

計値 

※２ 入院に係る患者満足度調査の「満足」及び「やや満足」と回答した者の割合の合

計値 

⑵ ＡＣＰの推進  

ＡＣＰ（患者やその家族が医師等と一緒に自らが望む医療やケアについて前もって考

え、繰り返し話し合い、共有する取組であるアドバンス・ケア・プランニングをいう。

以下同じ。）を推進するために、電子カルテ記録様式を改訂し、活用の促進を図る。また、

医療従事者及び市民を対象に研修会・公開講座等を実施し、ＡＣＰを啓発し、患者が安

心して医療を受けることができる体制の充実に努める。 
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４ 医療の質の向上  

⑴ 医療の質の向上のための取組 

日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価の審査の結果を踏まえ、引き続きその

審査内容に準じた内部監査を実施するなど、継続的な業務改善に取り組む。また、医療

の質の向上を図るため、職員の仕事に対する意識を把握するための職員満足度調査を実

施する。 

目標指標 令和７年度目標値 

職員満足度調査の総合評価の点数（５点満点） ― 

⑵ 医療安全管理機能の維持 

全職員が患者の安全を最優先とした万全な対応を行うことができるよう、医療安全管

理委員会が中心となって医療安全に関する情報の収集及び分析を行い、当該分析結果を

踏まえた指針を示すことにより、医療事故の発生防止に取り組む。また、市民病院内で

発生したインシデント又はアクシデントについての報告件数及び医師の報告率の向上を

図り、その内容を分析した上で全職員に周知し、再発防止に取り組む。 

目標指標 令和７年度目標値 

医療安全研修会開催回数 ６回以上 

インシデントレポート提出数のうち、医師の報告

割合 
５．０％以上 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置  

市民病院は、医療需要の変化及び市民病院に関する客観的事実を適切に把握し、これを活

用して経営資源を効率的かつ効果的に活用する。 

１ 経営の効率化 

⑴ 診療機能の適正化  

市民病院に関する客観的事実や近隣病院の状況を把握し、医療需要の変化に対応する

ため、診療機能等の充実及び見直しを行い、適切な医療提供体制の構築に向け、必要な

診療機能及び人員体制の適正化を図る。また、公立病院として、フリーアクセスの基本

は守りつつ、紹介受診重点医療機関として外来機能の充実を図るとともに、「地域密着型

急性期病院」として高齢者に係る救急の対応を強化する。 

目標指標 令和７年度目標値 
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外来患者初診率※１ １１．３％以上 

年延外来患者数 １７４，９８８人以上 

地域包括医療病棟病床稼働率※２ ８８．０％以上 

※１ 初診外来患者数÷年延外来患者数×１００ 

※２ 地域包括医療病棟年延入院患者数÷地域包括医療病棟年延稼働病床数×１００  

⑵ 病床稼働率の向上 

圏域の医療需要において、当面の間、入院患者数の増加傾向が続くと見込まれること

から、入院診療に係る需要に対応するとともに、医療資源を効率的に活用するため、病

床管理システムを導入し、病床稼働率の向上を目指す。なお、目標値の算出に当たり用

いる基礎数値は、総務省が実施する地方財政状況調査（以下「地方財政状況調査」とい

う。）に基づくものである。 

目標指標 令和７年度目標値 

病床稼働率※ ７５．６％以上 

年延入院患者数 １１０，５８７人以上 

※ 年延入院患者数÷（許可病床数×入院診療日数）÷１００ 

⑶ 労働生産性の向上  

中期目標に掲げる医師１人１日当たりの診療収入の目標値及び入院患者目標数を全職

員で共有し、医療の質を保ちながら、目標値の達成を図る。また、人事給与制度改革を

通じて、病院の経営に貢献する職員の処遇改善を行い、病院全体の労働生産性の向上を

図る。なお、医師１人１日当たり診療収入の目標値の算出に当たり用いる基礎数値は、

地方財政状況調査に基づくものである。 

目標指標 令和７年度目標値 

医師１人１日当たり診療収入※１ ２２８．１千円以上 

全職員１人１日当たり診療収入※２ ３０．２千円以上 

※１ （入院収益＋外来収益）÷職員数のうち年延医師数 

※２ （入院収益＋外来収益）÷全職員常勤換算数 

⑷ 原価計算を基にした業務運営の改善 

市民病院内で協議して確立した方法により診療科別原価計算を行い、その結果を分析

の上、市民病院内で共有することにより診療材料等の合理化を促進し、適切なコスト管
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理とコスト意識の向上を図るとともに、配賦基準など原価計算の方法を適時適切に見直

し、運用の合理化を図る。 

目標指標 令和７年度目標値 

医業費用支出割合※ ９３．１％以下 

※ 市民病院内協議で確立した診療科別原価計算により算出した医業費用÷（入院収益

＋外来収益＋健診センター収益）×１００ 

⑸ 効率的かつ効果的な設備投資 

ア 施設設備の改修 

施設設備の老朽化対策については、ファシリティマネジメント（保有する施設や固

定資産を経営戦略的視点から総合的に企画、管理及び活用する経営活動をいう。）の考

え方により各設備の劣化状況及び耐用年数を把握し、中長期的な費用の平準化を念頭に

置き、計画的に修繕することで長寿命化を図り、大津市との協議の下、効率的かつ効果

的な設備投資を実施する。 

イ 医療機器の導入及び更新 

医療機器の導入及び更新については、購入が必要な機器の把握及び購入の優先度の

検討を行い、大津市と協議した上で購入に係る年次計画を策定する。また、必要性及び

採算性を十分に検討するとともに、入札の実施、他の医療機関の購入実績の調査等によ

り、適正な価格で効果的な調達を行う。 

   ウ 医療情報システムの導入及び更新 

患者サービス及び医療の質の向上並びに業務の効率化及び軽減化の効果を十分に検

討した上で医療情報システムの新規導入又は更新を行う。計画期間においては、電子処

方箋、救急時医療情報閲覧機能の運用開始に加え、医師、看護師について業務の効率化

に寄与するシステムの運用を開始する。 

２ 経営管理機能の充実  

⑴ 経営管理体制の強化 

法人及び病院の意思決定については定款に定める事項を理事会の議決により決定する

ほか、病院経営に係る重要事項又は懸案事項についての内部の意思決定については経営

会議において行う。病院全体として議論や情報共有が必要な事項については、診療部

長・所属長合同会議で協議し、その結果を踏まえて理事長又は院長が意思決定を行う。

そのほか、恒常的な業務を多職種で審議するための委員会、特定の業務について関係部
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署が集まって議論し事業を推進するためのプロジェクトチームの設置など、経営管理体

制を補完する仕組みを適宜取り入れ、ガバナンスの強化に努める。 

  ⑵ リスク管理の徹底 

ア コンプライアンス（法令・行動規範）遵守の徹底 

各事業年度の期中及び期末に内部監査を実施することにより経営活動を点検・評価

し、コントロールするとともに、自主監査を実施することにより自律的な点検や見直

しを行う。また、職員がコンプライアンスの遵守や職場での円滑なコミュニケーショ

ンを図ることができるよう、知識を深めるための研修を適宜実施する。 

イ 医療情報システムの業務管理 

サイバー攻撃に対する安全管理措置として、「医療情報システムの安全管理に関する

ガイドライン」に基づいた情報システム機器の脆
ぜい

弱性性対策、オフラインバックアップ

の方策について調査研究を進める。また、サイバーインシデントの発生時に備え、平

常時と非常時の基本行動等を定めた事業継続計画（ＩＴ－ＢＣＰ）に基づき、訓練を

実施する。 

目標指標 令和７年度目標値 

システムのオフラインバックアップ率※ ９０．０％以上 

   ※ 医療情報システム数÷システムのオフラインバックアップ数×１００ 

３ 運営体制の強化  

⑴ 人材の確保 

経営力の源泉は人材にあり、人材育成に係る組織戦略は、経営戦略と同等の重要性を

有することから、その根幹となる人材育成基本方針を定め、人材育成計画に基づき人材

の育成・確保に取り組む。 

ア 人材の計画的な確保 

診療機能の維持・強化のため、大学との密接な連携を強化し、医療職の人材を確保

する。また、チーム医療を支える認定医、認定看護師等の高い専門性を持った有資格者

の育成に努めるとともに、診療報酬制度を熟知した人材の確保並びに医療経営に関し知

見を有する人材の育成及び確保についても、将来的な院内配置を見据え、計画的に推進

していく。 

イ 医師の働き方改革への対応等 
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医師の労働時間短縮計画に基づき、業務範囲の拡大に関する研修を通じて、現行の

制度下における可能な領域につき、円滑に医師の業務を他の職種へと移管する取組を

行うとともに、医療従事者が働きやすい勤務環境の整備に努める。 

ウ 研修医の確保 

臨床研修センターにおいて、市民病院の特徴を生かし、また、大学附属病院や地域

の医療機関と連携することにより、研修医が幅広い研修を主体的に選択して実践する

ことができる環境を整備し、今後も研修医の確保に向けた取組を継続する。 

目標指標 令和７年度目標値 

研修医の当該年度採用者数 １１人以上 

⑵ 職員の意識変革 

理念及び基本方針並びに経営会議等で決定した経営課題の改善策、業務改善委員会で

の取組等を市民病院全体で共有することにより、経営参画意識の向上に努めるとともに、

理事長又は院長が定期的に各部門のヒアリングを行うことにより、課題解決に積極的に

取り組む意識を醸成する。 

目標指標 令和７年度目標値 

診療部長所属長会議出席率 ８２．１％以上 

⑶ 人材の育成  

人材育成基本方針を基盤として、職種ごとに定められた各職位に求める職責を担うこ

とができる職員を育成するため、人材育成計画を策定する。また、モチベーションを高

く持ち、持てる能力を発揮して法人運営に貢献した職員について、その評価を処遇に反

映することができる人事給与制度を構築する。さらに、病院事務や経営マネジメントに

関する資格取得の推進、学会発表等を推奨し、病院事務職員のスペシャリスト育成を図

ることで、組織運営体制を強化する。また、定年退職後の再雇用職員の経験や知識を組

織に生かし、再雇用職員がモチベーション高く働けるよう人財活用センターを設置する。 

 

［人材育成計画の策定及び推進に係る目標の工程］ 

 実績 目標 

令和５年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 
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人材育成計画

の策定及び推

進 

― 
人材育成計

画の策定 

計画に基づ

き実施、見

直し 

計画に基づ

き実施、見

直し 

計画に基づ

き実施、見

直し 

［職務遂行状況や成果を適切に評価、反映できる人事給与制度の構築に係る目標の工程］ 

 実績 目標 

令和５年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 

職務遂行状況

や成果を適切

に評価、反映

できる人事給

与制度の構築 

― 

人 事 ・ 給

与・人事評

価制度設計 

人 事 ・ 給

与・人事評

価制度策定 

制度実施 

制 度 実 施

後、運用見

直し 

第４ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置  

持続可能な病院経営の実現に向け、短期及び中長期的な分析をした上で、収益の確保と費

用の抑制を両立できるよう、改善及び効率化に向けた取組を随時行い、令和９年度までに経

常収支比率１００パーセント以上を達成する。 

１ 収支バランスの適正化  

  持続可能な病院経営の実現に向け、次の指標の目標値達成及び更なる改善を目指す。な

お、目標値の算出に当たり用いる基礎数値は、地方財政状況調査に基づくものである。 

目標指標 令和７年度目標値 

資金収支※１ △１，２６０百万円以上 

経常収支比率※２ ９４．３％以上 

医業収支比率※３ ８８．４％以上 

営業費用対医業収益等※４ １２１．８％以下 

※１ 資金の総収入（短期借入金を除く。）－総支出。なお、総収入のうち大津市からの運

営費負担金の額は、計画額とする。 

※２ 経常収益÷経常費用×１００ 

※３ （入院収益＋外来収益＋その他医業収益）÷医業費用（地方独立行政法人法（平成 

１５年法律第１１８号）第３４条第１項に規定する損益計算書の医業費用をいう。）×

１００ 

※４ 営業費用÷（入院収益＋外来収益＋その他医業収益）×１００ 

⑴ 収益の最適化及び収入の安定的確保 
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収益の最適化のため、地域医療連携等により病床を適切に運用するとともに、手術等

が必要な地域の重症患者を効率的に数多く治療し、地域に貢献することにより収益を確

保する。また、施設基準の新たな届出等、迅速かつ的確に対応するとともに、診療報酬

の適切な請求に努める。特に機能評価係数Ⅱ増加に向けての取組を強化する。また、未

収金対策として保証代行契約を行い、安定的な収入の確保に努める。 

目標指標 令和７年度目標値 

新入院患者数 ７，７３４人以上 

入院診療単価（急性期） ６８，７５７円以上 

入院診療単価（全体） ６５，６９９円以上 

平均在院日数（急性期） １１．７日以下 

平均在院日数（全体） １３．３日以下 

ＤＰＣⅡ期間以内患者割合 ６０．８％以上 

手術件数 ２，９０３件以上 

初診外来患者数 １９，８１４人以上 

外来診療単価 １６，２００円以上 

クリニカルパス適応患者割合 ５１．０％以上 

  ⑵ 支出及び費用の抑制 

業務改善委員会とそのフォロー体制である調整会議及び改善指導チームを設置し、  

業務改善検討事項について、収益改善や経費削減等のプロジェクトチームで業務改善を

進め、職員全体で支出及び費用の抑制に努めていく。 

ア 人件費の適正化 

人事給与制度改革プロジェクトとして「時間外勤務削減」「人員適正化」「人事・給

与制度改革」に取り組み、人件費の適正化を図る。 

イ 材料費及び経費などの抑制 

業務の効率化や職員の費用節減意識の醸成を図り、材料費、経費等の更なる削減に

取り組む。また、ベンチマーク等を用いた契約単価の評価及び使用状況の分析に基づ

いた価格交渉、委託業務に関する契約内容の見直し等により費用の抑制に取り組む。

特に高額医療材料の使用については、十分な検討の上で適正に使用する。なお、職員
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給与費対医業収益等、材料費比率及び委託費比率の目標値の算出に当たり用いる基礎

数値は、地方財政状況調査に基づくものである。 

目標指標 令和７年度目標値 

職員給与費対医業収益等※１ ７１．７％以下 

材料費比率※２ ２２．０％以下 

後発医薬品指数※３ ９３．０％以上 

委託費比率※４ １２．０％以下 

※１ 職員給与費÷（入院収益＋外来収益＋その他医業収益）×１００ 

※２ 材料費÷（入院収益＋外来収益＋その他医業収益）×１００ 

※３ 後発医薬品の規格単位数量÷（後発医薬品が存在する先発医薬品の規格単位数量

＋後発医薬品の規格単位数量）×１００ 

※４ 委託料÷（入院収益＋外来収益＋その他医業収益）×１００ 

 ２ 計画期間内の収支見通し 

中期計画の各指標に係る事業年度ごとの目標の設定を行い、理事会において中期計画で

掲げる目標値の達成状況の報告を行う。また、未達成の項目については、理事長及び院長が

各担当部署の長との面談等を行い、常に目標達成を意識した取組を推進する。四半期ごとに

目標達成状況及びこれを分析した結果について、地方独立行政法人市立大津市民病院評価委

員会に対し、その要因に係る分析も含めた報告を行う。 

第５ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

 １ 予算 

（単位：百万円） 

区  分 金  額 

収入 

 営業収益 

  医業収益   

  運営費負担金 

  その他営業収益 

 営業外収益 

  運営費負担金 

 

１２，２３７ 

１０，４６３ 

１，７３１ 

４２ 

１７４ 

５０ 
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  その他営業外収益 

 資本収入 

  長期借入金 

 計 

１２４ 

５２８ 

５２８ 

１２，９３９ 

支出 

 営業費用 

  医業費用 

   給与費 

   材料費 

   経費 

   研究研修費  

  一般管理費 

   給与費 

   経費 

 営業外費用 

 資本支出 

  建設改良費 

  償還金 

 計 

 

１２，１８９ 

１１，２８０ 

７，２３６ 

２，５２２ 

１，５０７ 

１４ 

９１０ 

２９４ 

６１５ 

１０５ 

１，９０５ 

 ６１２ 

１，２９３ 

１４，１９９ 

（注１） 金額は、それぞれ四捨五入によっているため、合計と一致しないものがある。 

（注２） 期間中の診療報酬の改定、給与改定及び物価変動は考慮していない。 

［人件費の見積り］ 

  期間中の人件費として、総額７，５３０百万円の支出を見積もる。 

   なお、当該金額は、市民病院の役職員に係る報酬、基本給、諸手当、法定福利費及び退職

手当の額に相当する。 

［運営費負担金の基準等］ 

救急医療等の政策的医療及び高度医療等の不採算経費に充当する運営費負担金について

は、地方公営企業の繰出金に関しその対象経費及び繰出しの基準について毎年度総務省が示

す考え方に準じて、当該不採算経費に係る繰出金に相当する額を算出する。また、建設改良
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費及び長期借入金等元利償還金に充当される運営費負担金については、経常費助成のための

ものとする。 

 ２ 収支計画 

（単位：百万円） 

区  分 金  額 

収入の部 

 営業収益 

  医業収益   

  運営費負担金 

  資産見返補助金等戻入 

  その他営業収益 

 営業外収益 

  運営費負担金 

  その他営業外収益 

１２，５０２ 

１２，３３９ 

１０，４２６ 

１，７３１ 

１４０ 

４２ 

１６３ 

５０ 

１１３ 

支出の部 

 営業費用 

  医業費用 

   給与費 

   材料費 

   経費 

   減価償却費 

   研究研修費    

  一般管理費 

   給与費 

   経費 

   減価償却費 

 営業外費用 

１３，２５６ 

１２，６９７ 

１１，７９４ 

７，１６２ 

２，２９３ 

１，３９５ 

９３２ 

１３ 

９０３ 

３１４ 

５６０ 

３０ 

５６０ 

純損失 ７５４ 

 総損失 ７５４ 

（注１） 金額は、それぞれ四捨五入によっているため、合計と一致しないものがある。 
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（注２） 期間中の診療報酬の改定、給与改定及び物価変動は考慮していない。 

 ３ 資金計画 

（単位：百万円） 

区  分 金  額 

資金収入 

 業務活動による収入 

  診療業務による収入 

  運営費負担金による収入 

  その他の業務活動による収入 

 財務活動による収入 

長期借入れによる収入 

 第２期中期目標の期間からの繰越金 

１７，９００ 

１２，３６３ 

１０，４２６ 

１，７８１ 

１５６ 

５２８ 

５２８ 

５，００９ 

資金支出 

業務活動による支出 

  給与費支出 

  材料費支出 

  その他の業務活動による支出 

投資活動による支出 

  固定資産の取得による支出 

  その他の投資活動による支出 

財務活動による支出 

  移行前地方債償還債務の償還による支出 

  長期借入金償還による支出 

その他の財務活動による支出 

 翌年度への繰越金  

１７，９００ 

１２，２９１ 

７，５５０ 

２，２９３ 

２，４４７ 

４８３ 

４８０ 

３ 

１，３７７ 

７８３ 

５１０ 

８４ 

３，７４９ 

（注１） 金額は、それぞれ四捨五入によっているため、合計と一致しないものがある。 

（注２） 期間中の診療報酬の改定、給与改定及び物価変動は考慮していない。 

第６ 短期借入金の限度額 

１ 限度額  ２，０００百万円 
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２ 想定される短期借入金の発生理由 

⑴ 賞与の支給等による一時的な資金不足への対応 

⑵ 予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給等、偶発的な出費への対応 

第７ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

なし 

第８ 剰余金の使途 

決算において剰余金が生じた場合は、病院施設の整備、医療機器の購入等に充てる。累積欠

損金がない場合は、その一部を大津市への配当に充てる。 

第９ 料金に関する事項 

 １ 料金は、次に掲げる額とする。 

⑴ 健康保険法（大正１１年法律第７０号）、高齢者の医療の確保に関する法律（昭和５７

年法律第８０号）、介護保険法（平成９年法律第１２３号）その他法令に規定する算定方

法により算定した額 

⑵ 前号の規定により難いものについては、別に理事長が定める額 

 ２ 料金の減免 

   理事長は、特別の理由があると認められるときは、料金を減額し、又は免除することがで

きる。 

第１０ 地方独立行政法人市立大津市民病院の業務運営、財務及び会計並びに人事管理に関する

規則（平成２８年大津市規則第１０３号）第６条に規定する事項 

 １ 施設及び設備に関する計画 

内 容 予定額 財 源 

医療機器、施設等の整備  ５２８百万円 大津市長期借入金 

 ２ 人事に関する計画  

⑴ 医療ニーズの動向や経営状況の変化に迅速に対応するため、弾力的な人員配置や組織の

見直しを行う。 

⑵ 人材育成につながる評価制度を導入するとともに、評価結果を処遇及び給与へ反映させ、

職員のモチベーションの向上を図る。 

⑶ 病院事務職員のスペシャリストの育成を図り、事務部門を強化する。 
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今後のスケジュール（令和７年度） 

 

時 期 事 項 主な審議事項など 

7月 11日 

本日 

第１回評価委員会 ・令和６年度評価（案）について 

・第２期中期目標期間評価（案）について 

8月上旬 書面による確認 ・令和７年度第１四半期業務実績について 

9月下旬 【議会へ報告】 

 

・法人の経営状況（地自法第 243条の 3第 2項） 

・業績評価結果（地独法第 28条第 5項） 

11月上旬 書面による確認 ・令和７年度上半期（第２四半期）業務実績報告に

ついて 

2月上旬 書面による確認 ・令和７年度第３四半期業務実績及び年度見込み評

価について 

※ 上記以外に、臨時で開催することがあります。 

 

 

 

 

 

 

参考１ 
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○地方独立行政法人市立大津市民病院評価委員会条例 

平成２８年３月２９日 

条例第１２号 

改正 平成２９年１２月２２日条例第５７号 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方独立行政法人法（平成１５年法律第１１８号。以下「法」という。）

第１１条第１項の規定に基づき設置する地方独立行政法人市立大津市民病院評価委員会（以下

「委員会」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

（平２９条例５７・一部改正） 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、法の規定によりその権限に属させられた事項を処理するほか、市長の諮問に

応じ、次に掲げる事項について意見を述べる。 

（１） 法第２６条第１項の規定に基づく中期計画の認可に関すること。 

（２） 法第２８条第１項第１号及び第３号に定める事項の評価に関すること。 

（３） 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項に関すること。 

（平２９条例５７・追加） 

（組織） 

第３条 委員会は、委員８人以内をもって組織する。 

（平２９条例５７・旧第２条繰下） 

（委員） 

第４条 委員は、医療又は事業の経営に関し学識経験を有する者その他市長が適当と認める者の

うちから、市長が委嘱する。 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

（平２９条例５７・旧第３条繰下） 

（臨時委員） 

第５条 委員会に、特別の事項を調査審議させるため必要があるときは、臨時委員若干人を置く

ことができる。 

２ 臨時委員は、当該特別の事項に関し学識経験を有する者のうちから、市長が委嘱する。 

参考２ 
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３ 臨時委員は、その者の委嘱に係る当該特別の事項に関する調査審議が終了したときは、解嘱

されるものとする。 

（平２９条例５７・旧第４条繰下） 

（委員長） 

第６条 委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長が指名する委員が

その職務を代理する。 

（平２９条例５７・旧第５条繰下） 

（会議） 

第７条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 会議は、委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数が出席しなければ、開くことができな

い。 

３ 委員会の議事は、委員及び議事に関係のある臨時委員で会議に出席したものの過半数で決し、

可否同数のときは、議長の決するところによる。 

４ 委員会は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求め、説明又は意見を聴くこ

とができる。 

（平２９条例５７・旧第６条繰下） 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、健康保険部において処理する。 

（平２９条例５７・旧第７条繰下） 

（委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮

って定める。 

（平２９条例５７・旧第８条繰下） 

附 則 

この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（平成２９年１２月２２日条例第５７号） 

この条例は、平成３０年４月１日から施行する。 
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